


































































ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか５
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　日が輝く。

　東の空より現れる陽光が市壁を越え、オラリオの街並みを照らし出す。都市中央から伸びる白亜の巨塔が、冒険者の集つどう荘厳な万神殿パンテオンが、広大な円形闘技場アンフィテアトルムが、暖かな朝の色に染められていく。一日の始まりに市民達は既に活気付いており、多くのヒューマンと亜人デミ・ヒューマンが街路を行き交かい、徐々に賑にぎわいを膨ふくらませていた。

「こんな朝早くからすまんなぁ、ファイたん。押しかけるような真似まねしてしまって」

「ま、構わないわよ。いつもは一人だし、たまにはこうして誰だれかと朝食っていうのもいいわ」

　人々の喧騒けんそうがさざ波なみの音のように届くところ、北西と西のメインストリートの間の区画に建つ館では、二柱の女神が歓談がてら朝の食事を取っていた。

　朱色しゅいろの髪を揺らす女神、ロキは糸目を緩ませ、鮮やかな紅髪に眼帯がんたいを纏まとった女神、ヘファイストスは微笑する。

「あらためて、うちのとこの『遠征』のために鍛冶師スミスを貸してくれて、ありがとなー。助かったわ」

「気にしないで頂戴ちょうだい。深層域えんせいさきの武器素材ドロップアイテムを優先的に流してもらえるなら、こちらとしても願ったりだし。そちらとしてはどうなの？　今回の『遠征』で何か進展はありそう？」

　ロキの感謝の言葉を受け止めつつ、ヘファイストスは質問を投げかける。

　木張りの料理店は四階建て。その最上階の窓際で朝食を取るロキ達の周囲には、獣人じゅうじんの給仕を除けば客の姿は一つもない。貸し切り状態の店内で、ロキとヘファイストスは純白のテーブルクロスがかかった卓を挟み、ナイフとフォークを動かす。

「前回は色々トラブルあったみたいやけど、今回は到達階層を更新してくるんやないかなー。うちの子らは『絶対踏破する！』って息巻いとったし、アイズもＬｖ．６になったしなぁ。見込みはアリや」

　ぶすっ、と肉にフォークを突き刺し口に放り込むロキ。無造作に水の入ったグラスをあおる彼女とは対照的に、ヘファイストスは整った作法で食事を進めていく。

「……ところで、ファイたん。ドチビのとこの子の情報、何か聞いとるか？」

「ん？　ふふっ、なに、ヘスティアのことが気になってるの？」

「気になってるちゅうかなぁ……最近調子乗っとるからのぉ、ドチビのくせに。天狗てんぐになってあの無駄にでかい胸を張られたら、腹立たしいちゅうかなんちゅうか……」

　ぶつぶつと不満を口にするロキに、ヘファイストスは笑みを漏もらした。

「私の子が一人、ヘスティアの子とパーティを組んでいるわ。今日、中層に向かうみたいよ」

「えっ、うちのとこだけやなくて、ドチビのとこにも鍛冶師スミス貸しとったん？」

「直接契約を結んだのよ、【リトル・ルーキー】と。うちの子は存外に気に入っているらしいわ、ヘスティアの子のこと」

　どこか微笑ほほえましそうな声音を滲にじませながら、ヘファイストスはゆっくりと料理を口に運んだ。

　正面では、話を聞いたロキが面白おもしろくなさそうな顔を浮かべる。

「酷ひどいわファイたん、うちだけやなくて、ドチビに浮気うわきしとったなんて」

「ちょっと、人聞きが悪いわね」

　軽口を叩たたくように会話を続けていたロキ達は──しかしそこで、不意に。

　身を襲う微細な震動に、動きを止めた。

「……また地震、ね」

「しょぼいもんやけど……最近ちょっと多いなぁ、こういうの」

　水の入ったグラスが、その水面を僅わずかに震わす。

　揺れは知覚できるかできないか程度の小さいものだ。それこそ身の動きを止めていなければ、気にもかからないだろう。

　微震は断続的に続き、ロキとヘファイストスをしばし沈黙させた。

「普通やったらただの地震で片付けられるんやけど……ここには物騒な迷宮もんが地中したに在あるからなぁ……ファイたん、どう思う？」

「ギルドが祈禱きとうを捧ささげているんだから、たまたま、とは思うけど……何か、起こってるのかしらね」

　ロキとヘファイストスはおもむろに窓の外の景色を眺める。通りを行く人の流れは何も変わらず、一段と賑々しさを増していた。

　平穏な光景が広がる中、ふと、ロキは「ん？」と視界の隅に目を向ける。

　彼女の視線の先では、とある【ファミリア】の一団が、街路の一角に集まっていた。




「……」

　男神、タケミカヅチは、己おのれの足もとを見下ろす。

　靴の裏から伝わってくる大地の揺れに、小さく眉まゆをひそめた。

「それでは行って参ります、タケミカヅチ様！」

　芯しんのこもった高い声をかけられ、彼は地面から視線を剝はがし、顔を上げる。

　目の前にいるのは美しい少女だ。艶つやのある長い黒髪に青紫あおむらさきの瞳ひとみ、礼儀正しく伸びた背筋。菫すみれ色の戦闘衣バトル・クロスから覗のぞく肢体したいは瑞々みずみずしく、その顔立ちは神をして感嘆させるほど整っていた。

　タケミカヅチは自身の眷族けんぞくであるその少女に笑みを浮かべる。

「おう。あまり力み過ぎるなよ、命ミコト。いつも言っているが、初心を忘れるな」

「はいっ！」

　命ミコト、と呼ばれた少女が頷うなずいた後、彼は周りにいる者達にも「お前等もだぞ」と声をかける。

　ヒューマンで編成された小規模のパーティ。

　命ミコトを入れて計六人の冒険者達は、【タケミカヅチ・ファミリア】の全構成員でもある。

【タケミカヅチ・ファミリア】はオラリオでも数ある探索ダンジョン系の【ファミリア】の一つだ。字のごとくダンジョンを探索して、『魔石』や『ドロップアイテム』を持ち帰ることで生計を立てる派閥である。

　下級冒険者の間で噂うわさの新人ルーキーとして騒がれていた命ミコトが【ランクアップ】したこともあり、【タケミカヅチ・ファミリア】は下位派閥の中でも比較的勢力を伸ばしつつあった。

「タケミカヅチ様、では」と首領に当たる男性冒険者の言葉に、タケミカヅチは「ああ、行ってこい」と彼等を送り出す。

　お辞儀をする命ミコトを最後に、団員達の背を見送った。

「誰も欠けて帰ってくるなよ、っと……」

　彼等の背中が視界からいなくなると、タケミカヅチはもう一度地面を見下ろす。

　やがてその角髪みずらにしている頭髪をかいた後、短く吐息をした。

「……俺おれもバイトに行くか」

　首をコキコキと鳴らし、踵きびすを返す。少しでも団員達の助けになるように、今日もジャガ丸くんを揚げてこようと、背後にあるホームへ準備のため戻ろうとした。「ここのところ北ヘスティアの露店に売り上げ負けてんだよなぁ」とぶつぶつ独り言が漏れていく。

「──おーいっ、タケミカヅチー！」

　ホームの戸に手をやろうとしたタケミカヅチの動きが、ぴたり、と止まった。

　背中をどついてきた陽気そうな声に、彼の目尻めじりはぷるぷると痙攣けいれんし出す。

　知れず口を苦々しく曲げていたタケミカヅチは、勢いよく後方を振り返った。

「ヘルメス……！」

「ああ、そうだぜ、ヘルメスだ！　一週間ぶりだな、タケミカヅチ！」

　果たしてそこにいたのは、細身の男神だった。

　身軽そうな体付きは中背で、旅人の服に包まれている手足はすらりと伸びている。相貌はやはり神と言うべきか文句のつけようもなく端整だ。羽付きの鍔広つばひろ帽子を被かぶっており、ひょいと頭から外すと、橙黄色とうこうしょくの髪が流れ出す。

　凛然りんぜんとして男前な容姿のタケミカヅチとは真逆、絶えず愛嬌あいきょうを覗かせる優男やさおとこ。

　満面の笑みを浮かべるヘルメスは、指でくるくると帽子を回しながら歩み寄ってくる。

「お前、何しに来た……！」

「おいおい、そんな嫌そうな顔をしないでくれよ。オレはタケミカヅチに会うために、わざわざ出向いてきたっていうのに」

「冗談でもそんな恐ろしいことを口にするな!?　お前は率先して俺を馬鹿ばかにする神アホの一人だろーがっ!!」

「はははっ、ごめんごめん！　タケミカヅチを見るとついからかいたくなってしまうんだ！」

　人を食ったような態度のヘルメスに、タケミカヅチは凄すさまじい渋面を作った。

　ヘルメスは一癖ひとくせも二癖もある神々の中においても、奔放の代名詞と知られている。

【ファミリア】のホーム、拠点こそこのオラリオに置いているものの、当の本人は都市を出ては世界中を駆け巡っていることが日常茶飯事だ。旅の達人とでも言えばいいのか、それとも一箇所にとどまれない性分なのか、とにかくヘルメスが半年以上同じ場所にいたという話をタケミカヅチは聞いたことがない。無論、【ヘルメス・ファミリア】の運営は、団員の自由意思尊重──とは名ばかりの『ほったらかし状態』だ。

「旅の帰りに近くに寄ったものだから、お祝いがてら挨拶あいさつに来たんだよ……命ミコトちゃんの【ランクアップ】おめでとう、タケミカヅチ。【ファミリア】もかなり強くなっているみたいだし、今後はお付き合いよろしく頼むよ」

　ヘルメスは天界でも、そしてこの下界でも非常に世渡りが上手うまい。

　こういったまめな行いが敵を上手く作らない秘訣ひけつなのだろう、とタケミカヅチは思いつつ。

　目の前に差し出されているその手を、すぐに取ろうとはしなかった。

「ヘルメス……お前、何でこんな早く帰ってきた？」

　先日の神会デナトゥスに参加した直後、ヘルメスはまたどこかへと旅立っていった。常であるなら、都市外に出た彼はまず一ヶ月は帰ってこない。

　しかし今回の旅は、僅わずか約十日間。まさかの最速帰還だ。

　怪訝けげんそうな顔を隠さないタケミカヅチの問いに、ヘルメスはにやっと笑った。

「ふふっ、なぁに、今回の神会デナトゥスでは新人ルーキーが多く台頭してきて、ずっと気になってたからね。さっさと用事を済ませて、旅を終わらせてきたんだ」

　特に、と言って、ヘルメスは言葉を続ける。

「ヘスティアのところの、【リトル・ルーキー】。世界最速兎レコードホルダーということもあって、他ほかの神々やつらと同様、オレも関心を寄せているよ」

　弓なりになっている切れ長の瞳を薄く開け、ヘルメスは笑みを深くした。

　胸の内をあっさりと吐露とろした優男の神に、タケミカヅチは苦い顔を浮かべる。

「タケミカヅチは、ヘスティアとよく会っているだろう？　ベル・クラネルのことについて、何か知っていることはないかい？」

「知らん。知っていても、お前には言わん」

「ははっ、つれないなぁ」

　タケミカヅチの顔を覗き込むように肩と肩を近付けていたヘルメスは、やはり優男の笑みを浮かべたまま後ろに退いた。

　不意に西の方角から風が吹き、互いの髪を揺らし、上空へと駆け上っていく。

　真横から見つめてくる視線に意を介さず、ヘルメスは風に導かれるように青空を見上げた。

「ああ、早く会ってみたい」
















　至るところに灰色の岩石が転がっている。周囲を囲む壁も、床も、天井てんじょうも岩盤で形成されており、どこか湿しめった空気が漂っていた。

　山腹に存在する天然の洞窟。何も知らなければ、その言葉も信じてしまうかもしれない。

　視界に広がるダンジョン13階層……最初の死線ファーストラインとも呼ばれる『中層』を前に、僕はそんな感想を抱いた。

「ここが中層か……」

「話には聞いていましたが、今までの階層より光源が乏とぼしいですね」

　既に大刀を装備しているヴェルフと、早速地形へ目を走らせるリリがそれぞれ口にする。

『上層』の12階層から伸びた下り坂を歩き抜くと、僕達を待ち受けていたのはずっと奥まで続いている岩石の一本道だった。『ルーム』に繫つながっている通路の一種と捉とらえていいだろう。曲がりくねっているわけでもないのに先が見えないほど長いものは初めて見るけど。

　他ほかにも、壁の隅には井戸のようにぽっかりと空いた縦穴──下の階層に繫がる落とし穴──なんかもある。燐光りんこうの頼りない明るさといい、これら全すべて上層ではありえなかった光景だ。

「13階層はルームとルームを繫ぐ通路が長いのが特徴です。安全に戦闘を行うためにも、まずリリ達は迅速に最初のルームへ到達しなければなりません」

　リリの説明を聞きながら、僕とヴェルフは確認し合うように頷うなずいた。

　見た限り13階層の通路は上層より幅が広いけれど、基本的に、こういった通り道に陣取ってモンスターと戦闘するのは下策だ。

　空間スペースが狭いと動きが制限されるし、パーティの連携も機能しにくい。群がってくるモンスターに包囲されてしまうことだってざらだ。通路内がモンスターで飽和する光景──退路を断たれた上での戦闘の泥沼化──なんて、思い浮かべるだけで身震いしてしまう。

　場所にゆとりのある広間ルームを使い、パーティ全体でモンスターを各個撃破。数の利と連携を活かした戦いが、パーティを組む上での肝だ。

「モンスターと出くわさない内に少しでも前進しましょう。ヴェルフ様、この通路は一本道なので、道なりにがんがん進んじゃってください」

「わかった」

　ギルドから公開されている情報は熟知済みなのか、リリは13階層の地図マップも既に頭の中へ叩たたき込んでいるらしい。ただの荷物持ちではなく、文字通り冒険者のサポーターとして尽力してくれるリリに頼もしさを覚えながら、僕は歩き出すヴェルフの背を追った。

　適度な間隔を有しながら、三人一列になって中層の奥へと進んでいく。

「……それにしても、やっぱり派手だよな、コレ」

「『サラマンダー・ウール』のことですか？」

「ああ。着心地は文句ないんだがな」

　静寂を保つダンジョンの不気味な雰囲気に神経を張り詰めさせていると、ヴェルフが軽い調子で話題を振ってきた。リリもあっさりとそれに乗る。

　こういった緊張を和らげるような何気ない会話も、パーティの利点なのかもしれない。孤独感に苛さいなまれる単独迷宮探索ソロ・プレイは、絶えず緊張と苦痛が溜たまっていくものだし。

「リリはこんな立派な護布ごふを着れる日が来るなんて、思いも寄りませんでした。ありがとうございます、ベル様。大切にしますね？」

「あははは……割引してもらったものだけどね」

　ひょい、と後ろから顔を出して嬉うれしそうに微笑ほほえんでくるリリに苦笑いしながら、僕は自分を含めたパーティ全員の服装を見る。

　光沢に溢あふれた赤い生地きじ。少しひらひらとした薄い作りは、外から見る分にも重さというものを感じさせない。インナーにパンツ、着流しやローブと形状は様々だけど、僕達の身に付けている服は同じ素材で作られていた。

『精霊の護布ごふ』。

　精霊が己おのれの魔力を編み込んで作成した一品……つまり、精霊の加護が宿った特別な装備品だ。

「割引してもらったなんて言っても、精霊が一枚嚙かんでる装備だ、とんでもない値段だっただろ？　三人分でいくらだ？」

「えーと……簡単にゼロが五つ並んだくらい……」

「ヴェルフ様、ベル様がお払いになったお金はしっかり返してくださいね？」

「ほんと清々しいくらい現金な小人族パルゥムだよ、お前は」

　エイナさんが提示した中層進出する上での条件に従い、僕はこの『精霊の護布ごふ』を三着購入していた。二人には頭を下げて、ダンジョンへもぐる前に装備してもらっている。

　僕とヴェルフは防具の下にインナーと着流しを身に付け、リリは服の上から全身を覆い隠すほどのローブ。きらきらとした光の粒を表面に散らしている護布は、その鮮やかな色もあって、確かに派手な格好と言えるものかもしれない。

「こんなヒラヒラした服が、上級鍛冶師ハイ・スミスの作品も顔負けする耐熱装備か……俺おれの立つ瀬がないな。ったく、本当に精霊ってやつは」

　着流しの裾すそを引っ張りながら、若干精霊に拒否感を持っているヴェルフはそう口にする。

　精霊は獣人と同じように……サラマンダー、シルフ、ウンディーネ、ノーム……などなど、属性や生息地によって種類が分類化されている。『精霊の護布』もまた、その分類ごとに別々の特徴が表れるのだ。

　火の精霊サラマンダーが関わったこの『サラマンダー・ウール』は、火炎や熱といった攻撃に対してめっぽう防御力が高い。いわゆる『火の耐性』というやつだ。防寒の属性も備わっているらしい。

　他にも水の精霊ウンディーネの衣ころもなら、水の耐性の他にも、激しい高熱を打ち消す防暑効果があると聞く。

『神の分身』とも呼ばれる精霊の恩恵が宿った護布は、普遍的な万能性には乏しくても、一つの属性に特化した傾向が強いらしい。それこそヴェルフが言ったように、その分野の性能に限っては上級鍛冶師ハイ・スミスの作品を凌しのいでしまうくらい。

「ですが、正直にありがたいです。これで全滅の憂うれいがぐっと低くなりました」

「……『ヘルハウンド』、だよね？」

　僕が口にしたのはとあるモンスターの名前。エイナさんが『サラマンダー・ウール』を購入するよう厳命したのは、ひとえにそのモンスターが13階層から出現するからだ。

『放火魔バスカヴィル』とも異名を持つヘルハウンドは、犬型のモンスター。中層のモンスターだけにその身体能力も侮あなどれないけれど、真の脅威はその口から放射される火炎攻撃だ。

　その炎は並の防具ならいとも容易たやすく溶かしてしまうほどの高威力。ヘルハウンドの群れに遭遇エンカウントし一斉放火された後には、僅わずかな灰のみしか残らないとまで言われている。

　13、14階層におけるパーティ全滅の原因は断然ヘルハウンドによるもの。【ランクアップ】を経た冒険者でさえ、件くだんのモンスターが吐く炎の前ではことごとく焼きつくされてしまうのだ。

「ヴェルフ様、十分承知していると思いますが……」

「ああ、みなまで言うな。ヘルハウンドが出てきたら、真っ先に叩たたけ、だろ？　俺だって火葬はご免だ」

　これは僕の勝手な意見だけど、中層はダンジョン内における一つの節目だと思う。

　上層までは突撃だけしかしてこなかったモンスターが、明確な遠距離攻撃の術を手に入れたのだ。モンスターが『魔法』と同じ攻撃を仕掛けてくる、って言えばわかりやすいのかな？

『上層と中層は違う』。

　リューさんが言っていたあの言葉も、僕の心の奥に深く染しみ込んでいる。

　とにもかくにも、ヘルハウンドは中層でも特に注意しなければならない相手だということだ。

「……！」

　洞窟を装う一本道を歩き続けて数分。

　それまで動いていた僕達の口と足が、ほぼ同時に止まった。

【ステイタス】によって強化された聴覚が、べたらっべたらっ、という何かが駆けてくる足音を拾う。前方の薄闇うすやみから聞こえてくるその音に、僕達は静かに臨戦態勢を作った。

「……いきなりか」

　ヴェルフの呟つぶやきが湿った通路内に響く。

　薄い燐光に照らされる影は二つ。通路の奥から完全に現れ、モンスターの姿があらわになる。

　ごつごつとした体皮は黒一色だった。その中でも両の眼は爛々らんらんと真まっ赤かに輝き、モンスターの不気味さに一役買っている。

　犬、と言うには少々体がたくまし過ぎるきらいがある四足獣、ヘルハウンド。

　狼とも違った凶暴な顔付きを盛大に歪ゆがませながら、二頭のモンスターは唸うなり声を上げていた。

「なぁ、この距離はどうなんだ？　詰めた方がいいのか？」

「ヘルハウンドの射程距離は甘く見ない方がいい、って担当官アドバイザーの人には言われたけど……」

「なら──叩たたくぞッ！」

　戦闘開始の合図を自ら上げ、ヴェルフは大刀を担かつぎ駆け出した。僕もすぐその右後方に付く。

　強烈な遠吠とおぼえを一つ放ったヘルハウンド達もまた、凄すさまじい勢いで突っ込んできた。

　五〇Ｍメドルほどあった間合いは、互いの肉薄によってあっという間に消失する。

『オオオオオオオオオンッ！』

　ヴェルフに向かって飛びかかる一体のヘルハウンド。

　もしかしたら子牛ほどもあるかもしれない巨体が、空中を貫いてくる。

　僕はそうはさせじと両者の間に体を滑り込ませ、盾をかかげた。

　左手には小型盾バックラー、右手には刃渡り五〇Ｃセルチほどの短剣。

　11、12階層を攻略するまでのこの一週間の内に、ヴェルフが準備してくれた中衛用の武装。防御のための盾と、牽制けんせい用の武器だ。

　大きく開かれた相手の顎あごに、僕はわざと小型盾バックラーを嚙かませた。

「ぐ、っっ！」

　重い。

　でも、耐えられる。

　鋭い牙きばががっちりと小型盾バックラーに食い込む中、僕は飛びつきの衝撃を受けながらも、何とかその場で踏み止まった。

　勢いを失って宙を泳ぐヘルハウンド。

　そしてその瞬間を狙ねらっていたように、僕の横から颯爽さっそうと現れたヴェルフが、敵の無防備な体へ容赦のない一撃をお見舞いした。

『ァガッ!?』

　体の中心から一刀両断。

　縦に振り下ろされた大刀が、ヘルハウンドの体を真まっ二ぷつに断ち切る。

　嚙み合った防御と反撃、中衛と前衛の攻守連携コンビネーションだ。

　盾に食らいついている口から赤黒い血液を噴出させながら、上半身と下半身に分かれたモンスターはどさりと地面に落下した。


『ゥゥゥゥゥツ！』



　残っているヘルハウンドは僕達から距離を残した場所で、下半身を高く、上半身を伏せるような体勢を取る。その姿勢が炎を溜めていることにはすぐ気付いた。

　牙を剝むいた口の隙間すきまから、大粒の火の粉が爆発寸前とまでに溢れ出している。

「──ちょっと遅いです！」

『ギャンッ!?』

　けれど、炎が放たれるその直前、ヘルハウンドの右眼に金属矢が突き刺さる。

　リリのハンドボウガンだ。威力そのものは小さくても、的確に急所を射抜いた一撃は相手の動きを阻止するには十分だった。

　紅の着流しを翻ひるがえし、難なく相手の懐ふところに飛び込んだヴェルフが、一思いにモンスターの顔面を叩き斬る。

　額を真まっ赤かに染めながら、ヘルハンドは呻うめき声とともに崩れ落ちた。

「よし……幸先さいさきは良さそうだな？」

「にわか仕込みの連携も、そろそろ形になってもらわないと困りますからね。これくらいは当然です」

「でも、いい感じだったよ」

　一旦いったん戦闘を終え、パーティの空気が弛緩する。

　緊張を覚えるところもあったけど、軽くヘルハウンドを撃破できたこともあって僕はほっとしていた。13階層攻略の障害となるモンスターも、きちんと対処すれば十分撃退できる。それがわかっただけでも収穫はあった。

　火炎の攻撃には溜めが必要だってこともわかったし……これなら、何とかいけるかも。

　リリが『魔石』の回収作業に取りかかる傍かたわら、ひとまず心の余裕を手に入れる。

「っと。また来たぞ」

「！」

　ヴェルフの声に僕はすぐに反応した。

　道の奥から次にやって来たのは、兎うさぎの外見をした三匹のモンスターだった。

　ぴょこぴょこと揺れる長い耳に、白と黄色の毛並み、ふさふさの尻尾しっぽ。額には鋭い一角が生えており、後ろ足で地面に立っている。体の大きさはちょうどリリくらい。

　まるで二足歩行を身に付けた一角兎ニードルラビットだ。

「あれは……ベル様!?」

「違うよっ!?」

　なに言ってんの!?　と目を見開いているリリに突っ込みを入れる。

　兎のモンスター『アルミラージ』。

　その大人しそうな外見とは裏腹に非常に好戦的な、13階層初出のモンスターだ。

「ベルが相手か……冗談きついぜ」

「いや完璧かんぺきに冗談だから!?」

　ヴェルフまで深刻そうな顔をして半泣きしそうになる。

　いじられる僕とヴェルフ達を前にするアルミラージの群れは、手近にあった大岩を砕き、その中から新しい天然武器ネイチャーウェポンを取り出した。

　片手でも装備できる小型の石斧トマホーク。この通路にある岩の多くは『迷宮の武器庫ランドフォーム』なのか。

　三匹が三匹とも完全装備。そのくりくりとした赤い瞳ひとみを可愛かわいくも吊つり上げ、一角獣達はこちらを睥睨へいげいする。

「三対三だな」

「言っておきますが、あくまで三対一を三つ繰り返すんですよ？　各自で相手取るなんて愚ぐの骨頂こっちょうです。リリはもとより、ヴェルフ様も一つ間違えれば足をすくわれます」

　アルミラージは中層のモンスターの中でも戦闘能力は低い種族だ。野猿シルバーバックを上回るその敏捷力に注意さえすれば、Ｌｖ．１上位の能力ステイタスを持つ冒険者でもかろうじて戦える。

　それでもあの兎のモンスターの脅威評価がＬｖ．２にカテゴライズされているのは……集団での戦闘が、めっぽう強いからだ。

　やがてアルミラージ達は甲高かんだかい鳴き声とともに一斉に突進してきた。

「まずは右をやるぞ！」

「う、うんっ！」

「それにしても、初めてモンスターを倒すことに抵抗を覚えますねぇ……普通に可愛かわいいです」

『キャウッ！』『キィ、キィイ！』

　三人一組、三匹一塊。

　計六つの影が、正面からぶつかり合った。
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「ヘルメスが帰ってきた？」

　ジャガ丸くんを客に手渡しながら、ヘスティアは、訪ねにきたタケミカヅチへ振り向いた。

「今度は随分早くないかい？　前の神会デナトゥスにはしっかり出席していたじゃないか」

「俺もそれが解せない。あいつが意味もなくとんぼ返りしてくるなんて、ありえないしな」

　ありがとうございましたー、とお辞儀するヘスティアの横で、カウンターに肘をつきながらタケミカヅチはしかめっ面を作っている。

　北のメインストリートにある露店内。既に開店しているにもかかわらず「話がある」とやって来た神友しんゆうと、ヘスティアはバイトをこなしながら会話を行っていた。

「にしても……繁盛してるな、オイ」

「ふふんっ、当たり前だろ。このボクがいるんだぜ？」

「くそ、やっぱりマスコットキャラの有無はでけぇ……」

　程々に客足が途切れず、時には列も作る露店の賑にぎわいに、タケミカヅチは悔しそうにする。ヘスティアは両手を腰にやってその胸を大いに張った。

　バイト先共通のエプロンをかける二人の姿は、完璧に店の風景の一部として溶け込んでいる。

「それで、ヘルメスは何て？　タケのところに直接来たんだろ？」

「ああ……。ヘスティアは、まだあいつと会ってないのか？」

「うん、ないよ。タケに教えてもらうまでヘルメスが帰ってきたことも知らなかったし」

　獣人の女性店員がせっせと揚げるジャガ丸くんを、ヘスティアはこなれた動きで包装しては客に手渡していく。ご利益でもあるのか、ジャガ丸くんを購入していった全ての客は笑顔でヘスティアの頭を撫なでてから露店を後にした。

「お前のとこの子の、ベル・クラネルに興味がある、とか口にしてたが……どうもな。何か企くわだてている気がしてならない」

「ん～……考え過ぎじゃないのかい？　あのヘルメスが、自分から波風が立つようなことをするとは思えないけどなぁ」

　ヘルメスという神は自ら争いの種をまく神物じんぶつではない。

　機敏性フットワークに長じていると言えばいいのか、『ちゃっかり』という言葉が他の神だれよりも似合う彼は、顔が広く、むしろ争う神の間に立ってまぁまぁと仲裁をすることすらある。

　清濁せいだく併あわせ吞のむ抜け目のない神、というのがヘスティアの知るヘルメスだ。

「ベル君にちょっかいを出すのはヘルメスに限った話じゃないし……この一週間、他の神達にボク等は相当傍はた迷惑な思いをしたぜ？」

「よくあいつの肩を持つな、ヘスティア。俺はどーもヘルメスだけは駄目だめだ。あいつの口から出ること、全部信じられん」

「はははっ。タケはよくヘルメスにおもちゃにされているもんなぁ」

　天界での互いの領地が近辺……いわゆる『ご近所』な関係もあって、ヘスティアとヘルメスは気が知れている程度には仲が良い。

　きゃきゃっと自分より小さいハーフエルフの少女にじゃれつかれるヘスティアは、笑みをこぼしながら母親のもとへと彼女を帰す。

「ヘスティアの言うこともわからなくないけどな……だが今回だけは、何か違う気がする」

「……根拠は？」

「神おれの勘だ」

　こちらを見つめてくる紫色の瞳に、ヘスティアはうーむと顎を軽く上げて一思案する。

　神の勘ほど、説得力の欠けた確かな根拠はない。

「──タケミカヅチくん、こんなところで油を売っていていいのかね、キミィ……」

「あ、すいません店長。ちょっと用事があって……いえ売り上げはきっと伸ばしますんで、はい。頑張りますんで、ハイ」

「言葉では何とでも言えるけどさぁ、君もちょっとはヘスティアくんを見習ってだねぇ……」

「はい、すいません。いえ、これから頑張りますんで。明日から本気出すんで」

　ヘスティアが考えに耽ふける脇で、姿を現したバイト先のジャガ丸くんの店主にへこへこ頭を下げるタケミカヅチ。神が子供に何度も後頭部を晒さらす珍妙な光景に、世も末だよなぁ、と思うヘスティアだった。バイトをかけ持ちしている自分のことはしっかり棚に上げながら。

「じゃあな、ヘスティア。気をつけろ、なんて言っても意味ないかもしれないが、ヘルメスの動きには注意しておいた方がいいぞ」

「うん、ありがとうタケ」

　店主をやり過ごしたタケミカヅチは、振り向いて手の平を見せながら己の店へ戻っていく。神友しんゆうの親切心に感謝しながら、ヘスティアは彼の後ろ姿を見送った。

「ヘルメスが、か……」

　露店から外に顔を出し、青く晴れ上がっている空を仰あおぐ。

　ヘスティアにとっての知人、ヘルメスの愛想あいそのいい笑顔を思い浮かべていると。

　ふと、とある一柱の神の存在を、ヘスティアは連想してしまった。

「……まさか、ね」

　呟つぶやきは、気まぐれな風にさらわれていった。
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　綺麗きれいなうろこ雲を添える青空から、日の光が降ってくる。

　穏やかな日差しに濡ぬれる西のメインストリートを、人波と何台もの馬車が行き交かっていく中、その神物じんぶつは従者を連れ雑踏に紛れていた。

「それで、アスフィ、彼の近況は？」

「ギルドの公式情報では既に11階層を踏破済ずみ。この十日間で、到達階層を12階層まで増やしています」

　人込みの賑々しさに囲まれながら話を交わすのはヘルメスその神ひとだ。アスフィ、と呼んだ会話の相手──ヒューマンの女性を背後に伴ともない、西のメインストリートを歩んでいく。

　純白のマントを纏う女性は、金の翼の装飾が巻き付くように施された靴サンダルという、一風変わった履物をその細い足に履はいている。

「また、これは摩天楼施設バベルの者の証言ですが……今日、パーティ分と思おぼしき『サラマンダー・ウール』を購入していったそうです」

「あれ、もしかして、中層入っちゃったのか？」

　恐らくは、というアスフィの返事に、ヘルメスは一笑する。

「【ランクアップ】してからたった十日でか。流石さすがは世界最速兎レコードホルダー、早い早い」

「他にも、強力な『魔法』を所持していることが判明しています。11階層内で長文詠唱型と思われる高出力の攻撃魔法を放ち、小竜インファント・ドラゴンを一撃で撃退したそうです。目撃者も多数」

　主神ヘルメスに付き従う位置で説明を進める彼女の容姿は、それこそ神と並んでも見劣りするものではなかった。はっきりとした目鼻立ちの中でもその碧眼へきがんは理知に富んでおり、銀の枠フレームの眼鏡めがねも相まって怜悧れいりな色を帯びている。水色アクアブルーのかかった髪型は一房だけ白く染まり、どこか変わった色彩だった。

　側をすれ違う獣人やドワーフの目を奪いながら、アスフィは報告を続ける。

「……だから、ではないのですが」

「ん？」

「『ミノタウロス』を撃破したという話も、その例の魔法を運良く命中させただけだと、他の冒険者達からは認識されているようです。【ロキ・ファミリア】の討ち漏もらしを掠かすめ取っていった、軟弱者だと。『インチキ・ルーキー』などと誹謗ひぼうされてもいます」

「ははははっ、『インチキ・ルーキー』！　上手うまいこと言うじゃないか！」

　口を開け笑い出すヘルメス。

　声に驚いて集まる衆目も気にせず、愉快そうに肩を揺り動かす。

「でも、魔法を単に当てただけ、瀕死のモンスターに止とどめを刺しただけ……そんな安い経験値ひょうかで昇華しょうかさせてあげるほど、神々おれたちの『恩恵』は甘くないんだけどなぁ……まぁ、言いたいことはわかるんだけどね」

　笑声を収めた後、彼はその切れ長な瞳を細めるのだった。

「【ランクアップ】の所要日数を偽った、という意味合いもこめられていると思いますが……」

「ああ、なるほど。中々なかなか冒険者達の見る目も厳しいな」

「ベル・クラネルの一件を、他の冒険者が面白おもしろく思っていないことは確かです」

　大通りの喧騒が、会話の一区切りを縫ってヘルメス達を包み込む。

　とある店の前では、オラリオに訪れた種族混合の吟遊詩人バード達がそれぞれの楽器を持ち、青空の下で市民に演奏を披露していた。各地を転々とする旅人でもある彼等は、その目で見てきたものを歌詞に変え、重なり合う弦楽器の音色とともに、時に陽気に、時に激しく歌声を届けていく。彼等の周りには人の輪ができ、大通りに並ぶ建物の上階では住人達が窓に腰かけ、あるいは身を乗り出してその調べに耳を傾けていた。

　足を止めたヘルメスは曲の終わりとともに拍手をし、金貨を投げる。

　笑みも添えて送られる神の祝福に、旅人達は感極まったような表情を浮かべ、周囲の聴衆もまたそれを見て彼等を称たたえるように大いに沸いた。

「【リトル・ルーキー】に、何かなさるつもりなのですか？」

　歩みを再開させた後、アスフィが問いかける。

　彼女の視線を背中で感じながら、ヘルメスは続く彼女の言葉を聞く。

「理由も告げず情報収集を命令して、随分と関心がお有りのようですが……」

「何だアスフィ、最近構ってやれてないからって、嫉妬しっとか？」

「誰だれがッ」

　ムキになったように一瞬語気を強めたアスフィは、すぐに目頭へ指をやって揉もみほぐす。

　主神のからかうような声音を前に、理知然としていた筈はずの彼女の表情からは、蓄積された長年の疲れが滲にじみ出していた。

　神に振り回される者特有の、苦労人の顔だ。

「面倒事はご免だと、そう言っているんですよっ。貴方の我儘わがままに振り回される、こちらの身にもなってください！」

「他の団員やつらは感謝しているぞ、首領アスフィのおかげで楽にできるって。オレだって頼りにしている。仲間からも、主神からも信頼が厚い──ははっ、役得ってやつだな！」

「……もうやだぁ」

　泣きそうな声で素の自分を束つかの間まさらけ出す眷族けんぞくに、ヘルメスは笑いながらぽんぽんと頭を叩いた。軽くうつむいた彼女の顔から、ずりっ、と銀の眼鏡がずれ落ちる。

「……ヘスティア派には、もう接触をしたのですか？」

　やがて立ち直ったアスフィは、溜息ためいき交じりに先程とは異なった質問をした。

　のらりくらりと言及をかわす主神は胸の内を明かすつもりがないと悟ったのか、話の方向を一つ別のものにずらしてくる。

　そんな眷族の問いかけに対し、ヘルメスは「いや、まださ」と苦笑を浮かべた。

「その前に、話をつけなきゃいけない御方がいるんだ」

　怪訝けげんな表情を浮かべるアスフィが尋ね返す前に、ヘルメスはとある店の前で止まる。

　西のメインストリート沿いに建つ建物の中でも一際ひときわ大きな造りの酒場だ。店頭にかかげた看板には、『豊穣ほうじょうの女主人』と、そう共通語コイネーで綴つづられてある。

　カフェテラスを満たす客の姿を脇目に、ヘルメスとアスフィは店内へ足を踏み入れた。

「いらっしゃいませニャー！　……って、にょ？　ヘルメス様ニャ？」

「やぁ、ご無沙汰してたね、クロエちゃん！　悪いんだけど、ミアを呼んでもらえるかい？」

　出迎えてくるキャットピープルの少女に、ヘルメスはにこやかに用件を伝える。

　背後に控えるアスフィとヘルメスに視線を往復させていたクロエは、神の要望ということもあってか「あいさーニャ、ちょっと待つニャ」とすんなり受け入れる。

　彼女が店の奥へ消えて、しばらくすると。

　巨体のドワーフが、ぬうっという音を立てて姿を現した。

「ったく、何だい、神がこんな昼間っから」

「そんな嫌そうな顔をしないでくれよ、ミア。可愛かわいい顔が台なしだぜ？」

「ふざけたこと抜かしてるならその首くび引っこ抜いちまうよ。こちとら忙しいんだ、用があるんだったらさっさとしな」

　神に対し全くもの怖おじせず、それどころか脅し文句まで叩きつけてくる酒場の女将に、ヘルメスの後ろにいるアスフィが小さく頰ほおを痙攣けいれんさせる。

　一方のヘルメスは気にした素振りも見せず、笑顔のままカウンターに寄り、肘を置いた。

「じゃあ、早速だけど──フレイヤ様に、面談約束アポを取ってくれないか？」

　カウンターを挟み、ミアの眼前まで迫ったヘルメスは、声をひそめて依頼を告げる。

　ドワーフの女将は顔色を変えず、片眉まゆのみ上げて彼の目を直視した。

　橙黄色とうこうしょくを帯びる神の瞳と、彼女の視線が交差する。

　やがて、はんっ、と。

　彼女は大きく、これみよがしに鼻を鳴らした。

「神のバカどもに顎で使われるのはご免だよ。あの女神に話をつけたいなら、自分の足で行きな」

　堂々と言ってのけるミアは、最後まで剛胆な態度でヘルメスの要求を突っぱねる。

　ふんっと再度鼻息を漏らし店の奥へ戻っていく巨体のドワーフ。その後ろ姿をしばし見せつけられたヘルメスは、失敗した、と言うようにアスフィへ作り笑いを見せた。

　知りませんよ、と従者の女性は顔をげんなりさせる。

「……ヘルメス様？」

「ん？　おおっ、シルちゃん！　久しぶり、元気だったかい！」

　己の名を呼ぶ声にヘルメスは振り向き、ぱっと笑みを浮かべる。

　それまで休憩していたのか、ウエイトレス姿のシルが、薄鈍うすにび色の髪を揺らし店内へと出てきていた。

「お久しぶりです、ヘルメス様。お元気そうで何よりです」

「あぁ、やっぱり良質街娘良いよなぁ！　どうだい、シルちゃん、今から俺とデートしないかい!?　ミアにすげなく頼みを断られた傷心のオレを、慰めてくれないかな！　──って、痛い痛い痛い痛いっ!?　おい止せっ、アスフィ、耳を引っ張るな!?」

　先程のやり取りを口実にここぞと口説いてくる優男の神に、シルは苦笑を浮かべる。半眼の団員に無言で折檻せっかんされている中、「ご遠慮させてもらいます」と丁寧に断った。

　耳をさするヘルメス達を、彼女はひとまず酒場の客席へ案内しようとする。

「では、こちらの席に……」

　と、少女が勧める席を素通りし、ヘルメスはカウンターの隅にある席へと向かった。

　男神がどっかりと腰を下ろしたのは、シルがいつも少年ベルに用意する、いわば彼の特等席だ。

　彼女が何とも言えない顔をしていると、背後にアスフィを立たせたヘルメスは笑いかける。

「シルちゃん、ちょっと聞いてもいいかな？」

「はい……何でしょうか？」

「ベル・クラネルのことについて知ってることがあったら、教えてくれない？」

　少女の肩が、一瞬揺れた。

　店内の客の雑談や、働くウエイトレス達がちらちらと送る視線に囲まれながら、開けっ広げな密談が始まる。変わらず優男の笑みを向けてくるヘルメスに、シルはややあって、感情を悟られまいとするかのように笑顔を纏まとった。

「どうして、そんなことをお聞きになるんですか？」

「いやぁ、彼がこの酒場に入り浸っていると聞いてね」

　ヘルメスは後方のアスフィを一瞥いちべつし、再びシルを見る。

「オレも噂の【リトル・ルーキー】に興味津々しんしんなんだ。なぁに、変なことをしようだなんて考えちゃいないよ」

　それで、どうかな？　と。

　言葉を踏み込ませてくるヘルメスに、シルは微笑みかける。

「今のヘルメス様には、何も教えたくありません」

　目を逸そらさず、はっきりと拒絶を示す。親密にしている少年を守るかのように。

　ヘルメスは道化のように肩をすくめてみせる。

「オレのことが信じられないかい？」

　酒場の少女は、満面の笑みを浮かべた。

「はい、とても信じられません」
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「──千草チグサァ！」

　仲間の名を呼ぶ男性の悲鳴が飛び散った。

　長い岩窟にその声が大きく反響する中、肩から斧を生やしたヒューマンの少女が、言葉を失いながら背中から地面へ倒れる。

　ドシャッ、と乾いた砂利が鳴る音。

　松明のように揺れる燐光の下で、生々しい鮮血が辺り一帯に飛び散る。

　続くモンスター達の甲高い叫び声が、獲物を屠ほふった興奮とともに響き渡っていった。

「中衛一人上がれ！　千草チグサの穴を埋めろ！」

「ち、治療急げ!?　傷が深いッ！」

　ダンジョン13階層で交戦しているのは、冒険者一行とモンスター達の群れであった。

　冒険者達の各装備に刻まれるのは、地面へ突き立てられた剣が意匠された【タケミカヅチ・ファミリア】のエンブレム。六人組──現状一名を欠けた五人編成の──パーティは、都合七匹からなる『アルミラージ』の波状攻撃を必死に防戦している。

　一瞬の隙すきを突かれた格好だった。

　素早い動きで跳びはね撹乱かくらんしてくる兎のモンスターにパーティ全体が翻弄ほんろうされた、その僅かにも満たない瞬間、突如飛来ひらいした石斧トマホークが前衛の一人に着弾したのだ。

　後方に控えていた一匹のアルミラージによる投擲とうてき攻撃。

　天然武器ネイチャーウェポンの用途を知りつくしたモンスターの、一撃必殺であった。

『キュィアッ！』

「うっ!?」

　アルミラージ達が一斉に動きを変える。動揺が抜け切らない【タケミカヅチ・ファミリア】へここぞとばかりに攻めかかった。

『上層』ではありえなかった敵の動向を『読む』という行為。能力はもとより知性を大幅に上昇させた『中層』のモンスターの脅威は、12階層までのそれを遥はるかに凌駕りょうがする。

　間断なく打ち合う武器と石斧トマホークの剣戟けんげき音が鳴り響き、その後を冒険者達の苦悶の声が追う。

　アルミラージの包囲網──パーティを取り囲む輪が徐々に小さくなっていく光景は、彼等の危機感に火を灯すのには十分なものだった。

「──てえぇッ！」

『キュィ!?』

　猛攻を仕掛けてくるモンスターの群れに、パーティの仲間達が足並みを崩す中。

　一人の少女が、結わえた黒髪をなびかせながら駆け抜けた。

　抜かれかかっていた前衛の一人を庇かばう形で戦闘に割り込み、電光石火、刀身を霞かすませるほどの太刀筋で一匹のアルミラージを屠る。

「桜花オウカ殿、撤退を！　殿しんがりは自分が務めます！」

「すまん、頼む！」

　菫すみれ色を基調にした防具を纏う少女、命ミコトは、凛とした声で号令を促うながす。

　指揮を預かる男の冒険者が部隊を後退させるのを尻目しりめに、彼女は言葉通り最後尾に陣取った。

　反りを有し、刃長九〇Ｃセルチに及ぶ刀かたな。

　抜き身の得物を両手で持ち、命ミコトはモンスター達の追撃を迎え撃つ。

「……はぁああああああああっ！」

　裂帛れっぱくの声とともに間合いへ入るアルミラージを容赦なく斬りつけ、繰り出される攻撃は難なく見切り、避さける。数の優位を持つ筈のモンスターが攻めあぐねた。

　鋭敏かつ華のあるその動きは、仲間の冒険者やモンスターと比べても異彩を放っている。Ｌｖ．２に到達している彼女の実力はこの13階層において紛れもなく一線級だ。

　中層域でも高い俊敏性を誇るアルミラージが、彼女一人の動きだけは追い切れない。

　迂闊うかつに正面から近付けばあっという間に斬り伏せられていく。

『──ォォオオオオオッ！』

「っ！」

　場が動いたのは、土砂を削る獰猛どうもうな音が、通路の奥から押し寄せてきた時だった。

　命ミコト、アルミラージともに瞠目どうもくする。

　視界の奥で、巨大な岩石を彷彿ほうふつさせる二つの球体が凄まじい勢いで突き進んできていた。

（『ハード・アーマード』！）

　上層では鉄壁と謳うたわれた防御力を持つ鎧鼠アルマジロのモンスター。体を包み込むあの甲羅は、命ミコトが腰に装着している盾の素材にも用いられている。

　猛進してくる玉弾に命ミコトは声を詰まらせた。一度だけ目を背後にやれば、致命傷を負った団員を庇い合い、安全圏に逃げ切れていない仲間達が映る。

　体を丸めたハード・アーマードは物理攻撃に対しほぼ無敵状態。高速回転する頑丈な殻はこちらの攻撃を全て弾はじき返し、寄せ付けない。

　ここを通せば、態勢を整えていない仲間達はなす術なく蹴け散らされてしまう。

　──止めるしかない！

　パーティの後退に合わせじりじりと下げていた足を、命ミコトは止めた。

　数を減らしたアルミラージの群れが慌てて通路の両端に避難する中、二体のハード・アーマードは更に速度を上げる。並の冒険者ならば裸足はだしで逃げ出すような光景を前に、命ミコトは腰へ回した左腕に盾を装備し、覚悟を表すように柳眉りゅうびを吊り上げる。

　ぐっと腰を落とし、そして自らモンスターへぶつかりに行った。


「っっ、ぐッ────!?」



　突進ショルダータックルを仕掛けるように肩鎧と盾を突き出し、二体の内うち前行していた一体と衝突する。すぐに、途方もない衝撃が命ミコトを襲った。

　防具と甲羅の間で発生する、ガガガガガッ！　という耳を塞ふさぎたくなるような擦過さっか音。

　モンスターの回転に合わせ視界が、全身が震動する。構えた盾を押し込みそのまま轢ひき倒そうとしてくる敵の体当たりを、命ミコトは踵かかとを地面に埋め懸命に耐え抜く。

（──い、まっ！）

　そこからの動きはまさに力任せだった。

　真まっ直すぐに驀進ばくしんしようとするハード・アーマードの進路を、無理矢理脇手わきてへと転進させ、今まさに命ミコト達の真横を通り抜けようとしたもう一体のモンスターに、激突させる。

　強引ごういんにかち合わされた二体のハード・アーマード達は弾け飛んだ。命ミコトもその衝撃に巻き込まれ真後ろへ飛ばされる。

　しかし無茶を冒した見返りはあった。モンスター達は洞窟の壁へと突っ込み動かなくなる。頭を強く打ったのか、球状を解いてべたりと体を開き、目を回していた。

「命ミコト、もういいっ、合流しろ！」

「すみませんっ！」

　距離をかなり稼いだパーティから呼び出される。

　纏っている軽装けいそうを傷だらけにさせながら、命ミコトは転がるようにして立ち上がった。まだ残っているアルミラージ達に背を向けて、全速力で走る。

「無事か!?」

「大丈夫です、まだ戦えます！　それより、千草チグサ殿は？」

　詠唱を終えていた後衛の一人がモンスターを足止めする火炎魔法を炸裂させる中、パーティのもとへ辿たどり着いた命ミコトは、逃走を続けながら仲間の安否を問う。

　一度後衛を追い抜いて、パーティの先頭付近の位置についた。

「芳しくないな。手持ちの回復薬ポーションで間に合うかも際どいが、まずは落ち着いて治療できる環境が欲しい。ここじゃ危険過ぎる」

　回復薬ポーション等とうですぐに癒いえる傷ならば問題ないが、瞬間治癒がかなわないほどの重傷を負った場合の対処は難しい。

　いつダンジョンの壁を突き破り出現するかわからないのがモンスターだ。考えもなしにその場で治療を始めようものなら、あっという間に取り囲まれてしまう可能性もある。

　負傷した仲間を庇いながら、なお治療にも人手を割かなければならないことを考慮すると、パーティの力と各階層の危険度を加味した上で、十分な安全地帯を確保しなければならない。

「それでは」

「ああ、一旦12階層まで引き返す。……悪いな、負担をかけて」

「馬鹿ばかなっ、そのようなこと言わないでください！　自分達はパーティです！」

　桜花オウカと呼ばれるリーダー格の男性団員に、命ミコトは声を荒らげた。助け合うのは当然だと。

　地面を蹴るブーツの音がいくつも響いていく。長い洞窟状の通路を駆ける【タケミカヅチ・ファミリア】を、モンスターの雄叫おたけびはしつこく追跡してきた。

　ズキズキと痛む左半身──ハード・アーマードを無理矢理受け止めた代償だ──を周囲に気取られないよう庇いながら、命ミコトは負傷した仲間をそっと見やった。

　肩を貸され半ば引きずられるように運ばれる女性団員。無骨な石斧トマホークが未いまだ肩へ深く食い込んでおり、流れ出た血液が防具を血まみれにさせている。浅く上下する胸はかろうじて生き繫いでいる証か。

　凄惨なその姿に命ミコトが顔を苦渋に歪ゆがめていると、息も絶え絶えの彼女と目が合う。

　普段は大人しい彼女は、前髪で隠れがちな瞳を今は霞かすめさせ、「ごめん」と視線だけで謝意を告げてきた。

　命ミコトはぶんぶんっと頭を振った。

「……不味まずいっ」

「どうした」

「モンスターが増えてる、ヘルハウンドまで追ってきやがった……！」

『……！』

　後方を警戒する団員のその言葉に、誰もが息を吞む。

　ばっと振り向いた命ミコトの瞳にも飛び込んでくる、跳びはねるようにして追ってくるアルミラージの群れと、四つほどの黒い影。紅の目をギラギラと輝かせる魔犬の姿。

　その口から放たれる灼熱しゃくねつの息吹によって、黒焦こげた亡骸なきがらと化す自分達の姿を想像するのは、手負いである今の彼等には容易だった。

　迷宮やみの奥よりにじり寄る絶望感が、いよいよ命ミコト達のもとに姿をちらつかせ始める。

「急げ！」

　桜花オウカが切羽詰まった声を出し、団員達は死に物狂いで速度を上げる。命ミコト自身も必死に地面を蹴った。

　やがて通路が終わり一つのルームに到達する。正方形ではない、ドーム型の空間だ。

　とにかく天井が高い。高度が最高になる中央部からは尖とがった巨岩が突き出ており、衝撃を加えれば今にも落下してきそうだった。ごつごつとした岩肌の壁面はモンスターが産まれたばかりなのか、内側から爆破されたように破片を周囲へ散らかしている。

　何組ものパーティが優に活動できるだろう広間には、激しい戦闘の音が響いていた。

（あれは……新規進出した【ファミリア】？）

　ルームの一角ではとある冒険者パーティとモンスターが交戦を繰り広げていた。

　ヒューマンらしき男性二人と、小人族パルゥムの少女の三人組。13階層を探索するようになって今日まで目にすることのなかった組み合わせだ。

　命ミコトは彼等が新しく中層へ進出してきた【ファミリア】だと当たりをつける。

「……突っ込むぞ、あそこに」

「!?」

　桜花オウカが呟いた言葉に、命ミコトは弾かれたように振り向く。

　みなまで言わずとも、彼女は正しくその発言の意味を理解した。

『怪物進呈パス・パレード』。

　ダンジョン内で行われる作戦、戦術の一つだ。先に自パーティが遭遇エンカウントしたモンスターを、退却などに際して、任意の方法で別のパーティへ押し付ける強引な緊急回避エスケープ。

　迷宮における暗黙の了解の中で、他者に対しての基本不干渉が一つ挙げられるが、背に腹はかえられない状況というものは往々にして存在する。不慮の事故が何度も起こるダンジョンでは、パーティの間で頻繁にやり取りされる常套手段でもあった。

「待ってください、桜花オウカ殿!?　今いま自分達がそのようなことをすれば、あの方々は……！」

　今怪物進呈パス・パレードを行うということは、視線の先のパーティを『生贄いけにえ』に捧げるということだ。

　傍から見ても彼等には余裕がない。先程の命ミコト達と同様に多勢のアルミラージを相手取り、必死に応戦している。

　外から突かれでもされれば均衡が崩れるのは明らかだ。もしここに、命ミコト達が新しいモンスターを押し付けるような真似まねをすれば──。

「俺は誰とも知らない奴等やつらの命より、お前等の方がよっぽど大事だ」

「……！」

「胸糞悪いって言うなら、後で腐るほど罵ののしってくれ」

　パーティの首領として非情とも言える決断を下す桜花オウカの、その感情を殺した表情に、命ミコトは親とはぐれた子供のような顔を浮かべた。

　振り返る。

　瀕死ひんしの仲間の姿。今にも途切れそうなか細い呼吸。赤く染まった全身。

　飛び散った血液を付着させた眷族ファミリアのエンブレムが、赤黒く輝いている。

　今度こそ、命ミコトは泣きそうになった。

（……御免ごめん！）

　もう変えることのできない進路。次第に近付いてくる冒険者とモンスターの一団。

　果敢に剣を振るう白髪の冒険者を視界に捉えながら、命ミコトは、心の中で謝罪をすることしかできなかった。
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　アルミラージの鳴き声が四方八方からベルの耳を、肌を殴る。

　次々と襲いかかってくるモンスターの群れに、予断を許さない状況が続く。

「息つく暇ひまもない、ってな！」

「無駄口叩く暇もないです！」

　汗を滴らすヴェルフが大刀を振り回し、リリは後方より頻しきりに矢を放つ。

　既に周囲を囲まれかけている中、ベル達はよく戦っていた。

『敏捷』を除けばヴェルフの能力ステイタスはアルミラージを上回るか、伯仲はくちゅうしている。前衛である彼がリリの援護も借りて戦線を保ち、その間にベルがモンスターの数を削っていく。

　ほぼ一撃でアルミラージを狩ってしまう彼の速い動きは、モンスター側からすれば理不尽だと思えてしまうほど、通常のＬｖ．２とは少々勝手が異なっていた。

「ヴェルフ、伏せて！」

「うおっ!?」

　二匹のアルミラージに集たかられようとしていたヴェルフに大声を張り、自らは跳ぶ。

　屈かがんだ彼の上を越え、横斬りに次ぐ盾の殴打。流れるように放った一連の連撃は二匹の一角獣を再起不能にした。

（ちょっと危なかった……！）

　奮戦を続ける一方、ベルの胸中もそこまで穏やかではない。

　疲労の影が足もとから這い寄ってくる。上層では一度も気にすることのなかった四肢の重さを、ベルははっきりと自覚していた。

　集団迷宮探索パーティ・プレイにおいて実力が抜きん出た者に負担が集中するのは当然の成り行きであるが、それ以上に、モンスターの質と量が厄介になった中層という環境が追い打ちをかけてくる。

　見え始めた持久力の低下に頭の片隅が小さな囁ささやきを上げている。ヴェルフへの支援が一瞬遅れたことに冷や汗を流しながら、ベルは休憩レストの必要性を感じ取っていた。

（……？）

　ヴェルフが一匹のアルミラージを斬り倒したのを尻目に、ベルの瞳はある光景を捉えた。

　五人、いや六人組で編成されたパーティ。他【ファミリア】の冒険者達が見る見る内に近付いてくる。

　困惑に近い感情がベルの眉に表れる。通常ダンジョンにおいて各パーティは面倒事を避けるため必要以上の接近はしない。こちらの後方に控えるルームの通路口を目指しているというのなら話は別だが、どうも直線過ぎるきらいがある。

　まるで、ベル達のもとを目標にしているような。

『──』

　負傷した者もいるその冒険者の一行は、わざわざ戦域付近を掠めていった。

　彼等がすぐ横を通り抜けていく瞬間、ベルは髪を結わえた黒髪の少女と目が合う。

　今にも涙をこぼしそうな青紫の瞳が、深紅ルベライトの瞳と絡からみ合った。

「──!?　いけません、押し付けられました！」

　他方。

　見ず知らずのパーティのその行為に、不味い、と反応できたのはリリだけだった。

　盗賊時代、意趣返しのため冒険者をことごとく出し抜いてきた彼女には、その動きに痛いほど身に覚えがあったからだ。

「え……？」

「リリ達は囮おとりにされました！　すぐにモンスターがやって来ます！」

　虚を突かれたような顔をするベルに、リリは悲鳴にも似た声を連ねる。

　そしてその言葉違わず、次の瞬間、モンスターの群れがどっとルームに姿を現した。

　今交戦している倍ほどの数のアルミラージに、ヘルハウンド。不意打ち紛いの光景にベルとヴェルフの顔色が激変する。

　ベルがばっと後ろを振り返った時には、冒険者達は通路の奥へ消えていた。

「退却します！　ヴェルフ様っ、右手の通路へ、早くッ!!」

「おいおいおいっ、冗談だろ!?」

　混乱に陥おちいりかけながらベル達は動く。

　焦燥を隠せないヴェルフは肩に担いだ大刀を一閃。強引に手前のアルミラージを弾き飛ばし、リリの指示のもと人一人が通れる通路に体をねじ込んだ。

　急いでベルとリリも後を追う。

（追い付かれる……！）

　進むにつれ幅狭な通路が徐々に開けていく中、リリは怯おびえを顔に貼はり付け、ベルの方は先で迎えるだろう結末を悟る。

　追いかけてくるモンスターの方が速い。ベルはともかく、【ステイタス】の低いサポーターが一本道において中層のモンスター達から逃げ切れないのは道理だった。

　食らい付いてくるモンスターの行列。足場を覆い隠すほどの怪物の大群は視界一杯を占領し、許されるならこの場で卒倒してしまいたくなるほどだ。

　リリと並走するベルは顔を引きつらせながら、悪夢のような背後の光景を顧みる。

「っ!?　ベル様!?」

「おい、ベル！」

「先さき行って！」

　判断は一瞬だった。

　リリとヴェルフの制止の声を振り払いながら、ベルは彼等に背中を見せる。

　つまり、反転。

　少年は押し寄せてくるモンスターの波と向かい合った。

　盾を装備した左手を真っ直ぐ突き出し、砲声。

「【ファイアボルト】！」

　通路に向かって『魔法』を三連射。

　瞬間的に量産された炎雷は細さを残す一本道を埋めつくす。緋色ひいろの炎によって通路が洗われ、殺到していたモンスター達は断末魔を連続させた。

　熱風をも巻き起こす火の海。もし他の冒険者が紛れていれば巻き添えは免れない、ダンジョン内における違反に該当したが、状況が状況だった。

　ベルは燃え盛る炎の前で立ちつくす。

　その顔を炯々けいけいとした火の色に照らし出されていると──秒を待たず、瞳が揺れた。

　四つの影が、炎の壁を突き破る。

（仕留め損ねた!?）

　飛び出してきたのは四頭のヘルハウンド。

　モンスター達は比[image: 喩]抜きで燃えていた。【ファイアボルト】を被弾した黒い体皮はあちこち焼け貫かれ、火だるまと言って過言ではない状態だ。しかし自らも火を吐き出す体質故に炎に耐性があったのか、モンスター達は全身を焼かれてもなおしぶとく生きていた。

　炎熱によって溶け出している紅眼から理性を失わせ、魔犬は焼け落ちた喉のど笛を震わせる。

『オオオオオオオオオオオオオオオオッッ!?』

「っっ！」

　怒り狂いながら飛びかかってきた一匹を短剣で斬り払い、二匹目は盾で受け止める。

　そして残る三匹目と四匹目に、ベルは真横を抜かれた。

「リリ、ヴェルフ!?」

　脇目も振らずベルの左右を通過していったヘルハウンドは、まっしぐらにリリとヴェルフのもとへ疾走する。

　ベルの悲鳴が飛ぶ中、瞠目する二人は咄嗟とっさに行動を起こした。

　リリは半回転。突撃に対しあえて背を向けることで、バックパックに取り付けられた大剣を盾にする。

　ヴェルフは後手覚悟で、大刀を振りかぶった。


『──ガァァァァァァァァァ!!』



「あうっ!?」

「舐なめんなァッ！」

　交錯する。

　大剣の盾はヘルハウンドの体当たりを防ぐことに成功したが、リリ本人は背中に受けた衝撃に耐えきれず地面へ押し倒される。

　ヴェルフは大刀を振り抜いてモンスターとすれ違った。

　バックパックの上からリリを前足で押さえつけ何度も嚙みつこうとするヘルハウンドに、自分の相手を片付けたベルは矢のような蹴りをかます。

　胴体を折ったそのモンスターが地面に落ちるのと、ヴェルフとすれ違ったヘルハウンドが倒れ伏すのは、同時だった。

「二人とも、平気!?」

「は、はぃ……」

「なんとか、な……畜生め」

　ふらつきながら立ち上がるリリと、腕を押さえながら情けなさそうに薄笑いをするヴェルフ。敵の爪つめが掠めたのか、切り裂かれたその肌は出血していた。

　庇い切れなかったと、胸が自責の感情で埋めつくされるベルだったが、リリ達が背にする光景に、すぐさま目の色を変える。

「ま、まだ来るっ！」

　通路の奥からこちらへ向かってくる複数のモンスターの影に、ベルは警戒を呼びかけた。

　一方でリリ達はというと、こちらはベルの後方を見つめながら苦り切った声を出す。

「挟み撃ち……」

「気が滅入めいるどころじゃないな……」

　炎の勢いが弱まった一本道、先程とは別の新たなアルミラージが跳ねながら出てくる。

　ベル達はすぐに背中を密着させ三角形を作った。

　炎上しているヘルハウンドの死骸が四つ転がる中、張り詰めた表情を浮かべる。

「中層ってのは何でこう、モンスターが寄ってくるのが早いんだ。休む暇がないぞ」

「中層だから、でしょう」

「は、ははっ……」

　軽口を叩き合いながら、リリがバックパックから取り出した回復薬ポーションを二人に回す。

　体力の回復を認めながらも、精神的な消耗、集中力の低下だけはどうにもしがたい。

　頭がのしかかってくる疲労感に苦しんでいる。

「ベル様、ヴェルフ様、リリは逃げるを上策とします。一度息をついて、態勢を立て直さなければ。このまま、まともに戦っていては切りがありません」

「反対はしないけどな、この状況はどうする」

「片方を強引に……突破？」

「ええ、それが最良かと」

　ベルの意見に、リリが頷いた。やがてモンスター達は前後から近付いてくる。

　声をひそめ相談していたベル達は時間切れと見て、今一度全身へ力をこめる。

「それでは……」

「おう」

「……行こう！」




　ダンジョンは少しずつ、丁寧にベル達の余裕を削そいでいった。

　たった一つの誤算を契機に、付け入られる隙を晒してしまった冒険者を、ダンジョンは決して見逃さない。

　ダンジョンは狡猾こうかつだった。舌舐めずりをしながらもそのような雰囲気はおくびにも出さず、寡黙に、迂遠に、ただ獲物の体力を掠め取ることに努める。

　時には遠方からモンスターに咆哮ほうこうを上げさせ。

　時には地震と錯覚させるように足場を揺らし。

　時にはより凶悪な我が子を産み、進路を遮さえぎらせる。

　一つ一つは取るに足らない出来事であったとしても、積み重なる些事さじはやがて抱え切れない重荷となって表面化する。

　おぼつかなくなった足もとを崩すのは砂の城を壊すより容易だ。失った体勢はすぐには取り戻せない。そして体の異変を自覚する頃ころには、既に手遅れ。

　獲物が息を上げ、苦痛に喘あえぎ、弱り果てた姿を見せたその瞬間、ダンジョンは満を持して牙を剝むく。

『──』

　ビキリ、と。

　疲労が頂点に達しようとしているベル達の耳もとに、不穏な音が届く。

　逃走も中途半端はんぱにモンスターと連戦を強しいられている彼等は、咄嗟に視線を周囲に巡らせた。

　打ち鳴らされる警鐘に反してダンジョンの壁面に異常はない。怪物を産み落とす母胎は沈黙を守っている。

　しかし、ビキリ、ビキリ、と。

　不吉な前兆を告げる音は、今もなお途切れない。

（なっ──）

　いち早く気付いたのはベルだった。

　音源は頭上。天井を仰ぐ彼に倣ならってヴェルフ達も顔を振り上げ、そして息を吞む。

　まるで蜘蛛くもの巣のように刻まれた何条もの亀裂。ベル達が足を止める通路一帯の天井にその裂け目は及んでいた。広過ぎる、ありえない効果範囲。

　亀裂の走る音は断続的に響き、次第に隙間なく積み重なっていく。

　岩の破片を落とす天井が、耐え切れないとでも言うかのように低く唸うなった。

　石像のように体を硬直させてしまったベルは、顔から血の気が引いていくのを感じ取る。

　──モンスターが。

　そう思った次の瞬間。

　盛大な破砕音をまき散らし、何十匹ものモンスター──夥おびただしい数の『バッドバット』が天井から産まれ落ちた。


『キィァァァァァァァァァァ──────!!』



　甲高い産声を重ねながら辺りに散っていくバッドバット。

　岩の天井が数え切れない黒い影で一瞬覆いつくされる。

　ベル達の視界が塞がる一方で、モンスターが産まれたことで穴だらけになった天井は安定を失い。

　そして、崩落した。


「「「────ッッ!?」」」



　ベル、リリ、ヴェルフ、三人が三人とも眼球が飛び出さんばかりに目を見開き、なりふり構わず地を蹴った。

　降りそそぐ殺人的な岩雨。面で押し潰つぶしてくる大規模な岩盤崩壊から遮二無二しゃにむに逃げ惑う。

　体の一部を捉える大岩、水のように降りしきる土砂、鼓膜を破ろうかという轟音ごうおんに次ぐ轟音。理不尽が、頭上より仮借のない勢いで押し寄せてくる。

　仲間を気にかける余裕など微塵みじんも有することができないまま。

　三人はダンジョンが上げる激しい怒号を切り抜けようと、必死にもがき続けた。

「ぐっ、ぅ……！」

　ようやく落石の雨が収まった頃。

　通路全体に濃厚な土煙が漂い、ヴェルフの呻き声がどこからか漏れてくる。

　確かめずとも彼が負傷しただろうことは、今にも脂汗が滲み出てくるかのような声音を聞けば明確だった。

　遠くの方では荒いリリの呼吸音が聞こえてくる。

　埃ほこりで汚れた顔を拭ぬぐうベルは、額の裂傷から止まらない血を流しつつ、ヴェルフ達の無事を確認しようと声を張り上げようとした。

『ゥゥ……』

　しかし。

　喉もとを嚙み千切られたかのように、声を発することはかなわなかった。


「────」



　立ち込めていた砂塵が薄れ、徐々に晴れていく視界の中。

　岩が積もりに積もった通路の奥で、黒い黒い、いくつもの影が形を作っている。

　ヘルハウンドの群れ。

　ベルはこの時、完璧に声を失った。

『ガァ……！』

　全てのヘルハウンドが地に低く伏せる。

　口内が膨大なまでに赤熱。

　立ち並ぶ鋭い牙の隙間から白い煙が漏れ、火気が迸ほとばしる。

（──いけない）

　リリは青ざめる。

　待ち受ける次の瞬間に絶望を抱いて。

（──間に合わねえッ）

　ヴェルフは歯を食い縛る。

　己の不甲斐ふがいなさを心底呪のろうように。

（これが──）

　ベルは、瞠目する。

　モンスターの数という暴力に。

　ダンジョンが見せた脅威の片鱗に。

　抗えない不条理の波に、戦慄せんりつを叩きつけられる。

　やがてヘルハウンド達は一斉に頭を振り上げた。

　真っ赤に燃える口腔こうこうを開け放ち、砲口のごとく三つの的を照準する。

　圧縮された炎の塊は獰猛に揺らぎ、そして一気に空中へと解放された。

（──中層!!）

　大爆炎。
















　小さな影が、万神殿パンテオン──ギルド本部へと駆け込んだ。

　周囲の冒険者達と比べるまでもない小柄な体で人込みの中をかきわけ、二つに結わえられた黒髪をなびかせながら、白大理石で造られた空間を進んでいく。

　玉の肌には汗を伝わせ、小振りな唇から漏もれる息は切れ切れになっているが、それらに一切いっさい構うことなく、ヘスティアはギルドの窓口の一角へと飛び付いた。

「アドバイザー君！」

「か、神かみヘスティア？」

　窓口に待機していた受付嬢であるエイナは、まるで体当たりするかのように現れた幼い女神に目を白黒させる。

　そんなハーフエルフの彼女の反応を待たず、ヘスティアは余裕を失った声で叫んだ。

「昨日きのう、ベル君はここに来たかい!?」

「さ、昨日さくじつは探索ダンジョン出発前の朝に訪れたのみで、以後いご私は彼とお会いしていませんが……？」

　返事を聞いたヘスティアの顔が、苦痛を耐えるかのように歪ゆがむ。

　戸惑いを隠せないエイナに、彼女は絞り出すように訳を説明した。

「昨日から、ベル君がホームに帰ってきてない」

「！」

「あの子とパーティを組んでいるサポーター君達の行方ゆくえも知れないんだ。恐らく、ダンジョンにもぐったその後から」

　ヴェルフの所属する【ヘファイストス・ファミリア】。リリの下宿先の『ノームの万事屋よろずや』。

　朝早くからその二つの拠点を駆け巡ったが、ベル同様昨日から──正確にはベル達が探索へ向かった正午以降から、彼等を見た者はいないと言う。

　説明を聞いたエイナは、その緑玉色エメラルドの瞳ひとみを愕然がくぜんと見開き、そしてすぐ顔色を青くさせた。

　お待ちください、と断りを入れ、突き動かされるように一旦いったん窓口から離れる。

「換金所とも連絡を取りました。ベル君達と思おぼしき冒険者は、一度も来ていないようです」

「……！」

　戻ってきたエイナのその情報により、ほぼ固まってしまった。

　迷宮探索に臨んだベル達が、ダンジョンから帰還していないだろうことが。

　ダンジョン帰還後、あるいは出発前に何かしらの事故に巻き込まれた可能性は確かに否めない。いやむしろ、そちらの可能性を信じられた方がどれだけ楽だろうか。

　だがよりにもよって、昨日はベル達が初めて中層攻略に臨もうとしていた日。

　ヘスティアは直接、少年の口から「中層に挑戦してくる」という言葉を聞いているのだ。

　これまでも未到達あたらしい階層へ突入する度に、帰ってきたら必ず連絡するという約束をヘスティアはベルとの間で交わしている。それが上層以上の危険に満ちた中層へ向かった当日、途切れた。

　これが何を意味しているのか気付けないほどヘスティアは鈍感にはなれず、ましてや気休め程度の楽観視もできない。

　ベル達は中層からの脱出に、失敗したのだ。

　ヘスティアの結論を肯定するように、神の直感あたまがズキズキと疼うずく。

「……アドバイザー君、頼む、ベル君達の目撃情報を集めてくれないかい？」

「わかりました、約束します。できる限り、他ほかの冒険者達とも連絡を取ってみます」

　動悸どうきを静めるように大きく息をついた後、エイナへ申し出る。

　職務以上の行為を請け負ってくれる彼女に感謝しながら、ヘスティアは更に注文を重ねた。

「それと、冒険者依頼クエストも発注する。依頼内容は『ベル君達の捜索』だ」

　手段を選んでいる暇ひまはないと、冒険者達の協力を募ることを依頼する。

　エイナはすぐにヘスティアの思惑を察したのだろう、頷うなずいて作業机デスクから羊皮紙を引っ張り出した。羽根ペンを素早く動かし依頼書を作成していく。

「報酬はどうしますか？」

「四〇万ヴァリス。【ファミリア】の全財産だ」

　今すぐ用意できるだけの金額を提示し、後はエイナとともに冒険者依頼クエストの詳細を詰める。

　最後にヘスティアが己おのれのサインを殴り書き、依頼書は完成した。

「上層部うえの認可をもらってきます。掲示板に貼はり出されるには恐らく一時間前後かかりますので、ご了承ください」

「わかった、頼んだよ」

　では、と言ってエイナは立ち上がり、急いで行動を始める。ヘスティアもまた背を向けて駆け出した。

　ギルド本部の玄関口をくぐった先に広がる広大な前庭。敷石が整然と並べられた庭には万神殿パンテオンを出入りする多くの冒険者達が行き来を繰り返していた。嵐あらしの海のように荒れるヘスティアの胸中とは裏腹に空は晴れ渡り、大通りの方角からは平和な喧騒けんそうが届いてくる。

　前庭の中央付近に設けられた記念碑モニュメントの側では、彼女を待つミアハとナァーザがいた。

「どうであった、ヘスティア」

「駄目だめだ、やっぱりベル君達はダンジョンから帰ってきてない」

　首を横に振るヘスティアに、ナァーザともどもミアハは押し黙る。

　ヘスティアから既にことの相談を受けている彼等は、現状の深刻さを正しく理解していた。

　脳裏に過よぎる全滅の可能性。

　一瞬訪れたその沈黙を振り払うように、ヘスティアは大きく叫ぶ。

「ベル君はまだ生きてる！　ボクの『恩恵』は消えちゃいない！」

　たった一人の眷族けんぞくに授さずけた『神の恩恵ファルナ』。己の神血イコルを用いたその存在が確かに知覚できることを──ベルとの絆きずなが健在であることを、ヘスティアはミアハ達に訴える。

　視線に力を戻すミアハ達はわかったと頷き、今後のことを話し合い始めた。

「ヘスティア様、もう、冒険者依頼クエストは発注した……？」

「ああ、ナァーザ君達に勧められた通り、しっかり依頼してきたよ」

　ベル達の状況を判断する材料が少ない中、ヘスティアが冒険者依頼クエスト申請を始めとした行動に踏み切れたのは、ミアハとナァーザの一押しがあったからだ。

　徒労に終わり、後で笑い話になるのだったらそれでいい。取り返しのつかないことになる前にできることはするべきだと、以前いぜん中層でナァーザを失いかけた【ミアハ・ファミリア】は、過去の境遇と重ね合わせそう助言したのだ。

「ならば、ヘファイストスやタケミカヅチ達のもとへ向かおう。可能な限り、多くの者に助けを仰あおぐべきだ」

「うん！」

　ミアハの提案を了承する。

　ヘスティア達はギルド本部を後にし、広大な都市を奔走するのだった。




　そして、それから一時間後。

　エイナの言葉通り、ギルド本部内の掲示板にはヘスティアの冒険者依頼クエストが加えられた。

　種々の依頼書を確認しようと冒険者達が掲示板の前に集まる中、その内の一人が、新しく貼り出された件の冒険者依頼クエストの前に歩み出て、読み上げる。

　やがて彼女は、ビリッと、その羊皮紙を剝はがし注視した。

「大変なことになっていますよ……ヘルメス様」
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　時は二十時間前に遡さかのぼる。




　迷宮は静かだった。モンスターの気配は周辺に存在せず、湿しめった空気が石の香りとともに灰色の岩窟内を漂っている。

　洞窟状の通路は薄暗い。乏とぼしい灯りが天井てんじょうの近くで篝火かがりびのように揺らめき、不規則に薄闇うすやみの一部を切り裂く。断たれた闇の奥で、地面を重く踏みしめる足の一部が過ぎった。

　音も立てず燃える燐光りんこうにぼうっと横顔を照らされながら、一歩、また一歩と、ベルはダンジョンを進んでいく。

　砂埃すなぼこりにまみれた相貌はうっすらと褐色に染まり、滴る汗が細い顎あごを通じて足もとへと落ちる。裂けた額の傷周きずまわりには流れ出た血液が凝固して、こびりついていた。

　はっ、はっ、と呼吸を辺りに残響させ、右肩で支えている体を抱え直す。

「すまん……」

「いや……」

　耳の側で呟つぶやかれる弱々しい声に、ベルもその一言のみしか返すことができない。

　肩を貸しているヴェルフの表情は滲にじむ汗とともに苦痛に濡ぬれていた。首を僅わずかにひねり目だけで背後を顧みると、こちらも息を切らし疲弊しているリリが、ベル達の後に付いてきている。ベルの視線に気付いた彼女は、大丈夫です、と力なく眉まゆを下げて微笑ほほえみかける。

　ヘルハウンドの一斉放火を被こうむったベル達は、辛からくも一命を取りとめていた。

　複数のモンスターからなるあの凄すさまじい爆炎を耐え抜いた後、すぐさまその場を撤退し、命からがら逃にげ果おおせることに成功したのだ。

　無論、九死に一生を得た代償も大きい。ベルが今も肩を貸しているヴェルフは13階層で見舞われた岩盤の崩落で片足を潰つぶされ、一人では碌ろくに歩けない状態だ。リリは目立った外傷こそないものの、パーティ内で非力な彼女が一連の逃亡劇の中で最も疲労を蓄積しただろうことは、その顔を見れば想像に難かたくない。また、背負っている大型のバックパックは一部ごっそりとなくなっており、回復薬ポーションを始めとした道具アイテムの多くが失われてしまっていた。

　自身も呼吸を乱しているベルは、仲間達の姿を見回した後、最後に己の体を見下ろした。

（『サラマンダー・ウール』がなかったら、全滅してた……）

　表面に光粒こうりゅうを纏まとう赤い衣ころも。身に纏っているこの『精霊の護布』がなければ、今頃いまごろ自分達は焼死していたとベルはぞっとする。

　ヘルハウンド達からの火炎攻撃に耐えられたのは、ひとえに精霊の加護を宿す装備のおかげだった。火の耐性を持つ『サラマンダー・ウール』は炎と熱の威力を激減させ、装備者であるベル達の全身を守ったのだ。

　軽い火傷やけどを負うにとどまる自身の肌を見ながら、ハーフエルフの担当官アドバイザーに感謝を捧げる。

　エイナに、ベル達は助けられた。

「リリ、残ってる道具アイテムは……？」

「回復薬ポーションが四つに解毒薬が二つ、高等回復薬ハイ・ポーションはありません……」

　中層から脱出を試みるベルは、リリの返答に少なくない危機感を抱く。

　自分の足りない頭を総動員して計算してみても、現状を切り抜けるにはあまりにも道具アイテムの手持品ストックが心もとない。ただでさえ中層での武器や道具の消耗率は高いというのに、ベルとリリは大きく体力を削られ、ヴェルフに至っては足に重傷を負っている。

　通常の回復薬ポーションは体力回復が主な効果だ。抉えぐれた傷を塞ふさぎ、流れ出る血液を止め、折れた骨まで復元する魔法に等しい回復作用は高等回復薬ハイ・ポーションや万能薬エリクサーでなければかなわない。止血を施されたヴェルフの左足──膝ひざから下は、半ば潰れたようにボロボロになっており、中の骨が砕けているだろうことが窺うかがえる。赤黒く成り果てた彼の足を治すには、今のベル達が所持する道具アイテムだけでは不可能だった。

　前衛の一人を欠いた現在の隊列は、中層を脱出する上で致命的と言わざるをえない。

（それに……縦穴から、落ちた）

　通路を進んでいく内に現れた、天井に空いた縦穴を見上げながら、ベルは双眸そうぼうを歪める。

　現在位置、推定14階層。

　ベル達は落ちていた。13階層での天井の崩落後、ヘルハウンドの大群からなりふり構わず退却し、その先の通路でぽっかりと空いていた、下部階層へと繫つながる縦穴に。

　モンスター達に追われることで発見が遅れ、文字通りはまってしまった落とし穴。長い落下の体感時間を経て足から伝わった衝撃は、ベルの発汗をかき立てるには有りあまるものだった。

　全すべての縦穴は今ベルの頭上にあるものと一様に綺麗きれいに垂直に伸び、その滑らかな岩肌は出っぱりや窪くぼみもなくよじ登ることは不可能だ。ダンジョンの悪意が感じられる。

　迷宮の陥穽ダンジョン・ギミックの[image: 餌]食えじきになったベル達は、およそ考えられる上での『最悪の状況』の最中さなかだ。

「ベル、リリスケ……いざとなったら、俺おれを置いてけ……」

「なに馬鹿ばかなこと言ってるんですか……」

「絶対に、無理……」

　張りのない声のやり取りが交わされる。三人が三人とも己の体をずるずると引きずる中、ベルは要らぬ忠告をするヴェルフの肩を担かつぎ直す。

　未いまだモンスターとの遭遇エンカウントが訪れないダンジョンは沈黙を守っていた。ベルとリリ、ヴェルフから発する音だけが響き、薄暗い岩窟内を支配している。唯一の光源である燐光は規則性のない配置で頭上よりベル達を照らし、切迫している彼等を無感動に見下ろしていた。

　体を打つ鼓動の音が大きい。

　ベルは前へ一歩踏み出す度に緊張が高まっているのを自覚する。

　縦穴より落下した下部の階層。当然、探索を想定していた13階層の敵よりこの領域のモンスターの能力は高い。視線の先の横穴から、あるいは今歩んでいる通路の壁面から、不気味な唸うなり声とともにモンスターが出現するのではないか。そんな想像が常時ベルの心を焦こがす。舌はいつの間にか乾き、喉のどが潤うるおった水を欲していた。

　傾斜のついた坂を上っていく。迷路と化している通路を左に折れ、右に折れ。かつんっ、と壁から落ちた小石の音にも三人揃そろって顔を振り向かせ、胸を撫なで下ろすとともに精神が削られていく。

　耳に障る自分自身の呼吸音。浅くなっている息づかいは疲労だけが原因ではない。

　どうしようもなく、情けないほどまでに、不安なのだ。

　この状況が、闇が蔓延はびこるダンジョンが。

　上級冒険者へと仲間入りし、名声を得て少なからず浮かれていたベルをせせら笑うかのようなダンジョンの所業。順調に物事が進んでいる時ほど迷宮では痛い目に遭うことがあるという言葉は、エイナのものだっただろうか。

　一転して突き飛ばされた奈落の底。不条理という名の落とし穴。

　太陽の光が届かないこの薄暗い地下迷宮に、押し潰されそうになっている。

「……っ。行いき、止どまり」

　まただ、という言葉を口の中で嚙かみ潰す。

　完璧かんぺきに迷った。ダンジョンを進む上で、一番回避しなければならない事態。

　通常は階層間を繫つなぐ階段、連絡路れんらくろを起点にして現在地及び経路を把握していくものだ。しかしベル達は無数にある縦穴の一つから落ちてしまった。起点や目印は何もない。更に稀少金属アダマンタイトを始めとした特殊な鉱物を含蓄するダンジョン内は磁気を帯びているため、方位磁針の類が使用不可能である。

　現在位置さえ地図マップのどの地点なのか割り出せず、進むべき進路を見出みいだせない。

　幾度となく現れる行き止まりに、ベルは支えているヴェルフともども瞳を眇すがめる。

「一度、落ち着きましょう」

　目の前に立ち塞がる岩の壁に立ちつくしていると、リリが大きく深呼吸し、その言葉を告げる。ベル達が振り向くと、彼女の顔は汗を流しながらも、冷静であろうとしていた。

　自若じじゃくを訴えるリリの栗色の瞳に、ベルもヴェルフも、荒れかけていた胸の奥が冷える。自分達より遥はるかに小さい小人族パルゥムの少女に促うながされ、彼等は地面に座り込んだ。

　リリに言われるがまま、堂々と、ダンジョンの一角で話し合いを始める。

「まずは、パーティの装備を確認しましょう。治療用の道具アイテムですが、リリは回復薬ポーションが四、解毒剤が二。ベル様達は？」

「俺は何も残っちゃいない」

「僕はまだ、レッグホルスターに回復薬ポーションがいくつか」

　バックパックから取り出された水筒を手渡され、補給する。パーティ内での立ち位置と先のことも見据え、自分は口に軽く含む程度にとどめヴェルフへと回した。

「次に武器です。リリはボウガンを先の崩落で失いました。ヴェルフ様の大刀だいとうは無事で……」

「ベルは大剣に、後は短剣と小型盾バックラーをなくしたか」

「う、うん」

　会話を交わしつつ、ベルは今のこの状態が気が気ではない。

　ベル達が輪になっているこの場は迷宮の袋小路。通路の奥から敵が押し寄せれば簡単に逃げ場を失う。そうでなくとも周囲は壁に囲まれ、いつモンスターが産まれ落ちるかわからない。びくびくと怯おびえる心を必死に抑えるが、リリやヴェルフも内心では同じ思いだろう。

　言葉を交わすことで恐怖心をごまかしつつ、ベルは腰に差してある《ヘスティア・ナイフ》と《牛若丸うしわかまる》の柄をそっと確かめた。

「でも、ナイフはどっちも無事」

「『サラマンダー・ウール』も、まだ生きてるな」

「わかりました……今後の方針ですが、武装も道具アイテムも限られている中、生きて帰還するためにはできる限りモンスターとの戦闘を避けなければいけません。状況が許すならば、逃げの一択です」

　ベルは片膝をついた体勢で、ヴェルフは足を崩せないので腰を地面に落としている。脂汗をかいている彼の背をベルは支えながら、異論はないと頷く。

　彼等の正面に座るリリは、そこで見計らったように口を開いた。

「ベル様、ヴェルフ様、取り乱さず聞いてください。これはリリの主観ですが……今いる階層は、15階層かもしれません」

『……！』

　絶句するベル達を前に、彼女はなおも言葉を続けた。

「縦穴から落ちた時間を顧みるに、２階層分の距離を落下した可能性があります。この階層の特徴も、通路の幅や光源、迷宮の難解さなど、13、14階層より15階層のそれに近いです」

　ベルはあの長い落下の体感時間を思い出す。リリの言葉は現実として受け止めるだけの根拠と、説得力に満ちていた。

　伴ともなって、地上への帰還が絶望的なものへと変わる。14階層地点であっても状況の打開は困難に違いなかったのだ。15、14、13階層分の道程どうていを越え安全地帯である『上層』に辿たどり着くのは、現在のパーティの状態ではまず不可能である。ただでさえモンスターは強く、迷宮は広く、ベル達自身も疲弊している。

『詰み』という言葉が脳裏に過ぎり、ベル達が凍りついていると。

　リリは一息置いて、声を次いだ。

「ここからが本題です。上層への帰還が絶望的であるのは間違いありません、ですが、ここであえて上部階層うえへ上のぼる選択肢を捨て、下の階層……18階層に避難する方法があります」

　ベル達は最初、何を言われたのかわからなかった。

　リリはそのまま説明を続ける。

「18階層はダンジョンに数層存在する、モンスターが産まれない安全階層セーフティポイントです。『下層』の進出を目指す冒険者達が間違いなく拠点として利用している筈はずなので、そこまで行けば安全は確保されます」

　安全階層セーフティポイントは、モンスターが跋[image: 扈]ばっこするダンジョンの中でも安全圏として冒険者に信用され、休息地帯レスト・エリアとしてよく用いられている。

　初層である１階層から始まって最初の安全階層セーフティポイントである18階層は、リリの言う通りベル達より腕の立つ上級冒険者が常駐している可能性は高い。そして地上に帰還しようとする彼等に随伴させてもらう形で中層を越えられれば、ベル達もまた生還できる。

「リ、リリッ、待って。この階層からも生きて帰れるのかわからないのに、これ以上いじょう下の階層へ向かったら……」

「縦穴を利用します。中層に数え切れないほど点在する落とし穴を発見して、飛び込めば、下部かぶの階層へ一足飛びに移動できます。現在位置も把握できていないこの状況で、一つしかない上部階層うえへの階段を闇雲に探すより、遥かに効率的かと」

　リリの正確な分析に、反論を遮さえぎられたベルは喉を鳴らした。

　負傷した足の痛みに耐えているヴェルフは、薄く目を開いて疑問を呈する。

「階層主かいそうぬしは、どうする？　17階層だろう、例の化物デカブツがいるのは」

　通常のモンスターとは次元が異なる存在、『迷宮の孤王モンスターレックス』。

　迷宮攻略する上での最難関でもある階層主の存在に言及されたリリは、しかしここでもすぐに答えを用意した。

「ベル様が『ミノタウロス』を倒した日……約二週間前に、【ロキ・ファミリア】が『遠征』へ出発しています。大人数の部隊で向かった彼等は無用な被害を防ぐため、階層主を素通りせず、確実に仕留めている筈です」

「な、何で確実なの？」

「17階層の階層主、『ゴライアス』は18階層直前の大広間に陣取ると聞きます。【ロキ・ファミリア】ほどの実力者達なら、階層主は放置するより撃破してしまった方が安全です」

　18階層へ向かう上で、戦う力を惜しみ『迷宮の孤王モンスターレックス』を無闇に放置することは、大部隊を率いる【ロキ・ファミリア】にとってむしろ危険性リスクが高いのだと、リリは説明した。

「『ゴライアス』の次産間隔インターバルは二週間前後……時間を逆算しても、まだぎりぎりでダンジョンから産まれ落ちていない可能性がある筈です」

　主あるじのいない17階層を無事にやり過ごすことも、今ならまだ間に合う。

　リリは言外にそう告げた。

「正気ほんきか、お前……？」

　上る、ではなく下る。

　生還するために、更なる危険地帯へと身を投じる。

　言葉を失う一連の提案に、ヴェルフは呆然ぼうぜんとしながらリリの正気の沙汰を疑った。

　ともすればそれは、この状況下で大胆かつ的確な判断を下す少女への、畏怖いふと賞賛のようでもあった。

　この小さな体のどこにそれほどの心胆しんたんと度胸があるのか、瞠目どうもくするベルもまた思う。

「……あくまでも選択肢の一つです。ベル様達がおっしゃる通り、素直に上の階層を目指した方が、差し当って安全であることは間違いありません。歩き回っていれば、他所よそのパーティと会って助けを請うこともできるかもしれませんし」

　しかし、それらは全て『運任せ』。

　下級冒険者が多い上層とは異なり、上級冒険者の領域である中層はぐっと同業者の数が激減する。更に円錐構造を取るダンジョンの法則に従って、中層は上層と比べて格段に迷宮の規模が広い。当てもなく上部階層への階段を探り当てるのも、他のパーティと出くわすのも、『運』の要素が強過ぎる。だからこそ、リリも18階層を目指すという意見を語ったのだ。

　彼女は自分の考えを言い終えた後、締めくくるように、ベルのことを真まっ直すぐ見つめる。

「このパーティのリーダーは、ベル様です。ご判断は、ベル様にお任せします」

　息が止まりかけた。

　リリのその発言に、ベルは今日一番の熱が体の奥で渦巻くのを感じた。

　ぶわっと汗腺かんせんが開き、一筋も二筋も汗が頰ほおを下る。

　ヴェルフへ振り向くと、彼は苦痛で眉を歪めながらも、こちらに笑いかけた。

「いい、決めろ。どっちを取ったって、俺はお前を恨みはしない」

　それは信頼と絆の言葉だった。

　そして同時に、ベルから逃げ道を奪う宣告でもあった。

　心臓の音が高まる。

　パーティのリーダー、確かにその役目に立つのはこの中でベルしかいない。

　サポーターのリリ、鍛冶師スミスであるヴェルフ、彼等は冒険者ベルのために力を貸してくれている。このパーティは他の誰だれでもない、ベルのパーティだ。

　ベルが立たなければいけないのだ。

（……っ!!）

　高まる音はそのまま、心臓を圧搾しそうだった。

　パーティの命運を左右する決断に、果てしない重責じゅうせきを感じる。自分の下した選択が仲間の命を奪うかもしれない、彼等を死なせてしまうかもしれない。

　それは立ち竦すくんでしまうほどの恐怖だ。いっそ泣き出して、逃げ出して、謝って、この責任を放棄してしまいたい。

　だが──そんな衝動の裏で、これがパーティの頭目を務めることなのだと、理解もしていた。

　ソロとはまた異なる判断の重み。仲間の一人一人の命を預かる、集団迷宮探索パーティ・プレイ。

　自分だけではない、リリ達もまたベルの命を預かってくれている。自分を助けて守ってくれる彼女達に対して、どうして背を向けられるだろうか。

　自分を選び、信じて、手を取ってくれた仲間から逃げ出すことは、彼等に対する冒瀆ぼうとくだ。リリとヴェルフの信頼に報いる時があるとすれば、それは今なのだ。

　奥歯を嚙み締め、手を握る。震える呼吸は肺の奥へと吞のみ込んだ。

　決意は固まった。固めてみせた。後は決断だ。

　戻るのか、進むのか。

『幸運』にただ身を委ゆだねるのか、自分達の手で道を切り開くのか。

　前進ぼうけんをするか、否か。

　瞼まぶたを閉じて──開く。

　リリとヴェルフに見つめられる中、ベルは眦まなじりを決し、言った。

「進もう」
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　時計の針が夕刻に近付いていることを知らせる。

　ヘスティアは【ミアハ・ファミリア】のホーム、『青の薬舗やくほ』にいた。

　この木造もくぞうの建物は回復薬ポーションを始めとした道具アイテムを販売する商店でもある。冒険者が訪れる場ということもあって、発注した冒険者依頼クエストの招集場所として指定するのに都合が良かったのだ。現在は、ベル達の捜索のための会議が行われている。

　ヘスティアとミアハ、ナァーザ以外にこの場にいるのは、紅眼紅髪の女神ヘファイストス。

　そして頭髪を角髪みずらにした男神タケミカヅチと、その団員、命ミコト達だった。

「すまん、ヘスティア。お前の子が帰ってきてないのは、俺達に原因があるかもしれん」

「……」

　タケミカヅチの謝罪に、ヘスティアは腕を組んで目を瞑つむっている。命ミコト達はタケミカヅチの後ろで、懺悔ざんげするようにうつむいていた。

　13階層で【タケミカヅチ・ファミリア】がベル達に仕掛けた、『怪物進呈パス・パレード』の一件。

　ヘスティアが助けを求めにタケミカヅチのホームへやって来た時、命ミコト達はその事情──ベル達の外見の特徴やパーティ構成──を聞いて顔を青くし、全ての顚末てんまつを包み隠さず主神に打ち明けたのだ。

　命ミコト達も必死だったとは言え、モンスターを押し付けてしまった己の子の行いをタケミカヅチは詫びる。ベル達が帰還してこない原因の一つを担っているだろうことに、ヘスティアはしばらく沈黙を貫いた。

　ミアハ等が見守る側で、彼女はその青みのかかった瞳を開け、子供達の顔を見渡した。

「ベル君達が戻ってこなかったら、君達のことを死ぬほど恨む、けれど憎みはしない。約束する」

　その言葉に、命ミコト達は目を見開いた。

　慈悲深くすらある女神の寛容さと、その毅然きぜんとした眼差まなざしに、彼女達は初めて主神以外の神ものに心を打たれた。

　ヘスティアは子供達を許したその上で、懇願をする。

「今は、どうかボクに力を貸してくれないかい？」

『──仰おおせのままに』

　一糸乱れない動きで【タケミカヅチ・ファミリア】の六名は膝ひざを床に付き、頭こうべを垂れた。

　団長である桜花オウカを始め、女神の恩情に応こたえようと忠誠を誓う団員達の姿を見て、タケミカヅチも、ミアハ達も目を細める。

　その中でヘファイストスは、子供達の行いを清算してみせた神友しんゆうに笑みを送った。

「では、話を先に進めよう。時間が惜しい」

　前に出たミアハの言葉に、ヘスティアも「うん」と頷く。

「捜索隊、だったな。まだヘスティアの子が生きていることは間違いないんだな？」

「ああ、確かさ。ヘファイストス、ヴェルフ君の方は？」


「ちょっと待ちなさい、契りを交わした子が多くて把握しづらくて…………ええ、多分、まだ生きてるわ。私が与えた『恩恵』の数は減っていないようだし」



　タケミカヅチの確認がヘスティアからヘファイストスに渡り、眼帯がんたいをしていない左眼を閉じた彼女はとん、とん、と額に指を当てる。『神の力アルカナム』を封印している彼女は、それでも早い時間で眷族の数を割り出した。

　そんな彼女に、ミアハが尋ねる。

「ヘファイストスの子は協力できないか？」

「実はロキのところの『遠征』に団員を預けていてね……深層域まで行くから、腕利きの子はみんなあっちにいるわ。今すぐ動かせる子じゃあ、中層にとどまらせるには頼りないわね」

　ごめんなさい、と謝るヘファイストスに、ヘスティアは気にしなくていいと頭を振った。

「やっぱり、タケのところに頼っちゃうことになるな」

「それはいいんだがな……桜花オウカと命ミコトは決まりとして……千草チグサ、お前もサポーターで行けるか？」

「は、はいっ」

　主神の指示に、瞳が前髪で隠れがちな少女は頷いた。

【タケミカヅチ・ファミリア】の上位冒険者──Ｌｖ．２に到達している者は、団長である巨漢の桜花オウカ、そして命ミコトのみ。未だＬｖ．１である千草チグサと呼ばれた少女は、予備の武器や回復薬ポーションを携行するサポーターとして抜擢ばってきされる。

　上位順の実力を持つ構成員三名が、捜索隊として選抜された形だった。

「中層のモンスターとまともに渡り合えるのは、うちじゃあ桜花オウカ達だけだ。それ以外のやつ等はどうしても遅れを取りがちになる」

「捜索隊に必要なのは、まず速さだと思います……」

「ナァーザの言うことももっともだ。力が半端はんぱな人員を増やして動きが鈍ってしまえば、元もとも子もない」

「かと言って、この子達だけに任せるのも……」

　同じ中層で死の淵をさまよったナァーザとミアハの言い分に、ヘファイストスは難色を示す。

　やはり人手不足は否めない。許されるなら自分だってベルを助けにいきたいとすら心中で思っているヘスティアは、ぬぬぬっ、とその豊かな胸の前で腕を組む。

　と、その時だった。

「──オレも協力するよ、ヘスティア！」

　ホームの扉が勢いよく開き、優男の神が現れたのは。

「ヘルメス!?　何しに来た！」

「ご挨拶あいさつだなぁ、タケミカヅチ。神友しんゆうのピンチに駆け付けたに決まってるじゃないか」

　ミアハやナァーザ達が目を見張る中、軽くあしらうようにタケミカヅチへ笑いかけ、ヘルメスは颯爽さっそうと店内の真ん中を突っ切る。

　彼の後ろからは団員のアスフィが静かに付いてきた。

「やぁ、ヘスティア。久しぶり」

「ヘルメス……どうしてここに？」

　周りの者と同じ表情を浮かべるヘスティアに、目の前で来たヘルメスはにっと口を上げた。

　懐ふところから一枚の羊皮紙──冒険者依頼クエストの依頼書を取り出す。

「困っているんだろう？」

「……」

　ひらひらと、眼前でベル捜索の依頼書を揺らすヘルメス。

　ヘスティアはぐっと言葉を詰まらせ、何も言い返せない。

「何でベル・クラネルを助けようとするんだ、ヘルメス。言え」

「おいおいタケミカヅチ、オレはヘルメスだぜ!?　心友マブダチのヘスティアが困ってるなら、いくらでも手を貸すさ！」

「貴方、下界に来てからは碌ろくにヘスティアと関わりを持っていなかったじゃない」

「随分といい加減な友であるな」

「ははっ、こいつは手厳しいな、ヘファイストス、ミアハ！」

　ヘルメスを警戒しているタケミカヅチに続き、ヘファイストス、ミアハと呆あきれた声が続く。芝居がかった振る舞いをするヘルメスと主神達のそんなやり取りに、ナァーザや命ミコト達は置いてけぼりを食らっていた。

「でも、ヘスティアに協力したいというのは本当さ。──オレも、ベル君を助けたいんだよ」

　それまでの騒がしい立ち振る舞いを消し、ヘルメスは一転して真面目まじめな声音を醸かもし出す。

　笑みは浮かべたまま、軽く両手を開いて、場にいる者達の顔を順々に見回していく。

「どうかな、ヘスティア？」

「……」

　最後にヘスティアで視線を止めた男神は、弓なりにしている目を開いて、笑いかけた。

　彼の橙黄色とうこうしょくの瞳を直視すること数秒、ヘスティアはふぅと吐息する。

「わかった……お願いするよ、ヘルメス」

「ああ、任されたよ！」

　了承するヘスティアに、ヘルメスは優男の笑みを再び纏う。

　調子を戻し、片目を瞑るミアハの肩をばしばしと連打した。

「いいのか、ヘスティア？」

「今はベル君達の救助を最優先にする。人手が欲しいのは事実だし」

「……わかった、お前がそう言うなら」

　ヘルメスを脇目に耳を寄せてくるタケミカヅチに、ヘスティアも小声で返す。

　彼はその言葉を聞いて、もう余計な口出しはしないと決めたようだった。

「これでヘルメスの団員が加わるわけだが……これならば、いけるか？」

「ヘルメスの派閥って、確かＬｖ．２の構成員がほとんどじゃなかったかしら？」

「おい、どうなんだヘルメス」

「ああ、ヘファイストスの言う通りだ。生憎あいにく他の団員は出払っているけど、今回はこのアスフィを連れていく！　うちのエースだ、安心してくれ！」

【ヘルメス・ファミリア】は探索ダンジョン系と謳うたいながらも、儲け話には商業だろうが何だろうが手を出している、節操がない【ファミリア】として有名だ。ギルドの格付け、等級ランクはＦ。

　到達階層は19階層、というその数字を信じ、ミアハ達は命ミコト達を含めた捜索隊を送り出すことに決める。

　一方、主神の一存で捜索に加わることになったアスフィは、一人重い溜息ためいきをついていた。

「準備ができ次第、出発ね。今夜辺りかしら」

「うむ、そうなるだろう」

「桜花オウカ、命ミコト、千草チグサ。お前等はもう支度を始めろ」

『はい！』

　ヘファイストス達が話を進めていく、そんな中。

　アスフィはヘルメスに近付き、声をひそめて尋ねた。

「ヘルメス様……先程、私を『連れていく』とおっしゃっていましたが、まさか……」

「ああ、オレも同行する」

　下がり落ちかけた眼鏡めがねを、アスフィは何とか指で押さえた。

「神がダンジョンにもぐるのは、禁止事項ではないのですかっ」

「迂闊うかつな真似まねをするのが不味まずい、っていうだけさ。なぁに、ギルドに気付かれない内に行って、さっさと帰ってくればいい。言っただろう？　オレもベル君を助けたい、って」

「ヘルメス様、まさか最初からそのつもりで私を……！」

「ははは、オレの護衛おもりを頼んだぞ、アスフィ？」

　眉を逆立てた上に頰ほおを引きつらせるアスフィに、ヘルメスがニヤニヤ笑いながら囁ささやいていると──ぐるり、と。

　耳聡みみざとくその密談を聞きつけたヘスティアが、首をアスフィ達のもとへ反転させた。

　ツインテールの一房をぐにゃあと蠢うごめかし、ヒュッとヘルメスの首へと巻きつける。

「ぐおっ!?」

「──ボクも連れてけ、ヘルメス」

　背後から首を絡からめ取られ、仰のけ反ぞるヘルメス。ぎょっとするアスフィ。

　ぬおっと彼の顔へ迫ったヘスティアは、有無を言わせない迫力で言いつける。

「ボクもベル君を助けに行く。自分は何もしないまま、あの子のことを誰かに任せるなんてできない」

「ま、待ってくれ、ヘスティア!?　落ち着け！」

　慌てふためくヘルメスは、漆黒の髪を何とか解ほどいて彼女と向かい合う。

　目を合わせたまま、説得するように語りかけた。

「ダンジョンは危険だ。『力』が使えないオレ達なんて、モンスターに襲われれば一溜ひとたまりもない。何より──バレたら不味い」

　その忠告に対し、ヘスティアは「わかっているさ」と言い返す。

「それでもヘルメスが行くなら、あと神の一柱ひとりや二柱ふたり増えたって問題ないだろう？」

「うっ……」

「ボクも付いていくぞ。いいね？」

　最後はほぼ強引ごういんに告げ、ヘスティアは異論を封じ込めた。

　もはや何をしても翻ひるがえらないだろう彼女の意志に、ヘルメスは弱り切った顔をする。

「あんたねぇ……」

「無理、するなよ？」

　ヘルメスと同様、ヘスティアの決意が固いことを悟るヘファイストスとタケミカヅチは、呆れと苦笑をそれぞれ浮かべる。神友しんゆう達の心配を他所に、ヘスティアは「大丈夫！」とベル救出の闘志を燃やした。

　そんな彼女に、「ヘスティア」とミアハが呼びかけ、伴ってナァーザが歩み出てきた。

「どうしたんだい、ナァーザ君？」

「ヘスティア様、これ……」

　彼女の手から渡されたのは、試験管の詰まった小鞄ポーチ、大量の回復薬ポーションだった。

　赤、青、緑、と何種類もの色彩が宿る飲み薬に、ヘスティアは目を見張る。

「私はこれくらいのことしかできないから……付いていけなくて、ごめんなさい……」

「いや、十分だよ。ありがとう、ナァーザ君」

　モンスターに心傷トラウマを持つ犬人シアンスロープの少女の心づかいを、回復薬ポーションとともに受け取る。顔を曇らせながら謝る彼女に、ヘスティアは微笑みかけた。

「私からもこれ、渡しとくわ」

「お、おおっ!?」

　ヘファイストスから差し出されたのは、白布に包くるまれた長い棒状の塊だ。ずしり、という重みに、非力なヘスティアは床に取り落としかける。

　体全体を使って何とか支え立てると、白布の一部がはらりと解とけ、真紅に染まった抜き身の剣身があらわになる。刃は分厚く、切れ味が鋭そうには見えない。

「ヘファイストス、これは……？」

「あの子の、ヴェルフの作品よ。今まで私が預かっていた」

　作品、と呼ばれた白布の中身とヘファイストスの顔を交互に見比べるヘスティアに、紅髪の鍛冶神は話す。

「危なくなったら使ってもいいけど……ヴェルフを見つけたら渡して頂戴ちょうだい。あと、『意地と仲間を秤はかりにかけるのは止めなさい』、とも伝えておいて」

　そのヘファイストスの意味深な台詞せりふに、ヘスティアはかろうじて頷く。

　ともかく、仲間達の厚意にヘスティアはあらためて感謝を告げた。彼女を囲むミアハ達もまた笑みを浮かべる。

「不味いなぁ……」

　他方で。

　その輪の外側にいるヘルメスが、ぽつりと呟いた。

　良よい雰囲気が流れるヘスティア達を眺めつつ、隣にいる眷族へ問いかける。

「アスフィ、オレとヘスティア、両方とも守れそうか？」

「行動をともにするタケミカヅチ派は次第でもありますけど……もし彼等が足を引っ張るようなら、保証しかねます」

　ヘルメス一人ならまだしも、ヘスティアまで付いてくるとなると、無責任なことは言えないとアスフィは素直に話した。今の戦力ではややもすると、不十分であると。

　彼女の言葉に、ヘルメスはしばらく黙考した後、ふぅと吐息をこぼした。

「もう一人、助っ人を連れてくるか」
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　日が西に傾き、空が少しずつ赤らみ始めている。

　早い者達がダンジョン探索を切り上げ、摩天楼施設バベルから出てくる時間帯。上客である冒険者かれらを迎え入れる用意を都市中の酒場が始める中、『豊穣ほうじょうの女主人』もまた、夜の営業の準備に追われていた。

『Closed』という札がかかった木製のドアの奥、店内ではキャットピープルの店員達がはきはきと動き回っている。ある者は日中の数より多い丸テーブルと椅子いすを並べ、ある者は買い出しへと出かける。仕込みを急ぐ厨房は既に激戦地だ。

　窓から差す淡い茜あかね色の光に、その整ったエルフの顔立ちと、細長い耳が照らされる中。

　自らも仕事に精を出していたリューは、カラン、と扉の鐘が鳴る音を聞いた。

「すまない、邪魔するよ」

　店へと入ってきたのは、[image: 痩]身そうしんの男神だった。

　橙黄色とうこうしょくの髪が夕陽の光を反射し、茜色と混ざり合いながら黄昏たそがれの色に染まる。

　アスフィを引き連れたヘルメスは、笑みを顔に貼り付けていた。

「すいませーん、ヘルメス様。今お店は準備中で、もうちょっと待ってくれませんか？」

「ごめんね、ルノアちゃん。すぐ用は終わらせるから」

　ヒューマンのルノアをやんわりと退け、ヘルメスはある方向につま先を向けた。

　他のウエイトレス達が手を止め、彼の動きを追う。

　そして店の中心、リューの目の前で、ヘルメスは立ち止まった。

「……私に何か？」

「ああ、君に頼みがあるんだ、リューちゃん」

　アスフィを側に置き、ヘルメスは切れ長の瞳を開く。

「引き受けてもらいたい冒険者依頼クエストがある──『疾風しっぷうのリオン』の力を貸してほしい」

　それは冒険者時代のリューの通り名であり、同時に、悪名であった。

　瞬間、店内が一気に張り詰める。

　ぎしり、と空気が確かに鳴った。店の中央にいるヘルメス達の周囲、アーニャが、クロエが、ルノアが、店の全ての従業員達が殺気を発散する。

　四面楚歌しめんそか。自分達に向けられる夥おびただしい視線の矛に、アスフィは冷や汗を堪こらえる。身内の者を脅かす相手に対し、『豊穣の女主人』は明確な敵意をもって叩たたき潰さんとしていた。

　夕陽によって赤く滲む店内が、剣吞な雰囲気を纏う。

「私を脅すつもりか」

　リュー自身、眉を吊つり上あげながらヘルメスを見据えた。

　言うことを聞かなければ、少ない者しか知らない己の過去を吹聴して回ると、そう脅迫しているのか問いただす。

　自分の顔を下から見上げてくるエルフの少女に、「そんなつもりはないよ」と、ヘルメスは食えない顔で両手を上げた。

「ベル君……ベル・クラネルと、そのパーティの救助が目的なんだ」

「……どういうことですか」

　彼はベル達の現状について全て語った。その上で、リューにも捜索隊に加わってほしいと。

　ことのあらましを吞み込んだリューは、空色の瞳を依然鋭くしたまま、再度尋ねる。

「何故なぜ、私なのですか？」

「神二柱おにもつを庇える実力者で、かつ【ファミリア】の縛りがない野良のらの冒険者の心当たりは、君しかいなかった……後は」

　ヘルメスは視線をずらし、横手の方角を見やった。

「君がシルちゃんの友達だから、かな？」

　店の奥の扉、その前で呆然と立ちつくしているのは、薄鈍うすにび色の髪の少女だった。

　この場に来て、ちょうどベルの話を耳にしただろうシルの姿に、リューはその柳眉りゅうびを歪める。

　取ってつけたような、しかしこれ以上なく有効な台詞せりふを吐いたヘルメスは、口端を僅かに吊り上げた。

「出発は今夜の八時。よかったら来てくれ、待っているよ」

　去り際、リューの耳もとに近付き、ヘルメスはそう言い残す。

　最後まで店員達から険けわしい視線を浴びながら、アスフィを連れ、男神は店の外へと消えた。

「リュー」

「シル……」

　ヘルメスの背中をやり込められたような顔で見送ったリューのもとに、シルが歩み寄る。青ざめた表情を作る彼女は、リューとしばらく目を合わせた。

　沈黙の後、懇願する。

「ごめん、リュー。ベルさんを助けて」

　リューは薄鈍色の瞳を見つめる。

　その双眸の奥には、思い人を失ってしまうかもしれないという不安と、恐怖が、確かにあった。小さく震える少女の願いに、人情に敏感なエルフの彼女は、苦笑を描く。

「シルには恩がある、貴方の頼みを断れるわけがありません」

　それに、とリューは続けた。

「私も、クラネルさんには死んでほしくない」

　はっきりとそう告げる。

　リューの言葉にシルは、ごめんね、ごめんね、と何度も謝った。そして最後に、ありがとう、と感謝を伝える。

　やがてそのやり取りを見守っていたアーニャ達が、リューとシルのもとに集まる。彼女達は笑みを浮かべ口々に言った。

「店番は任せるニャ！　母ちゃんにもリューは腹が痛くニャったと誤魔化ごまかしておくニャ！」

「ヘルメス様の思う壷つぼっていうのが癪しゃくだけど……ま、しょうがないよね」

「ニュフフ、リューよ、少年にたっぷり借りを作ってたっぷり恩賞をせしめてくるのニャ」

　陽気アホな娘むすめのアーニャ、笑いかけるルノア、下衆ゲスな笑みを浮かべるクロエ、他の同僚達にもそれぞれの言葉を送られる。

　厨房から顔を出す料理人の少女達も、ぐっと親指を立てた。

　彼女達を見回して頷くリューは、最後に弱々しく微笑むシルへ、小さく唇を曲げる。

「すいません、後は頼みます」

　胸もとのリボンをシュッと引き抜き、エルフの少女は店の外へと駆け出した。
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　汗が、また顎を伝って、落ちた。

　中層の湿った空気は、この止まらない汗に一役を買っているような気がした。例え生きるか死ぬかの真まっただ中なかであるという、今の状況を差し引いたとしても。

　生温なまぬるくすらある空気の流れに肌を舐なめられながら、僕は薄暗い迷宮を移動していた。

　ヴェルフに肩を貸しながら前進する。周囲には細心の注意を払いつつ、意識とは別の本心ところではモンスターと鉢合わせしませんようにと、神様にも縋すがる思いで──情けなく──祈り続けていた。後方の警戒は、すぐ後ろにいるリリに全て任せてしまっている。

　18階層へ向かう、と決めたあの話し合いの場からもう随分移動している。けれど、まだ僕達は下の階層へと直通する縦穴を発見できていない。

　お腹なかの底から湧わき出る焦あせりを堪こらえながら、心へ平静であることを強しいる。

　孤立無援かつ薄闇が満ちる迷宮の中層──ともすれば気が触れそうにもなる中、恐慌パニックだけには陥おちいっちゃいけない。このぎりぎりの綱渡りを続ける中で、取り乱してしまったその時が、僕達の最期だ。

　洞窟状の道を進んでしばらく、暗がりの奥から現れる二股の分岐点。僕は『迷ったら右』というリリ達との打ち合わせ通り、右の道へ進路を取った。

　後から付いてくる、はっ、はっ、というリリの小さな呼吸は、隠せない疲労がへばりついているかのようだった。隣で密着するヴェルフの体もまた熱い。今はこなくそとばかりに歯を食いしばり、歩調ペースを少しでも落とすまいと強行軍に努めている。

「っ……リリスケ、この臭いはどうにかならないのかっ」

　おもむろに、目だけをやってリリのいる背後へ声を飛ばすヴェルフ。

　その訴えに対し、リリは目が据わっているようにも見える──というより気力を削り取られているような──表情で言い返した。

「我慢してください……お言葉ですが、リリの方がこの悪臭に悩まされています」

　ヴェルフ達の言う『臭い』とは、リリが首から吊り下げた袋から発せられる異臭だ。

　今にも鼻が曲がりそうなその臭いに、僕の目の縁ふちにも涙が溜まりかかっている。

「リリ達にも有害ですが、この臭いはモンスターにとって毒そのものです。この悪臭が続く限り、よっぽどのことがなければモンスター達は近寄ってきません」

　リリの説明通り、『強臭袋モルブル』という名前らしいその臭におい袋ぶくろの道具アイテムは、モンスターとの遭遇エンカウントを回避できている要因でもある。

　効果のほどは僕達が今まさに実践し、証明している最中だ。

　中層出身のあの凶暴なモンスター達が、全く寄り付いてこない。

「ナァーザさんから、もらったんだっけ……？」

「ええ、上層を踏破する以前、リリが依頼して作ってもらいました……」

　中層へ進出する前に、リリはモンスターとの遭遇エンカウントを防ぐ道具アイテムの作成を、駄目で元々ナァーザさんに頼んでいたらしい。

　よく都市外へと赴いて道具作りの原材料を調達してくるナァーザさんは、迷宮産の材料ものと組み合わせることで、偶然にもこの『強臭袋モルブル』開発に漕こぎ着つけたのだそうだ。

「ちなみに、試しに臭いを直接嗅いだナァーザ様は、リリの目の前でひっくり返り……床をごろごろともの凄い勢いでのたうち回りました」

　……臭いを必死に拭ぬぐい落とそうと、ナァーザさんが鼻を何度も床へこすりつけるという、凄惨な光景が広がったらしい。ちょっと想像できてしまうのがつらい。

　何にせよ、リリが首にかけている臭い袋のおかげで僕達はモンスターの襲撃を回避できていた。手持品ストックには無論限りがあるものの、中層をさまようという現況では、非常にありがたいことは確かだ。

　モンスターの気配や低い唸うなり声を進路の先々で感じつつも、僕達は交戦することなく、移動を続けていった。

「……！」

　前方、視界の奥。

　一本道の通路の先で、複数の真まっ赤かな眼光が浮かび上がる。

　僕達のことを完璧に捕捉しているモンスター、ヘルハウンドは、その紅の両眼をぎらぎらと輝かせ疾走してきた。その数は三。

　凶暴な相貌を歪めて首を振る仕草しぐさはするものの、臭い袋の効果が薄れる遠距離──目算三〇Ｍメドルほどの距離で停止し、火炎攻撃の準備をする。

　不味い、と危惧を抱く。

　このまま狙ねらい撃ちされれば、今度こそ全滅は免れない。すぐ後ろではリリが硬直するのがわかった。

　肉薄して接近戦に持ち込むのか、それとも魔法ファイアボルトで迎撃するのか。

　三〇Ｍメドルという微妙過ぎる間合いと、ヘルハウンドが持つ炎の耐性に、僕が対応を迷ってしまったその時。

「やるしかないな……任せろ」

　肩を支えるすぐ隣で、ヴェルフがそう呟いた。

　えっ？　と僕が呟くのと、その右腕が突き出されるのは同時だった。

　紅の着流しの裾すそをパンッと鳴らし、上半身を低く構え炎を溜める三頭のヘルハウンドへ、掌底しょうていを真っ直ぐ向ける。

「【燃えつきろ、外法げほうの業わざ】」

　紡つむがれたのは、超短文詠唱。

　たちまちヴェルフの右腕からは空気の揺らぎ──陽炎かげろうが凄まじい勢いで迸ほとばしる。

　まるで鉄砲水のように、そして音もなく陽炎は空間を伝播し、放火体勢へ移ろうとするヘルハウンド達を吞み込んだ。

「【ウィル・オ・ウィスプ】」

　次の瞬間、三つの大爆発──ヘルハウンド達の自爆が巻き起こった。

「魔力暴発イグニス・ファトゥス!?」

　リリの驚愕きょうがくの声が散る。

　炎を吐き出そうとしていたモンスターが自ら爆発したその光景に、僕も大きく目を見開いた。煙を上げるヘルハウンドは全身を黒焦げにし、白目を剝むきながら倒れ伏す。

『魔力暴発イグニス・ファトゥス』。

　魔法の行使などに際して、『魔力』を制御し切れず暴走させてしまう事故現象。

　神様達が降臨する以前の時代、『古代』では、エルフ達を始めとした魔法種族マジックユーザーが自らの手で魔力を律する『詠唱』を考え、模索し、発動に至る魔法を編み出していた。

　特定の魔法が体系化するまで暴発事故は付きものだったらしく──それこそ視線の先の光景のような──試行錯誤の連続だったと言う。

『神の恩恵ファルナ』のおかげで個々人それぞれに合った専用の魔法が発現し、更に魔力の調節コントロールが円滑化した今日では、魔力暴発イグニス・ファトゥスは発生することはほとんどなくなった。

　ましてや、モンスターが件くだんの現象を起こすなんて皆無に等しい。

「成功したか……」

「ヴェ、ヴェルフ、今のはっ？」

「俺の魔法は特殊らしくてな。一定の魔力の反応を火種きっかけにして、爆発させるらしい」

【ウィル・オ・ウィスプ】──対魔力魔法アンチ・マジック・ファイア。

　敵が魔法及び魔力属性の攻撃を発動させる際、時機タイミングよく迎撃カウンターさせることで強制的に魔力暴発イグニス・ファトゥスを誘発させ、自爆させる。対象の威力、魔力の量が高ければ高いほど爆発力も膨れ上がる、言わば『魔法封じ』の属性だ。

　その魔法の発現は、外法まほうではなく武器を用いた純粋な正道はくへいせんで戦うべし、という武器職人である鍛冶師ヴェルフならではの願望に依拠いきょしているのだろうか。

「モンスターで試したことは今までなかったんだが……首の皮一枚、繫がったな」

　瞬きを繰り返す僕に、にっと無理矢理笑うヴェルフ。

　言葉通り、モンスターにこの魔法を用いたのは初めてだったらしい。考えてみれば上層にはヘルハウンドのように、体内の魔力を燃焼させて火炎を吐き出す、なんて言わば魔法のような攻撃を行うモンスターはいなかった。

　13階層で見舞われた一斉火炎放射の時も、通じる確証がないことによる逡巡しゅんじゅんと、何より崩落直後の出来事ということで時機タイミングを逸いっしてしまい、間に合わなかったらしい。

　超短文詠唱とは言え準備時間は存在する。どうやらヴェルフの魔法も万能というわけではないようだ。

「あれ、モンスターで、ってことは……人で試したことがあったの？」

「ああ。同じ【ファミリア】の連中に頼んでな。見事に爆発した」

「……ヴェルフ様、それは」

「いや、確かに俺も悪かったがっ、効果を試させてくれとは言ったんだ。何が起きるかわからないのはあいつ等だって承知して……いや俺が全面的に悪いんだけどなっ？」

　罪の自覚はある必死の弁明に、リリと並んで沈痛そうな顔を浮かべる。

　もしかして、ヴェルフが派閥の仲間から白い目で見られているのって、魔剣鍛冶一族クロッゾの血筋ということ以外にも原因があるんじゃあ……。

　だけどこれで、ぐっと先が明るくなった。それほどヘルハウンドを無力化できたことは大きい。

　一筋の光明を見出しながら、虫の息と化している魔犬のモンスターの横を通り過ぎる。自爆したヘルハウンド達は、起き上がって追いかけてくるということもなかった。

　それから僕達はモンスターをやり過ごし続けた。

　リリが必死に我慢しながら臭い袋を装備し、モンスターの奇襲を退しりぞける。それでも近付こうとする相手は僕の【ファイアボルト】で追い払った。

　ヘルハウンドの脅威はヴェルフが無効化する。遠距離から火炎攻撃を準備するモンスター達は、ことごとく対魔力魔法アンチ・マジック・ファイアによって爆砕された。

「ヴェルフ、これ……」

「なんだ、回復薬ポーションか？」

　濃紺の液体が詰まった試験管をレッグホルスターから取り出す。

　ヴェルフはそれを半分ほど飲むと、驚いた顔を作った。

「精神力回復薬マジック・ポーション、じゃないよな？　体の重さも消えたぞ」

　僕が渡したのは二属性回復薬デュアル・ポーション。この道具アイテムもナァーザさんが作製したものだ。

　負傷したまま歩き続け、更に魔法も連発することで削られていたヴェルフの体力と精神力マインドは、どうやら無事回復したらしい。

　ほっとしつつ、かいつまんでこの便利な回復薬ポーションを説明すると、ヴェルフは笑ってくる。

「いいな、それ。今度売ってるところ、紹介してくれよ」

「帰ったら、いくらでも紹介するよ……」

　笑みを交わし合いながら、返された飲みかけの二属性回復薬デュアル・ポーションをあおる。

　僕の体力と精神力マインドも、全快とは言わないまでも同時に回復した。

「……ベル様、リリとも回復薬ポーションを分け合いましょう」

「え、今ちょっと飲んだし、大丈夫だよ？　もったいないし」

「ずるい、ずるいです！　ヴェルフ様だけずるい！」

「何を言ってるんだお前は」

　パーティの間で織り交ぜられる、弛緩しかんした会話。緊張感がほんの少し和らぐ。油断なく構えつつも、僕達は張り詰めている精神を時折緩めていった。

　仲間に肩を貸し、背中を守られながらダンジョンの中層を探索していく。

　希望を失わず、前へ前へと迷宮を進み続けると、やがて。

「あった……」

　横穴の曲がり角から顔を出したその先。洞窟状の道の、ど真ん中。

　あちらの通路と僕達がいる通路を隔てるように、歪いびつな縦穴が大きく口を開けていた。

　肩を貸すヴェルフと一緒に穴の縁まで近付き、覗のぞき込む。ひょいとすぐ隣でリリが顔を出す中、穴は確かに下の階層へ繫がっていた。

　この深さからして……恐らく、16階層。

　闇に浮かぶ燐光に顔を焼かれる僕達は、それぞれ視線を交わして頷き合う。

　ヴェルフの腰にしっかり右手を回し、リリのバックパックも左腕に抱えて。

　最後に息を軽く吸い込んだ後、僕はリリ達と一緒に、縦穴へと飛び込んだ。
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　金の月が浮かんでいた。

　日没を終え、オラリオの頭上には蒼あおい夜天が広がっている。魔石灯の光が氾濫する迷宮都市は宝石箱をひっくり返したかのように輝いていた。

　賑やかな喧騒に満ち、光の粒を幾多も灯すそんな街並みを、都市の中心、中央広場セントラルパークに建つ摩天楼はいつも見下ろしている。

　迷宮の直上に築き上げられた塔、『バベル』。

　選ばれた神の住居でもある白亜の巨塔の、その最上階では、一人の女神が歩みを連ねていた。

　こつこつと靴を鳴らしながら、その銀の長髪を両手でばっと背中へと流す。

「待たせたかしら？」

　長い廊下を歩き終え、巨大な樫かしの木の扉を開けた『美の神』──フレイヤは、開口一番そう尋ねた。

　広い室内には本棚を始めとした豪奢ごうしゃな作りの調度品、従者であるオッタル、そして一柱の男神とその眷族がいた。

「いや、問題ないよ。時間をとってもらって悪いね、フレイヤ様」

　足に林檎の果樹の意匠を施された精巧なテーブルについているのはヘルメスだ。おどけた口調で笑みを浮かべている彼の側には、緊張した面差しのアスフィが控えている。

　彼等を瞥見べっけんした後、フレイヤはオッタルが引いた椅子に腰かける。

　座る仕草一つ取っても彼女のそれは妖艶ようえんであり、張りのある豊かな双丘が漆黒のドレスから谷間を覗かせ、ほのかに揺れ動いた。ぎしり、と鳴った椅子にくびれた腰は埋もれ、その白皙はくせきの首筋に銀の髪がかかる。

　一連の動作に見とれてしまっていたアスフィは、はっと頰を染め、視線を横に逃がした。己の子が女神の『美』に惑わされる一方、ヘルメスはにこにこと優男の笑みを纏っている。

　二人掛け用のテーブルを挟み、二名の眷族と二柱の神が対面する。

「それで、用件は？」

　前置きをなしに、ソプラノの美しい声が問いかけた。

　足は組まず、ただ艶あでやかに、そして不敵に微笑むフレイヤに、ヘルメスは切れ長な瞳をすっと開いて応じる。

「もう知っていると思うけど、ベル・クラネルがダンジョンから帰ってこない。オレはこれからヘスティア達と一緒に、彼を探しにいくつもりなんだ、フレイヤ様」

「それで？」

「だから、断りを入れておこうと思ってね」

「何故わざわざ、私に断りを入れるのかしら？」

　浮かべている微笑を変えないフレイヤに、ヘルメスもまた笑う。

「庇っていただろう、フレイヤ様？　前の神会デナトゥスで、ベル君のことを」

「……」

「麗しの美神あなたが目をつけた冒険者だ、オレも気になってしょうがないんだよ」

　十日ほど前、このバベルで開かれた神会デナトゥスにおいて、確かにフレイヤはベルのことを庇った。正確には、彼の成長原因プライベートを探ろうとするロキを規則ルール違反であると周囲に訴えた。

　神会デナトゥスに参加する神々、とりわけ男神のほとんどはフレイヤの息がかかっている者達だ。フレイヤの『美』に半ば取り込まれている彼等は、あっさりと彼女の言いなりにもなり、同時に彼女の行動の裏を察せるほどの思考を働かせていない。

　ヘルメスもその取り巻きの一人だった筈だ。

　フレイヤの胸中を読んだのか、彼は右手を上げ、ぽんと胸の前に置く。

「オレだってフレイヤ様にはメロメロさ。けど、何も考えられないほど鼻の下を伸ばしまくっているわけでもない」

　……つまり、道化ポーズだったというわけだ。

　フレイヤに現うつつを抜かしていたのも、周囲と同じように馬鹿騒ぎしていたのも、全て。

　食えないわね、と優男を演じている目の前の神に、フレイヤは胸の内で呟いた。

「これまでとは手口やりかたが違うから、他の神達で気付いているやつは少ないみたいだけど」

　フレイヤの子供おとこの収集癖は公然だが、いつもならばすぐに勧誘スカウトへ向かって、直接落とす。

　普段の彼女なら強烈な接近アプローチを仕掛けるのが常だ、明らかにベルの一件はこれまでとは趣向が異なると言えた。以前までのフレイヤなら、こんな回りくどいことは一切しない。

　半ば少年もくひょうを放置している今回の動きに、『魅了』されていない神もまた気付いていないのだ。

「もういいわ」、とフレイヤは億劫おっくうそうにヘルメスの話を切った。

　自分がベルに目をつけていることを隠すのを止め、本題に入って頂戴と銀の瞳で促す。

「貴方の玩具おもちゃに手出しするつもりはない。ただオレは、彼の力をこの目で見たいだけなんだ」

　真剣な顔でそこまで力説したヘルメスは。

　次には、泣き笑いのような表情をして懇願してきた。

「だから──オレの【ファミリア】に攻めかかってこないでくれえっ、フレイヤ様!?」

「……」

　後生だと言わんばかりに泣きつく真似まねをするヘルメスに白けたフレイヤは、本当に久々に、虫けらを見るような視線を浮かべた。

【フレイヤ・ファミリア】は【ロキ・ファミリア】と並んでオラリオの最強派閥。フレイヤが本気になって潰しにかかれば、【ヘルメス・ファミリア】は一瞬で蹴け散らされる。

　保険をかけにきた、というのは事実だろう。ヘルメスも自分の【ファミリア】に愛着はあるようだ。

　その一方で、噓うそは言っていないが、本当のことも言っていない。

　フレイヤはそう見抜く。少年の力を確かめたいと述べる彼の神意しんいを見透かそうと、目を細めた彼女は……しかし、止めた。

　馬鹿馬鹿しいという吐息が漏れる。

　目の前の神と化かし合いをするのは、時間の無駄だと悟ったからだ。

「まぁ、いいわ」

　続いているヘルメスの哀願を聞き流していたフレイヤは、彼の行動に目を瞑ることにした。

　ベルに危害をもたらそうとしているわけではない、ということは真実であると察する。

　許しをもらったヘルメスは目に見えて、ほっ、と安堵あんどした。

「嗚呼ああ、フレイヤ様、ありがとう！　恩に着るよ！　今度何か困っていることがあったら言ってくれ、その時は──」

「でも」

　ヘルメスの言葉を遮って、立ち上がる。

　再び道化を演じようとする彼の肩に手を置き、腰をかがめ、その耳もとへ唇を寄せた。

「覚えておいて？　あの子で遊んでいいのは、私だけよ」

　艶麗な声で囁く。

　意思も理性も関係なく、ぞっっ、と鳥肌を立たせる声音に、ヘルメスは一瞬時を止めた後、口端を引きつらせた。

「わ、わかったよ、女神あなたに誓おう……」

「ええ、信じさせてもらうわ」

　汗をかきながら頷く彼に、フレイヤは笑みと流し目を送りながら体を起こす。どうぞ、と片手で出口の樫の扉を示し、道を開けた。

　別れの文句も中途半端にそそくさと退出するヘルメス。オッタルに威圧されていたアスフィともども「死ぬかと思った……」とこぼす彼の後ろ姿を、フレイヤは黙って見送った。

　バタン、と両開きの大扉が閉じる。

「よろしいのですか？」

　ヘルメス達が部屋からいなくなったところで、オッタルが口を開いた。

「ああは言いますが、目の届かぬところで干渉を働くやもしれません。お言葉ではありますが……あの神は、胡散きな臭い」

　オッタルの忠告──その遠慮のない物言い──に、フレイヤはふふっと笑みを漏らす。

「その時は、その時ね」

　部屋の中央から移動し、巨大な窓の前に歩み寄る。

　壁の一面を丸々埋める長方形の硝子からは、月夜の光が差し込んでフレイヤの足もとを濡らしていた。

「最近、イシュタルが私の動きに目をつけているわ。下手に詮索されて付け込まれるのも面倒だし……ヘルメスが何かするつもりなら、それでもいい」

　神会デナトゥスで突きかかってきた、同じ『美の神』のことを思い出しながら、オッタルに語る。

　ヘルメスに関しては、ベルに害をなすことはない、と知っておけば今は十分だ。

　窓の外を見下ろす。

　バベルの最上階から見渡せるのはオラリオの全景だ。ここからでは小さな粒にしか見えない人の流れが、それぞれのメインストリートを中心に移ろっている。大通りの両脇に沿って連なる街灯の明かりは天河てんがのようで、煌きらびやかだった。

　フレイヤは、おもむろにその細い顎を引く。

　塔の真下に広がる中央広場セントラルパーク。

　バベルの門前で固まっている、とある一団を見つけ、彼女は微笑を送った。
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「遅いよ、ヘルメス！」

　今しがたバベルから出てきたヘルメスに、ヘスティアは怒った声を出す。

　場所は摩天楼施設、西の門前。夜の帳とばりが下りている中央広場セントラルパークは昼間と比べてぐっと人の数を減らしていた。空いた空間が目立ち、疎まばらに植えられている広葉樹は静けさを保っている。

　捜索隊の準備は既に整っていた。ヘスティアは神であることがバレないよう旅装用のローブを纏い、小型のバックパックも背負っている。サポーターであるリリの格好とも似ていた。命ミコト達【タケミカヅチ・ファミリア】も集まっており、後は出発を待つだけだ。

　痺しびれを切らしお冠かんむりになっているヘスティアに、アスフィと一緒にやって来たヘルメスは苦笑を浮かべる。

「いやぁ、野暮やぼ用というか手続きというか……色々あってね」

　少し疲れた顔でバベルの最上階を仰いだ後、遅れて悪かったよ、と素直に謝るヘルメス。

　逸はやる気持ちを抑えられないヘスティアは、早く出発しようと号令をかけようとする。

「……ヘスティア様」

「！」

　その時、身を寄せてきた命ミコトに耳打ちされ、ヘスティアも気付いた。

　彼女達の前に一人、謎なぞの人物が歩み寄ってくる。

　腰まで届くフードの付いたケープ。フードを深く被っているため、その肉付きの薄い唇を除いて顔はよく見えない。下はショートパンツと腿ももを半ばまで隠すロングブーツで組み合わせており、折れてしまいそうな細い脚線美が目立つ。

　ケープの裾からは、腰に差された長い木刀と、二刀の小太刀が見え隠れしていた。

　その細身の体付きからして、女性だろうか。冒険者の戦闘衣バトル・クロスに身を包む彼女は何も喋しゃべらず、ヘスティア達の正面で足を止めた。

　身構える彼女達に、ヘルメスは笑いかける。

「彼女は助っ人だよ、超強い。心配しなくて大丈夫だ」

　怪訝けげんそうな目でヘルメスに振り向いたヘスティアは、もう一度、助っ人と呼ばれた人物のことを見つめる。

　フードの奥から覗いた瞳は、澄んだ空色を帯びていた。




　覆面の冒険者を加え、捜索隊はバベルの門前を出発する。

　ベル達を救出するため、ヘスティア一行は広大な地下迷宮へと進入した。
















　獣の凶暴な雄叫おたけびが、すぐに悲鳴へと様変わりする。

　細く、そして鋭い風切り音の後に続くのは断末魔の連続だった。振り抜かれる木刀が周囲に残像すら刻み、一方的な立ち回りを演じている。

　尋常ではない速度で翻ひるがえり、ばちっと大気に激しい音を打つケープ。燐光りんこうに照らし出されるのはフードの下から覗のぞく空色の瞳ひとみ。

　十にも及ぶモンスターに囲まれる中、彼女は旋風のように敵を薙なぎ払っていた。

『キュィ!?』

『ガ──ッ!?』

　懐ふところへ踏み込まれる右足に反応できずアルミラージが袈裟けさに斬り伏せられる。返す太刀で真横の一匹が吹き飛び、更に続く斬り上げによって、都合三匹のモンスターが一瞬で撃破された。

　モンスター達の包囲網は意味をなさなかった。ケープを纏まとう覆面の冒険者の速度に追い縋すがれない。背を晒さらす彼女にヘルハウンドが牙きばから唾液を散らして飛びかかるが、独楽こまのように回転した木刀の[image: 餌]食えじきとなり、下顎を粉砕され弾はじき飛ばされる。

『キュァ！』

　甲高かんだかい声を一つ上げ、天然武器ネイチャーウェポンである石斧トマホークを投擲とうてきする二匹のアルミラージ。

　兎うさぎのモンスターの一撃必殺を、覆面の冒険者は二発の内の一発を木刀で撃墜し──そしてもう一発をバシッと片手で摑つかみ取る。間髪入れず、投げ返した。

　目を見開くアルミラージの顔面に石斧トマホークが食い込み、後方に飛んで倒れ込む。

　残った一匹が真隣まどなりから消えた仲間に啞然あぜんとしていると、影が覆おおい被かぶさり、はっと前に向き直った次には木刀が額へと吸い込まれた。ギュッ!?　と潰つぶれた啼なき声とともに、真まっ赤かな目玉が眼窩がんかから飛び出し、アルミラージは息絶える。

「つ、強い……」

「あの数を一人で、か」

「あ、あぅぅ……」

　視線の先、前方の光景を見せつけられる【タケミカヅチ・ファミリア】の面々、命ミコト、桜花オウカ、千草チグサは、言葉に違いはあれど衝撃を共有した。

　現在位置はダンジョン13階層。

　ヘスティア以下ベル達の捜索隊は、出発から約数時間、早くも『上層』を突破し『中層』へと足を踏み入れていた。階層進行速度は当初の想定を遥はるかに超えたものである。

　その進捗状況は、ひとえに覆面の冒険者の活躍があってこそだ。

　他ほかの者が出る幕もなく、彼女がモンスターを撃退する。今の命ミコト達の境地とは遠くかけ離れた──過去【疾風しっぷう】という二つ名で呼ばれるに至っていた──その実力は、Ｌｖ．４。

　ヘルメスの腹心であるアスフィさえ呆あきれ返る速度と精強さは、上層、中層のモンスターが数をもってしても及ぶものではない。

『オオオオオオオオオオオッ!!』

　激しい回転音を上げ、通路の奥から突進してくるのは鎧鼠アルマジロのモンスター、ハード・アーマードだ。

　迫る巨大な玉弾に対し、覆面の冒険者は静かに小太刀を抜く。接敵間際まぎわ、あっさりと敵の進路から体をずらし、すれ違いざま逆手に持った白刃を横一線に閃ひらかせた。

　激しい回転も意を介さず斬線が真まっ直すぐ走り抜け、ズルリとずれ落ちるモンスターの体。

　四つの肉片に分離し、宙を飛び、愕然がくぜんとする命ミコト達の目の前にどさどさっと転がり落ちる。

「まぁ、楽でいいです。この中層でも、前衛は彼女一人に任せておいて全く問題ないでしょう……おっと」

　強力な前衛に向けて喋しゃべっていたアスフィは、パーティの後方、通路に開いた横穴より出現したモンスターに意識を割く。はっとした【タケミカヅチ・ファミリア】も振り返り、ヘスティアとヘルメスを守るように背で庇った。

「失礼、こちらへ」

「えっ？」

　現れたヘルハウンド二頭を無視し、アスフィはバックパックを背負う千草チグサの肩を引く。

　壁際に立っていた彼女を背後へ押すと──岩窟の壁面から、モグラが地中を掘り進めているような隆起が一直線に突き進んできた。

　アスフィは装着している純白のマントの内側、腰から短剣を抜剣ばっけん。

　間髪入れず、壁の中を穿孔せんこうしていた『ダンジョン・ワーム』が勢いよく飛び出した。

　顔はなく、牙の並ぶ口だけが存在する蚯蚓ミミズに似たモンスターは醜悪な長軀ちょうくを蠕動ぜんどうさせながら空中を貫いてくる。壁面内部を掘って移動し躍り出てきた迷宮の捕食者に、アスフィは正面から剣身を見舞い、口から尾まで一気に斬り裂いた。

　血飛沫ちしぶきを上げ真まっ二ぷつになるダンジョン・ワーム。綺麗きれいに等分された長軀が左右へと流れる光景に、千草チグサは硬直する。

「ちゃちゃっとやっちゃいますよ」

　アスフィはそのままヘルハウンドに向き直り、再び腰へ手を回す。

　彼女の細い腰に巻かれているのは革製の太いベルトだった。短剣の鞘さやも取り付けられているその帯にはいくつもの囊ホルスターが吊るされており、中に別個の道具アイテムが収納されている。

　囊ホルスターの一つから取り出されるのは、苔色モスグリーンの液体が詰まった小瓶こびん。アスフィはそれをヘルハウンド達に向かって放った。

『グ!?』

『……ッ、……ッッ!?』

　命中した小瓶は割れ、中から溢あふれた液体がモンスター達の顔を覆う。ゲル状の溶液は強い粘性をもって付着し、火炎を蓄えていたヘルハウンド達の口を封じ込めてしまった。

　纏まとわりつく苔色モスグリーンの粘液を取り払おうと躍起になるモンスター達に、アスフィは今度は螺旋らせんが刻まれた飛針ひしんを抜き、瞬投シュートした。

　二本撃ち出された飛針は正確に額を貫き、モンスター達を絶命させる。

「この調子なら、後衛も私一人で十分ですかね」

　道具を使いこなし、難なくモンスターを倒した彼女に命ミコト達の視線が集まる。

　アスフィ・アル・アンドロメダ。

【ヘルメス・ファミリア】に所属する上級冒険者。神々から授さずかった称号は、【万能者ペルセウス】。

　オラリオの中でも五人に満たないレアアビリティ『神秘』の保有者であり、同時に稀代きだいの魔道具作製者アイテムメイカーだ。

「……ヘルメス、君の団員は軒並みＬｖ．２じゃなかったのかい？」

「はははっ、そういえば【ランクアップ】を申請するの忘れてたよ！」

　じろり、というヘスティアの視線と問いに、ヘルメスは笑いながらいけしゃあしゃあと答える。中層のモンスターを軽く相手取ったアスフィの手並みは明らかにＬｖ．２を超えたものであり、彼もあっさりとそれを認めた。

　出る杭は打たれる、ではないだろうが、【ヘルメス・ファミリア】は地位と名声をあえて捨て中堅以下にとどまろうとする変わり種のようだった。

　台頭を好まず、中立を気取る、実にヘルメスらしい処世術やりかただと。

　天界での付き合いがあったヘスティアは、密ひそかにそう思った。

「……暗いなぁ」

　モンスターとの遭遇エンカウントが途切れ、13階層内を進んでいく中、ヘスティアの呟つぶやきがやけに周囲へ響き渡る。

　光源が一定量確保されていた上層はともかく、燐光が乏しいこの中層は酷ひどく暗い。子供達はいつもこんな場所にもぐっているのか、とヘスティアは思う。

【ステイタス】によって視覚を始めとした五感が強まっている眷族かれらからすれば、僅わずかと言えど存在する燐光のおかげで視界は十分に確保できるのだろう。しかし『神の力アルカナム』を封印して一般人以下の身に成り下がっている女神ヘスティアにとって、この地下迷宮はあまりにも暗く、そして不気味だった。足場は見えにくく、正直走るのも勇気がいる。

　闇やみは心身を圧迫し不安を常よりかき立てる。それは神であっても変わらない。窮屈と思えるほどの息苦しさを紛らわすように、ヘスティアは右手から吊り下げた照明具ランプに似た携行用の魔石灯で、あちこちを照らす。

　灰色の虚うつろな岩壁に、『迷宮の武器庫ランドフォーム』と呼ばれる──天然武器ネイチャーウェポンが入っている──盛り上がった大岩、そして地面に転がる半壊した剣の残骸。んー？　とその残骸の先を追って照らすと、血まみれのヘルハウンドが光を失った瞳でヘスティアを見上げていた。「ぎゃあっ!?」と叫んで仰のけ反ぞる彼女を、「おいおい」と言ってヘルメスが後ろから両肩を支える。

　地面に横たわるヘルハウンドは既に死に絶えていた。『魔石』を抽出されず原型を残した死骸は長い間あいだ放置されていたようで、鼻を突く腐臭が漂っている。ばくばくと心臓を震わすヘスティアが背後を振り仰あおぐと、ヘルメスは眉まゆを下げて微苦笑している。

　旅に慣れ夜目まで利くらしい彼は、ヘスティアよりずっとダンジョンに順応しているようで、少々憎らしい。思わず口を尖とがらせヘルメスを見上げるヘスティアだったが、はたと思い至り足もとを見下ろし直す。

　壊れた剣に、血に濡ぬれた亡骸。ともすればそれは冒険者とモンスターの間で相討ちが起こったことを示唆しているようで。少なくとも、魔石を回収する余裕が冒険者にはなかったということだ。

　ベルの安否に不安を募らせるヘスティアは、その剣と死骸に少年の姿を重ねてしまう。

「……アンドロメダ、それで、どこを探すんだ。でたらめに探し回ってもベル・クラネル達は見つかりっこないぞ」

　ヘスティアが喉のどを鳴らしている一方で、桜花オウカがその低い声音で尋ねた。

　横幅もあり背は一九〇Ｃセルチに届く容貌魁偉ようぼうかいいな彼の問いに、アスフィは一瞥いちべつを投げ、前を向く。

「日帰りの装備で中層へ赴いたベル・クラネル達に、迷宮内で滞在をする選択肢はない……何かしらの事故に遭い、この層域を脱出できない状況下にあると考えるのが妥当でしょう」

「事故、ですか？」

「はい。全滅を免れ、かつ一日以上も中層にとどまっているという彼等の動きはあまりにも不可解ちぐはぐです。恐らく、縦穴に落ちたのではないでしょうか」

　命ミコトと千草チグサが目を見張る中、アスフィは眼鏡めがねをかけ直す。

「自力じりきで帰ってこれないほど、深い階層に落ちた彼等が取るべき行動は何か。モンスターの脅威に晒されながら、広大な迷宮を無闇にさまよっている可能性は低い。そんな愚おろかな選択をするパーティなら、一日を待たずして全滅している……と、私は考えます」

　そこで一度言葉を切り、彼女は結論した。

「地上に帰還する選択肢を捨て、あえて安全階層セーフティポイントである18階層を目指している……一考する価値があるのではないでしょうか」

「……本当に実行するのか、そんなこと？　まともな神経じゃない」

　ダンジョンの怖さを知る者なら、未到達階層へ迂闊うかつに足を踏み入れることがどれだけ危険なのか身に沁しみている筈だ。それは文字通り、自ら墓穴を掘りにゆく行為とも似ている。

　信じられない言葉を耳にしたような、そんな顔を桜花オウカは浮かべた。

「私なら、そうする」

　鈴の音のような声が鳴る。

　これまで一度も喋らなかった覆面の冒険者が、口を開いた。

　前衛の位置でパーティの先頭に立つ彼女の背中を、桜花オウカ達はばっと振り向く。

「そして彼等も──いや、冒険を一度超えた彼なら、振り返らず前へ進むと思います」

　凛りんとした声はパーティの間で響いた。覆面の冒険者はそれ以上は何も喋らない。

　ケープで隠れたその横顔をしばし見つめていたアスフィは、「ヘルメス様達はどう思いますか？」と尋ねる。

「ああ、オレもアスフィ達の意見を支持するよ」

「うぅん、ボクも……ベル君は下にいる……ような、気がする……」

　ヘルメスの隣で頭に両手を添えながら、ヘスティアは答えた。

　ベルに授けた『恩恵』は漠然と存在を知覚できるというだけで、詳しい場所までは突き止められない。人智を超えられない今のヘスティアは、しかし眷族との絆きずなをたぐり寄せるように、己おのれの足もとより深い場所に意識を向けた。

　うーん、と目を瞑つむると、うにょんうにょん、と漆黒のツインテールが探知ダウジングするように地面へ向かって波打つ。

「賛成が四……決まりですね。18階層に向かう、これを現状の方針でいきます」

　自分を含めた票の数を告げるアスフィ。桜花おうかや命ミコト、千草チグサもその多数決に異論を挟まなかった。一行は捜索を行いながら、ここより下部の階層を目指す。

　隊列はそのまま、覆面の冒険者を前衛に置き、後はヘスティアとヘルメスを取り巻くようにアスフィ達が配置につく。強力な前衛がほとんどのモンスターを駆逐して、道を片っ端から切り開き、他の者は奇襲のみに備えることで迷宮を進んだ。

　サポーターの千草チグサから借り受けた槍と盾を駆使し、命ミコトと桜花オウカは安全かつ堅実にモンスターの強襲を退しりぞける。そこにアスフィの遠距離えんきょり近距離きんきょり問わない遊撃が加われば、パーティに穴はなかった。

「しかし、中層に進出したばかりのパーティが、18階層に向かう決断をするとは……」

「ええ、彼等の中には肝が据わっている参謀ブレーンがいるようです」

　命ミコトとアスフィの会話が迷宮に残響していると、一団は開けたルームに辿たどり着いた。

　ここに来るまで何度も目にした、岩壁で囲まれたドーム状の空間。その中心には下へと伸びる不揃ふぞろいな段差があり、次の階層にまで続いている。

　階層間を繫つなぐ階段だ。

「正規の道筋みちすじとやらを辿ってきたようだけど、途中にあった縦穴に飛び込んだ方が早かったんじゃないかい？」

「いえ、神ヘスティア。中層の縦穴は開口ひらくと修復とじるを繰り返して、無作為ランダムに出現します。迂闊に飛び込むと現在位置を把握できなくなるので……木乃伊ミイラ取りが木乃伊ミイラになりかねません」

「それに、ベル君達が帰還しようとしている可能性も捨て切れないしね。鉢合わせするかもしれないし、正しい順路は辿っておいた方がいい」

　迷宮を脱出するためには階段……上部に繫がる連絡路を使う、それは絶対だ。ベル達との入れ違いを防ぐ万が一のためにも、正規ルートを最高速度で進むのが最良だと【ヘルメス・ファミリア】は答えた。

　なるほど、とヘスティアが頷うなずく側で、覆面の冒険者が動く。

　ケープを揺らして階段を下りていく彼女を追って、ヘスティア達は次階層に向かった。
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　限界まで引き伸ばされた、弓の弦つるのように。

　空気が張り詰めていた。

「臭い袋が、なくなりました……」

　今にも震え出しそうな、リリの緊迫した声音。

　その宣告に、引き絞られていた弦が千切れたと、ヴェルフは脳裏に幻視する。

　場所は16階層、通路の一角。下の階層に繫がる縦穴を発見するため歩き続けていたヴェルフ達は、洞窟状の道の真ん中で足を止めていた。止めざるをえなかった。

　空気が重い。呼吸が熱い。重圧が、計り知れない。

　モンスターの襲撃からヴェルフ達を守っていた異臭は既に消えていた。そしてその悪臭の代わりに現れたのは、濃厚な殺気だった。

　丸裸も同然である自分達にのしかかる圧力は、いっそヴェルフの許容できる程度を越えていた。鼓動の衝撃によって視界がぶれるなど、未いまだかつて経験したことのないものだ。ふとした拍子で断線しかけようとする意識を、歯を食い縛ることで必死に繫ぎ止める。

　隣で肩を支えているベルの体も熱い。とさっ、とリリの震える手から滑り落ちた臭い袋が地面に落ち、潰れる。

　ヴェルフ達の目は前方に縫い付けられていた。

　視線の先の彼方、茫漠ぼうばくな闇の奥にひそむ存在が、汗を、動悸どうきを、戦慄せんりつを喚起かんきしている。今も体を苛さいなむほどの強烈な気配は、間違いなくあの暗がりの向こうから発せられていた。

　ありえねえ、なんだ、これは、ふざけろ──。

　思い付く限りの言葉がヴェルフの頭を過よぎった。

　知らない、これは知らない、これほどの理不尽は今の今まで巡り会ったことがない。ヴェルフはそう断言できる。この獰猛どうもうな殺気を本当にモンスターが放っているのか、誰だれにでもいいから問いただしたくなった。

　やがて、ドンッ、ドンッ、と。

　闇の奥から、地響きが近付いてくる。

　断頭台だんとうだいが自ら歩み寄ってくる、そんな悪夢のような錯覚に囚われた。

　これは。これは。これは。

　ヴェルフの頭が最大級の警鐘を鳴らす。抵抗するように、背に装備している大刀の柄、それを手が白くなるほど握りしめた。

　そして無理矢理眉まゆを吊り上げ、睨にらみつけるように闇の奥を凝視していると──過ぎった。炬火きょかのごとく燃える天井てんじょう付近の燐光に照らされ、その赤銅色の体皮が、はっきりと。

　荒い鼻息を吹き出し、膨大な筋肉を怒張させ、岩のような蹄ひづめを踏み締めて。

　雄々しいその角を誇示するように、怪物モンスターは、ヴェルフ達の前に現れた。


「────」



　牛頭人体。

　二Ｍメドルを超す巨軀きょく。

　大戦斧バトルアックスと見紛うような特大の天然武器ネイチャーウェポンを両手に持ち、こちらを見下ろす猛牛のモンスター。

　初めて相対した敵、『ミノタウロス』に、ヴェルフは呼吸を奪われる。




『ヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　抗戦は、不可能だった。

　まず意志が折れた。次に戦意を挫くじかれ、最後には立ち向かう気力を、本能を。

　強烈な『咆哮ハウル』。

　生物の心と体を『恐怖』で縛り付ける凄すさまじい威嚇いかく。Ｌｖ．２にカテゴライズされるミノタウロスの雄叫びを浴び、Ｌｖ．１のヴェルフはなす術なく強制停止リストレイトに追い込まれてしまう。手にした大刀の柄を鞘から引き抜けないまま、凍りついた。

　間髪入れず、地面を蹴けり砕き、駆け出したミノタウロスが大石斧を振り上げる。

　猛牛の双眼に映った、恐怖に吞のみ込まれた自身の姿。

　──死ッ。

　迫りくるモンスターを前に、ヴェルフは己の最期を覚悟した。

　次の瞬間──がくんっ、と。

「!?」

　ヴェルフの視界が揺れる。

　それまで体を支えていた肩が、消えた。

　重心を失い倒れかけるその体を、咄嗟とっさにリリが庇って受け止める。膝ひざをついて崩れ落ちるのを何とか堪こらえたヴェルフが、すぐさま顔を振り上げると。

　その背中は、走り出していた。


『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ────ッッ!!』



　雄叫びを上げるミノタウロスに正面から、白髪の少年が突貫する。

　まるで雷霆らいていのように。野兎のうさぎのように。

　双眸そうぼうをあらん限りに見開いたヴェルフの喉が、震えるより先に。

　その高速の一閃は放たれた。

『ヴォッッ!?』

　斬撃がモンスターの正中を捉とらえ、衝撃、大石斧を両手から地面へと落下させる。

　血飛沫を散らすミノタウロスに対し、右手に漆黒のナイフ、左手に紅の短刀を提げる少年は──止まらなかった。

　神速をもって、斬りかかる。


『────────────────────────────アァァッッ!?』



　夥おびただしい数の斬閃がミノタウロスの体を埋めつくす。

　紫紺しこん、紅緋べにひ、再び紫紺、攻撃とともに刻まれる光の円弧。逆手に装備された二振りのナイフが交互に、そして立て続けに繰り出され、打ち上がる絶叫さえ八つ裂きにしていく。

　眼前の壮烈な光景にリリともども瞠目どうもくするヴェルフは、悟った。

　ベルがスイッチを入れた。

　紛まごうことなき強敵を前に全力で倒しにかかっている。これまでとは一線を画する速度と動きの切れ──速過ぎる。ヴェルフ達の目からも追い切れない斬撃の嵐あらしは、ミノタウロスに反撃を、抵抗を許さず、その強[image: 靫]な体軀へ致命傷ダメージを叩たたき込んでいった。

　目にも止まらぬ連続斬り。

　速度と手数てかずにものを言わせた、白兎の猛攻ラビット・ラッシュ。


　最後に横一閃の大振りを胴に打ち込まれたミノタウロスは、ズタズタに斬り裂かれた全身を後退させ、よろめき、次にはォォォォォオと断末魔を上げながら背中から倒れ込んだ。



　モンスターの体が、完全に沈黙する。

「……！」

　打ち倒されたミノタウロスにヴェルフ達が呆然ぼうぜんとするのも束つかの間ま、ベルは地面に転がった先程の大石斧を拾い上げ、構える。その視線の先、通路の奥からは、また新たに三体のミノタウロスが現れこちらへと突き進んできていた。

　押し寄せる複数の吠声に今度こそ言葉を失う。今のベルでもミノタウロスを三体同時には相手取れない。

　だが少年は逃げ出さず、リン、リン、と。

　鐘チャイムに似た小さな音を奏で、斧を持つその両手へ、白い光粒こうりゅうを収束させていた。

　──あれは。

　見覚えのある光の粒子にヴェルフが記憶を掘り起こす一方、ミノタウロス達はすぐ間近にまで迫ろうとする。

　時間にして十秒分の畜力チャージ。ベルはそこで大石斧を右肩に振り上げ、疾走する。

　瞬く間に零ぜろになる間合い。角つのを構えて蹴散らさんと突撃してくる猛牛達に、その一撃は振り下ろされた。


「──────ッッッ!!」



　光の大斬撃が解放される。

　眩まばゆい純白光。畜力チャージされた斧の光撃こうげきは敵の突進を吞み込み、轟とどろく爆音の向こうへミノタウロス達を消した。通路ごと、撃砕したのだ。

　円状に爆砕する地面に、亀裂が稲妻のように走り抜けていく岩壁と天井、小竜インファント・ドラゴンを狙撃したあの時の光景と同じだった。砕け散った石の破片と砂煙があられもなく巻き上がり、通路一帯を蹂躙じゅうりんする。

　やがて、破片の雨と煙が収まる頃ころ。

　粉々こなごなに砕け散った大石斧が、ぱらぱらと音を立てて地面に落ちた。

　敵の姿は、もうどこにも存在しない。

「……」

　一歩も動けずにいたヴェルフとリリは、声をかけるのも忘れて立ちつくした。

　こちらに背を向けてたたずむベルは、浅い呼吸とともに肩を上下させている。

　ミノタウロスの連続撃破。

　Ｌｖ．やスキルの存在を度外視しても窺うかがえる、技と駆け引きの冴さえ。

　ヴェルフはこの時、少年のミノタウロス単身撃破が与太話ではないということを、確信するに至った。

　──猛牛殺しオックス・スレイヤー。

　その少年の背中を、ヴェルフは息を吞みながら見つめ続けた。
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「いい加減説明してくれないか、ヘルメス」

　ヘスティアは静かに問いを発した。

　薄闇に包まれる中、捜索隊は依然ダンジョンを進行している。歩みに合わせてヘスティアの持つ照明具ランプ型の魔石灯がゆらゆらと揺れ、命ミコトや桜花オウカ、千草チグサの顔をほのかに照らし出す。

　ヘルメスもまた光を浴び、顔に陰影が浮かび上がった。

「何のことだい？」

「君がベル君を助けようとする、その理由さ」

　パーティの陣形は言うなれば神々かれらを中心にして組まれていた。ヘスティアとヘルメスを守るように前には覆面の冒険者、左右に命ミコトと桜花オウカ、後方に千草チグサ、そして最後尾にアスフィと続く。

　周囲を固められながら、ヘスティアは隣にいるヘルメスをじっと見上げる。

「おいおい、言ったじゃないか！　心友マブダチを助けるのは当然のことさ！」

「そーいうことはもういいっ。ここまできたら、もうしらばっくれる必要もないだろう？　ちゃんと話してくれ、ヘルメス」

　ヘスティアは語気を強める。青みのかかった瞳は真剣な色に塗り固められていた。

　目を逸そらさない、逸らすことも許さない彼女の目に、ヘルメスはややあって観念したのか、脱力するように苦笑する。そして「わかったよ、ヘスティア」と。

　弓なりにしていた瞳を切れ長な状態に戻し、口もとには笑みを残したまま話し始めた。

「そもそも、オレが今回の旅からさっさと帰ってきたのは、ある頼み事をされたからなんだ」

「頼み事……？」

「ああ。とある人物から、ベル君の様子を見てきてほしい、ってね」

　タケミカヅチも訝いぶかしんでいた旅の最速帰還の理由は、その頼み事が理由だと。

　周囲の者には聞き取られないよう声を抑えながら、ヘルメスは打ち明ける。

「そのとある人物っていうのは？」

「ベル君の育ての親さ。自称ね」

　返ってきた言葉に、ヘスティアは目を見開いた。

　ベルとの話の中でも何度も出てきた、顔も声も知らない存在。少年の祖父そふ。

　だが彼の話によれば、その育ての親は……。

「……ベル君の祖父は、亡くなったんじゃなかったのかい？」

「のっぴきならない事情があってね、可愛かわいい孫にも何も説明できないまま、死んだ振りをして身を隠すしかなかったんだ」

　肩をすくめるヘルメスの話を聞いたヘスティアは、ベルの祖父への情を少なからず知っていることもあって、複雑な表情を浮かべてしまった。

「ま、ともかくベル君と生き別れになった後、隠居生活みたいなものを送っていたんだけど……ほら、前の神会デナトゥスで二つ名と一緒に世界最速兎レコードホルダーなんて名声きろくも世界に発信されちゃっただろ？　茶を飲んでいる時にその話を聞いたもんだから、その自称育ての親、『ブフォオッ!?』とか噴き出しちゃったみたいでね」

　愉快そうにしながらヘルメスは話を続ける。

「育ての親は色々気になったけど、身動きは取れない、そこでたまたまオレに白羽の矢が立ったってわけさ。オラリオをよく出入りしている、このオレにね」

　簡単だろ？　とヘルメスはその長く細い指を立てて振る。

　前方ではモンスターの群れが現れ、覆面の冒険者がたちまち迎撃に乗り出した。一方的な戦いが繰り広げられる中、アスフィ達も別方向からの急襲に備え、周囲への警戒を怠らない。

　パーティ全体が足を止める中、黙っていたヘスティアは、押し殺したような声で問う。

「君を使い走りに利用する神っていうと、まさか……」

「オレは一言も依頼主が神だなんて言ってないぜ？　ま、このことは内密にと言われているし、勘違いをしてくれるなら大歓迎だけどね？」

　にっ、とヘルメスは食えない顔で笑った。

　はぐらかす彼にヘスティアはやきもきするものの、語られた言葉に噓うそはない、と判断する。間違ってもベルに危害を加えるつもりはないだろう、と奇しくもとある『美の神』と同じ結論に至った。

　その頼みとやらを聞いている以上、ヘルメスもベルに死なれでもしたら困る筈だ。

「……ヘルメスの事情はわかったよ。でも普通、こんなところに足を運んでまで様子を探ろうとするのかい？　好機チャンスなんていくらでもあるじゃないか。君がダンジョンにまで出張る理由が、ボクにはわからない」

　ヘルメスはヘスティアの反感を買わないように、あるいは誠意を見せるために、本当のことを語っている。語っている上で、その神意を打ち明けていない。

　神かれの意思はどこにあるのか、ヘスティアはその整い過ぎた相貌を見上げた。

「頼まれてもいるけれど、オレ自身も、ベル君には興味がある」

　ヘルメスは笑った。

　優男の笑みではなく、神の面影を窺わせる静かな表情で。

「オレはこの目で確かめ、見極めたいんだ、ヘスティア」

　その橙黄色とうこうしょくの瞳をはっきりと開き、ヘスティアの眼前にまで顔を近付ける。

　そして囁ささやくように言った。

「時代を担うに足る、英雄うつわであるのかをね」
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　激しい爆炎が連鎖する。

　強制的に自爆させられたヘルハウンドの群れは、火の粉に巻かれながら地面へと崩れ落ちた。もう何度目とも知れない光景を前に、対魔力魔法アンチ・マジック・ファイアを発動したヴェルフは、突き出した右腕をだらりと宙吊りにする。

　僕の耳のすぐ横で、絶え絶えの呼気が吐き出されていた。

「──」

「っ!?　ヴェルフ！」

　がくり、とヴェルフの首が折れた。伴ともなって体からも力が抜け、肩を貸している僕に全体重がのしかかる。咄嗟とっさに足と腰に力を込め、倒れ込むのを防いだ。

　異常なまでの発汗に重く閉じられた瞼。慌てて窺った僕の目に、完璧かんぺきに気を失っているヴェルフの横顔が飛び込んでくる。

（精神疲弊マインドダウン……！）

　ヴェルフに負担をかけ過ぎた。度重なる魔法の行使、精神力マインドを大量に消費したことで、体が限界に到達してしまったのだ。意識を手放した仲間の姿に、僕は情けないくらい目もとを歪ゆがめてしまう。

　精神力回復薬マジック・ポーションも二属性回復薬デュアル・ポーションも既に手もとにはない。

　ヴェルフを回復させる方法は、今の僕達にはなかった。

「……ぁ」

　掠かすれた小声とともに、どしゃ、と背後からも何かが倒れる音が鳴る。

　振り返ると、リリもまた力なく瞑目めいもくし、地面に転がっていた。

「リリっ……」

　体を引きずりながら膝をつく。ヴェルフと同様、リリは気絶していた。

　極度の緊張と疲労──『上層』とは勝手が違う『中層』の重圧感プレッシャーは、リリの体をとことん蝕むしばんでいたのか。

　まともな補給も行えず、むしろ道具アイテムを僕達へ優先的に回して。パーティの中でも最も【ステイタス】が乏とぼしいリリの体力は、きっと、ずっと前から底をついていた。

「……！」

　呼吸の音が自分のもの以外聞こえなくなった途端、一気に周囲が暗くなったような気がした。

　ただの幻覚だ。ダンジョンは何も変わっちゃいない。

　だから、これは、間違いなく……今の僕が抱える心境の表れだ。

　もう仲間に縋ることができない状況。たった独ひとりっきりの不安と恐怖。絶望が、心の奥で姿を現そうとしている。

　心臓の音が聞こえていた。悚然しょうぜんと目を見開いている僕を、偽りの冷気が包み込む。

「……ッ!!」

　歯を、折れそうなくらい嚙かみ締めた。

　側にあるリリの小さな手を握って。今も支えているヴェルフの肩を摑つかんで。

　弱い心を押し潰そうとしてくる不安ごと、自分自身を殴り飛ばした。

　怯おびえている暇ひまなんかない。動け、進め、立つんだ。

　全員で、生きて帰るんだ……！

「ごめんっ……！」

　ヴェルフの大刀、リリのバックパック、荷物を全すべて捨てる。

　最低限の武装だけを残し、僕は仲間達の体を引っ張り上げた。ヴェルフは右肩に担かつぎ、小柄なリリは左脇に抱える。

　通路にパーティ一式の装備を取り残し、進み出す。

「ぐっ、うっ……！」

　意識を失っているヴェルフとリリの腕が垂れ下がり、振り子のように揺れる。

　気絶した人の体、当然のように重い。でも運べる、動ける。【ステイタス】のおかげで僕の細身の体格でも二人分の体を背負って移動できる。

　息を吐き出し、足を漕ぎ、地面を踏みしめ。

　装着しているヴェルフ謹製の装靴グリーブが、靴音とともに大きく軋きしんだ。

（モンスターと出くわす前に、縦穴を……！）

　今、モンスターに襲われたら終わりだ。

　碌に戦闘をこなせないまま蹂躙されてしまうだろう。リリ達もきっと庇えない。逃げ出すことだってできるかどうか。

　体中から滴したたる汗、悲鳴を上げる全身の筋肉。後先のことを考えず、力を振りしぼって前進し続ける。

「！」

　見つけた。

　四よつ角かどの右手、十Ｍメドルも歩けば行き止まりとなる浅い一本道。その一番奥で、岩壁に半ばめり込むように縦穴が開いている。

　顔を振ってモンスターがいないことを確認し、吸い寄せられるように穴のもとへ急いだ。

　一瞬眼下を覗き込み、穴の縁ふちに足をかけ、一思いに飛び降りる。

「──づっ!?」

　空気を切り裂く音が続いた後、衝撃が来た。

　着地に失敗する。無様なまでに足から倒れ込み、同時にリリとヴェルフの体も前の方へと転がった。

　ずきずきと痺しびれるような疼痛とうつうを振り払う。精一杯眉を吊つり上げ、震える手で冷たい地面から起き上がり、二人のもとへ。湿しめった頰ほおにくっついた砂利が、音を立てて落ちていく。

　地へ投げ出されたリリ達の体を抱え、薄闇が支配する洞窟を……17階層を、歩み出した。

（体に、力が入らない……）

　鉛がくくりつけられたような手足の重さに意識を向ける。

　明らかに体の状態がおかしい。ずっと前から訴えられていた体力の低下が、ここにきてはっきりと表面上に浮かび上がってきている。

　心当たりは一つだった。

【英雄願望アルゴノゥト】。

　迫りくるミノタウロス達相手に行使した『スキル』の力。あの畜力チャージ攻撃を放った後、全身から何かが抜け出ていく脱力感に襲われた。まるで体力も精神力マインドも、ごっそり持っていかれたかのように。

　あんな凄まじい威力の攻撃に、何の代償もないなんてそんなこと、ありえる筈なかった。【英雄願望アルゴノゥト】の反動を引きずりながら、僕は必死に体へ鞭むちを打つ。

「はぁっ、はっ……！」

　もうどれくらいダンジョンの中をさまよっているのだろう。とっくに時間の感覚は壊れてしまっている、丸一日、もしくはそれ以上の時間を費やしているのだろうか。太陽の光をこんなに恋しく思ったのは初めてだ。

　17階層は上部の階層より一層暗くなっているように思えた。モンスターは未だ現れず、切れる息を野放しにしながら、何度も顎に力を込める。

　もう膝を折ってくれ、と。

　体の至るところが叫んでいた。

　頭も甲高い耳鳴りを鳴らし、この馬鹿ばかみたいな苦行から解放されたがっている。

　こんな地下深い闇の中を、たった一人で、一向に見えない出口を目指して。辿り着いたとしても、本当にそこに希望ひかりがあるのかもわからないのに。

　全てを投げ出して、力つきたい。

　その衝動はとても甘く、何よりも魅力的で、今にも飛び付きたくなった。

「ふざ、けろっ……!!」

　仲間の体を抱え直す。ヴェルフの口癖くちぐせが、唇に乗り移ったような気がした。

　残っているのは自分だけ。僕が倒れれば、リリもヴェルフも終わる、終わってしまう。極限状態の中、仲間の絆だけを頼りに重圧をはねのけた。

　おもむろに──ダンジョンの暗く淀よどんだ空気が、音を立ててねじ曲がり、鎌を持った死神あくまへと変わる。それは僕の首の後ろをひたひたと追ってきて、何度も手を回して囁ささやいてきた。

　窮地を越えたその先にまで追い込まれて、わかったことがある。

　この誘惑に負けた瞬間、死ぬのだろう。

　迷宮から帰らなかった、多くの冒険者と同じように。

（進路は、合ってる……）

　岩窟は段々とその規模を広め、何十人もの集団が通れるほど開放的な作りになっていった。道も岐路の少ない単純な一本道となり、まるで口を開けた大蛇の体内へ進み入っているようだ。天井も高く、松明のように揺れている燐光が光の粒にしか見えない。

　道が広くなる方向へ向かう。そうすれば、17階層最奥の大広間に到達できる。

　18階層を目指して出発する前、リリに告げられた指示の通り、僕は大きくなっていく通路を辿っていく。

　ダンジョンは、静かだった。

「……なんで」

　17階層は、あまりにも静か過ぎた。

　抑え切れなかった疑問が呟きとなってこぼれ、自ずと遠くの方まで反響する。装靴グリーブの蹴った石が音を立てて転がり、静まり返った薄闇に吸い込まれていった。

　モンスターが、現れない。

　先程から気配を感じているにもかかわらず、こちらを襲ってこようとしないのだ。不自然なまでに、遭遇エンカウントがさっぱり途絶えてしまっている。

　まるで何かを待ちわびているように──いや、何かの誕生を、恐れているように。

　モンスター達は身を隠し、息をひそめ続けている。

「……」

　背筋が冷たくなった。

　悪寒が走る。

　けれど、立ち止まるわけにはいかなかった。

　理性が本能を打ち負かし、足を前に出す速度を上げる。全身を叱咤しったして一刻も早く先へ進んだ。この静寂が生きている間あいだは、まだ、まだ間に合う。

　僕は何度も転びそうになりながら、巨大な怪物のために用意されたような大通路を、脇目も振らず突っ切っていく。

　そして。

「……！」

　辿り着いた。

　広大で、本当に長大な、大広間。
















　形状がでたらめだったこれまでの中層の広間ルームとは違い、整った直方体となっている。僕の立つ大円形の入り口から広間の奥まで二〇〇Ｍメドルはあるだろうか。奥行きだけだったら食料庫パントリーより大きい。幅は一〇〇Ｍメドルほどで、地面から天井までは、二〇Ｍメドルに届くか届かないか。

　壁も、天井も、ごつごつとした岩石の塊で形成される大広間は、その左側の壁面だけ、作りが異なっていた。

　何者かの手によって磨き抜かれたのかと目を疑うほど、その表面は凹凸おうとつ一つない。まるで大勢の石工達が手がけたように継ぎ目が存在しない壁面は、広間の端から端まで伸びて視界一杯を打つ。

　美しくすらある、けれど何よりも不自然で異様なその壁を、僕は両目を歪めながら仰いだ。

「『嘆なげきの大壁たいへき』……！」

　これが、あの──とただ圧倒される感情が浮かんでは消える。

　この大広間に到達し、そして生きて帰ってきた冒険者達が名付けた17階層最後の障壁かべ。

　たった一体、特定のモンスターしか産まない、間まの主あるじの巨大壁きょだいへき。

　息を吞む僕は、『嘆なげきの大壁たいへき』から勢いよく視線を引き剝はがし、大広間へと足を踏み入れた。

　この場所にもモンスターの姿は一切いっさい見受けられない。視界の左手で存在感を放つ大壁に何度も意識を引っ張られ、絶えず心臓を揺さぶられながら、広間の薄闇をかき分ける。目を閉ざしているリリとヴェルフの体に、ぎゅうと指が深く食い込んで、戻らなくなった。

　今ならまだ間に合う。

　今ならまだ、何事もなくこの場所を素通りすることができる。

　視界の奥、あの壁の真ん中に空いている洞窟に、逃げ込みさえすれば──。

　そんな、一心不乱になって出口を目指す僕を、嘲笑あざわらうかのように。

　バキリ、と。


「────」



　鳴った。

　その音が。

　ばっと横を振り向いた先。

　愕然と目を見開く、僕の真正面。

　巨大な亀裂が、大壁の上から下にかけて、雷いかずちのように走っていた。

「……!!」

　頭が真っ白になった一瞬後には、走り出していた。

　リリとヴェルフの体を振り落とさないように摑み、重い両足を懸命に引き上げる。

　まだ空間の半分も進んでいない。遠い、遠過ぎる、なんでこんな。揺れる視界の中でちっとも出口までの距離が埋まらない。

　その間にも壁が罅割ひびわれる音は続き、バキッ、バキッ、と響きを大きくしていく。次第にそれは喘ぎ、苦しみ、嘆くような重々しい声音へと姿を変え、大広間全体を震わした。雪崩なだれ込むかのような音の津波に、鼓膜が悲鳴を上げている。

　増していく嘆きの叫喚。より大きくより深くなる何条もの亀裂。鳴動する17階層。

　臨界が近付き、一層強い衝撃が内側から壁を殴りつけた──次の瞬間。

　巨大な破砕音が、爆発した。

　息が止まる。

　後に続いていく、岩の塊が弾け飛んで崩れ落ち、地に横転していく轟音。背後で破れた巨大壁の破片が散乱していく。

　そして、ズンッ、と。

　巨大な何かが大地に降り立ったような、一際ひときわ大きな、着地音。


「…………」



　見えない糸に絡からめ取られたように、足は止まっていた。

　よせ、やめろ──見るな。

　そう叫ぶ理性の訴えを無視して、首が、独りでに回っていく。

　耳に突き刺さる静寂が流れる中、僕は背後を振り向いた。


『…………』



　立ちこもる土煙の奥に、それはいた。
















　大き過ぎる輪郭。太い首、太い肩、太い腕、太い脚あし。人の体格に酷似したその形。薄闇の中で一瞬捉えた体皮は、灰褐色はいかっしょくだった。

　後頭部に位置する場所からは、脂あぶらを塗ったように照り輝くごわごわとした黒い髪が、首もとを過ぎる位置まで大量に伸びている。

　断言できる。今日この日まで目にしてきた生き物の中でも、視線の先のあれは、最も巨大な怪物せいぶつだと。

　──これが。

　戦慄が全身を抱き竦めていた。

　ミノタウロスの時とは違う、心傷トラウマからくる恐怖じゃない。

　畏怖。種族としての、個体としての隔絶した力の差。

　絶対的な『存在』としての隔へだたり。

　──これが、階層主かいそうぬし。

　総身七Ｍメドルにも届こうかという、巨人。

　迷宮の孤王モンスターレックス──『ゴライアス』。


『────ォォ』



　次第に晴れていく煙の向こうで、人の頭ほどもある真っ赤な眼球が、動いた。

　その目玉の中に硬直している僕の姿を映し、ゆっくりと、地響きを伴う足音を鳴らして、こちらに向き直る。

　一瞬で体が焦熱を取り戻す。

　麻痺まひしていた警鐘けいしょうが全開で鳴り響き、止まっていた時を打ち砕いた。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　駆け出す。

　全力で、その場を離れる。

　けたたましい咆哮を上げゴライアスは僕を追ってきた。その巨人の足が振り下ろされる度に地面が割れ地鳴りが起き、大広間を轟然と震撼しんかんさせる。

　ひた走る。ひた走る。ひた走る。

　猛然と迫りくる巨大な圧力と殺気から、文字通り死にもの狂いで遠ざかる。疲労も思考も恐怖もかなぐり捨て、ただ仲間の体だけを握り締め、視線の先の出口へ。

　広間の景色が次から次へと視界の横を通り過ぎていく。18階層に繫がる洞窟がぐんぐんと押し寄せるようにこちらへ近付いてくる。そしてそれよりも早く、無慈悲に、巨人の追走が急迫してくる。

　走れ、走れ、走れ、走れ、走れ走れ走れ走れ走れ走れぇええええええええええええええ!?

　ゴライアスの大音声にかき消されながら、僕も大声で叫んでいた。

　後方で大きく風が動く。モンスターがその巨腕を頭上へと振り上げた気配。全てを粉砕ふんさいする一撃が来る。

　より速く、より大きく、一秒でも早く、一歩でも多く。

　地面を蹴りつける足になけなしの力を込めて。

　駆け込むように、走り抜けるように。

　僕は、洞窟へと飛び込んだ。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　振り下ろされた大鉄槌。

　間一髪、洞窟の中に逃げ込んだ僕のすぐ後方で、爆砕音と──衝撃波が発生した。

「がっっ!?」

　吹っ飛ぶ。

　とんでもない爆風が背中を殴りつけ、宙を浮いた僕の体は弾き飛ばされた。

　直後にやって来た、ごっっ、という鈍い音。

　全身が石の壁に叩きつけられ、それでもなお、勢いは止まらず。

　狭い洞窟内で衝突を繰り返す。

「ぎっ、づっっ、が──!?」

　天井、壁、地面、玉のようにはね返り回る体。

　世界が二転三転し、度重なる激突も重なって、リリも、ヴェルフも腕の中から離してしまう。三人で一緒に飛んで転がりながら、洞窟の奥へ奥へと。

　あらゆる角度から襲ってくる衝撃と、打ちすえられる痛みによって頭が朦朧もうろうとする中、緩やかに下方へと引かれていくような気がした。

　下り坂を描いている筈の洞窟内を無茶苦茶に突き進み、やがて──。

「ぅ──!?」

　ずしゃあっ、と。

　出口と思おぼしき穴から吐き出され、勢いよく地に投げ捨てられた。

　落下の衝撃の後、地面を削り、ようやく止まる。

　うつ伏せの体勢で倒れ込んだ体は、もうぴくりとも動いてくれなかった。首を一Ｃセルチだって傾けることもできない。

　横になった視界は赤くぼやけていた。

　体のあちこちが痛い。きっと傷だらけなのだろう。額に負った裂傷がまた開いて、顔を濡らすくらいに出血している。

　全身を受け止めてくれている柔らかい感触は、草だろうか。

　周囲も日の光を浴びているように温かく、明るい。なんでだ。わからない。

「……っ」

　さぁっ、という静かな葉擦れらしき音を耳にしながら、仲間の姿を探す。

　リリとヴェルフは……いる。僅かな呼吸を感じ取れる。三人仲良く側で転がっているのだろうか。

　遠のこうとする意識を、必死にたぐり寄せた。まだ、まだ駄目だめだと。

　二人を、リリとヴェルフを……助けなきゃ。早く、治療を。

　そして、動け、動け、と石のように冷たい体へ念じていると……誰かが歩み寄ってくる気配があった。

「……！」

　かさっ、かさっ、と静かに草を踏む音が近付いてくる。

　その人物はちょうど僕の前までやって来て、見下ろすように、影でこちらの体を覆った。

　瞬間──渾身の力を振り絞る。

　右手を上げ、相手のその細い足を、がしっ！　と摑んだ。

　動揺する気配を握っているブーツ越しに感じながら、震える口を開く。

「仲間をっ、助けてくださいっ……！」

　絞り出すように、懇願こんがんする。

　瞳だけで、相手の顔を見上げた先。

　輝く金の髪を、うっすらと幻視したのを最後にして。

　僕は、意識を手放した。
















　最初に感じたのは、果てしない体のだるさだった。

　泥のような倦怠感けんたいかんに吞のみ込まれ、覚醒かくせいの境界線を行ったり来たり繰り返している。息苦しさが伴ともなうまどろみと無自覚に格闘している内に、やがて、意識はゆっくりと浮上していった。

　ぼやけた視界が開けていく。

　頭が空っぽの時間を置き、瞬きを二度三度と行った辺りで、しっかりと像を結んだ。

　布地ぬのじの天井てんじょう……テントの、中なのだろうか。

　仰向あおむけに寝ているのを認めながら、高い天井をしばらく眺め続ける。

　思考がはっきりとし出し、周囲を確認する余裕も生まれ始めた頃ころで──目を見開いた。

「リリ、ヴェルフ!?」

　中層からの逃亡劇、出現した階層主ゴライアス、18階層。全すべて思い出した。

　現在の状況、とりわけ二人の仲間をどうなったのか、僕は慌てて確かめようとする。

　そして跳ね起きようとした次の瞬間、激しい痛みが体を襲った。


「～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　起き上がった上体が、すぐに丸まってしまう。

　喉のどから迸ほとばしる声にならない悲鳴。いや、悲鳴が上がっているのは全身からか。

　始まりの13階層からここまで、散々痛め付けられた体は比[image: 喩]抜きでズタボロになっているようだった。心身ともに酷使し続けた反動が、今になって体中へ巻き付く。

　僕は頭がおかしくなったような動きで悶もだえ苦しんだ。

「大丈夫？」

　──再び、目を見開く。

　すぐ横から聞こえてきた綺麗きれいな声音に、まさか幻聴まで、と自分の正気を疑った後、ばっと顔を振り上げた。

　開けた視界には、テント内と思わせる白地の布の壁、そして僕の隣にちょこんと座る、金髪金眼の冒険者がいた。

「え、はっ、えぇっ……!?」

「……平気？」

　口を開いて奇声を上げる僕に、彼女は眉まゆを僅わずかに下げ、一段と不安そうな声をかけてくる。

　ア、アイズさんっ、アイズ・ヴァレンシュタインさん……!?

　幻覚じゃない!?　本物！

　心の中で叫び声を上げながら、何で僕の隣なんかに、とそう思ったところで、気を失う直前の最後の記憶が蘇よみがえってくる。

　霞かすんだ瞳ひとみに映り込んだのは、きらめきをこぼす美しい金色の髪。

　喉の奥で息を吞み込んだ。あの時、僕が助けを求めたのは……アイズさんだった？

　僕、この人の足を摑つかんじゃったのかよ……!?　と体の中で巻き起こる火の手にぐぁあああと焼かれながら、震えた声で尋ねる。

「ど、どうしてここに……!?」

「今は、『遠征』の帰りで……この18階層に、とどまってて……」

　現在、アイズさんの所属する【ロキ・ファミリア】は、深層域の未到達階層を開拓した後の帰路の途中らしい。安全階層セーフティポイントであるこの18階層で野営、つまり休息レストを取っている。

　約二週間前に【ロキ・ファミリア】は『遠征』に出発した……リリが語っていた話を思い出し、確かに彼等が『深層』に行って戻ってくる頃合と時機タイミングは被かぶっていたのかもしれない、と。

　アイズさんの話す姿にいちいちどきどきしながら、僕はそう思った。

「っ！　僕の仲間は──!?」

　はっと肩を揺らし、リリ達のことを思い出す。

　──仲間は無事ですか、とそう尋ねようと、身を乗り出したところで。

　地面についた手の肘が、がくりっ、と折れた。

　目を見張った状態で、つんのめる。ぼろぼろに傷付いた体は急な動きに全く付いていけず、僕の意思とは無関係に平衡バランスを失った。

　前のめりに、頭から倒れようとするそんな僕を。

　地面に座っていたアイズさんは身を持ち上げ、両手を伸ばし。

　ぽふっ、と。

「……」

「……」

　僕の肩に両手を置くアイズさん。アイズさんの胸もとに、顔を突っ込んでいる僕。

　鼻の辺りを包むひんやりとした金属の感触。

　胸を守るアイズさんの軽装けいそうに、僕の顔は受け止められていた。


　むっ、胸当てがあって良かったっ────って、そうじゃないだろ!?



「スいマせンっッ!?」

　大巨人ゴライアスに吹っ飛ばされた以上の速度で、吹っ飛ぶ。

　顔を真まっ赤かに燃やしながらアイズさんの胸から緊急離脱を行った。絶叫を上げる体を無視して全力で仰のけ反ぞる。

　当然のごとく、僕の体はひっくり返った。後頭部から地面に倒れ、視界に星が散る。更に馬鹿ばか野郎とばかりに全身へ痛みが走り抜け、僕は腹筋を両手で押さえながら──よりにもよってアイズさんの目の前で──盛大に悶絶もんぜつした。

　羞恥しゅうちと痛みでどうしようもなく身悶えしていると……かさり、と髪に何かが触れる。

「ぁ……ヴェルフ」

　僕が倒れ込んだ先では、毛布を被せられたヴェルフが寝かされていた。痛む体を我慢してもう一度起き上がり、辺りを見回すと、その更に奥にはリリの姿もある。

　瞳を閉じて寝息を立てている二人に、どっと肩から力が抜け、心底安堵あんどする。

「二人とも、大丈夫……リヴェリア達が、治療してくれたから」

　窺うかがってみると、ヴェルフのあの左足の負傷を始め、リリ達の怪我けがは治癒されているようだった。軽傷には僅かな手当てで済ませたのか、包帯を巻かれている。

「この人の怪我も酷ひどかったけど……君の傷も、危なかったよ……」

　アイズさんにそう言われ、遅まきながら自分の頭にも包帯が巻かれていることに気付く。彼女はそっと僕の前髪をかき分け、その細い指で額を撫なでてきた。

　労わるような指の動きと、くすぐったくもある額の感触に、あっという間に赤面する。

　そして「平気？」と言うように目の前で小首を傾かしげたこの人に、僕は止とどめを刺された。

　全身が、真っ赤だ。

「あっ、ありがとう、ございます……助けて頂いて、本当に……」

　撫でられるがままだった僕は、どうにか体を離し、お礼を伝えた。

　手を引っ込めたアイズさんは「ううん」と顔を横に振ってくれる。大丈夫だよ、とそう言ってもらえているようで、理由もなく、嬉うれしくなってしまった。

　その後、これからどうしようと、何の行動も起こせずしばらく金色の瞳と見つめ合っていると。

　アイズさんはおもむろに顔を上げ、テントの出入り口を見た。

「もう、動けそう？」

「あ……は、はいっ」

「フィンに……私達の団長に、連絡するように言われてるから、付いてきて？」

　咄嗟とっさに頷うなずいた僕を見て、アイズさんは腰を上げる。

　慌ててこっちも立ち上がった。手を差し伸べてもらえたけど、これ以上格好悪いところを見せられないと、男の意地で大丈夫ですと断る。しゅんとさせてしまった。ぐぁあああ……!?

　今度は支えられないように細心の注意を払い、しっかりと立つ。ずきずきと体が痛み出すけど、我慢だ。出口をくぐったアイズさんを追い、僕もテントの外に出た。

「わ……!?」

　視界に広がったのは、大規模な野営風景だった。

　緑の木々が疎まばらに生える、開けた森の一角を連想させる場所で、いくつもの天幕が設置されている。中心にぽっかりとできた空間を囲むような配置だ。とある木の根もとに集められているのは、物資運搬用のカーゴ。

　ドワーフに獣人、エルフ……女性の団員が心なし多く見られる中、ばらばらの亜人デミ・ヒューマン達が真剣な面持ちで、あるいは軽い調子で会話を交わしている。草に覆おおわれた地面へ座り込む二人組の獣人、木の幹に寄りかかりながら腕組みをし、あるいは手振りして談笑する男女のドワーフとヒューマン……。彼等がそれぞれ纏まとう武器と防具は傷付いて摩耗の傾向を窺わせながらも、まるで装備者達の実力を表すように、強く、鋭く、光り輝いていた。

　オラリオの中でも最強と謳うたわれる【ファミリア】のパーティ……格上の冒険者達を前に、途端に体が強張っていくのがわかった。喧騒けんそうに届かない彼等のざわめきが僕を包み込む。

【ロキ・ファミリア】の団員達はちらほらとこちらに気付いた。

　アイズさんを見て、すぐに僕を見て。その視線は多くが友好的なものじゃない。通常の派閥同士の関係を考えれば当然なんだけど……何だろう、明確な殺意てきいが混ざっているような気がする。アイズさんも首を傾げた。

　もしかしてこの人に──甲斐甲斐かいがいしく──付き添ってもらっていることが原因なのでは、と汗とともに感じていると、アイズさんが歩み出した。僕ははぐれまいと慌てて付いていく。

　針のむしろというか、好奇の視線に晒さらされ続けてしばらく。やはりここは森のようだと、僕は薄暗い頭上を見上げながら思った。枝と沢山の緑葉がドームを作っている。

　葉の隙間すきまから差し込むのは、木漏れ日だった。

　頰ほおを照らす光は確かに温かい。更に、無数の葉の奥にはかすかな青みが見て取れる。

　ここは日の光が届かない地下迷宮ダンジョンの筈なのに──と木の葉によって塞ふさがれた頭上を仰あおぎながら、酷く戸惑った。

　あの木々の屋根の向こうには、空が、太陽があるというのだろうか。

「どうしたの？」

「あ、いや、その……」

　動揺している気配が伝わってしまったのか、アイズさんがこちらに振り返る。

　混乱を催している僕は迷った後、好奇心を抑えることができず、彼女に質問してしまった。

「ここは18階層……ダンジョンなんですよね？　どうして、こんな光が……」

　上を見上げながら言う。エイナさんに前もって説明されていない──流石さすがに中層へ入った初日に安全階層ここまで来るとはあの人も思っていなかっただろう──事柄はとことん無知である僕を、アイズさんはじっと見つめた。

　こちらの動きに倣ならうように、彼女もその細い顎あごを上に向ける。

「……少し、寄り道する？」

　もう一度見つめてきたアイズさんに、瞠目どうもくする僕はぎこちなく頷いた。

　目的地から一旦いったん進路を変え、野営地からも離れていく。人の手が全く入っていない森の中は木々の身長が高く、間隔も空いているせいか開放感が強かった。

　金の長髪が揺れる彼女の後ろ姿に付いていくと、ややあって、いきなり目を奪われる光景に出くわす。

　水晶すいしょうだ。

　透明な蒼い輝きを宿す、美しいクリスタル。

　足もとに生える小さなものもあれば、まるで巨人の短剣のような、僕を丸々吞み込むほどの大きいものまである。形状も様々な青水晶が、森の至るところに点在していた。

　顔を左右に振ることが止められない。静寂を帯びた森の中で、多くの水晶の塊かたまりが細い日差しを乱反射させ、森全体を淡い藍色に染めている。地面を割る大木たいぼくの根にも、苔こけと一緒に蒼あおの欠片かけらがこびり付いていた。

　神秘的で、幻想的だった。

　驚嘆せずにはいられないほどに。

　耳を澄ますと聞こえてくるせせらぎの音。森には小川も流れていて、【ロキ・ファミリア】の団員達が水を汲み上げていた。アイズさんに気付いたエルフの少女が手を振ってくる。

　人里離れた深い森の奥にあると言われている、妖精エルフの集落。

　一度も目にしたことなんかないくせに、周囲に広がる美しい光景を、僕はそんな風に感じてしまった。

「あ……」

　森を抜ける。

　木々が薄れぽっかりと半円状に空いた出口、白い光に満ちるその先へアイズさんは進んでいく。薄暗い森との境界線を僕も越えると、たちまち目が眩くらむような明るさに包まれ、反射的に瞼まぶたを閉じてしまった。

　ゆっくりと瞳を開けると、そこには。

「……すごい」

　大自然が広がっていた。

　最初に目に飛び込んでくるのは、雄大と言うに相応ふさわしい大草原だ。地上でも中々お目にかかれないような緑一色の大地が視界の大半を埋めている。ところどころで動いている小さな影はモンスターだろうか。ここでも沢山の水晶が景色の随所に散らばっていた。

　左手の方角には湖沼こしょう……湖とも呼べる規模かもしれない、そんな大きな水塊が存在している。思わず喉を鳴らしてしまうほど水面は鮮やかな紺碧こんぺき色に染まり、その中心には鴻大こうだいな岩石──いや『島』が浮かんでいた。

　右手の方角は木々の群れが続いており、この森もかなり大きいことがわかる。正面に位置する遠く離れた大草原の真ん中辺りには、洞うろまでくっきり見える巨大樹が高く屹立きつりつしていた。

　そして、そんな上へ上へと頭を伸ばす大樹に導かれるように。

　非常に高い階層の天井を見上げていくと……。

「……あ、あれって」

「うん、全部、クリスタルだよ」

　呆然ぼうぜんとする僕に、アイズさんが答えてくれる。

　彼女の言葉通り、18階層の天井は光り輝く水晶で埋めつくされていた。

　咲き開いた菊マムの花のように、夥おびただしい量の水晶が隅から隅までに生え渡っている。色は二種類に分かれていて、中心には太陽を彷彿ほうふつさせる白、その周囲は空を思わせる蒼色だ。

　ダンジョンに青空があったんじゃない。

　あの無数の水晶が発光することで、青空が形作かたちづくられていたんだ。

「時間が経つと、クリスタルの光は消えていって……ここには『夜』もやって来る」

　その説明を聞いて、目を剝むいてしまう。

　アイズさんによると、水晶の光の量は時間帯によって変化するらしく、今は『昼』なのだそうだ。本物の空とはどうやら時差が存在するらしいけど……。

　ダンジョンが地上を真似まねて用意したかのようだ、と作られた水晶の空を言葉なく眺めながら、僕はそう思った。

「……」

　安全階層セーフティポイント18階層。

　水晶と、大自然に満たされた地下世界。

　別名、『迷宮の楽園アンダーリゾート』。

　大草原と湖、そして空が浮かぶ壮大な景観を、僕はアイズさんと並んで一望した。
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　森の中に設けられた野営地の奥、周囲の天幕よりもう一回り大きな幕屋。

【ロキ・ファミリア】のエンブレム入りの旗が横に立つその小屋の中にて。

　僕は、とある有名人達と面会を行っていた。

「アイズからは報告されていたけれど……よもや君が、僕達のキャンプに担かつぎ込まれてくるなんてね」

　アイズさんの髪の色とも似た、柔らかい黄金色こがねいろの頭髪。湖面こめんのような深い青を宿す碧眼へきがんは、今は苦笑にも取れる形に緩められている。

　目の前で微笑を向けてくるその小人族パルゥムの少年に、僕は体をがちがちに固めていた。

　いや、彼にだけじゃない。その両脇を固める二人の亜人デミ・ヒューマンにも、視線と意識は何度も引き寄せられている。

「ほう、この者がお主達が話しておった例の冒険者か、リヴェリア？」

「ああ、ガレス。彼がベル・クラネルだ」

　筋骨隆々のドワーフと、絶世の美女であるエルフ。値踏みされているのではないかという彼等の言動もまた、緊張をうなぎ上りにさせる。

【ロキ・ファミリア】の首領トップである小人族パルゥムの勇者、フィン・ディムナ。ドワーフの屈強な老兵、ガレス・ランドロック。そして迷宮都市最強の魔導士、リヴェリア・リヨス・アールヴ。

　三人が三人とも、オラリオを代表する第一級冒険者だ。

「こっ、こっ、この度は助けて頂いてっ、ほほほほ本当にありがとうございましたっ……!?」

　上級冒険者になったばかりの僕からしてみれば、雲の上の存在であることは──いやアイズさんもそうだけど──間違いない。

　粗相そそうのないように平身低頭を心がけるけれど、なんだ、呂律ろれつも碌ろくに回っていない今の僕は彼等を不快にさせるだけではないだろうか。隣にいてくれているアイズさんが、この情けない様を不思議そうな顔で見ている。

　真っ赤な火精霊の護布サラマンダー・ウールのインナーの下で、全身は火照ほてりに火照っていた。

「そう畏かしこまらないで、どうか楽にしてくれ。冒険者とはいえこんな時くらいは助け合おう」

　フィン・ディムナさんはそう言って、肩を少し上げる素振りをする。

「それに、アイズの知人と聞いておきながら見殺しになんかしたら、僕は彼女に恨まれてしまうからね。夜を安心して過ごせるように、君は何としてでも助けておかないと」

　おどけた口調をする彼にきょとんとした僕は、気付けば笑みを誘われていた。慌てて引っ込めたけれど、何だか肩の荷が下りたような気がする。

　変なことを言わないで、と訴えるようなアイズさんの無言の雰囲気を肩で感じ取ってしまい、なおさらおかしくなってしまう。

　そんな風に緊張が和らいだ僕へ、フィンさんは年相応の少年のような笑みを浮かべた。

「君達の事情は概おおむね理解しているつもりだけど、一応説明してもらえるかい？　僕等の現状も話しておくから、情報交換といこう」

「あ、はい」

　上手うまい具合に話を進められちゃっているなぁ、とも思ったけれど、決して嫌な気はしなかった。きっと団長かれの手腕なのだろう。了承して、先にこちらから口を開く。

　僕はこの18階層に避難してきた経緯を包み隠さず伝えた。

「がははっ、中層に進出したその日には18階層か！　なるほど、フィン、リヴェリア、確かにこの未熟者わかぞうは面白おもしろい！」

「ガレス、この場は内輪だけではないんだ。抑えてくれ」

　大笑たいしょうするドワーフのガレスさんに、エルフのリヴェリアさんは片目を閉じて注意を促うながす。

　正直、ここに来る決断ができたのはリリの考案があったからこそなんだけど……そんなことは露も知らないドワーフの大戦士は、「よく階層主かいそうぬしから逃げおおせた！」と戦士どうぞくを祝福するように誉めちぎってくる。僕は取り繕った笑みの引きつりが止められない。

「僕等の方は見ての通り、ここで休息レストを取っている。本来なら、『遠征』の帰りとは言え18階層にはとどまらず、一息に地上へ帰還してしまうんだけど……帰路の途中で、モンスターから厄介な『毒』をもらってね」

　フィンさんの話によると、【ロキ・ファミリア】は途中の階層であるモンスターの群れに強襲され、第一級冒険者アイズさん達を除いた、いわゆる下っ端の団員の多くが『毒』に侵されてしまったらしい。自分一人では、動くことも困難なほど。

　物資を消費した『遠征』の帰路……つまり道具アイテムの手持品ストックがつきかけている都合上、毒に苦しむ者達を全員解毒することもかなわず、彼等は事実上の行動不能に陥おちいっているのだそうだ。

「ベート……【ファミリア】の中でも足の速い者に、一度地上へ解毒剤を集めにいってもらっている。早ければ明日には来るかもしれないけど、彼が戻るまでは、僕等はここに滞在する予定さ」

　悪質な『毒』を治療する専用の道具アイテムが地上にはあるらしく、それを調達しに向かった人は、僕達が18階層へ逃げ込むちょっと前に発ったらしい。

　縦穴を利用してやって来た僕達とは、どうやら見事に入れ違ったようだ。

「食糧を始めとした物資はもうあまり残っていないんだ。配分できるものには限りがあるから、それだけは理解してほしい」

「い、いえっ、むしろ恵んで頂けるだけでも十分です！」

　僕達に貸してくれたテントだって、『毒』の症状で寝込む人が続出し、天幕に余裕がない中からひねり出してくれたものの筈だ。この人達のその厚情には恐縮するしかない。

「短い間だけど、君達を客人としてもてなそう。周囲と揉もめ事を起こさなければ、あのテントは好きに使ってもらって構わない。団員達にも僕の口から伝えておくよ」

「……すいません、本当に、何から何まで。……ありがとうございます」

　言葉にありったけの感謝を込めて、お礼を告げる。

　貸しの一つにしておくよ、と笑いながら言ってくれるフィンさん達に、もう一度感謝の言葉を送り、僕はアイズさんとともに幕屋を退出させてもらった。
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「いいのか、フィン？」

　ベルが去った後、リヴェリアはフィンに尋ねる。

　滑らかな翡翠ひすい色の長髪を揺らしながら、彼女は小さな団長へ今しがたのやり取りに言及した。

「アイズが気にかけているというのもあながち噓うそじゃないし……それに、ベル・クラネルのパーティの一人は【ヘファイストス・ファミリア】の人間らしい」

「本当か？」

「ああ。同行している鍛冶師スミス達が教えてくれたよ」

　フィン達の遠征隊には【ヘファイストス・ファミリア】の上級鍛冶師ハイ・スミスも組み込まれている。ベル達が運び込まれる際にヴェルフを見かけたと言う彼等の話を、フィンは語った。

「神ヘファイストスにしてみれば自分の子に上も下もないだろう。たった一人団員の受け入れを断って、彼女の反感を買うのももったいない」

　道理だな、とその説明を聞いて頷くリヴェリア。

　納得した様子を見せる彼女の顔を、フィンは瞳を動かして見上げた。

「それに、リヴェリアもベル・クラネルのことは気になっているだろう？　他ほかならないアイズが彼に関心を見せているんだから」

「……否定はしない」

「がはは、すっかり親代わりになっているな、リヴェリア」

「茶化すな、ガレス」とリヴェリアは少しむきになったような表情を作る。

　大柄なドワーフはくっくっと肩を揺らした。

「あの娘こが自発的に興味を持って動いているというのなら……何かしらの切っかけになればと私個人としては願っている。【ファミリア】の団長としてはどうなんだ？　以前、アイズが朝早くからホームを抜け出していたのも、恐らくベル・クラネルと接触するためだろう」

　冒険者への指導の仕方、などという質問を遠征前にされたリヴェリアは、フィン同様、ベルとアイズが行っていた早朝特訓には感付いていた。

「ンー、僕もアイズが変わるのはいいことだと思っているけど……とりあえず、ロキには内緒かな」

「フィンよ、ベル・クラネルと相撲スモウを取ってみてもよいか？　ロキから聞いた組打くみうちの一種なんじゃが、あの者の力量を儂わしも知りたいのう」

「ンー、駄目だめ」

　首領陣ぼくらが迂闊うかつに動くと他団員がこぞってベル・クラネルに制裁さっとうする可能性がある、と今もアイズが引き連れている白兎しょうねんを顧みてフィンは言う。

「まぁ、何にせよ、今回は大目に見て大丈夫だろう。ベル・クラネルも、周囲と反発を引き起こすヒューマンではなさそうだからね」

　しばらく要観察かな、とフィンはベルが出ていった幕屋の出入り口を見やった。
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　フィンさん達との面会を終え、僕は相変わらずアイズさんの後ろで野営地の中を歩んでいた。

　設置された天幕は軽く数えても十以上はある。中には『毒』に倒れた人達が寝込んでいるのだろうか、入り口にはそれぞれ団員が一名立っていた。

　上空を塞ぐ、幾重もの枝と葉の合間から縫ってそそぐ光は柔らかい。葉の掠かすれる音がさやさやと流れる静穏な野営地は、僕達以外にも多くの人が出歩いていた。

「アイズさん、お疲れ様です」

「お疲れ様……」

　周囲を行いく団員達は、みんなアイズさんに挨拶あいさつをしていく。

　そうだ、この人は【ロキ・ファミリア】の幹部なんだ……。

　すっかり忘れがちとなっている事柄を再確認し、身じろぎしてしまう。他派閥の所属である僕が彼女に引率されている今の状況が、この場にそぐわないことは間違いない。

　証拠に、僕に向けられる団員達の態度は歓迎という言葉とはほど遠かった。男の人も女の人も、胡乱うろんげな視線を送ってくるか、あるいは厳しい目付きを浮かべるか。

　すれ違いざま、魔導士らしきエルフの女の子に強い一睨ひとにらみをもらう。こ、怖こわっ……！

　格上の彼等に絡からまれてしまえば一瞬で張り倒される力関係故に、こうして野営地の中を歩き回るのも気が気ではなかった。

「18階層……」

「えっ？」

　ぽつりと、前を向いたままアイズさんが口を開いた。

　顔を上げた僕は、後ろからその整った横顔を見つめる。

「もう、18階層まで来ちゃったんだね……」

「え、えーと……フィンさん達にも話しましたけど、その、事故が重なって止むなくというか、来るつもりはなかったというか……い、命からがらに？」

　彼女の言葉の意図を図りかねて、僕はたどたどしく、微妙な返事をしてしまった。巻かれている包帯の上から額を指でかく。

　そんないまいち格好がつかない僕に、アイズさんは足を止めて振り返る。

「ミノタウロスを倒して、Ｌｖ．２になったの？」

　じぃっ、と直視してくる金色の瞳に、僕は少し気圧けおされながら頷いた。

　彼女はしばらくそのままでいた後、ちらりとこちらの背後に視線を飛ばす。

　やがて、すすすす、と横に動くアイズさん。僕の後方に回り込もうとするかのような動きに、たじろいで、そして汗を流す。

　……背中ステイタスを、見ようとしている？

　何故なぜかそう感じ取ってしまった僕は、スススス、と立ち位置を変えた。アイズさんもまた、すすすす、と移動する。すすすす、スススス、すすすす。何なんだコレ。

　周囲の団員達から集まる奇異の視線。汗を湛たたえる僕が、少々天然であるアイズさんと謎なぞの攻防戦やりとりを続けていると──。

「わぁー、本当にアルゴノゥト君だー！」

　明るい声が届いてきた。

　その大きな歓声にも驚いたけれど、僕は呼ばれた名称に対しぎくっとしてしまう。

　慌てて声の方向に振り返ると、褐色の肌をした女の人が二人、こちらに近付いてくるところだった。

「ティオナ、ティオネ……」

「ごくろうさま、アイズ。団長のところに行ってたんですって？」

「担かつぎ込まれたって聞いてたけど、目が覚めたんだ！　良かったねー、アルゴノゥト君！」

　ティオナ、ティオネとアイズさんに呼ばれたこの人達は……双子だろうか？　黒の半短髪セミショートと長髪ロングの髪型、服装こそ違いはあるものの、その顔立ちは瓜二つだ。ついでに身長も。

　露出の多い服装と褐色の肌という点から種族はアマゾネスということも窺える。長髪の女性はアイズさんに話しかけ、半短髪セミショートの人は気さくに僕へ声をかけてくれる……のだけれど。

　二度も僕に向けられた名前、【英雄願望アルゴノゥト】というスキル名に、冷静ではいられない。

　スキルがバレてる!?　と内心で取り乱す僕は、口の開くと閉めるを繰り返した後、どうにか彼女達に尋ねた。

「ア、アルゴノゥトって、ど、どういう意味でっ……？」

「ああ、気にしないでちょうだい。このちゃらんぽらんが勝手に言っているだけだから」

「あたし達、君がミノタウロスと戦ってたのをずっと見てたんだ！　それであたし、昔好きだったお伽噺とぎばなし思い出しちゃってさーっ、うん、すごかったよ！」

　何でも、９階層でやり合ったあの時の僕とミノタウロスに、童話の『アルゴノゥト』を重ねて見たらしい。スキル名ではなく、気ままにつけた渾名あだなだとわかってほっと胸をなでおろす。【ステイタス】の能力値アビリティなど、『魔法』や『スキル』の情報は冒険者にとって生命線だ。

　それから自己紹介を済ませる。

　僕のことを渾名で呼ぶ半短髪セミショートの人がティオナ・ヒリュテさん、長髪の人がティオネ・ヒリュテさん……って、女戦士アマゾネスのヒリュテ姉妹と言ったら、アイズさん達と並ぶ有名な第一級冒険者じゃないか。

　顔と名前は一致していなかったとは言え、気付けよ僕。

「中層ここにいるってことは、Ｌｖ．２になってるってことよね。ミノタウロスを仕留めたことと言い、やるじゃない、あんた」

「あ、顔赤くなってるー。可愛かわいいー」

「……」

　ティオナさん達にいじくられ笑われてしまうけれど、正直、気にかける余裕がない。

　健康そうな小麦色の素肌が、何度も瞳の中に飛び込んでくる。

　ティオナさんは薄い胸巻きと腰に巻き付けたパレオという服装で臍へそを丸出し、ティオネさんに限っては下着もかくやと言うほどの上衣とパンツのみで……その、非常に、目のやり場に困る。揺れる大きな胸や、くびれた腰が……。

　刺激が、強過ぎる。

　きっと年上だろう女の人達に囲まれて、僕は目を回して卒倒しそうになっていた。


（（（（（──調子ニ乗ルナヨ）））））



「──」

　呪詛じゅその声が、聞こえたような気がした。

　具体的には、竜も射殺すような視線を浮かべる男性団員達の方角から。

　顔色が凄すさまじい勢いで蒼白になっていく。

「ぼっ、僕っ、仲間の様子を見てきます!?」

　あー、行っちゃったー、という間延びした声を背中で聞きながら。

　血の気が失せた僕は、アイズさん達から慌てて逃げ出した。
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　うっすらと、森の内部は暗くなりつつあった。

　沢山の葉に遮さえぎられた頭上の奥で、陽光に似た白い光が……天井の水晶の光が薄れていく。

　ダンジョンの『昼』が終わり、『夜』が始まろうとしている。

（本当に暗くなった……）

　テントの入り口から外の様子を窺う。

　茜あかね色を挟まない、青空から夜空への変化。夕焼けも残照も介在しない空の移り変わりに何か不思議なものを感じつつ、僕は夜が訪れたことに感嘆の息をついた。

　入り口の側をそっと離れ、テントの奥に戻る。

　リリとヴェルフはまだ眠っていた。二人の顔を覗のぞき込みながら、やることもないくせに看病の真似事まねごとを続けていく。

　時間が経つとテントの外は次第に賑にぎやかになっていき、ひょっとするとご飯の準備をしているのかもしれない、と僕はぼんやり思った。

「んっ……」

　と、ヴェルフの体が動く。同時にリリの被っている毛布もぴくりと震えた。

　はっとしながら二人の顔を見守る。

「……どこだ、ここは」

「ベル様……？」

　瞼をゆっくり開けたヴェルフとリリに、命に別状はないとわかっているとはいえ、僕はようやく人心地つけたような気がした。

　顔に安心感を滲にじませながら、二人に話しかける。

「リリ、ヴェルフ、大丈夫？　僕のこと、わかる？」

「……リリが、ベル様のお顔をわからないだなんてこと、ありえません」

「あー……リリスケの減らず口が聞こえてくるようなら、俺おれも問題ないな。よっ、ベル」

　ゆっくりと微笑ほほえんでくるリリに、いつもと変わらない調子で返事をするヴェルフ。

　僕は思わず相好を崩しながら、二人の状態が落ち着くのを待った。

　覚醒直後で少し夢現ゆめうつつ気味だったリリ達は、意識が鮮明になるとともに自分の力で起き上がる。毛布を膝ひざもとにやって地べたへ腰をついている二人に、まず状況説明を行った。

　無事18階層に辿たどり着いたこと。【ロキ・ファミリア】にお世話になっていること。

　簡潔にそれらのことを伝えると、リリとヴェルフはじっと僕のことを見つめてきて、そして……謝罪した。

「申し訳ありません、ベル様……」

「すっかり足を引っ張ったな……悪い」

「そ、そんなことないよ!?」

　押し黙りかける二人に、僕は声を荒らげた。

　がーっ、と半ば怒るような勢いでまくし立てる。リリがいなかったら活路も見出せず迷宮を右往左往していた、ヴェルフがいなかったらヘルハウンド達によってあっさり火葬されていた。

　怒涛どとうの勢いで僕がそう言い返すと、リリもヴェルフも、目を白黒させる。

「二人のおかげで、パーティ全員がいたからっ……だから生き残れたんじゃないの？」

「……だな」

「誰だれか一人欠けても駄目だった、ですね」

　苦笑の後に、二人の顔が晴れる。

　ほっとしたり、言い聞かせるような真似をした自分に気恥ずかしさを感じたりしながら。

　くしゃっと、三人で皺しわを作って笑い合った。

「……食事の用意ができたけど、大丈夫？」

「あ、はい！」

　外から声がかかり、立ち上がって返事をすると、幕を除のけてアイズさんが入ってくる。

【剣姫けんき】の名で知られた第一級冒険者の姿に、リリもヴェルフも驚きの表情をあらわにした。

「す、すいません、本当にご飯まで頂いて……」

「平気だよ……外には、出てこれる？」

　うーん、外に出るのは気まずいけど、お世話になってるのに一度も顔を出そうとしないのも……失礼なのかな？

　悩んだ末に振り返り、大丈夫かリリ達に視線で問いかけると、二人はぎこちなく頷いた。

　こちらの意向を伝えると、促されるままテントを出て、アイズさんに案内される。

「なぁ、ベル。お前、あの【剣姫】と顔見知りなのか？」

「えーと……色々はあったかも」

「ベル様、後でその話、ちゃんと聞かせてくださいね？」

　ヴェルフに肩を寄せられ、リリにはニコリと微笑みかけられながら何故か威圧される。

　赤っ恥の連続だから、話すのは勘弁してほしいかなぁ……。

　空笑いをしながら、三人並んでアイズさんの後ろに従う。リリとヴェルフが顔を振って興味深そうに周囲を眺める中、すぐに野営地の中心へと到着した。

「げっ、あいつ等……」

　開けた中心地には、沢山の人達が大きな輪になって座り込んでいた。真ん中に数個設置された携行用の魔石灯は眩まばゆく、焚たき火びのようにも見える。営火キャンプファイア、というやつだろうか。

　どうやらこの大きな輪には【ロキ・ファミリア】だけではなく【ヘファイストス・ファミリア】の上級鍛冶師ハイ・スミスも紛れているらしい。アイズさんに事情を説明された側から、身内の顔を見つけたのかヴェルフが呻うめき声を上げる。

「し、失礼します……」

　他の人達の注目にびくびくしていると、人気のない場所を勧められた。

　腰を下ろすと、すとん、とアイズさんが僕の右隣に座り、左隣にはリリ、その更に隣にヴェルフが。自然に決まった互いの位置関係に、僕は体を緊張させた。

　以前の早朝訓練でも隣り合って座ったことはあったけど……憧あこがれの人とのこの距離感は、やはりいつまで経っても慣れそうにない。

　こっそりと横を盗み見ると、すぐさま気付いたアイズさんとばっちり視線が合う。金の髪がさらりとこぼれ、水浴びでもしたのか、涼しい清水せいすいの香りが漂ってきた。

「どうしたの？」

「……な、何でもないです！」

　赤面する前に、僕は慌てて前を向いた。

「みんな、聞いてくれ。もう話は回っていると思うけれど、今夜は客人を迎えている。彼等は仲間おたがいのために身命しんめいをなげうち、この18階層まで辿り着いた勇気ある冒険者達だ。仲良くしろとまで言うつもりはない。けれど同じ冒険者として、欠片かけらでもいい、敬意をもって接してくれ。……それじゃあ、仕切り直そう」

「はぁ、上手いもんですねぇ……」

　フィンさんが一人立ち上がって僕達の紹介をしてくれる。揉もめ事ごとを防ぐため、冒険者の自尊心に訴えるような彼の口上に、リリは感心しているようだった。

　やがて食料が配られる。一人につき二つ、三つの果物フルーツだ。

　瓢簞ひょうたんの形をした赤い漿果しょうか、琥珀こはく色で甘そうな蜜をたっぷり滴らせるふわふわの綿花に似た果実……およそ地上でお目にかかったことのない果物は、この18階層で採ったものらしい。僕は後者の、綿わたを蜂蜜に浸したかのような雲菓子ハニークラウドと呼ばれる果物を、試しに一口食べてみる。

　途端、溢あふれんばかりの濃厚な甘い果蜜かじゅうが口の中一杯に広がり──吐き気を催した。

　甘い。甘過ぎる。実は甘いものが苦手だったりする僕は、致死量かと思うほどの糖分に涙を浮かべる。むせ返るのを必死に堪こらえ辺りを窺うと、【ロキ・ファミリア】の女性団員達は、雲菓子ハニークラウドをかじってはとろけるような顔で頰に手を当てていた。戦慄せんりつが走ったのは言うまでもない。

「ベル様、ベル様？　もしお口に合わないのでしたら、リリがそれを食べましょうか？」

「う、うん、あげる……」

「でっ、ではっ──あーんっ」

「ああ、ベル。任せろ、俺が全部食ってやる……ん、こりゃ確かに甘過ぎるな」

　僕の正面にわざわざ移動し、小鳥のように口を開けたリリへ食べさせる前に、ヴェルフがその食べかけの雲菓子ハニークラウドを横から取って、綺麗きれいに強奪しょりする。

　真っ赤になり涙目でキーッキーッと言いながらヴェルフをゲシゲシと蹴けるリリ。ヴェルフはヴェルフで胸焼けに苦しむように喉を押さえ、どこ吹く風だった。

　僕の隣で、アイズさんはそんなやり取りにきょとんとしている。

「それにしても、噂には聞いていたが……不思議な階層だな、ここは」

　胸焼けから立ち直ったヴェルフが、ざっと周囲を見回した。

　階層の天井では白水晶が完璧かんぺきに沈黙し、青水晶だけがほのかに輝いているようで、森全体に蒼い闇やみが降りている。木々の向こうには、地上の天そらを模倣した夜空が存在した。

　魔石灯の営火を囲んでいる僕達は橙だいだい色の光に照らし出され、食べたり飲んだりしている姿や談笑している様子が浮かび上がっている。笑い声も上がり、愉快そうな彼等の顔は燐光を浴びることで明るく燃えていた。まるで暗い森の奥、月夜の下で焚き火とともに夕餉ゆうげを取る、英雄譚えほんの中の一幕のようだ。

　フィンさんやリヴェリアさん、ガレスさんは他の団員達から酌しゃく──あの瓢簞ひょうたん型の赤い漿果だ──を受けていた。『遠征』はもうほとんど終わっているようなものなのか、【ロキ・ファミリア】に気負いの影は全く見られない。

　ただ警戒は怠っていないようで、営火を離れた野営地の周囲には、見張りの人がしっかり立たされている。

「珍奇ちんきな実があって、空もあって……確か『街』だってあるんだろう？」

「えっ……ま、『街』!?」

　思いもよらない単語に仰天する。

　地下に『空』があるのも大概だけど、ダンジョンに『街』が存在するだなんて。

　思わずアイズさんの方を振り向くと、ブロック状の携行食を口にしていた彼女は顔を上げ、こくりと頷いた。

「……明日、行ってみる？」

「ぜ、ぜひっ！」

　高速で何度も頷く。

　俄然がぜん興奮してきた僕は今からそのダンジョンの『街』に思いを募らせる。どんなところなのか、誰が何をしているのか……想像するだけでわくわくが止まらない。この気持ちが、冒険者の醍醐味だいごみの一つの筈だと、みっともなくはしゃぎ出す心が言い訳をしている。

　輝いているだろう僕の顔を、アイズさんは横から見つめ……小さく、笑ったような気がした。

「アルゴノゥトくーん！」

　と、すぐに誰が言ったかわかる名前を呼んで、ティオナさんが歩み寄ってきた。

　その後ろには姉のティオネさんも。双子のアマゾネスの姉妹は目の前で立ち止まったかと思うと……どかっ、と僕の左右に腰を下ろす。

「え」

「話、色々聞かせなさいよ。一宿一飯の恩よ、構わないでしょ？」

「うん、聞きたい聞きたーい」

　強引ごういんに割り込んできたティオネさんにリリはぎょっとし、アイズさんもまた割って入ったティオナさんに小首を傾げる。真隣を占領された僕は近過ぎる彼女達の体に息が止まった。というか、真っ赤になった。

　リリが眉を逆立て剣吞な空気を放つ中、右隣のティオナさんは爛漫らんまんな笑みを絶やさず、質問してくる。

「どうやったら能力値アビリティオールＳにできるの？」

　僕の顔が、引きつった。

　痙攣けいれんする笑みを浮かべ左に向くと、瞳を細めるティオネさんが薄く笑っていた。吐くまで逃がさない、とでも言うように。

　能力値アビリティを大勢の前でバラされたとか、そもそも何で過去の数値が知られているんだとか、盛大に焦あせる気持ちが込み上げてくる。心臓が動揺にひた走って止まらない。

　そもそも、問いに正直に答えたところで……「努力デス」と真実を語ったところで、納得してもらえるのだろうか。僕はとにかく憧憬もくひょうを追い続けただけだ。

　その憧憬もくひょうの人はというと、膝を抱え何でもない風に装いながら、耳を僕達に向けていた。全神経を集中して聞き耳を立てている。憧憬あこがれは時に残酷だ。

　遠くの方ではフィンさんとリヴェリアさんがこの光景に溜息ためいきをついて、けれど何も言ってこない。ガレスさんは面白そうに長い髭ひげをさすっている。

　ヴェルフは「なんじゃヴェル吉きち、我々の後を追ってきたのか。フフ、愛々あいあいしい奴やつめ」と鍛冶師スミスの先輩に絡まれている。「おい、止せ、てめぇ、来るな!?」というかなり本気の悲鳴。リリはリリでティオナさん達ごと僕を睨にらんでくる。

　孤立無援。

　冷や汗が止まらない僕は、可能ならばすぐさま意識を手放したくなった。




『──ぐぬあぁっ!?』




　そこに、いきなりだった。

「!?」

　誰よりも聞き覚えのある、けれど迷宮ここで決して聞こえてくる筈のない、その声が届いてきたのは。

　ばっとリリと顔を見合わせる。目を見張っている彼女も僕の思考を肯定するように頷いた。

「すいません、行かせてください！」

　ティオナさん達の返事を待たずに立ち上がる。

　駆けていく僕をリリが追いかけ、遅れてヴェルフも走り出した。

　声の方角に進むと野営地の外へ抜け、すぐに森が切れ切れとなった。視界の奥に見えるのは高くそびえる岩の壁、そして口を開けた洞窟がある。きっとあれが17階層と18階層を繫つなぐ連絡路なのだろう。

　木々の群れが途切れた洞窟前には既に【ロキ・ファミリア】の見張り番達が集まっていた。いち早く駆け付けた彼等の肩の間から顔を出すと──。

「おおおおお……!?　あ、あんな巨大なモンスターがいるなんてっ聞いてないぞ!?」

「あっはははははっ!?　死ぬかと思ったー！」

　四よつん這ばいになってゼェーハァーと息を乱す、神様の姿があった。

　目を大きく見開く。ヘスティア様の隣には地面に座り込んで大笑いしている男神様がおり、それ以外にも盛大に肩で息をしている冒険者達──眼鏡めがねをかけた女性の冒険者が何だか一番疲弊している──もいた。

　僕等と同じように階層主かいそうぬしから逃げおおせてきたのだと、共感にも近い既視感が教えてくれる。

「……あ」

　続々と集まってくる人立ひとだちに気付き、顔を上げた神様の瞳が、僕のところで止まった。

　青みがかった双眸そうぼうをまん丸にして、次には転がるように走り出す。

「──ベル君!!」

「おふぅ!?」

　人垣が割れて、道が開き。一直線に飛び付いてきた神様の頭が、僕の腹に直撃した。

　棒立ちとなっていた体は倒れ、どさっと尻しりもちをついてしまう。

「ベル君、ベル君っ！　本物かい!?」

「か、かみひゃま……!?」

　半ば押し倒された格好で、体中をぺたぺたと触られ、最後は両の頰をぐにぐにと引っ張られる。顔を変形させられていた僕は、どうにか神様の手を止めた。

　上体を起こして、「どうしてここに」と、そう尋ねようとしたけれど。

　言葉を遮られるように、首に両手を回され、一杯に抱き着かれた。

「……!?」

　目を見開いて、紅潮する。

　小さくて柔らかい感触に包み込まれていた。密着した体と体の間から、ぎゅうっ、と強い抱擁の音が鳴る。

　縋すがり付くように、ヘスティア様はご自分のお顔を僕の首もとに埋うずめる。熱い吐息が肌を震わせて、肩にも背筋にも、一層の緊張が走り抜けた。

　口をぱくぱくさせて言葉をなくしていると、

「……良かったぁ」

　そのかき消えそうな声が、耳朶じだに触れた。

　ふっと力が抜け、冷静になる。

　ヘスティア様の体は幼い子供のように震えていた。その細い腕で僕のことをもっと引き寄せ、かき抱いてくる。ぐすり、と何かをすする音が首筋を伝って届いてきた。

　どうしてここに、なんて聞くまでもなかった。

　僕のことを心配して、体裁なんて放り投げて、ここまで探しに来てくれたのだ。

　そっと、顔のすぐ横にある漆黒の髪を見つめる。

　体も息づかいも、想おもいも近い。肌を通じて混ざり合うお互いの温もりは、胸の中をかけがえのない何かで満たしてくれるかのようだった。

　ややあって、ヘスティア様のその細い背中を抱き返そうと、意気地のない僕は散々悩んだ後ようやく手を上げかけ……周囲の視線に気付いた。

　随分と前から、多くの人達に今の格好を見守られてしまっている。

　一度硬直し、羞恥が復活した。

　両手を中途半端はんぱに上げたまま、行き場なくわたわたとさまよわせる。

「いい加減にしてください、ヘスティア様」

「あ、コラッ、感動の再会に水を差すんじゃない!?　は、離せーっ!?」

　リリが神様の襟えり首を摑む。じたばたと神様は必死に抵抗するけれど、『恩恵ステイタス』があるリリの方が強い。ずるずると、幼女が幼女に引きずられていく。

　神様の抱擁から解放された僕は、その光景を汗とともに見やった。

「クラネルさん、無事でしたか」

「え……リュ、リューさん!?」

　座り込んだままの僕に、近付いてきた覆面の冒険者が耳もとで囁ささやく。

　記憶のある声に瞠目して振り返ると、その細い指で僅かにずらされるケープの奥、整った相貌そうぼうの一部と空色の瞳が覗く。

　間違いない。『豊穣ほうじょうの女主人』の店員の、美しいエルフの彼女だ。

「どうして、リューさんまで……」

「とある神に、冒険者依頼クエストを申し込まれました。貴方の捜索隊に加わってほしい、と」

　フードの奥の空色の瞳が、視点をずらす。

　彼女の目の動きを追えば、そこには先程の男神様がいた。

　先程から座りっぱなしだった男神様は、橙黄色とうこうしょくの髪を揺らしながら周囲を見回し、ぽんぽんと土を払って立ち上がる。

「オーケー、状況はわかった」

　集まっているアイズさん達の顔を見て、得心の笑みを浮かべる。

　そうして、男神様はこちらの視線にも気付いて。

　笑みを纏ったまま歩み寄ってくる彼に、僕は慌てて飛び起きた。

「君が、ベル・クラネルかい？」

「はっ、はい」

　切れ長の橙黄色の瞳が、じっとこちらの顔を見つめる。

　僕が何もできずにいると、男神様は目をそっと細めた。

「ああ……会いたかったよ」

　そう告げて、彼は瞳を弓なりの形に戻した。

「オレの名はヘルメス。どうかお見知りおきを」

「ヘルメス、様……？」

「ああ。よろしく、ベル君」

　手を差し出され、一度視線を落とした後、僕もおずおずと応こたえる。

　にこやかに握手してくるヘルメス様の第一印象は、好意的な神様、という率直なものだった。

「ヘ、ヘルメス様？　それで、あの……」

「ああ、見ず知らずのオレが、君を助けにきた理由かい？」

「は、はい」

「なぁに、オレはヘスティアの心友マブダチだから協力したまでさ。君を助けたいと言っていた、彼女の望みにね」

　リリと言い争っている神様の方を見やって、ヘルメス様は笑いかけてくる。

　目を見張った僕は「あ、ありがとうございます」と感謝とともに頭を下げた。

　ダンジョンの中層までヘスティア様を連れてきてもらえたのも、ひとえにこの人のおかげなのだろう。色々手を回してくれたに違いない。

　ヘルメス様は人懐なつっこそうな笑みを浮かべる。

「感謝ならオレ以外の子達にしてやってくれ。そこの覆面の冒険者や、彼等のおかげで、ここまで来れたようなものだからね」

　ヘルメス様の視線を辿ると、まだ洞窟前にいる冒険者達と目が合った。

　水色アクアブルーの髪と眼鏡をかけた女性冒険者に、統一した装備──配色や様式を揃そろえた防具と戦闘衣バトル・クロス──を纏う、恐らく同じ【ファミリア】の三人の冒険者……。

「……おい、ベル」

　後ろからヴェルフに言われる前に、僕も気付いた。

　あの人達は──。

　見覚えのある青紫の瞳。当時、涙ぐんでいたあの少女ひととすれ違ったのは、13階層。

　この18階層へ来るに至った最初の誘因……モンスターの大群を運んできた、冒険者達。

　顔を強張らせる彼女達の鎧の上で、地面に突き立った剣のエンブレムが、咎とがめるように鈍く輝きを放った。
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「──申し訳ありませんでした」

　貸し与えられているテント内。

　ヘスティア様と再会した僕達は、一度この天幕の中に戻っていた。リューさん、そしてヘルメス様と眷族であるアスフィさんはこの場にはいない。

　眼前では一人の少女が正座し、手の平、額まで地面に付きビシィッと謝罪を行っていた。

　神々しさすらあるその平伏に、僕と神様は二人並んで「おおっ……!?」と戦慄する。

　これが、本家本元タケミカヅチ・ファミリアの土下座ドゲザ……！

「……いくら謝られても、簡単には許せません。リリ達は死にかけたのですから」

「まぁ、確かにそう割り切れるものじゃないな」

　喉を鳴らす僕を他所に、リリとヴェルフは命ミコトさんの土下座を前にしても、険のある声音を崩さなかった。いや、少し気圧されたかもしれないけど。

　生真面目きまじめかつ先走った命ミコトさんに困り果てていた桜花オウカさんと千草チグサさんは、顔を上げ、リリ達の視線を真っ向から受け止める。命ミコトさんも正座は続けたまま、土下座を解除した。

「あの、その、本当に……ごめん、なさい……」

「リリ殿達の怒りももっともです。いくらでも糾弾きゅうだんしてください」

　瞳を前髪で隠しながらおどおどと千草チグサさんが、潔くきっぱりと命ミコトさんが、謝意を見せる。

　モンスターの押し付けは迷宮内で日常茶飯事の行為だと聞く。というより、それを上手く利用することがダンジョンで生き残れる一つの技術でもある。明日は我が身、ではないけれど……いつ加害者しかける側に回るかわからない冒険者は、そこに悪意がない限り、『怪物進呈パス・パレード』には一定の理解を払わなければならない、らしい。

　だけど今回は、僕達が死線を死ぬほどさまよう羽目になった事例ケースなだけに、険悪な空気が続いている。神様も困ったように「うーん」と、腕を組んで僕達を見守っていた。

「あれは俺が出した指示だ。そして俺は、今でもあの指示が間違っていたとは思っていない」

　すると、命ミコトさん達より前に出て、巨漢の桜花オウカさんが言い切る。

　思わず瞠目するその一方で、彼の翻ひるがえそうとしない、信念みたいなものが伝わってきた。

　恐らく……桜花オウカさんは、天秤てんびんにしっかりかけたのだ。仲間と見ず知らずの他人の命を。

　こうして巡り返ってくる恨みつらみを受け止める覚悟で、ただ非情に、仲間達のために。

　それが正しいことであるのか僕にはわからないけれど……それでも、この人はパーティのリーダーとしての決断を下したのかもしれない。

「……それをよく俺等の前で口にできるな、大男おおおとこ？」

　口を吊り上げたヴェルフが桜花オウカさんと対峙たいじする。睨んでいると言って過言ではない眼差まなざし。

　一触即発の雰囲気が流れる。みんながみんな顔を張り詰めさせる中、僕は情けなく忙せわしなく顔を左右に振る。

　このままじゃ不味まずいっ、と必死に上手い落としどころを探していると──。

「やぁ、帰ったよ。【ロキ・ファミリア】には話をつけてきた」

　フィンさん達に滞在の許可をもらいに行っていた、ヘルメス様とアスフィさんが戻ってきた。

「おっと……これはどういう状況だい、ヘスティア？」

「んー、これこれそれそれ、というわけさ」

　ヘスティア様が簡略に説明すると、ヘルメス様は大げさなまでに、明るく一笑した。

「そんな堅苦しく考えなくていいじゃないか！　ベル君達はこれで命ミコトちゃん達に大きな借りができたと思えばいい。命ミコトちゃん達も、罪滅ぼしをするつもりがあるんだろう？」

「それは、勿論……」

「こう言ってるんだ、リリちゃん、いざという時は馬車馬ばしゃうまのように働いてもらおうぜ？」

「……そういう、ことでしたら」

　命ミコトさんとリリに交互に話を振って、ヘルメス様は最後にヴェルフ達を見た。

「ヴェルフ君。命ミコトちゃん達のせいで酷い目に遭ったのかもしれないけど、ここまで助けに来てくれたのも、他ならない彼等の意思なんだよ。神オレ達の命令でもなければ、負い目でもない」

　……しばらくの沈黙。

　ヘルメス様に語りかけられた後、ヴェルフは、桜花オウカさんに向かって言った。

「……割り切ってはやる。だが、納得はしないからな」

「ああ……それでいい」

　桜花オウカさんも神妙な顔で頷く。彼の前から離れて、ヴェルフは僕達のもとに戻ってきた。

　あっという間に、不穏な雲行きが取り払われてしまった。流石神様だと言えばそれまでだけど……場を丸く収めてしまったヘルメス様の手並みに、僕は素直に感心してしまう。

「それじゃあ、今後の予定について話し合おう！」

　何事もなかったようにみんなへ笑いかけるヘルメス様。毒気をすっかり抜かれたような僕達の中で、異を唱える人はいなかった。

　アスフィ、と声をかけてヘルメス様は一度道を開ける。

「まず地上への帰還ですが……【ロキ・ファミリア】に階層主ゴライアスを倒してもらった後で、我々はこの18階層を出発しましょう。回避できるのなら、危険な橋を渡る必要もありません」

　もっともだ、と僕達は頷く。

「そして、【ロキ・ファミリア】が移動を再開するのは早くても二日後だそうです」

「つまり一日は暇ひまがある……せっかくだし明日一杯は18階層を観光でもしようじゃないか！」

　そのヘルメス様の提案は受け入れられた。

　モンスターが産まれない安全階層セーフティポイントとはいえここはダンジョンだ。全員集団行動を課せられ、そして僕がアイズさんと約束しているということで明日は『街』へ向かうことが決まった。

　話し合いはさくさくと進んでしまい、後は就寝を残すのみとなる。

「あ、そうだった。ヴェルフ君」

「何ですか、ヘスティア様？」

　女性陣がテントの中、男性陣が見張り兼野宿ということで外へ移動していくと、ヴェルフが呼び止められた。

　神様は千草チグサさんも呼んで、白布に包くるまれた武器らしきものを彼女から受け取る。

「主神ヘファイストスからの預かりものさ。伝言もある。えーと……『意地と仲間を秤はかりにかけるのは止めなさい』、だったかな」

「……」

　神様から白布の武器を受け取ったヴェルフは、押し黙りながら外へ出てきた。

「ヴェルフ？」

「……いや、何でもない。気にしないでくれ」

　そう言ってヴェルフは、手もとの白布を見下ろし続けていた。
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　18階層の『夜』が終わり、『朝』が来た。

　今日も朝食を頂いた僕達は、約束通りアイズさんに『街』へ案内してもらうことになった。彼女の他にも暇を持てあましているらしいティオナさん、ティオネさんも同行する。

（……リューさん、やっぱりいないみたいだ）

　どうしたんだろう、と昨日一度話したっきりの彼女のことを考える。テントにも来なかったし……ヘルメス様には「彼女にも事情があるから気にしなくていい」と言われたけど。引っかかりつつも、僕はアイズさん達と野営地を出発した。

『街』は湖沼地帯……湖に浮かぶ『島』の上にあるらしい。階層の南部に位置しているという森を抜けて、湖のある西部へと向かう。

「そういえば、神様……」

「ん？　何だい、ベル君？」

「昨日から、何だか雰囲気がいつもと違うような……」

　アイズさん達を先頭に大草原を移動しながら、隣にいる神様へと疑問を投げかける。

　言葉で言い表せず歯痒はがゆい思いをしていると、神様は「ああ」と思い至った笑みを浮かべた。

「神ボク達が普段から発散している神威しんいを、今は抑えているんだよ。ボクがここにいるー、って突き止められないようにね」

　神威しんい……下界の者に目の前の神物じんぶつを『神様である』と直感的に悟らせる威光、要は神様達の波動だ。『神の力アルカナム』を使うと必ずこの波動が一定量発散され、他の神様達に筒抜けになってしまうらしい──つまり規則ルール違反を犯した神様はこの神威を突き止められて天界へ強制送還される──。

「神はダンジョンに入っちゃいけない、って暗黙の了解があるんだ」

「どうしてですか？」

「バレたら不味いからさ」

　誰に、という主語が抜けた言葉に、僕は首を傾げる。追及しちゃいけない雰囲気を無意識の内に感じ取り、それ以上は何も聞かなかった。

「あの馬鹿でかい島に向かうのはわかったんだが……どうやって湖を渡るんだ？」

「木を切り倒して繫つなげた橋があって、それを渡るんだよ。ほら、あれ」

　気兼ねなく質問するヴェルフに答えたティオナさんの指す方向……湖面の上に、ここからでもわかる大木が島に橋渡ししていた。

　近付くにつれ大きくなっていく鴻大な岩石の島の威容に圧倒されながら、枝や葉が取り払われた天然の木橋もくきょうを渡る。踏みならされた跡はあるものの、手すりの類は無論なく、でこぼこした木膚きはだの足場も悪い。湖に転落しかける神様を慌てて助けつつ、僕は橋の上を慎重に歩んだ。

『朝』というだけあって昨日の『昼』より明るさは控えめだけれど、空からクリスタルが照らす光は温かい。光り輝く紺碧の湖面に、橋を渡る僕達の姿が映り込む。

「そういえば『街』があるなら、アイズさん達もそこに宿泊すれば良かったんじゃあ……？」

「ぼったくられるから無理よ」

　ふと疑問を口にすると、ティオネさんが即答した。どういうことだろうと思いながらも、島へと足を踏み入れる。

『街』があるという頂上付近までの道のりは険けわしい。山と言うより、崖の中を上っては下る。岩の隙間から草木と青水晶が生えている光景に囲まれながら、僕達は眺めのいい高所に出た。

「ああ、これはいい眺めだ」

「はっ、はぁっ……へ、へぇ、壮観じゃないか」

　余裕のあるヘルメス様とは対照的にすっかり息が上がっているヘスティア様は、けれどその光景を前に同じ感想をおっしゃった。僕達も目が奪われるそれは、18階層全体の景色だ。

　18階層は迷路も仕切りも存在しない、円形状の大空間だった。階層をぐるりと取り囲む切り立ったような岩壁は水晶が咲いている天井にまで続いている。

　南端には17階層へ通じる洞窟が存在し、野営地があるのもあの辺りだ。森は南部一帯から東部にかけて広がっており、青い川や泉があるのもわかる。北部には木が疎らに立つ湿地帯。大草原と同じく隔てるものは何もないせいか、徘徊はいかいしているモンスターらしき黒い影が目立つ。

　空から白い光を浴び、鳥と思おぼしきモンスターが水辺から一斉に飛び立った。

「私達と同じように、モンスターもこの階層に入ってくる……」

「18階層は、我々の、というより、モンスターの楽地らくちと言った方が適切ですね」

　怪物かれらも無数に実る果物フルーツや清水を求めて来ると、アイズさんの説明にアスフィさんが補足する。

　西部には湖へ鎮座したこの岩島、そして中心部には幹が途轍とてつもなく太い巨大な大樹。

　これら大自然の風景が、18階層の全容だった。

「リリはオラリオ周辺以外の場所に、出たことはありませんが……すごく、綺麗ですね」

「いえ、この景色に勝るものは、世界広しと言えどそうそうお目にはかかれません」

「……極東こきょうの山辺を思い出すな」

「うん……」

　リリと命ミコトさんが、桜花オウカさんと千草チグサさんが心を奪われたように言葉を交わす。僕もこの美しい景色をしっかり胸の中へ刻み付けた。

　やがて高所を後にし、僅かもない道を登り切ると、念願の目的地へと到着する。

「わぁ……！」

　僕達をまず出迎えたのは、木の柱と旗で造られたアーチ門だった。

　上部には共通語コイネーで『ようこそ同業者、リヴィラの街へ！』と書かれている。

「見てくれに騙だまされない方がいいわよ。気持ち良くして、懐ふところを緩めようって腹だから」

　ティオネさんに再び忠告されつつ、僕達はアーチ門をくぐる。

　島の最上部、断崖の上に築かれていたのは、地面から生える白水晶と青水晶に彩いろどられた美しい集落系の『街』だった。

　住居、いや看板を飾るそれぞれの店々は、木や天幕で造られた即席なもの。岩に空いた天然の横穴や空洞を利用して作られた、洞窟状の商店や宿屋も多い。山肌とも言うべき断崖の上に築かれていることから急な斜面が散見され、丸太の階段が至るところに設置されている。そしてそんな街並みのどこを切っても、紺碧の湖を前景に置いた美しい階層の景色と出会うことができる。

　水晶と岩に囲まれた宿場町……『リヴィラの街』。

「この街を経営するのは、他ならない冒険者達です。細かい規則ルールや領主などは存在せず、各々が好き勝手に商売を営んでいます」

　神様やリリ、ヴェルフと並んで頻りに辺りを見回しながら、アスフィさんの話を聞く。

　広大なダンジョンの中に存在するこの街は、もともとギルドが迷宮に拠点を設けようとして頓挫とんざした計画を、冒険者達が勝手に引き継ぎ造り上げたものらしい。広い18階層の中でもこの場所が選ばれたのは、周囲を湖に囲まれる立地がちょっとした砦にもなるからだそうだ。

　僕達がくぐった南門と、真逆の位置にある北門、そして東の湖側の断崖を除いて街は壁に取り囲まれている。地形も利用して造られた水晶と石の街壁は、流石に都市オラリオの分厚い市壁とは比べるまでもないけれど、十分に堅牢そうだ。

　18階層以下の階層を攻略するため冒険者が度々利用するこの根拠地ベースキャンプでは、宿泊、探索、宿泊……とその繰り返しを、体力と物資が続く限り行うのが定例らしい。

「でもこの街って、モンスターに襲われたりしないんですか？」

「勿論されるわ。つい一ヶ月前だって、モンスターに好き放題やられて壊滅しかけたもの」

「あれ危なかったよね～!?　あたし達もその時ここにいたけどさ～！」

　こちらの質問に軽く答えるティオネさん達姉妹の言葉に、僕は口端を痙攣けいれんさせる。

「でもこの街の冒険者、すっごい逃げ足速いんだ。それでまたこの場所に戻ってきて、それでまた、街を開くの」

「造って、壊されて、また造って……それの繰り返しよ」

　彼女達の話によれば──いくら安全階層セーフティポイントとはいえここは迷宮の中であるが故に──『リヴィラの街』はモンスター侵攻の危機には絶えず晒されている。第三級以上の冒険者が常駐していると言えども、異常事態イレギュラーが起これば、街はその都度つど無残に破壊されてきた。そしてその後、戻ってきた冒険者達の手によって、何度でも復活してきた。

　現げんリヴィラの街は、今代で三百三十四代目。

　名の由来は、初めて街を築いた偉大な女性冒険者『リヴィラ・サンティリーニ』を称えてつけられた。

「あの、アスフィ様、この街にも沢山の水晶がありますが……」

「ええ、地上でなら、18階層に生えているクリスタルは全て換金できますよ」

「──ベル様っ、ここから帰る際にはぜひ水晶を山ほど採取していきましょう！」

　瞳を輝かせるリリに苦笑しながら、僕達は見晴らしのいい広場へと出た。

「流石にこの人数で移動するのは周りに迷惑だ。ここからは自由行動、各自行きたい場所へ散らばろうじゃないか」

　両手を広げてそう勧めてくるヘルメス様に、みんな賛成した。

　一人だけで行動するのは禁止し、それぞれ気ままにグループを作る。

「よしベル君、ボクと一緒に街を回ろうぜ！　──君は付いてくるんじゃないぞ!!」

「えっ、神様、あのっ……!?」

「……」

　アイズさんへ言い付ける神様に手を引かれ、僕は広場から街の奥へと向かった。
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　リヴィラの街はその性質上、設けられた即席の小屋のほとんどが商店だ。

　武器屋や道具屋アイテムショップ、手狭な宿屋に数少ない酒場など、全てが冒険者を客にして成り立っている。

　街中を行く者は、冒険者と、後は少数のサポーターしかいない。上級冒険者である彼等の武装はどれも重厚かつ一級品と呼べるもので──更に緊急時に備え即刻戦闘に臨めるよう誰もが完全装備──、両手大剣ツーハンデッドソードや斧槍ハルバード、果ては全身型鎧フルプレートを纏う者がそこら中に出歩いている。地上の『冒険者通り』と比べても異様に物々しい様相を呈していた。

　この光景を見た上で、モンスター以外に街リヴィラを攻め込もうという輩やからは皆無であろう。

「何で付いてくるんだ、君は!?」

「か、神様、落ち着いてください……!?」

「ははっ、賑やかでいいじゃないか」

　抜けるような水晶の蒼穹そうきゅうに見下ろされながら、ベルは錯綜さくそうする細い岩の路地を進む。

　付いてきたアイズにお冠なヘスティア、そしてヘルメスとアスフィを加え、美しい街並みを観光していく。段差や起伏の多い街を上り下りする随所に、育った草木や結晶の柱が存在した。

「あの、さっきから並んでいる品物の値段……た、高くないですか？」

「それが、リヴィラの街の特徴だから……」

　ベルとアイズの視線の先、それぞれの店頭が示す武器や道具の価格は、地上で売買される同種の品と比較しても、桁けたが一つ二つ異なっている。

　店を回りながら、アスフィとヘルメスが説明をした。

「ここでは武器や道具、食料などを、通常価格の何倍もの値段で販売しています」

「迷宮ダンジョンでは物資が簡単に確保できないから、いくら金を吹っかけても捌さばけてしまうんだよ」

　ヘルメスの言葉通り、この閉鎖された地下迷宮では水や食料を始めとした物資の補給が困難である。そこでリヴィラの人間は、手持品ストック以上の道具を所持できない冒険者の足もとを見て商売しているのだ。

「砂漠で買う水の価値……それと原理は一緒かな」

　安価、あるいは無償で入手できる品物も、特定の場所に移ればその価値は変動する。

　大金をはたいて命綱の道具アイテムを確保するか、出費を惜しんで死を選ぶか。

　リヴィラの人間が突き付けるのはその二者択一だ。

　ここでは魔石灯に至るまで、何もかもが高い。




「信じられません！　バックパックが二万ヴァリスだなんて……法外もいいところです！」

「砥石といしがこの値段はありえねえ……」

　購入したばかりの大型のバックパックを勢いよく背負い直し、ぷりぷり怒るリリ。ヴェルフも店の前にある武器整備用の砥石を見て、呻き声を上げた。

　人通りが掠かすめる軒先では、往来に呼び込みをする店の者はおらず、むしろ薄笑いを貼はり付けふてぶてしいまでに店内へどっしり居座っている。

　冒険者どうぎょうしゃでもある彼等の凶暴な人相にんそうは、美しい街並みにこれっぽっちもそぐわない。

「だからあたし達もこの街に泊まらないで、森の中にキャンプを作ってるんだよねー」

「ここで『遠征』するほどの大人数が泊まれば、とんでもない金額を請求されるわ」

　百面相をするリリとヴェルフを見て、ティオナは頭の後ろに両手を組んで苦笑し、ティオネはうんざりしたように息をつく。18階層に向かう過程で所持品を全損し、今から装備を揃そろえようと店巡りするリリ達を、双子の姉妹は先達として同行し見守っていた。

「だから冒険者は嫌なんです！　お金のことになるとがめつくて、平気で人の足もとを見て！」

「俺の知ってる金にがめつい小人族パルゥムに、色々言ってやりたいことはあるが……リリスケ、お前もここで店を開いた方がいいんじゃないか？」

「……」

「おい、考えるな」

　地上の価値観をもって買物をすると、痛い目に遭うことだけは議論の余地がない。




「か、換金所まで……」

「本当にやりたい放題だな……」

「……す、すごい」

　猛牛ミノタウロスや紫紺の結晶などの絵を描き、周辺の看板よりド派手に飾って存在感を醸かもし出だしているのは、『魔石』や『ドロップアイテム』等とうの買取かいとり所じょだ。

　啞然あぜんとする命ミコト、桜花オウカ、千草チグサの目の前で、大型級のモンスターのものと思われる巨大な牙きばが取り引きされている。品を運んできた冒険者うりては怒鳴り散らして食ってかかっているが、店の冒険者かいては「不服なら他所に行け」とばかりに余裕綽々よゆうしゃくしゃくにふんぞり返っている。結局牙きばはその店で買い取られ、売った冒険者は真っ赤な顔で店を後にした。

　地上の半額以下の金額で魔石等を買い取り、それをギルドに持ち帰った際にもとの値段で換金する、単純な商売システムだ。本来なら冒険者うりて側が激怒する買値だが、限界以上の魔石やドロップアイテムを所持していても邪魔なだけなので、彼等はここで一旦売り払ってしまい、再び迷宮探索へと繰り出す。

　店側の冒険者からすれば、労せず手に入れた買取り品だからこそ、単純な差額以上の利益がそこにはあった。

「ぼったくりもいいところだ……」

「お、桜花オウカ殿……正論ではありますが、自重をっ」

　買取り額の上昇、価格競争は起こらない。

　最も腕っ節の強い──腕力で他店を黙らせる──冒険者の店が、街の最高値だからだ。

　件の買取り所、棍棒こんぼうを担ぐ眼帯がんたいの大男にギロリと凄すごまれ、命ミコトと千草チグサは桜花オウカを引っ張り慌てて退散していく。

『安く仕入れて高く売る』。

　それがリヴィラの街の買取り所を営む、彼等の合言葉モットーだ。




「……でもヘルメス、肝心のお金はどうするんだい？　そんな大量の金貨、冒険者達はダンジョンに持ってこないだろう？」

　リリ達や命ミコト達と同様、多くの店を見て回っているベル達の中で、ヘスティアが質問した。彼女はとある品物……香水を手に、じーと眉間みけんに力を入れ見つめている。

　ヘルメスは、取り出した羊皮紙に冒険者の直筆を求めている、とある店を示す。

「あんな風に、証文しょうもんを作るのさ。冒険者ほんにんの名前と、【ファミリア】のエンブレムを契約書に記入させて、後で請求するんだ」

　リヴィラの街では、買物は全て物々交換、もしくは証書で行われている。

　迷宮探索の際、荷物がかさばる金貨を持ち運ぶことはまずありえないので、相手の名に加え、【ファミリア】のエンブレムから印影を取っておくのだ。そして後日、迷宮から帰還した店の者が証文を持って所属派閥へ料金請求に向かう。

　買取り所はその逆で、店側が証文を発行し、自派閥へ請求させる。

　よって『リヴィラの街』では、身元がはっきりしない、怪しい人間は取り引きができない。

「ヘスティアはまだエンブレムを作っていないんだろう？　ベル君のために用意しておいた方がいいぜ。それに派閥の徽章きしょうは身分証明みたいなものだから、都市の中ではあるだけで色々融通が利くようになる」

「う～ん、エンブレムか～、そうだよなぁ～……」

　ヘスティアは腕を組んで地下の青空を見上げる。

　団員数一名という状況の解決の方が先決だろうが、自分達だけのエンブレム、と聞いてベルは少し心踊ってしまった。ぐっと【ファミリア】らしくなると、アスフィの戦闘衣バトル・クロスに刻まれた翼のついた旅行帽と靴サンダルのエンブレムを一瞥いちべつし、つい楽しい想像を膨ふくらませてしまう。

　そんなせいもあってか、ドンッ、と。

「あぁん？」

「あ……す、すいません!?」

　すれ違おうとしていた、とある冒険者の肩とぶつかってしまった。

　狭い道を闊歩かっぽしていた相手に慌てて謝るベルだったが、ふと、その顔を見て記憶が刺激される。額や頰に傷跡のある強面こわもて……「あっ」とベルが思い出すのと、目の前の冒険者が瞠目するのは同時だった。

「てめぇ、まさか……！」

「間違いねえ！　モルド、こいつ、あの酒場の時のガキだ!?」

　モルド、と呼ばれた強面のヒューマンと、その後ろに控える二人の男達。

　彼等は以前『豊穣の女主人』で開かれたベルの昇格ランクアップ祝いの際、リュー達に叩たたき伏せられ店から追い出された冒険者達だった。

　ベルが驚いていると、モルドは顔を怒りに歪ゆがめる。

「何でてめぇがここにっ……！」

　酒場の醜態を根に持っているのか、ベルに摑みかかろうとするモルドだったが。

　側にいた剣姫アイズの姿を認めるなり、ぴたりと止まった。

　目もとを震わせ、開いた口が塞がらないモルドは、表情の乏とぼしい少女の金瞳に尻込み、「ちッ」と舌打ちをして仲間とともに去っていく。

「おいおい、ベル君。また冒険者に因縁を付けられているんじゃないだろうね？」

「えっと、そういうわけじゃあ、ないんですけど……」

「じゃあ、彼等と何かあったのかい？　穏やかな雰囲気じゃなかったようだけど」

　ヘスティアとヘルメスの問いに挟まれ、ベルは少し参りながら事情を説明した。

　話を聞いた一同の中で、「ふぅん」とヘルメスは顔を上げる。

「彼等、ベル君を目の敵にしているのか……」

　道の奥で小さくなっているモルド達の背中を、彼はじっと見つめた。
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　街の広場から、18階層の素晴すばらしい景色を眺める。欄干てすりの向こうは崖下で、遥はるか下に広がる湖に一直線、落ちたら一溜まりもなさそうだ。流石にここから飛び降りれる冒険者はいないだろう。

　グループ行動を終えリリ達と合流した僕は、一人集団から離れこの広場に足を運んでいた。

　神様達はヘルメス様の奢おごりということで、18階層名物『ダンジョンサンド』なるものをお店で頂いている。18階層産の果物フルーツを惜しみなく使ったパン料理だ。……雲菓子ハニークラウドも使われていると聞いて、僕はこそこそと逃げてきたわけである。

　ちなみに……ダンジョンの地形は勝手に修復されるので、土地を破壊して家屋を建てることはできず、天然もともとの洞穴等とうを利用するくらいしかないんだけど──中には地上から材料を持参し、迷宮ちかの地形と組み合わせることで手製の石窯いしがまを作ってしまう冒険者もさがいるらしい。すごい情熱というかこだわりというか酔狂ものずきというか……まぁとにかくそんな人達のおかげで、『リヴィラの街』にはパンを始めとした嗜好品が出回り、賑わいの一役を買っているそうだ。

「世界で一番深い場所にある街、か……」

　冒険者が経営する街。

　事実上の、地下迷宮開拓の陣頭じんとう。

　ここから先の、更に深い階層へ進攻アタックすることのできる者が、攻略最前線である『深層』へと足を踏み入れられる。第二級、第一級冒険者と名乗ることを許される。

　それが、あの人のいる場所。今は仰ぐことしかできない、憧憬しょうけいの高み。

　錆さびた剣と壊れた槍の柄で作られた欄干の前にたたずみながら、遠くを見るように、僕は壮大な光景をしばらく眺めていた。

「あ……」

　人が近付く気配に振り返ると、あの人が……アイズさんが一人、こちらに歩んできていた。

　固まる僕の前で一度足を止めた彼女は、こちらの背後、18階層の風景に視線を飛ばす。

「何を見ていたの……？」

「あ、えっと……じゅ、19階層にはどうやって行くのかなって、道を探してましたっ」

　問いかけられ、上手く答えられそうになかった僕は、気が付けばそう口にしていた。

　そんな出まかせをアイズさんは真に受け取ったのか、僕の隣に並んで、そっと腕を伸ばす。

「あの中央樹ちゅうおうじゅ……」

「真ん中にある……あの一番大きい樹きですか？」

「うん。あの根もとに樹洞あながあって、そこから19階層に行ける……」

　階層の中心部にそそり立つ巨大な樹を、アイズさんは真まっ直すぐ指す。

　彼女の説明を裏付けるように、樹の根もとからは複数の黒い影が現れ、18階層へ進出する。モンスター達は辺りを見回す素振りをして、北部の湿地帯や東部の森へと各々移動していった。

「……あの、どうしてアイズさんはここに？」

「君が、一人だけいなくなってたから……ん、と」

　……ちょっと、心配だったから、と。

　そう口にしたアイズさんに対して、心臓が跳ねたのがわかった。

　今更思い出したように顔がかーっと紅潮する。すぐ目の前にある金色の瞳、何か間違えれば容易たやすく手が届いてしまうお互いの距離に、体中の熱が暴走し始めた。

「……邪魔だった？」

「い、いえっ、そうじゃなくて!?　う、嬉しくてっ──じゃなくてえぇっ!?」

　緊張したまま何も返事ができず、不安そうな顔を見せたアイズさんに慌てて説明して、本音が漏もれた。大声で誤魔化ごまかそうとするが、もう遅い。

　真っ赤な果実へと成り果てる顔を右手で塞ぎながら、そっと、びくびくしながら窺う。

　上げた視線の先では、彼女は目を僅かに見開いていて……確かに、頰を染めて微笑んだ。

「ベルは、いつも緊張してるね……」

　親しみが込められたその言葉は、身近な人に送られる、響きがあった。

　呼ばれた自分の名前。言葉を失う。胸が詰まりそうになった。

　こんなにも胸の奥が、心が震える瞬間があることを。

　僕は……初めて知った。

「……」

　駄目だめだ。鈍にぶる。

　もしこの隣に居続けてしまったら、彼女の側に体を委ゆだねてしまったら。

　何も成し遂げていないのに、相応ふさわしくもないのに、彼女の温かさに溺れてしまったら。

　もう、追いかけることを止めてしまいそうだ。

　うつむき、赤く染まった顔ごと、前髪で瞳を隠す。

　全身を満たす胸の高鳴り。唇をぎゅっと引き結び、必死に自制心へ呼びかけた。

　背中が一段と熱く、燃え上がるような感覚を覚えながら。

「──あ～っ、いい眺めだなぁ!!」

「へあっ!?」

　と、前触れなく。

　側で見つめ合っていた僕達を引き裂くように、神様が目の前に出現した。

　にょきっ！　と足もとから顔を出し、その小さな体がすっぽり僕とアイズさんの間に収まる。

　アイズさんも驚いて目を見開く中、神様は半眼で引きつった笑みを浮かべていた。

「水臭いなぁベル君っ、景色を見に行くなら誘ってくれよ！　ボクとベル君の仲じゃないか!!」

　ご、ごめんなさいっ、と満面の笑みでいながらも頰を引きつらせている神様に、僕は怯おびえながら謝る。何故か『僕達の仲』を強調してめちゃくちゃ鬼気迫っていた。

「というわけでヴァレン何某なにがし君どこかへ行ってしまうんだッ！　今からボクとベル君は夫婦かぞく水入らずで二人っきりの時間を堪能するッ!!」

「あ、あの……」

　ぐいッぐいッ、とその胸当てを片手で何度も押して遠ざけようとする神様に、困っているアイズさん。僕は泡を食って神様を止めにかかった。

　がるるるるっ、と心なし僕に寄り添ってアイズさんを威嚇いかくする神様に汗が止まらない。

「……？　あれ、神様、何かつけてますか？」

「あ、気が付いてくれたかいベル君！」

　僕の方を振り向いて、ぱっと表情を変身させる神様。ごそごそと小鞄ポーチをあさって差し出された手の中には、透明な小瓶こびんがあった。

「これって……香水ですか？　もしかして、さっきお店の前で見てた……」

「ああそうさ、乙女おとめの嗜たしなみだよ！　剣を振り回して汗臭い娘こなんてベル君だって嫌だろ!?」

　ほんのりといい香りのする体を寄せつつ、神様は悪意の言葉を放つ。ぱちぱちと瞬きをしたアイズさんも、腕を鼻に寄せて、くん、くん、と鳴らした。いえ貴方からは清水せいすいの香りしかしませんけど……何で今日の神様はこんな攻撃的なんだ。

　ちなみに香水は、ヘルメス様に代金エンブレムを借りて購入したらしい。かれこれ一日以上もダンジョンにもぐっているから、神様もご自分の体の香りを気にしているんだろう。

「えっと……アイズさんは、階層主を一人で倒したんですよね？」

　この微妙な空気を打破するため、何とか話を切り換える。

　それにこの話は……今の僕に必要なことだ。

　神様にじろーと見上げられていると、アイズさんは少し首を横に傾けて「うん」と答えた。

「でも、リヴェリアにも、助けてもらったから……」

「それでも……」

「……うん、倒したよ」

　──階層主ゴライアスから逃げ出すことしかできなかった自分。

　──かたや単独でそれ以上の階層主てきを打倒した彼女。

　まだ、遥か先にいる。今、見つめ合っているこの距離は幻想まやかしだと言えるほどの、歴然とした隔へだたりが僕とこの人の間には存在する。ちょっと手に入った栄光めいせいなんて、霞んでしまうほどの。

　不甲斐ふがいない自分と、そして募る憧憬を、再確認できた。

「焦あせることはないぜ、ベル君！　ボクと一緒に二人地道に末永くやっていこうじゃないか！」

　いきなり、声を張り上げる神様。

　面食らってしまった僕は、けれどその言葉を聞いて、頰を緩めてしまう。

　憧憬もくひょうのために、必死になって強くなりにいく。

　けれど神様かぞくのために、無茶はしない。この人を一人にはさせない。

　ずっと前に交わした約束を思い出す。神様とアイズさんの、二人の顔を見つめながら……今いま、自分にできることを焦らず、全力で取り組んでいこうと。

　また、再確認した。

「ヴァレン何某なにがし君っ、ボクの許可なく抜け駆けするんじゃない！」

「ごめん、なさい……？」

　目の前で何かを言い争う神様とアイズさんの、そんな二人のやり取りに。

　僕は眉を一杯に下げて、苦笑するように、けれど屈託くったくなく笑っていた。
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　ベル達が野営地に戻ると、間もなく18階層には『昼』が訪れた。

　天井に咲く白水晶と青水晶が光の強さを増していき、ものの十分程度でがらりと階層内の明るさが変わる。ダンジョンの恩恵めぐみに感謝するかのように、北の遠方からモンスターの遠吠とおぼえが鳴り響いた。

「ねぇねぇ、みんなで水浴びしに行こう！」

　正午と昼下がりの境界が曖昧になる中、明るくそう呼びかけたのはティオナだ。

　女性陣が野営地の方々に散らばる前に、アイズやティオネ、ヘスティア達にも提案する。

「またぁ？　あんた何回行けば気が済むのよ？」

「いいじゃ～ん、暇なんだしさ～。ここの清水みずすごい気持ちいいし～」

「そもそも、神ヘスティアの胸なんか見たら、あんた発狂するんじゃないの？」

「し、しないしっ!?　す、するわけないじゃん!?」

　実姉ティオネと姉妹漫才をする実妹ティオナを見やり、リリがヘスティアに顔を向ける。

「どうしますか、ヘスティア様？」

「う～ん……流石に、体を洗いたい衝動はあるなぁ」

　己おのれの体と、薄汚れた服を見下ろすヘスティア。

　18階層に至るまでの道程どうていで汗をかいたのは勿論、派手に地面へ転倒して埃ほこりまみれにもなった。衣服の類はしょうがないとしても、べたついた体は可能なら清めておきたい。

「命ミコト君達はどうだい？　水浴び、付き合ってみるかい？」

「できるなら自分も……千草チグサ殿は？」

「わ、私も……は、はい」

「アスフィ様は？」

「……ヘルメス様」

「あー、いいよーぉ。護衛は一休みだ、好きにしてくれ」

　リリに見上げられアスフィが視線を飛ばすと、ヘルメスは背中を向けたまま、構わず行ってこい、と言うように手を左右に振る。眼鏡の端を指で押すアスフィは「では私も」と同意した。

「アイズも行こう！」

「うん……」

「リーネ達も誘って、見張りを交代交代こうたいごうたいね」

　背後からティオナに抱き着かれるアイズも頷き、女性陣はぞろぞろと移動を開始した。

　ティオネから声をかけられ【ロキ・ファミリア】の女性団員達も付いていった。モンスターが棲息するダンジョンの中で、無防備になる水浴びを見張りなしで行うのも怖いものがある。

　野営地に男性組を残し、ヘスティア達はティオナを先頭に森の奥へ進んでいく。

「じゃーん、ここ！」

『おおー』

　ヘスティア、リリ、命ミコト、千草チグサが口を揃えた。

　目に飛び込んでくるのは、十Ｍメドルほどの段差から水流が落下する、大きな滝だ。

　細かい水飛沫しぶきが薄い霧のように舞い、涼し気な冷気が届いてくる。肌を優しく濡ぬらす水粒の感触もまたくすぐったい。

　案内されたのは、滝の下にある大きな泉だった。周囲は木々と水晶に囲まれ、頭上は巨大な樹の枝葉によって完全に塞がれている。藍あい色に染まる周囲の光景と相まって、森の聖域という言葉も浮かんでくるほどだ。

「いいでしょー、ちょっと前の探索で見つけたばかりなんだ！」

「はい、これは確かに美しいです……」

「少し疑問に思ったのですけど、ティオネ様、この水はどこから流れてくるのですか？」

「万年雪ひょうかいとは違うんだけど、階層の奥に水晶の塊があってね、そこから溶け出しているみたいに水が流れてくるのよ。普通に飲んでも問題なし、というか地上の水より全然綺麗ね」

　ティオナと命ミコトが、ティオネとリリがそれぞれ会話をする。

　この頃になると女性陣の間には既に物怖ものおじも遠慮もなかった。言葉を交わしながら身に付けている服を脱いでいき、ティオネの豊満な胸が、ティオナのしなやかな肢体したいが惜しみなく晒されていく。命ミコトもアスフィも淡々と脱いだ服を地面にするりと置いていき、千草チグサは一人あうあうと赤くなりながら、人より遅く脱衣を始める。

　そしてアイズはというと……擦過音を鳴らし胸当てや手甲てっこう等を脱装した後、己の服に手をかける。隣で服を脱ぎ始める彼女を──正確には形のよいその双丘を凝視するヘスティアは。

　次には豪快に、勢いよく、自分の服を脱ぎ捨てた。

「ふんっっ！　ボクの圧勝だな！」

「何と張り合っているんですか、ヘスティア様……」

　胸を見て、胸を張って。

　その巨峰を誇示するヘスティアに、アイズは脱いだ服を持ったままうろたえている。下着を足から引き抜き全裸になろうとしているリリが、げんなりした視線を幼い女神に送った。

「ちなみにこの髪飾りはベル君にもらったものなんだぜ！　あの子の真心こもった贈物プレゼントさ！」

「ちょ、ヘスティア様その話を詳しく……！」

　二つに結わえられていた髪を解ほどき、小鐘の髪飾りを見せつけるヘスティア、彼女に詰め寄るリリ。アイズは興味深そうにその蒼い髪飾りを覗き込む。

　一部喧騒が絶えない中、見張りの者達に囲まれながら女性陣の水浴びは始まった。




「……頃合だな」

　軽く顎を上げたヘルメス様が、そう呟つぶやいた。

「えっ？」

「ベル君、オレに付き合ってくれないか？」

　野営地で何をするわけでもなく過ごしていると、ヘルメス様が僕の目の前まで近付く。

　まるで誰かに聞かれては不味いように、そっと声をひそめた。

「オレはこの時を待っていたんだ。いや、この時のために迷宮ここまで来たと言っても過言じゃない……君と二人きりになれた、この時をね」

　僕と、二人きりになるのを待っていた……？

　大事な話がある、とヘルメス様はそうおっしゃっているかのようだった。開かれた切れ長の瞳は普段のおちゃらけている雰囲気を消し、真剣な眼差しでこちらを見据えてくる。

　一度も目にしたことのないヘルメス様の表情に、ごくりと喉を鳴らす。辺りを窺うとヴェルフも桜花オウカさんも少し離れたところで腰を下ろし、こちらの様子には気付いていない。

　緊張を覚えながら、ゆっくりと頷いた。

　ヘルメス様は「付いてきてくれ」と言って静かに移動を始める。誰にも止められることなく野営地を出て、ひっそりとした森の奥へと入っていった。

「……あの、ヘルメス様、どこまで？」

　黙って付いてきた僕は、一向に歩みを止めないヘルメス様の背へ問いかける。

　既に森のかなり奥へ進んでいる。人の気配はすっかり途絶え、そろそろ密談を持ちかけられてもいいように思えた。

「……よし、これがいいな」

　とある木の前で足を止めるヘルメス様。

　幹が太く、丈夫そうな大樹だ。ヘルメス様はとても慣れた動きで、その長い手を、足を、枝や木の表面にかけてよじ登り始める。

　ぽかんとしていた僕は、「さぁベル君も、早く登ってくるんだ」と言われ慌てて後を追う。二人して木をよじ登って、恐らく、かなり情けない絵になっているんじゃないだろうか。

「あ、あの、ヘルメス様？」

「思った通りだ。見ろベル君、これなら十分に枝を伝って進める」

　木の上で話を切り出されるのかと思っていると、ニヤリと、どこか男前に笑いかけられる。

　言葉通り、幹の最高点であるこの場からはいくつもの太い枝が伸び、文字通り枝分かれして、ちょっとした空中回廊を作り上げていた。不可解まぬけな面持ちしかできない僕を他所に、ヘルメス様は「ほっ！」と言って入り乱れる枝道を進み出す。

「ヘ、ヘルメス様、あの、話があるんじゃなかったんですか!?」

「話？　やだなぁベル君、オレはそんなこと一言も言ってないぜ？」

　ちょ、と呟く間にもヘルメス様は枝を伝い、曲がりくねる枝葉から枝葉へ、別の大樹へと飛び移り、日の光を受け止める木々の屋根の中を進んでいく。無駄に飛び抜けた平衡バランス感覚。

　身軽な神様を必死に追いかけ、じゃあ一体何で、と声を張り上げようとしたところで──ぴたっ、とヘルメス様は足を止め、こちらを振り返った。

　晴れやかな笑み。くいっと、親指で示されるとある方向。

　その方角から聞こえてくるのは……ドドドドド、という滝の音。

「ここまで来たら、わかるだろう？　──覗きだよ」

「!?」

　目をひん剝く僕に対して、ヘルメス様は世界の摂理を説くように語り出す。

「女の子達が水浴びをしているんだぜ？　そりゃ覗くに決まっているだろう？」

「決まってませんよ!?」

「今更恥ずかしがるなよベル君。どうせいつもヘスティアと背中を流しっこしてるんだろ？」

「してませんよっ!?」

　なに言ってんだこの神ひと!?

　赤面しながら叫ぶ僕に、食えなさ過ぎる目の前の神物じんぶつはハハハハッと笑声を上げながら蝶ちょうのように前進を再開する。死にもの狂いで追うけれど、既に場所の目星はつけていたのか、ヘルメス様は淀よどみなく迷わずに滝の方角へと突き進んだ。

　僕が追い付いた頃には、瀑布の音は、既に葉々の壁を一枚隔てた先にあった。

「駄目ですっ、止めましょうヘルメス様!?　こんなことしたらいけませんよ……!?」

「ベル君、ここで騒いだら、第一級冒険者達には簡単にバレてしまう」

　はっ、と反射的に口を手で押さえてしまう。枝の下方を見下ろすヘルメス様の視線を追うと、少なくない女性団員達──見張りが辺りを哨戒しょうかいしていた。

　目を大きく見開いて顔を振り上げれば、ニコリと清々しい笑みを浴びせてくるヘルメス様。こんなに美しくて下劣ゲレツな笑みは初めて見た。

　滝の大音に加え葉々が濃いためか、見張りの人達も、アイズさん達も、頭上にひそむ僕等の存在にまだ気付けてはいないようだ。

「ヘルメス様、ヘルメス様っ、駄目ですっ、殺されちゃいます……!?」

「情けないなぁ、ベル君。覗きは男の浪漫だぜ？　君とは美味うまい酒が飲めると思っていたのに……君の育ての親は一体何を教えてきたんだ」

　二人して屈かがみ込みながらじりじりと前に進む中、その言葉を告げられ、ハッと胸が揺れた。

　覗きは、『男の浪漫』……？

　胸の奥が掘り起こされる感覚。遥か昔、幼少の頃、あの祖父そふは幼児ぼくに一体何を洗脳きょうじしていただろう。意識に黒い瘴気しょうきが立ち込め始め、思考がぶれ出す。

　暗黒きおくの蓋がこじ開けられようとしたけれど──水浴びを楽しむアイズさん達の無邪気な声が聞こえてきて──全力で蓋を閉め直した。

『出せぇー』という闇の声を封印し、一瞬でも過よぎってしまった邪よこしまな感情を振り払う。理性いまが祖父かこに打ち勝ち、僕は目の前の肩へ不躾ぶしつけながらも手を伸ばした。

「か、帰りましょう、ヘルメス様っ!?」

　腰を上げ、前のめりになって、ヘルメス様を強引に後ろへ引き戻そうとする。

「あっ、そんな暴れたら……」

　直後。

　ボキッ、と軋んでいた枝が悲鳴を上げ、視界が上下に揺れる。

　僕とヘルメス様が屈み込んでいた太枝、それが根もとから中途半端に折れたのだ。

　傾く枝の先でヘルメス様は何とか持ち堪え、そして前のめりになっていた僕は、ぽーん、と。

　簡単に、宙へと投げ出された。


「────いいいいいいいいいいいいいいいっ!?」



　枝葉を突き破り、舞い上がっている水粒を顔一杯に浴びて。

　瞬く間に水面が迫った後、ドボンッ、と水飛沫を上げ着水した。

「げほっ、ごほっ、ごふっ!?」

　水深が深かった落下地点から勢いよく顔を出す。

　肺に水が入ってしまい混乱した。前へ転ぶように、慌てて浅瀬へと避難し、ばしゃりと水面に手足を付いて四つん這いになる。

　盛大に咳せき込んだ後、はぁ、はぁ、と荒い息を繰り返した。

「……アルゴノゥト君？」

　びくっ、と頭上から降ってきた声に、体が震えた。

　揺れる青い水面に息を吞んだ顔が映る中、おそるおそる視線を上げる。

「なになにっ、君も水浴びしに来たの？」

「大人しそうな顔をして……やるわねぇ、あんたも」

　う──うぁあああああああああああああああああああああああああああああああ!?

　眼前にいたのは双子の姉妹。ティオナさんは僕の顔を覗き込むように前屈みに、ティオネさんは長い髪の一房をすくいながら悠々とたたずみながら。

　その小麦色の肌の、全裸を、何も隠すことなくこちらを見下ろしている。

　──アマゾネスは恥じらいがない!!

「な、なななななっ……!?」


「え、えぇぇぇぇっ……!?」



「まさか……ヘルメス様？」

　視界右、真っ赤になりながら立ちつくす命ミコトさんと、その場で勢いよく水中に浸かる千草チグサさん。

　眼鏡を外しているアスフィさんは一瞥いちべつをくれた後、恐ろしい眼光で頭上を見上げる。

　ぎくり、と僕の落ちてきた辺りの枝葉が揺らめいた。

「ベル君、君きみってやつは……！」

「な、何をなさっているんですかベル様ぁ!?」

　視界左、髪を下ろしたヘスティア様は水底に足がかろうじて届いているのか、その大きな胸の上半分を水面に浮かせた状態で、赤く呻いて。
















　リリも似たような体勢で、甲高かんだかい悲鳴を散らした。

「……ぁ」

　そして、視界奥、光景の中心。

　流れ落ちる滝を背にして、体を抱くように胸を隠すアイズさんが、頰を紅色に染める。

　濡れた美しい金の髪と、玉の肌、そしてほっそりとした首筋からくびれた腰まですぅと伝っていく一筋の水滴。

　彼女の体を鮮明に目へ焼き付けてしまった僕は、一瞬で真っ赤に染まり上がり。

　音を立てて、頭を爆発させた。

「ご──ごめんなさぁああああああああああああああああああああああああああああいっ!?」

　泉から決河の勢いで飛び出し、襲いかかってきた見張りの人達も瞬く間に置き去りにして、僕は生涯最高速度で逃げ出した。
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　森を縦横無尽に駆け抜けた。

　とにかく前進して、とにかく逃走して、立ちはだかる巨木が現れては直角に曲がって進路を変える。頭のおかしくなった兎うさぎのように走って走って走って、走り続けて。

　ややあって、ふと気付くと。

「ま、迷った……」

　ようやく全身を焦こがしていた赤熱が収まり、冷静さを取り戻して立ち止まると、周囲にはどことも知れない景色が広がっていた。全く見覚えのない折れた大木に水晶の畑、野営地近くの森と異なって木々の屋根は薄く、白い光が差し込む一帯は明るい。

　ここは森の南部？　東部？　それとも南東？

『リヴィラの街』から見渡した大森林の全体図を必死に思い出しても、現在地は全く絞り出せそうになかった。昨日訪れたばかりの場所に、土地勘なんて存在する筈もない。

　完璧な、迷子だ。

『グウゥゥ……』

（バ、『バグベアー』……!?）

　のっそりと姿を現した熊のような大きな影に、慌てて身を隠す。

　確か……『力』や『耐久』はミノタウロスにやや劣るものの、その巨体に似合わない敏捷力で獲物を追い詰め八つ裂きにしてしまう、19階層から出現するモンスターだ。素早い猛牛ミノタウロスなんて悪夢あくむ過ぎる。バグベアーはお腹なかが空いているのか、あるいは好物なのか、雲菓子ハニークラウドが実った木に夢中で縋り付き、果実を片っ端から食べていた。

　鼻と口を両手で押さえ、心臓をばくばくと震わせながら、背にした大木の裏でモンスターが離れていくのを待ち続けた。

（ほ、本当にこのままじゃ不味い……!?）

　普通にモンスターが棲息してしまっている森に、危機感が募る。

　アイズさん達に聞いた話だと、18階層では他階層から来るモンスターが増え過ぎないように、『リヴィラの街』の冒険者が定期的に狩りへ繰り出すらしい。けれど、流石にこんな森の奥深く──恐らく奥深い筈──までには手が入らないのだろう。

　迷った森の中で、更に周辺を跋[image: 扈]ばっこするモンスター。今、自分がどのくらい危険な状況に置かれているのか思い知らされる。

　何とか『夜』が訪れる前に森を出ないと……！

　泥沼に陥っている錯覚に襲われながらも、僕は当てもなく歩き続けた。

（あ……水の音？）

　耳が拾った音に、意識が飛び付く。

　せせらぎとは違う、水をすくっては落とすような……自然なものではまずない。

　モンスターが水辺で何かをしている可能性も否めなかった。むしろ確率としては高い。僕は迷った挙句あげく、乾いている喉の飢えにも押され、音のする方向へとつま先を向けた。

　地面に倒れて折り重なっている大木の群れを上っては、穴のような隙間をくぐる。纏わりついている緑の苔にずるっと足を取られながらも、かろうじて踏みとどまり、ひやっとしながら水の音源へ近付いていく。ギャァ、ギャァ、と鳥のようなモンスターの鳴き声がどこからか聞こえてきた。

　森は再び日差しを遠ざけ、薄暗くなり、藍色を帯び始めていった。

　まるで短い列柱れっちゅうのごとく、地面から等間隔に生えてぼうっと光る幻想的な水晶に、導かれるように足を進めていくと……。

「──」

　森が開け、泉が現れた。

　そして僕は、泉の中心にいるものを捉とらえ、発する言葉をどこかに置き忘れてしまう。

　妖精が、いた。

　一糸纏わない姿で、その雪のような白い素肌を──ほっそりとした背中をこちらに向け、水浴すいよくをしている。両手で水をすくっては、こぼさないようゆっくりと、自分の髪へ塗り込むようにして洗っていた。

　冗談ではなくて、本当に、お伽噺とぎばなしの中に迷い込んだのかと思った。

　妖精の水浴び。森の中をさまよった先で偶然に巡り会う、泉の美しい乙女。

　物語の筋書き通りだった。時を彼女に奪われているくせに、そんなことだけは考えられる自分が存在している。

　ちゃぷ、ちゃぷ、と音を鳴らし水面に波紋を生むその妖精は、長く尖とがった耳を持ち、肉付きの薄い細身の体をしていた。

　木に手をついたままその光景に見入る。今ばかりは浅ましい感情が生まれる余地がない。

　確か、この後、お伽噺では。

　妖精の水浴びを目撃したその人物は、問答無用で矢を射られたような──。

「──何者だれだ！」

　瞬間、光が走った。

　鋭い一声とともに白刃が投擲とうてきされ、手をついていた木──僕の顔の真横に、小太刀こだちが突き刺さる。ドグシャッ、と耳の側で悲鳴を上げた幹に、ひゅっ、と喉が凍った。

　空色の瞳を吊り上げる妖精エルフ、リューさんは。

　左腕で胸を隠し、小太刀を放った右手を伸ばしたままの体勢で睨み付けていたけれど……覗き見をしていた人物が僕だとわかると、怪訝けげんそうに眉をひそめた。

「クラネルさん？」

「……すっ、すいませんでしたぁああああああああああああ!?」

　名を呼ばれたことで硬直が解け、僕はその場で飛び跳ねるようにして土下座ドゲザを行った。

　非礼を詫びるように地面へ額を叩きつける。

　何やってんの、何やってんのっ!?　時を待たずして同じ過ちを繰り返すなよ!?

　もうこれで二回目だよ!?　と僕は心の中で盛大に自分を罵った。これじゃあヘルメス様のことだって言えやしない。

　耳まで真っ赤にしてぎゅううっと目を強く閉じていると、ふぅ、という吐息が聞こえた。

　びくりと肩を震わせると、リューさんから声が投げかけられる。

「後ろを向いていてください」

「は、ハイッ」

　顔は上げず、正座したまま回転。視界が泉から森に移り変わったところで上体を起こし、石のように固まって時を待つ。

　汗がダラダラと流れ落ちる中、背後から響いてくる衣擦きぬずれの音。リューさんが服を着ているのだろう、僕は性懲しょうこりもなく頰をかぁぁっと赤く染めた。

「もう結構です」

　おそるおそる振り返ると、リューさんは昨日見た戦闘衣バトル・クロスに身を包んでいた。

　ショートパンツとロングブーツ。上衣の上に例のケープを羽織りつつも、フードは被ってない。隠れていないエルフの美貌が僕の瞳を打つ。

「まず、弁明を聞きましょう」

「は、はいっ!?　そ、その、ですね、えーと……！」

　目の前までやって来るリューさんに僕も立ち上がり、成り行きを説明しようとしたけれど……ここに至るまでの経緯があれ過ぎて、口を塞ぎたくなる。覗きをした後に覗きをしでかしました、って何だよ。

　咄嗟に噓をつこうとして……止めた。

　目の前にある澄んだ空色の瞳に、噓偽りを語ることは、酷く恥晒しのように思えたからだ。

　口をじれったく開いて閉じて、やがてたどたどしく語り始める。無限にも思える悪行の告白を、リューさんは身じろぎ一つせず、黙って聞き入る。

　全てを話し終えた僕は、力つきたように、うなだれた。

「クラネルさんの事情はわかりました。この後、【ロキ・ファミリア】の野営地までお送りしましょう」

「……ゆ、許して、くれるんですか？」

「許すも何も、貴方には非がありません。私が責めるのはお門違いです」

「ぼ、僕が噓をついているとは……？」

「クラネルさん……謙虚なのは美徳でもあるのでしょうが、自分を貶おとしめるような真似は止めなさい。貴方の悪い癖だ」

　少し怒ったように見えたリューさんに、僕は「ご、ごめんなさい」と素直に謝った。

　自分を貶める真似……僕が僕に対してした侮辱ことも、この人は真剣に怒ってくれているのだろうか。

　立ちつくしていると、リューさんは一度僕から離れていく。水浴のために脱装していた、木刀を始めとした武器を回収しているようだ。

　最後に小鞄ポーチをケープの下に身に付け、彼女は「お待たせしました」と戻ってきた。

「……ええっと、遅くなっちゃいましたけど、わざわざ助けに来て頂いてありがとうございました。こんなところまで……」

「いえ、気にしないでください。私も遠からずこの階層には足を運ぶ予定だったので」

　思いもよらなかった返事を聞いて、えっ、と目を軽く見開く。

　リューさんはそのまま言葉を続けた。

「先に寄るところがあるのですが、お時間を頂いてもよろしいですか？」

「あ……大丈夫です」

　ありがとうございます、と告げて彼女は歩き出す。

　少しその横顔を見つめてから、僕も大人しく後に従った。

「リューさん、あの……もしかして、今までずっとこの森に？」

「はい」

「どうして、みんなと野営地に来なかったんですか？　モンスターもいるのに、こんなところに一人で……」

「少々野暮やぼ用があったのと、あまり顔を見られたくなかったので」

　普段と変わらず、リューさんは淡々と話す。

　ヘルメス様もおっしゃられていた……何かの事情が関係しているのだろうか。

「神ヘルメスから、もう私の話は聞きましたか？」

「いえ、何も……」

「……本当ですか？」

「は、はい」

「私の早とちりでしたか……」

　前を向いている彼女から、苦笑する気配が伝わってくる。

「いえ、ここまで来てしまえば、もう隠し立てする必要もありませんね。行きましょう」

　なんだろう……この先に、リューさんにまつわる何かがあるような口振りだ。

　昔、冒険者を名乗っていたという彼女自身の言葉も思い出しながら、僕ははぐれないよう目の前の背中に付いていく。

　リューさんはこの森の地理を知りつくしているようで、確固とした足取りで木々と水晶の間を進んでいった。モンスターとも遭遇せず、二十分ほど時間をかけたところで、彼女の目的地に辿り着く。

「ここ、は……」

　狭い木々のトンネルをくぐった先にあったのは、墓場だった。

　僅かばかりの空間が開けており、周囲は細い木立と水晶によって囲まれている。

　頭上から差し込む一筋の光の下、木の一部を紐ひもで結ばれ作られた十字の墓が、いくつも並んでいる。

「……彼女達に花を手向たむけるために、時折ミア母さんから暇をもらっています」

　リューさんは十以上ある墓の一つ一つに、手に持っていた白い花を添えていく。

　野暮用とは、あの美しい白花を、この森で集めることだったのだろうか。

　彼女は小鞄ポーチにも手を入れ、取り出した瓶びん──お酒を、特定の墓に順々に飲ませていった。

「リューさん、これって──」

「私が所属していた、【ファミリア】の仲間達の墓です」

　呆然としている僕に向かって、エルフの彼女は静かにそう告げた。

　顔を上げて見つめてくる空色の瞳に、一瞬吸い込まれそうになる。

「私の素性を知る者が現れたなら、いずれ貴方にも知れるでしょう。……自らの口で話せなかったことを、後悔したくはない」

　身勝手ですが聞いてもらえますか、と。

　そう尋ねるリューさんに、僕は頷いていた。

「私は、ギルドの要注意人物一覧ブラックリストに載っています」

「!?」

「冒険者の地位も既に剝奪はくだつされています……一時期は賞金も懸けられていました」

　いきなり、信じられない言葉を聞いた。

　顔を隠し、他人に正体を悟られないよう僕達と別行動を取っていたのも……それが理由？

「私が所属していた派閥は【アストレア・ファミリア】……正義と秩序を司る女神アストレア様のもとで、当時の私は少なからず名を馳せていました」

　リュー・リオン。彼女の真名まな。二つ名は、【疾風しっぷう】。

　本名フルネームは知られておらず、当時から素性が謎に包まれていた、覆面の冒険者。

「私達の【ファミリア】は迷宮探索以外にも、都市の平和を乱す者を取り締まっていました。その分、対立する者も多くいた」

　ほんの五年前まで、オラリオは今と比べものにならないほど『悪』が蔓延はびこっていたと言う。

　正義の剣つるぎと翼が刻まれたエンブレム、主神アストレア様の名に誓い、リューさんは仲間達と一緒にオラリオの秩序安寧に尽力していたらしい。

「ある日、敵対していた【ファミリア】にダンジョンで罠わなに嵌はめられ、私以外の団員は全滅……遺体を回収することもできず、当時の私はこの18階層に仲間達の遺品を埋めました」

「それが、このお墓なんですか……？」

「はい。彼女達はこの階層ばしょが好きだった」

　自分達が死んだらここに埋めてくれと、いつも冗談を交わしていた、と。

　当時のことを思い出しているのか、リューさんは唇を曲げ、目を伏せがちにする。

「……生き残った私は、アストレア様に全てを伝え、そしてこの都市からお一人で去ってほしいと頭を下げました。何度も懇願する私に、あの方も受け入れてくれた」

「か、神様を、都市から逃がしたんですか？」

「いや、違う」

　もっと自分本位で、浅ましい動機だと、リューさんは頑かたくなに否定する。

「激情の言いなりになる醜い私の姿を、あの方に見てほしくなかった」

　そして当時の感情の一端を覗かせながら、彼女ははっきりそう言った。

「仲間を失った私怨しえんから、私は仇かたきである【ファミリア】に一人で仇討あだうちしました」

「ひ、一人で……!?」

　闇討ち、奇襲、罠、手段を厭いとわない襲撃に晒され──敵方の【ファミリア】は壊滅。

　たった一人のエルフの手によって、大組織であった敵対派閥は息の根を止められた。

「あれはもう正義ですらなかった。復讐に突き動かされた私は、彼かの組織に与くみする者、関係を持った者……疑わしき者全てに襲いかかりました」

　それが、ギルドの要注意人物一覧ブラックリストにも載ったことの顚末てんまつ。

　行き過ぎた報復行為は、冒険者や組織、商人問わず、多くの者から恨みを買った。彼等によって賞金も懸けられた。

　何も顧みず派手に動き回った代償……それまでの行いを差し引いても、ギルドはリューさんを罰しないわけにはいかなくなったのだ。癒着していたとされる一部の職員みうちにも歯牙しがが及んだとなれば、なおさら。

　都市外へ逃れた主神アストレア様がご存命していることで恩恵ステイタスも残り、『疾風』は都市全体を駆け抜け、怒りの赴くまま波乱をもたらした。

「……その後は、どうなったんですか？」

「力つきました。全ての者に報復した後、誰もいない、暗い路地裏で」

　もともと、死ぬ覚悟だったのだろう。

　復讐をやり遂げ、主神も、仲間も失った彼女を生に繫ぎ止めるものは、既になかったのだ。

「血に濡れて、汚泥にまみれ……愚おろかな行いをした者には、相応しい末路だった」

「……」

「けれど……」

　──大丈夫？

　温かい手が、汚れ切った彼女の手を取った。

　シルさんが、路地裏に一人倒れていたリューさんを助けたのだ。

　彼女の献身──当時のリューさんに言わせればしつこいお節介を何度も焼かれ──によって、彼女は生の道に連れ戻されたのだと言う。

「私を助けたシルは、ミア母さんに頼み込んで、『豊穣の女主人』の一員として迎えてくれました。……地毛も、強引に染められてしまいましたが」

　冒険者時代は常に覆面を纏っていたので、疾風リオンの名を伏せ、髪を染めてしまえば、周囲にばれることはなかったのだと言う。

　優しい声音で、リューさんは現在の自分に至るまでの話を締めくくった。

「……耳を汚す話を聞かせてしまって、すいません」

「そ、そんなっ」

「詰まるところ、私は恥知らずで、横暴なエルフということです……クラネルさんの信用を裏切ってしまうほどの」

　冷静な表情のまま、自嘲に似た言葉を言うリューさんに、僕はぐっと喉を詰まらせる。

　気の利いた言葉なんて全く思い付かなかったけれど、咄嗟に、言い返す真似をしていた。

「リューさんッ。……自分を貶めるような真似は、止めてください。僕も、怒ります」

　空色の目が見開かれる。

　一瞬啞然あぜんとした彼女は、やがて。

「これは……一本取られましたね」

　ほのかに、唇を緩めた。

　笑みには届かない、けれど少し細められた瞳。

　リューさんの台詞せりふをそのまま引用しただけの、盗人ぬすっとのくせに、僕はちょっぴり誇らしい思いだった。彼女の顔から、頑固な冷たさが少し取れたから。

　一筋の日差しが草の生えた地面、そして墓場を照らす中、穏やかな空気が僕達の間に流れる。

「……あの」

「何ですか？」

「リューさんは、どうしてこのオラリオに来たんですか？」

　今なら聞けると思った。

　多くの人が野望や希望を持って訪れる、このオラリオに来た彼女の目的を。

　僕と彼女がこうして出会うことのできた、理由を。

「……」

　口を僅かに開いたリューさんは、一度頭上を見上げた。

　木と葉の間から差す白い光に、目を細める。

「……私達は、エルフは、見目麗しいとされる種族です」

　薄く開いた目を、地面にさまよわせながら。

　リューさんはやがて話し出してくれた。

「容姿が美しいと、自他ともに称えています。事実、その通りではあるのでしょう。誇り高く、潔癖で、他者の肌の接触を容易には許さない……」

「……」

「他の種族に対しては、外も内も醜いと、交流を嫌って里の森に閉じこもる者もいます。少なくとも、私が住んでいた里ではそういった者がほとんどでした……」

　ですが、と彼女は続ける。

「自分達以外のものを認めず、汚らわしいと見下す同胞の姿を見て……私は思ってしまった」

　そして再び、ゆっくりと白い日差しを仰いだ。

「見目麗しいエルフこそが、その実、一番醜いのではないのかと」

　その考えは、強い仲間意識を持つエルフの中では異端なものに違いなかっただろう。

　自らに誇りを持つ里の者達の中で、彼女だけが疑問と、嫌悪を抱いてしまったのだ。

「一度そう考えてしまったら、もう止まらなかった。私は恥じ入るように生まれ故郷を出て、里の外をさまよい……このオラリオに辿り着きました」

「偶然、ですか？」

「いえ……オラリオには神も人も精霊も、種族の垣根を越えて、多くの者が集まると聞いていました。ここでなら私は、何かを見つけられるのではないかと……いや、違いますね」

　当時の自分を振り返るようにして、リューさんは自分の手を見下ろす。

「私は、尊敬し合える仲間が欲しかった」

　エルフの文化、エルフの風習に囲まれて育ってきた彼女が、手に入れられなかったもの。

　種族や容姿は関係なく、互いに人格を認めて敬い、笑い合える友人。

「期待してこの都市に訪れた私は……けれどすぐに愕然としました。私は同胞以外に肌を晒せず、覆面を被り続けたまま、挙句に差し伸べられる手をことごとく打ち払った」

　染しみ付いたエルフの風習は……リューさんを縛り続けていたのか。

　里とは違う、美しい容姿に集まる好奇の視線に彼女は耐えられなかった。『認めた相手でなければ肌の接触を許さない』というエルフの特質も──とうとう矯正きょうせいできなかった習性も、彼女をより苛さいなんだのだろう。

「飛んだ笑い種ぐさでした。里を嫌って飛び出したくせに、里とは異なる外の世界に私はうろたえ、動揺し、自ら拒むように壁を作った」

　それがこのオラリオで覆面を取れなかった理由。

　結局けっきょく里の者と変わらない、エルフの枠から抜け出せない自分自身に彼女は失望したと言う。

　自分こそ他者を見下しているのではないか、と。

　同胞エルフに抱いていた筈の感情は、巡り巡って己へと返り、その心を一層深く傷付けたのだ。

「私は変われなかった。結局、私は鼻持ちならないエルフでしかなかった」

「リューさん……」

「でも」

　一瞬、リューさんの口調が変わった。

　それから彼女は目の前まで歩み寄り、そっと、僕の手を握る。

「──え」

「こんな風に、私の手を取ってくれる人が、握れる人がいたんです」

　リューさんと、握手していた。

　握ってしまえば折れてしまいそうなほどにか細く、少しひんやりとした柔い感触に、僕はたちまち赤面した。

「これで貴方とは、二回目ですね。覚えていますか？」

「は、はいっ!?」

「ナイフをなくした騒ぎがあった、あの時のことです」

　動転する僕は、最初何を言われているのかわからなかったけれど、握っている手の感触が記憶を呼び起こす。変身したリリに《神様のナイフ》を盗みかけられた時の、あの一件だ。

　ナイフを持っていた彼女の手をどさくさに紛れて摑んでいたのだと、はっきりと思い出す。

「あの時は本当に驚いた。いきなり手を握ってきた貴方にも、打ち払わなかった私自身にも」

　今まで見たことのない、意地悪そうな眼差しを浮かべるリューさん。

　あの時、斬られたとしても文句は言えなかったのか……と僕は遅まきながらその事実に気付いた。依然顔を赤らめながら、引きつった笑みを浮かべる。

「私が最初に手を振り払わなかったのは、貴方で三人目です」

　手を握りながらリューさんはそう告げた。

　──なに、名前はリュー？　言いにくいわね、今日からあんたのことはリオンって呼ぶわ！

　一人目は、自分を【ファミリア】に誘った快活な少女の冒険者。

　──大丈夫？

　二人目は、冷たくなっていく自分に温もりを、居場所を与えてくれた心優しい酒場の少女。

　そして、三人目が……。

「そんな不思議そうな顔をしないでください。私まで馬鹿にされている気分になる」

「ごっ、ごめんなさいっ!?」

「冗談です……今日まで貴方の言動を目にしてきました。その上で貴方の弱さが、至情が、ひた向きな意志がわかった」

「リュー、さん……？」

「クラネルさん、貴方は優しい」

　目の前の彼女の雰囲気に、僕が名前しか呼べないでいると。

　空色の瞳が一度瞼を閉じ、そしてすぐに、ゆっくりと開いた。

「貴方は、尊敬に値するヒューマンだ」

　リューさんが、笑った。

　冷静然とした顔立ちから溶けて出てきた淡い笑み。

　その細い眉を柔らかくして、小振りな唇が綻ぶ。

　清楚せいそな白い花のようなリューさんの笑顔に、僕は、一瞬で真っ赤になった。

「……ぅぅ」

「クラネルさん？」

　今更ではあるけど、エルフの笑顔は危険なものだと、身を持って思い知らされる。

　特に、常日頃から顔を凛々りりしく構えているエルフの笑顔は凶悪だ。本命がいるのに見惚みとれてしまう、僕みたいな大馬鹿野郎を骨抜きにする、伝家の宝刀。

　その美しい容姿だけじゃないんだ、エルフは。

　気を許した相手だけに見せる可憐な笑顔。

　白い日差しと、揺れる墓場の草花、そして首を傾げる彼女を目の前にしながら。

　僕は、何でエルフが他の種族に人気があるのか、わかったような気がした。
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「いてててっ……顔が変形したらどうするんだ、アスフィ」

「自業自得ですっ」

　18階層は既に『夜』へと変わっていた。

　森に設けられた野営地からこそこそと抜け出す二つの影は、ヘルメスとアスフィだ。

「神の一柱が覗きだなんて……恥を知ってください！」

「男神オレらの間じゃあ、覗きはしてなんぼなんだけどなぁ」

　覗きの一件から行方ゆくえ不明になっていたベルは、夕餉の直前には帰ってきていた。神に唆されたということで彼は手厳しく注意されるにとどまり──自らも地面に埋まるほど土下座を繰り返し──体罰は元凶ヘルメス一人に収まっている。

「……それで、こんな夜な夜な連れ出して、どこへ向かう気ですか？」

「こんな夜な夜な、女を侍はべらせて行くところなんて、決まっているだろう？」

　闇に沈んだ大草原を行く中、西の方角では『リヴィラの街』の灯りが揺らめいている。

「酒場だよ」




「くそがっ！」

『リヴィラの街』にある数少ない酒場の一つ。

　天然の洞穴くうどうを利用した店内には小汚い絨毯じゅうたんが敷かれ、お粗末な椅子いすとテーブル、壁には携行用の小型の魔石灯がかかっている。壁面の一部や天井の隅には蒼く光る水晶も生えていた。

　冒険者がたむろするそんな一風変わった店の中で、一人の男が杯さかずきを叩きつける。

「荒れてんなぁ、モルド」

「うるせぇ！　あのガキッ、どんな手品使ってここまで来やがった……調子乗りやがって！」

「なんだ、妬みか」

　怒いかるモルドに、周囲で酒盛りをする冒険者達はドッと笑う。

　選ばれた上級冒険者しか到達できない『リヴィラの街』には、ほぼ固定された顔ぶれしかいないこともあり、長期にわたって利用すれば利用するほど顔見知りが増えていく。

　この酒場の常連客、所属派閥は違えど、モルド達とは気が置けない程度に交友があった。

「てめえ等も他人事ひとごとじゃねえぞ!?　生意気な新人ルーキーが、昇格ランクアップしてから大して経ってもねえのに中層中間区ここへやってきたんだ！　ン年も前からいる俺等はさぞかしいい笑い者だろうなぁ！」

『豊穣の女主人』での私怨を絡めつつも、モルドの言葉は的を射ていた。

　この場にいる彼等には、オラリオで数少ない上級冒険者であるという小さくない自負がある。そこへぽっと出の新人ルーキーに土足で踏み込まれたとなれば、胸中穏やかではない。

　その新人ルーキーが、一部の神々に騒がれている話題の『兎』となれば、なおさら。

　モルドの一喝に、酒場は水を打ったような静かに包まれた。

「一丁前に火精霊の護布サラマンダー・ウールなんて揃えやがって……焼きを入れねえと腹の虫が治まらねぇ」

　街リヴィラでも殊更貴重こうかな酒をぐいっとあおり、モルドは怨憎えんぞうの声を吐いた。

「けどモルド、叩きのめすって言ってもどうすんだ。あのガキ、【剣姫けんき】と一緒にいたぞ」

「ヘルメスのところと、確か……タケミカヅチの奴等やつらともつるんでるみたいだ」

　同じテーブルにつく、モルドの仲間の二人が懸念を口にした。

「ここにだってまぐれじゃ来れねえだろう……【リトル・ルーキー】も相当ヤるんじゃねえか？」

「ごちゃごちゃ言ってんじゃねえ！　力を貸すのか、貸さねえのか、どっちだ!?」

　周囲の者の指摘に、モルドの怒声が再び放たれる。

　酒場の冒険者達は顔をしかめつつも、その瞳を鋭い光で固めつつあった。モルドと同じように、機があれば腰に佩はいた得物を抜き放つような剣吞けんのんさがある。

「あいつ一人を、誘き出しさえすりゃあ……」

　ベルは、目立ち過ぎたのだ。

　昇格ランクアップも中層への進出も、間を置かずに、何もかもが速過ぎた。

　上級冒険者かれらの反感をこうまで買ってしまうほどに。

「おー、わかりやすいくらい盛り上がってるなぁ」

　ばっ、と酒場の者達の目が全て入り口へとそそがれた。

　視線を浴びるのは、ずかずかと店内に入ってくるヘルメスとアスフィだ。

「……何の用ですかねぇ、神の旦那。酒を飲みに来たなら、とっとと地上へ帰っちまった方がいいですぜ」

「はは、悪巧みの話が聞こえてきてね。ついつい足を運んでしまったのさ」

　すっ、と冒険者の一人が酒場の入り口を体で塞いだ。

　話を聞かれた以上、ベルと行動をともにしていたヘルメス達を逃がしてはおけないと、酒場の者達は意思表示をこの上なく明確にしていた。

　最近こんなことばっかりだと、アスフィがヘルメスの背に隠れながら溜息をつく。

「だとしたら、どうするんで？　そのお供一人で俺達の悪巧みを止めさせますか？」

「なに言ってるんだ、好きにすればいい。オレに気にせずその物騒な話を続けてくれ」

　はっ？　とモルドは呆ほうけた。

「オレは君達みたいな無法者こどもも大好きだぜ？　この下界は優等生ばかりじゃつまらない」

　目を弓なりにして、ヘルメスは笑い続けている。

　その本性を──下界の万物を『娯楽』と捉える神の性さがを、垣間見せる。

　清濁併せ吞む、ではなく、清濁併せ持つ。

　怪物モンスターより得体の知れない目の前の存在に、モルドは但ただしく気圧された。

「ベル君を襲いたいんだろう？　何だったら、今後のオレ達の予定を教えておこうか？」

「……信用していいんですか、神の旦那？」

「おいおい、オレはヘルメスだぜ？　子供に噓はつかないよ」

　おいモルド、という仲間からの声を無視し、神との取り引きが行われる。

「オレは間違っても協力できないけど……そうだな、化物も倒す勇気のお守りだったら、君達に貸してあげてもいい」

　そう言って、ヘルメスはアスフィからとある道具を受け取り、モルドの眼前に晒す。

　それは小型の兜だった。形状から言うとむしろ帽子に近く、前部には鍔つばも伸びている。

　色は地の底に沈められたかのような漆黒だ。

「これは……」

「【万能者ペルセウス】が作った魔道具マジックアイテムさ。効果のほどは保証しよう」

　モルドは息を吞み、様子を窺っていた者達も目の色を変えた。

　オラリオに名を轟かす稀代の魔道具作製者アイテムメイカーの作品。『魔法』、『スキル』と並ぶ力を与えると言われている、『神秘』の道具アイテムだ。

「本当に、これを……」

　声を震えるモルドに、ヘルメスは「ああ」と頷く。

「ただし、条件がある」

　片手に持つ漆黒の兜を胸に抱き、彼はその切れ長の目をすっと開いた。

「オレを楽しませてくれる、面白い見世物ショーにしてくれ」
















　ベル・クラネル

　Ｌｖ．２

　力：Ｇ267→Ｆ365　耐久：Ｈ144→Ｇ271　器用：Ｇ288→Ｆ349　敏捷：Ｆ375→Ｅ469

　魔力：Ｈ189→Ｇ270

　幸運：Ｉ

《魔法》

【ファイアボルト】

　・速攻魔法。

《スキル》

【英雄願望アルゴノゥト】

　・能動的行動アクティブアクションに対するチャージ実行権。




　テント内にて、今しがた更新し終えた【ステイタス】を、ベルはヘスティアから告げられた。

「うーん、久々に一気に上がったなぁ……」

「そ、そうですね……」

　共通語コイネーを書き記す紙も筆もないため口頭で伝えられたが、ヘスティアの言葉通り【ランクアップ】後における最高の能力値アビリティの上昇幅だ。13階層から18階層への強行軍、極めつけに階層主ゴライアスに追走されるなど、【経験値エクセリア】が蓄積されるには十分な場数であったらしい。

「でも、能力値アビリティもそうだけど、より上位の【経験値エクセリア】も結構溜まっていたよ」

「えっ？」

「偉業、ってやつだよ。君の器ステイタスは昇華ランクアップにまた一歩近付いたってことさ」

　きょとんとするベルにヘスティアは微笑ほほえみかける。

　極限状態まで追い込まれた決死の18階層進出は、偉業の一端として評価されたらしい。

　偉業の達成、乗り越えた試練──それら【ランクアップ】の条件は、必ずしも格上のモンスターを倒すというわけではないのだろうかと、ベルは防具を身に纏まといながら首を傾かしげる。

「ロキの子供達ももう出発の準備をしているし、早くこのテントも空けておこうか」

「そうですね」

　今日、【ロキ・ファミリア】は18階層を発つ。地上からの解毒剤が昨夜の内に届き、部隊の進行が可能となったのだ。ベル達のいるテントの外では撤収準備の音が頻しきりに鳴り響いている。

【ステイタス】更新用の器具一式を片付けるヘスティアに手を上げ、ベルは先に外へ出た。

『兎うさぎ野郎がいるってどういうことだ!?　聞いてねえぞ!?』

『こううるさくなるからベートに説明しなかったんじゃーん。ほら、行った行ったー』

『おいこらっ、馬鹿ばかアマゾネス!?』

　多くの者が天幕をたたみ始めている中、野営地の外れでは【ロキ・ファミリア】の主力構成員が集結し、ぞろぞろと移動を開始していた。

「ア、アイズさん！」

　ベルはその最後尾に金色の長髪を見つけ、咄嗟とっさに声をかける。

　足を止め、振り返った彼女の姿は胸当てや腰具、剣サーベルを始めとした完全装備の状態だった。

「もう、行くんですか？」

「うん……先に出るパーティに組み込まれたから」

　迷路の道幅の関係で、『遠征』規模の大人数が17階層以上の層域をいっぺんに進むのは窮屈かつ困難だ。よって帰還の際には部隊が二つに分けられる。

　その内、アイズは前行するパーティにティオナ達ともども編入されていた。

　一方でベル達は、後続の部隊に同行させてもらうことで地上へ帰還する手筈てはずになっている。

「あ、あの……」

「？」

　前行部隊である彼女達は、必然、この直上うえに産まれている階層主ゴライアスを討伐とうばつすることになる。

　彼女達が確保した安全な道を後から進むしかない自分に、やるせなさを、彼我の力の差をここでも実感しつつ。

　剣姫かのじょには到底とうてい無用である言葉を、それでも伝えた。

「……気を付けてください」

「……君も、気を付けて」

　口をほのかに綻ばせながら、アイズもそう返す。

　またね、と呟つぶやいて、彼女は仲間達とともに17階層へ続く洞窟に向かっていく。前行部隊が残らず洞窟の奥に消えるまで、ベルは未いまだ遠い彼等の背中を見つめ続けた。

「ベル様ー、リリ達も帰る支度をしましょー？」

「あ、うん！」

　背後から投げかけられてきたリリの呼び声に、ベルは足を向ける。

　彼女とともに営火を囲んだ野営地中心付近へ向かい、少ない荷物の確認と、そして出発前の武器整備を行う。

「そら、ベルも貸せ」

「うん、ありがとう、ヴェルフ」

　二刀のナイフをヴェルフに預けると、彼は砥石等とうの道具を用いて整備し始めた。見る見る内に《ヘスティア・ナイフ》と《牛若丸》は、その刀身に光沢とともに切れ味を蘇よみがえらせる。

　思わず見とれているベルの隣では、既に整備作業を終えたのか、命ミコトが刀えものを装備していた。

「すいません、ヴェルフ殿。自分達の武器まで……」

「気にするな。俺おれはこれが本業だしな、三つや四つ増えたって手間にはならない」

「結局、道具は『リヴィラの街』で買ったのか？」

「いや、同僚あいつらに頭を下げて借りてきた……」

　桜花オウカの問いに、まだ残っている上級鍛冶師ハイ・スミス達を指しながらげんなりと答えるヴェルフ。

　物価が高過ぎる『リヴィラの街』では、中古の大刀とリリのバックパックのみしか購入していない。リリからは代金を頂戴するとは言え、既にヴェルフの懐ふところは寒かった。

　座り込み整備を行う彼の側には件くだんの大刀と、そして、白布に包くるまれた棒状の塊がある。

「ところで……ヘルメス様とアスフィ殿は？」

「せっかくだからまだ観光していく、だそうです。リリ達は先に帰っていていいと、アスフィ様が疲労の濃い顔で伝えにきました」

「あいつも苦労人だな……」

　命ミコト、リリ、ヴェルフの会話を耳にしつつ、ベルはリューのことを思い出す。彼女もまた一人で帰ると、昨日野営地に送り届けられる際に伝えられたのだ。彼女の事情と実力──Ｌｖ．４と聞いてベルは愕然がくぜんとした──を顧かえりみれば、そう言われるのも致し方ない。

　帰還の準備を着々と進めつつ、最後はバラバラになっちゃったな、とベルは『朝』が始まっている森の頭上を仰あおぎながら思った。




「よし、荷物は持ったな……」

　ナァーザから譲り受けた回復薬ポーション入りの小鞄ポーチに道具を詰め込み、ヘスティアはテントを出た。

　森の中にある野営地は日が遮さえぎられ、樹陰じゅいんでほぼ埋めつくされている。ほとんどの撤収準備が済んだ人気ひとけのないキャンプ跡地で、ヘスティアは使わせてもらったテントをたたもうと、ベル達を呼び出そうとした。

「……？　誰だれか、いるのかい？」

　がさり、という音を聞いてヘスティアは背後を振り返る。周囲を見回すも、樹陰が落ちる草地にはやはり人影は見当たらない。葉擦れの音かな？　と彼女は頭上を見上げる。

「──むぐぅっ!?」

　そこで突如、口が塞ふさがれた。

　更にそれだけにとどまらず、まるで太い腕を体に回されたかのように身動きが取れなくなる。驚愕きょうがくすべきは、ヘスティアの側に不振な者の影も形も見当たらないということだ。まるで彼女が一人で拘束されている演技を行っているようですらある。

　やがて、ひょい、と小柄な体は地面から浮き、その場から移動し始める。

（と、透明人間!?）

　ヘスティアの動揺を肯定するように、何もなかった虚空からぽいっと羊皮紙の巻物が落ち、草地へと転がった。ばたばたと暴れる足が虚しく空中を泳ぎ、蓋が空いた小鞄ポーチから回復薬ポーションなどの道具がこぼれていく。

　むぐぐーっ!?　とくぐもった悲鳴を上げながら、ヘスティアは森の奥へ連行されていった。
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「神様？　神様ー？」

　顔を左右に振りながら声を飛ばす。

　帰還の準備を終了させたベルは、ヘスティアの姿を探していた。先程【ステイタス】更新を行ったテントに足を運んでも彼女はおらず、首を傾げながらどこへ行ったのかと辺りを見て回っている。

「おかしいな……」

　野営地を歩き回ったベルは頭の後ろに手をやった。周囲には天幕がもう数えるほどしか残っておらず、物陰はほとんどない。木は多く生えているが、ヘスティアの体を隠し切れるほどの幹は少なかった。

　場所を綺麗きれいに入れ違う、ということはない筈だ。

「外れに行ってるのかな……？」

　訝いぶかしく思いながら、17階層に繫つながる南端の洞窟とは逆方向へ向かう。野営地を一歩出ると木の密度は比較的増していき、少々視界を阻むものが多くなった。この周辺に危険はまずないとは言え、モンスターが棲息している森だ、女神ヘスティアが誰にも言いつけず一人で行く不用意な真似まねする筈が……と思いながら進んでいると。

「えっ……」

　すぐに、それを見つけた。

　背後にある野営地から少し離れた、ただの草地。そこにばらまかれたように転がる試験管の数々と、羊皮紙の巻物。

　一度足を止めたベルは、弾はじき出されたように眼前の光景へと飛び付いた。

「これって……!?」

　拾い上げた試験管の一本が二属性回復薬デュアル・ポーション──ナァーザからヘスティアが受け取ったものであることに、膝ひざをついたベルは息を止める。地面へ散乱した色とりどりの容器は、まるでヘスティアの身に何かあったことを暗に物語っているかのようだった。

　顔を上げ、辺りを見回すこと数度。不吉な予感を否応なく抱きながら、ベルは不自然に転がっている巻物へと手を伸ばした。

「……【リトル・ルーキー】。女神は預かった。無事に返してほしかったら一人で中央樹ちゅうおうじゅの真東、一本水晶まで来い……」

　呆然ぼうぜんと巻物を読み上げたベルは、次には目を見開き立ち上がる。

　雑な地図が記された巻物を握りしめ、その場から一目散に走り出した。

「あ……」

　視界の隅に千草チグサの姿が一瞬過ったが、今のベルには意識の埒外らちがいであった。

　誰が、何のために、こんなことを。

　様々な疑問が頭の中を駆け巡る。モンスターではなくベルと同じ人間の仕業、更に女神であるヘスティアへと手をかけるその蛮行。お遊びではないと、相手の強い意思がその文と行動の中に見え隠れしていた。いっそ目まいを催すほどに。

　ヘスティアは、無事なのか。

　その一念がベルの胸を焼き焦こがし、発汗とともに体を全力で突き動かす。

　ベルは走った。森を一度抜け、大草原を突っ切り、遥か先にある中央樹の方角へ突き進む。ぐんぐんと加速していく彼を周囲のモンスターが捕捉して向かってくるが、追い縋すがれない。兎のごとき俊足で群がろうとするモンスター達を置き去りにする。

『──ジャアアアアアアアアアアアア！』

　進路に立ち塞がる複数の大影。

　中型二足歩行の甲虫こうちゅうモンスター、『マッドビートル』に対し、その右腕が突き出される。

「【ファイアボルト】!!」

　発生する絶叫と爆炎も一顧だにせず、ベルはモンスター達の間隙かんげきを強行突破した。
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「へへっ、こいつはすげえ……本物だ」

　モルドは愉悦の笑みを嚙かみ殺す。

　その手の中にあるのは、帽子にも似た漆黒の兜だった。

　彼はアスフィが作り出した魔道具マジックアイテム──『ハデス・ヘッド』を見下ろしながら、まさに宝にありついた冒険者のように興奮に打ち震える。

「おいこらっ、解ほどけ、こんなことしていいと思ってるのか!?　ボクはこれでも神だぞ!?」

　ぎゃんぎゃんと叫び散らされる声に、モルドは顔を上げる。

　場所は18階層東部に位置する森の中だ。水晶は少なく茂みが辺りに広がっている一本の木の下で、ヘスティアは縄で縛り付けられている。

「すいませんねぇ、女神めがみ様。粗相そそうな真似をお許しになってください」

「全然申し訳なく思ってないだろ、君は……!?」

　周囲にはモルドの他ほかに、二人の冒険者がいた。街リヴィラの酒場にいた、他派閥の冒険者達だ。

　彼等はヘスティアを監視するように左右から見下ろしている。

「さっきから消えたり現れたり、それは君の魔法か!?　どうしてボクをここに連れてきた！」

「はっはっはっ、そんないっぺんに質問されても答えられませんぜ、女神様」

　ヘスティアの見えない位置に『ハデス・ヘッド』を隠しながら、モルドは薄笑いを浮かべる。

　彼がヘルメスから借り受けたその魔道具マジックアイテムの能力は、装備した者を完璧かんぺきな『透明状態インビジビリティ』にすること。精神力マインドや体力は一切いっさい消費しない、半永久的に続くこの透明能力で、彼はヘスティアをまんまと野営地からさらってきたのだ。

　今日、帰還準備の作業に追われるベル達と【ロキ・ファミリア】の予定を知ってさえいれば、なおさら彼等の死角を突くのも容易だった。

「女神様には直接用はないんでご安心を。俺等も流石さすがに神に手を出すほど不敬でも、怖いもの知らずでもないんで。どうか大人しくしていてください」

「手を出さないとわかってるなら、なおさらボクが大人しくしている理由はないな！」

「ひひひっ、女神様ぁ、勘弁してください。じゃないとそのお綺麗な髪か……あるいはその服を斬っちまって、強引に大人しくさせちまうことになる」

　腰に佩はいている長剣を半身抜くモルドに、ヘスティアはぐっと言葉を詰まらせた。僅わずかな布一枚の下に隠されている豊かな双丘が、彼女の心情を表すように震える。

　幼い女神の怯ひるんだ様子に満足したのか、モルドはもう一度肩を揺り動かした。彼はヘスティアを見張りの冒険者達に任せ、踵きびすを返す。

「おい、待つんだっ、話は終わってないぞ!?　君達の目的は何だ！」

「……おたくの眷族けんぞくに、手取り足取りものを教えてやろうと思いましてね」

　目を見開くヘスティアに、モルドは口端を裂く。

「可愛かわいい後輩に、冒険者の掟ってやつをわからせてやるんですよ」
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「おい、いたか!?」

「いえ、ベル様もヘスティア様も、どこにも見当たりません！」

　駆け寄ってくるヴェルフに、リリは余裕を失った声で答える。

　ベルがヘスティアの行方ゆくえを追い、単身飛び出してから四半刻が経とうとする頃ころ。彼等が忽然こつぜんと消え失せたことに気が付き、リリ達は総出で野営地付近の森を探し回っていた。

　息を切らす彼女達のもとに、命ミコトや桜花オウカも戻ってくる。

「不味まずいぞ、このまま見つからないようじゃ【ロキ・ファミリア】の部隊に置いてかれる」

「もう、時間がありません……」

　二人が周囲の慌ただしい様子を見渡しながら口を開いた。

　あくまで【ロキ・ファミリア】の後に付いていく予定であるリリ達は、部隊へ正式に組み込まれているわけではない。待ってくれと呼びかけても聞いてもらえず、頃合となれば彼等は18階層を出発するだろう。刻一刻と、確実に刻限は迫っていた。

　ヴェルフは眉まゆの形を崩しながら告げる。

「ベルもヘスティア様も、今になっていなくなるなんて普通じゃないだろ」

「やはり……ベル様達は、何か厄介やっかい事に？」

　核心へ触れるリリに、たった四人で輪を作りながら、それぞれが緊迫した表情を浮かべた。

「ヘルメス様とアスフィ殿に、協力を仰ぐのはどうでしょうか？」

「どこをほっつき歩いているのかもわからない。見つからないようじゃ、余計手間だ」

「リュー様……いえ、覆面の冒険者様の居場所を知っている方は？」

「それこそ、ベルくらいしか知らないだろ」

　ったくどいつもこいつも、とリリに返答したヴェルフが手でこめかみを押さえていると、彼等を呼ぶ声があった。

「み、みんなー！」

　野営地の外れの北東側、大木の下で手を振っている千草チグサのもとにリリ達は駆け寄る。どうした、何かあったか、という質問に、彼女は回復薬ポーションが散乱した場所へ案内することで答えた。

「これは、ヘスティア様がナァーザ殿から受け取っていた……？」

「あ、あとね、さっき、クラネルさんがすごい慌てながら森の外に……」

「……もう事件に巻き込まれたと考えた方が、よさそうですね」

　リリはそう言って、何か手がかりはないかと散らばった回復薬ポーションを物色し始める。

「モンスターがヘスティア様に何かやらかしたとは考えにくいな。やっぱり人の仕業か？」

「誘拐、ですか？　自分達や【ロキ・ファミリア】にも気付かれずに？」

　頭の上でヴェルフと命ミコトの会話が交わされていると、ぴたっ、とリリの手が止まった。

「これは……」
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「見えた……！」

　木々の割れ間の奥に、空に伸びる長い青水晶を視認する。

　地図の記された巻物を腰巾着に押し込み、ベルは足を速めた。でこぼことした地面や盛り上がる太い木の根を蹴けって、跳び上がり、風のように森の中を走っていく。

　指定された中央樹ちゅうおうじゅの真東、目印となっている一本水晶は間近に迫っていた。視界の奥にちらつくクリスタルのきらめきに目を細めると、次の瞬間一気に木々の密度が薄れ、大きな日だまりのできた空間へと突入する。

「来たぞ、モルド！」

　木の影に隠れていた冒険者が、ベルの姿を認めるなり奥にある一本水晶へ呼びかけた。

　ベルが足を止めると、長大な水晶の裏から歩み出てくるのは、先日街リヴィラですれ違った冒険者の男、モルドであった。

「早かったなぁ、【リトル・ルーキー】！」

「っ……神様は!?」

　彼が主神を誘拐した犯人なのかと一瞬うろたえるベルだったが、すぐに声を張り上げて問いただす。モルドは悠々と姿を現し、にっと唇を軽く上げた。

「ガキの女神様はてめぇを誘き寄せる[image: 餌]えさだ、何もしちゃいねえよ！　神を傷付けるなんて禁忌ばちあたり、しでかした後が怖こえぇ！」

　あくまで目的は自分であると明言され、ベルはその深紅ルベライトの瞳ひとみを見張る。

「僕に……何か用があるんですか？」

「薄々うすうす感付いてんだろう？　ここまで来て鈍感だったら笑っちまうぜ、なぁ、世界最速兎レコードホルダー？」

　その含みのある呼び方に、冷たいものを感じるとともに、多くを悟る。

　ヘスティアを利用してまで、彼がベルを呼び出した理由は……。

「ちゃんと一人で来たか？」

「……はい」

「そうかよ。まぁ、余計なものが付いてきても、返り討ちにしてやったがなぁ」

　ぞろぞろ、と。

　周囲の幹から、茂みの奥から、得物を携えた上級冒険者達が姿を現す。その数、二十に届くだろうか。

　自身を包囲するモルド一派に、ベルの双眸そうぼうは揺れ、体が強張った。

「ビビるなよ、そいつ等に手は出させねえ──付いてこい！」

　顎で後方をしゃくるモルドに、ベルは従わざるをえなかった。抜き放った剣で防具の肩当てをカンカンと叩たたく冒険者達が、面白おもしろそうに音を鳴らし早く付いていけと促うながす。多くの薄い笑みに囲まれながら、ベルは黙って進み出した。

　ヘスティアを助け出すことは可能だろうか、とその一点を思考するが、現状では無理だろうと悟る。彼女の捕らえられている場所もわからなければ、彼等が安易に救出など許しはしない。今は言うことを聞くしかないのだ、とベルは心の中で結論した。

　モンスターに対して怯おびえなくなった己おのれの手足が、震えていることに気付けないまま。

「ここは……」

　連れていかれた先は、低く、小さな台地とでも言うべき場所だった。

　僅わずかな凹凸はあるものの平面を描く地面が、周囲より一段高く隆起している。直径七Ｍメドルを越える円形の舞台は、まさに観客へ演目を披露する高座ステージだ。

　上がれ、と言われモルドとともに高座ステージへ昇るベル。他の冒険者達は周りに散らばり、ベルとモルドを隙間すきまなく取り巻く。

「これからやるのは俺とてめえの一騎打ち、決闘けっとうだ」

「決闘……」

「そうさ、単純だろう！　そして勝った野郎は、負け犬に一つ好きな命令が下せる……俺が勝ったら、てめえのその高そうな装備品みぐるみを剝はいで金にしてやる」

　得物をなくして精々落ちぶれてろ、と額や頰ほおに傷跡を残すモルドの強面こわもてが笑みに歪ゆがむ。その声音は自分の勝利を疑っていない自信あるものだった。

　勝者が敗者から全すべてを奪う。古来の決闘に基づく単純明快で、押し付けがましいその横暴な規則ルールに、ベルはしばらく立ちつくした後、眉を強引ごういんに逆立てた。

　震えかける呼気を、決然とした口調で塗り潰つぶす。

「僕が勝ったら、神様を返してください」

「……おおいいぜぇ、勝てたらなぁ？」

　勝利を前提にしたベルの要求に対し表情を消したモルドは、間を置いて、目を細めたまま冷笑を浮かべた。

　土が剝むき出しの高座ステージには小石大程度の結晶も生えており、そう離れてない一本水晶が高くから見下ろしている。中央でモルドと相対するベルは、腰に手を回して武器を抜いた。

　標準の戦闘型バトルスタイルとして定着しつつある、速度と攻撃回数に特化した双刀装備ダブル・ナイフ。左右の手に《ヘスティア・ナイフ》と《牛若丸》を持った様になっているその構えに、ひゅー、と周囲で見守っている冒険者達が口笛を吹いた。

　モルドはというと、背に装着していた大剣をもったいぶるように、ゆっくりと引き抜く。

「ただ、勘違いするんじゃねえぞ、クソガキ」

　右手で剣を肩に担かつぎ、左手を腰に回したモルドは、次には。

　勢いよく両眼を裂いて、悪鬼と見紛うような凶笑を浮かべた。

「これは──てめえを嬲なぶり殺しにする見世物ショーだ！」

　巨大な鉄塊が振り下ろされた。

　足もとに叩きつけられた大剣は鈍重な粉砕音を上げ、地面を割る。膨大な土煙が発生し視界から一瞬モルドの姿を奪った。周囲から咳せき込む音と「馬鹿野郎！」という声が飛び交う中、瞠目どうもくするベルはばっと煙から距離を置き、油断なく身構える。

「えっ……!?」

　煙が完璧に晴れる頃、ベルは自分の目を疑った。

　地面を砕いた大剣を残し、モルドが消えたのだ。左右後方は勿論もちろん、高座ステージ外の冒険者の円に紛れ込んだのかと素早く目を走らせるも確認できない。

　上っ、と慌てて頭上を見上げた瞬間──真横から衝撃が来た。

「がっっ!?」

　[image: 拳]こぶしと思おぼしき感触が右のこめかみに突き刺さる。恐ろしい威力の打撃にベルは横手へと吹き飛ばされ、音を立てて転倒した後すぐさま飛び起きた。痛みに焼ける側頭部そくとうぶを耐え高座ステージ一帯に視線を振り抜くも、やはりモルドはいない。

　混乱に襲われるベルに、間髪入れず、攻撃が見舞われた。

　──飛び蹴り!?

　ヒュッと空気の鳴る音とともに胸部へ鉄靴サバトンがめり込む。肺から空気を引きずり出されたベルは両目を限界に見開きながら後方へ。背中を地面に打ち、息もできないまま、知覚した凶暴な気配から逃れようとごろごろと場を転がった。すぐに、一秒前までいた高座ステージが陥没する。

　そして、何とか立ち上がったベルを待ち受けていたものは、地獄だった。

　凄すさまじい、不可視の殴打の嵐あらしが始まる。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!』

　血が混ざり合った唾液を飛ばし、何度も左へ右へ、更に仰のけ反ぞるベルの姿に、観戦する冒険者達は口を開けて喝[image: 采]した。手を振り上げ、激しい熱狂の渦が巻き起こる。

　幾度となく衝撃が弾け意識に火花が散る中、見えない、透明になっている、と。

　ベルは己の常識を破壊されながら眼前の現象を認める。『スキル』ではなく『魔法』か、未知との遭遇はこちらの対処を大いに遅らせ、たたみかけるように痛打をその体に刻んでいく。

　何度も殴り飛ばされる全身が左右に扇がれ、風とともに血の欠片かけらを散らしていった。

「やれぇ、モルド！」

「すげぇ、俺達にも見えねえぞ!?」

「生意気な『兎』の鼻ハナッ面ツラを折ってやれ！」

　動作の音は、確かに存在している。靴音もある、空気が揺れる音も。

　だが、熱狂する外野の声援がそれらを全てかき消していた。今や透明になっているモルドの一挙一動を追う術がベルにはない。

　気配を感じ取って慌てて身を翻ひるがえしても焼け石に水だ。階位レベルが等しい互いの能力ステイタスには隔絶した開きはなく、そしてこの攻防で一気に蓄積された痛手ダメージが、大きな優位性アドバンテージであった筈のベルの速度を鈍らせる。半秒遅れの対応の差は今の両者において致命的であった。

　予備動作の無知覚を盾に、モルドはベルに容赦なく襲いかかる。

「そら、さっさと戻れっ！」

「……っ!?」

　高座ステージの端はしに追いやられたベルを、どんっ、と取り囲む冒険者達が突き飛ばす。前に押し出されたベルに、再びモルドの蹴りが深く腹へ食い込んだ。

　意識がぐらりと揺れる。多角度から何度も殴られ蹴られる痛み、が原因ではない。

　人の悪意、害意、敵意。

　これまでのベルとは無縁だったもの。いくらも経験したことのない、人の生々しい激情の渦。ここまで乱暴な黒い感情を、ベルはぶつけられたことがない。

　──囲まれる悪意に、くらくらする。

　四方八方から鼓膜を打ちすえる野次と罵倒、愉悦に染まった哄笑こうしょう、悪辣あくらつに歪んだいくつもの醜い視線。立ちくらみと、そして確かな恐怖を感じた。ベルがこれまでいた優しい世界とは、あるいは生温かったあの世界とは、この場所はあまりにもかけ離れている。

　冒険者の洗礼。ベルはまさしくそれを今、受けていた。

　これも冒険者。いや、これこそが冒険者。

　酒と女、富と名声に溺れる無法者むほうもの達の宴。

　意志が折れぬよう必死に歯を食い縛るベルは、すかさず、死角から強烈な[image: 拳]を頰ほおに叩き込まれた。
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　一方的な戦いを繰り広げるベルとモルドに、そして興奮の雄叫おたけびを上げる冒険者達の輪。

　無法者達が考案し作り出したそんな見世物ショーを、外から見つめる二つの視線があった。

「悪趣味ですね……面白いですか、こんなものを見て？」

「きついなぁ、アスフィ」

　木の上に立ち、枝葉の影に隠れながら眼下の光景を眺めるヘルメスは、眷族である子供に非難と嫌悪の視線を送られ、肩を上げる。

「ベル・クラネルの力を自分の目で確かめたい……そうおっしゃっていましたが、こんなものを見るためにわざわざダンジョンへ？」

「本当は階層主あたりと戦うところを期待していたんだが、流石にそう上手うまくはいかない」

　その橙黄色とうこうしょくの瞳で傷付きながらも戦うベルを追い、ヘルメスは答える。「階層主そっちの方が馬鹿げていますよ」とアスフィは憮然ぶぜんとした面持ちで言い返した。

「わざわざ私の兜まで預け、あんな冒険者達をけしかけて……私はヘルメス様が彼に恨みでもあるのかと思いました」

「んー、むしろオレなりの愛かな？」

「こんな愛、堪たまったものじゃありません」

「そう言うなって。遅かれ早かれ、冒険者かれらの洗礼はベル君に訪れたんだ。他の冒険者達が面白く思っていないって、アスフィも言っていただろう？　ベル君は人間こどもの綺麗じゃない部分を知らな過ぎる、将来はもっと酷い場面ことに遭うかもしれない。悪趣味でもなんでも、知ってほしかったのさ、彼に。人この一面を」

　人の清濁を知る主神ヘルメスの主張に、アスフィは口を噤つぐんで押し黙った。

　剣姫アイズ達に干渉されないようベルの予定を教え、仲間に守られることなく冒険者達の悪意を浴びるよう魔道具マジックアイテムまで渡したヘルメス。見世物ショーにしろとまで煽あおり立てた。

　やり過ぎだと言える神かれの試練おこないはベルへの思い、いや期待の裏返しなのか。

「ま、娯楽が入っていることは否定しないよ。ヘスティアにも悪いことをしてしまった」

「……もしここで、彼の牙きばが折れてしまえば？」

「器うつわじゃなかった、ってことかな」

　淡々と答えながら、ベル達を見守っていたヘルメスは、やがて。

　ある方角に顔を上げ、苦笑を浮かべた。

「それにしても……ベル君も、彼等も、眩まぶしいくらい仲間想おもいだなぁ」
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「──いやがったな！」

　前方で固まる冒険者の集団を捉とらえ、ヴェルフは声を上げた。

　並走するのは桜花オウカと命ミコト、バックパックを背負った千草チグサの三人。彼等はざざざざっと草を踏み付け素早く森を駆け抜けていき、視線の先の者達との距離を縮めていく。

「結局、【ロキ・ファミリア】には置いてかれたな」

「ベル殿とヘスティア様を取り返し、また後で帰還の方法を考えましょう」

　桜花オウカと命ミコトは言葉を交わしながら、千草チグサから受け取った短弓ショトーボウを装備した。

「言っておくが、上級冒険者あいつら相手じゃ俺は魔法を封じることくらいしかできないからな！」

「十分だ」

　ヴェルフの言葉に頷うなずいた桜花オウカは、命ミコトとともに盛り上がった巨大な根の前で跳躍し、宙に身を躍らせたまま短弓ショトーボウの矢を射った。

「うおっ！」「何だ!?」

「【リトル・ルーキー】の連れだ！　どうしてここがわかりやがった!?」

　背後から狙撃された矢を、しかし流石第三級と言うべきか冒険者達は振り向きざま得物で打ち払ってみせる。秒間四発、残弾を使い果たす勢いで雨あられと放たれる桜花オウカと命ミコトの同時射撃に、彼等は高座ステージから離れ臆することなく突っ込んでいく。

「構わねえ、予定通りだ！　潰しちまえ！」

「タケミカヅチごときが粋いきがってんじゃねえぞおおおおお!!」

　粗暴な鬨ときの声を上げ、上級冒険者は矢の雨を易々とかいくぐっていく。数人が突出して見る見る内に迫ってくる実力者達に、いち早く矢を使い切った桜花オウカは短弓ショトーボウを捨てた。

「千草チグサ、槍だ！」

「はい！」

　瞬時にサポーターから別の武器を受け取り、桜花オウカはその剛槍を振るった。

「遅ぇよ鈍間ノロマァ!?」

『敏捷』に秀でた狼人ウェアウルフが槍を予定調和のように空振りさせる。先陣を切ってきた彼は、口を吊り上げ、ちょうど弓を捨て無手になった命ミコトへ短剣の突きを見舞った。

「──せぇッ！」

「!?」

　瞬間、突き出された腕を見切り、絡からめ取って、命ミコトは豪快な一本背負いを決める。

　したたかに背中を地面へ叩きつけられた狼人ウェアウルフは、しかし苦しむ間もなく、腹はら目がけ片足を振り下ろした桜花オウカに強烈な踏付スタンプをもらった。

「げえェッ!?」

「俺達の主神かみはタケミカヅチだぞ？」

　命ミコトとの連携で上級冒険者を再起不能にさせた桜花オウカに、相手は一瞬怯ひるんだ。

　武神タケミカヅチによって叩き込まれた武芸の数々は得物、素手を選ばない。弓や槍を始め、桜花オウカ達はあらゆる戦闘型バトルスタイルで交戦することができる。

　武器庫サポーターである千草チグサの支援を受けることにより、こと対人戦において桜花オウカと命ミコトは実力を遺憾なく発揮し、『技と駆け引き』をもって上級冒険者達相手に奮闘した。

「こいつら、やりづれえ……!?」

「馬鹿っ、数はこっちの方が上だ、囲んで袋叩きにしろ！」

　うろたえる前鋒ぜんぽうの背中を後方から加わった新たな冒険者達が押し、再度勢い付かせる。

　散開する彼等を前に、ヴェルフは目を見張りながら叫んだ。

「おい、あいつら、多過ぎるぞ!?」

「木に紛れて戦うしかないな……はぐれるなよ！」

　押し寄せてくる二十以上もの敵に、桜花オウカは動じず指示を飛ばす。

　ヴェルフ達は四人固まりながら、地形を上手く利用して上級冒険者を相手取っていった。




「なぁ、今なにが起こっているんだよ!?」

　森の奥から盛大に響いてくる音の波に、ヘスティアは瞠目しながら声を張り上げる。

　ただごとではないと見ずとも理解できる激しい剣戟けんげきの音と、大勢の叫喚。木々や葉々も震わせる争いの咆哮ほうこうは彼女を動揺させるには十分だった。

　モルドが言っていたベルへの『指導』も気にかかる。少年が酷い目に遭っているのではと危惧を募らせるヘスティアは、締め付けられるのも構わず、縄で縛られた体を必死に揺り動かしながら、見張りの冒険者達へ問いかけた。

「あー、あいつら、盛り上がってんなぁ……」

「ちくしょう、俺も見にいきてぇ……」

「──おい、コラッ、神ボクを無視するんじゃなーいっ!?」

　腰を下ろし両隣に陣取っている二名の冒険者のぼけーとした反応に、ヘスティアはうがあああああああああッと爆発する。全く威厳のない幼女の女神を敬わない彼等の対応は雑だった。

「ッ！」「誰だ!?」

「えっ、えっ？」

　突然声を上げはね起きた冒険者達に、ヘスティアは顔を左右に振る。

　彼等の視線を追った先では、がさり、がさり、と緑葉の茂みが揺れ動いている。柄つかに手をかけた二人が剣を抜き放とうとすると──ひょこりっ、と長く白い耳を生やした兎が顔を出した。

「ベ、ベルくん!?」

「違ちげぇーよ！」

「『アルミラージ』か……脅おどかしやがって」

　くりくりとした赤い瞳をきょろきょろと左右に振って、兎のモンスターは茂みから抜け出した。両手にはたっぷりの雲菓子ハニークラウドを持って、まだ果物フルーツを探し求めているのか、ヘスティア達の視界をぴょんぴょん飛び跳ねて横断していく。

　冒険者の一人は溜息ためいきをつこうとしたところで、ふと、怪訝けげんそうな顔を浮かべた。

「いや、待て、何で18階層にアルミラージが……」

　件の兎のモンスターが出現するのは13、14階層。別種のモンスターならば争いも起こる迷宮において、単体では決して強いわけではないアルミラージが３階層分もの道のりを踏破して18階層にいることに、彼は果てしない違和感を覚えた。

　視界から消えたモンスターの姿を反射的に追おうとすると、べちゃっ、と。

「は……？」

「ぐおっ」

　体に、蜂蜜色の液体がべっとりと付着した。隣では仲間が同じく頭を果蜜かじゅうまみれにしている。

　果物フルーツを投擲とうてきされた、と彼等が気付くのと同時に……後方より響く、木が叩き折れる破砕音。

　ゆっくりと振り返ると、そこには。

『グゥァ……』

　大粒の涎よだれを垂らす、三体の『バグベアー』。

「「──うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」」

『ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

　三体同時、一挙に飛びつかれた冒険者達は動転し、雲菓子ハニークラウドを求め襲いかかるバグベアーから逃げ出した。追走され森の彼方へと消えていく彼等に、ヘスティアが目を点にしていると、ぴょん、ぴょん、と果物を投げた先程のアルミラージが近付いてくる。

「おおおおお!?　ボ、ボクは食べても美味おいしくないぞおッ!?」

『──【響く十二時のお告げ】』

　モンスターの体の内側から響いてきた『魔法』の解呪式に、ヘスティアは目を見開いた。

「ヘスティア様なんかを食べてしまったら、モンスターもお腹なかを壊してしまいます」

「サポーター君！」

　灰色の光膜が白い毛並みの体を包み込み、溶けるように消えると、そこにいるのはもうモンスターではなく、小人族パルゥムのリリだった。

『自身と体格が酷似こくじした対象』、という条件を達成クリアしたならモンスターにさえ姿を変えられる変身魔法シンダー・エラを駆使し、彼女は冒険者達を出し抜いたのだ。盗賊時代の業わざか、モンスターをけしかけるに至るまで見事な手並みであった。

「君一人だけかい!?　いや、それよりもどうやってここに!?」

「ヴェルフ様達とは、ベル様のもとに到着する直前で分かれました。この場所がわかったのは……ヘスティア様が、今朝けさもしっかり香水をつけていてくれたおかげです」

　何者かの手によって誘拐されただろうことから、ヘスティアが人質になっている可能性は高い。そう踏んでいたリリはヴェルフ達と別行動を取り、単独、モンスターに変身し警戒網をやり過ごすことで囚われの女神を助け出そうとしていたのだ。

　そしてヘスティアの居場所は、回復薬ポーションと一緒に散らばっていた、街リヴィラで購入した香水の香りが教えてくれた。

「リリの変身魔法は模倣もほうに限り、相手の身体能力まで『複写コピー』できます。リリの能力値アビリティ以上の能力ステイタスは不可能ですが、獣人の恩恵未授もともとの嗅覚や聴力は反映可能です」

「べ、便利だな変身魔法！」

　獣人達の一部の感覚は、恩恵ステイタスを授さずかり強化された冒険者の五感ものより鋭い。

　犬人シアンスロープや狼人ウェアウルフに変身し、その嗅覚を『複写コピー』することで、リリはこの場所を突き止めたのだ。

「ベル様達はあの一本水晶の辺りで戦っています。合流しましょう」

「ああ！」

　ナイフで縄を断ち切られたヘスティアは、救出してくれたリリとともに走り出した。




「【燃えつきろ、外法げほうの業わざ】！」

　対魔力魔法アンチ・マジック・ファイア──ヴェルフの【ウィル・オ・ウィスプ】が発動し、詠唱を行っていた三名の敵をまとめて魔力暴発イグニス・ファトゥスに追い込む。咲き誇る三輪の爆炎。

　強制的に自爆させられた冒険者達は口から煙を吐きながら、黒焦げになって地面へと倒れた。

「一人おかしな魔法を使うやつがいるぞ！」

「あいつから潰せ！」

　モルドの仲間である二人のヒューマンの冒険者が、ヴェルフへと突き進んでくる。

「鍛冶師スミス相手に二人がかりで来るな……!?」

　Ｌｖ．１である自分に迫るＬｖ．２の上級冒険者。ヴェルフは悪態をつきながら身構えるが、尋常なく速い相手の攻撃に反応し切れず、幅広の大刀の腹を盾にすることしかできない。

　剣と大刀がぶつかり合い、これもまた尋常のない衝撃、ヴェルフの体を後方に弾き飛ばす。体勢を整える暇ひまもなく、二人目の冒険者が躍りかかった。

「そら！」

「──ッ!?」

　鋭い一閃が火精霊の護布サラマンダー・ウールの着流しを切り裂く。直感を信じ、体を左に倒したことで致命傷を回避したが、代わりに、右肩から袈裟にかけていた刀帯を断たれた。

　帯に縛られていた大刀の鞘さやと、白布に包まれた棒状の塊が体から離れる。

　鞘は足もとに落ち、そして白布の塊は、遥か下の森に続く斜面を転げ落ちていった。

　時を止めるヴェルフだったが、追える筈もなく、続く一撃によって蹴り倒されてしまう。

「ぐっ──!?」

「終わりだ！」

　地面に倒れ仰向あおむけになったヴェルフへ、剣が振り下ろされようとしたが──風が疾はしった。

「はゲっ!?」

　木刀の一太刀。

　背後から強襲され、崩れ落ちた冒険者を、ヴェルフは瞠目しながら見つめる。

「森が騒がしいと思っていたら……こういうことでしたか」

「お前……！」

　ヴェルフを救ったのは、ケープを纏った覆面の冒険者だった。

　彼女は片手に持った木刀を地に向けたまま、残った冒険者をちらりと見やる。

「な、何だてめえは!?　こいつらの仲間か!?」

　剣を構えるヒューマンに、彼女は被かぶっているフードに手をかけ、脱ぐ。

「貴方達も懲りないようだ。やはり、徹底的にあの時とき叩いておくべきだった」

「──ぎぇええええええええええええええええええええええええええ!?」

　覆面の冒険者の素顔──リューの顔を認めた瞬間、彼はこの世の終わりのような悲鳴を上げた。

　モルド一味である彼等をコテンパンにのした『豊穣の女主人』の店員、その内の凶暴な武装エルフが、目と鼻の先に再臨したからだ。

　絶望の表情を浮かべながら逃げ出そうとする彼を、リューは容赦なく瞬殺みねうちする。

「遅くなってしまい、すいませんでした。助太刀します」

「あ、ああ、頼む」

　覆面を纏い直したリューがケープを翻す。桜花オウカ達を攻囲する冒険者達を瞬く間に蹴散らし、誰もを驚倒させた後、そこから一気に絶叫を伝播でんぱさせた。

　上級冒険者達をものの数にしないその蹂躙じゅうりん模様を一瞥いちべつしたヴェルフは、身を返し、白布が消えた斜面へと向かったが。

「……っ」

　その境にまるで壁があるかのように、下る直前で足を止める。

　眉間みけんを苦渋に歪め、斜面が続く眼下を親の仇のように見つめること数瞬。

　彼はそこから背を向けて、桜花オウカ達のもとに走っていった。
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　骨を軋ませる、重い[image: 拳]打音が鳴り響く。

　上体をぶれさせながらも、ベルは腕の上からびりびりと響く衝撃を耐え切った。

　既に高座ステージを取り巻く上級冒険者達はいない。ヴェルフと桜花オウカ達、そしてリューと矛を交える彼等は森の至るところで雄叫びと高い金属音を散らしていた。観客を失った天然の舞台の上で、ベルと透明になっているモルドは、二人だけの決闘を続けている。

　一人、また一人、倒れる無法者達の悲鳴が彼等の間をすり抜けていく。

「……っ？」

　不可視の攻撃。太い腕から繰り出される痛烈な[image: 拳]。ベルはそれを細腕の上で防御する。

　動揺の気配があった。見えない相手から漂う、確かなたじろぐ気配。モルドの攻撃は一度止み、仕切り直すように、再び別の角度から苛烈に殴りかかってくる。

　防ぐ。防ぐ。防ぐ。

　完全ではないにしろ、敵の攻撃の時機タイミングを読んで、そして正しく相手のいる位置を見極めて、ひたすら防御を重ねていく。打ちすえられる少年の体は決して倒れようとしない。

　深紅ルベライトの瞳は、真まっ直すぐモルドの透明の体を射抜いていた。

　動揺の気配が震える。ばっと飛び退すさり地面を鳴らす靴音。何かの間違いを振り払うように不可視の敵は大きな距離を置き、暗殺者アサシンのごとく呼吸も足音も、気配さえも完璧に消失させた。

　深紅ルベライトの視線が追ってこないことを確かめ、透明の体は右斜め後ろ、死角の背後から飛びかかる。

「──ッッ!!」

　瞬間、ベルの体が反転し、絶対の確信とともに右斜め後ろへ足が踏み込まれる。

　当てずっぽうの、大振りな蹴り上げ。そして渾身である足刀。斜め一閃に振り上げられた左足は空間を丸ごと切り裂く。

　じっっ！　と装靴グリーブのつま先が相手の顎先を掠かすった。

　動揺が、驚愕へと至る。鋭い反撃に既すんでのところで踏みとどまり後退した透明の体は、わなわなと震え──憤激をぶちまけるようにベルへ向かって吠ほえた。

「てっ、てめぇっ、見えてんのかぁああああああああああああああああああああああ!?」

　全く見えない。

　怒りと混乱に打ち震える何も見えない空間を前に、しかしベルは眦まなじりを吊り上げモルドを正視していた。いや正確には、彼の『視線』を感じ取っていった。

　──まるで値踏みされているような、美神なにものかによる無遠慮過ぎる視線。

　約二ヶ月間、気付けば自分のことを見つめているその銀瞳ぎんの視線によって、ベルの感覚は異常なまでに研ぎ澄まされることになっていた。ぞくっ、とさせる正体不明の視線の連続は彼を何度も挙動不審にさせ、幾度も二の腕をさすらせ、そして敏感にさせていく。

　女神なぞの熱烈な恩恵しせんは、人一倍臆病であった白兎しょうねんの感覚を一層鋭敏にさせたのだ。

　今もモルドの敵意が乗った激しい『視線』を──勿論木々の上から自分を見つめる二つの視線も──ベルは感じ取っている。

　敵の視線が視みえる、敵のいる場所が、敵のいる方向が視みえる。

『透明状態インビジビリティ』だろうと関係なく、ベルは視線の出どころを突き止め、モルドの位置を完璧に捕捉していた。

「くそが、くそが、くそがあぁっ!?」

　抜剣の音。

　[image: 拳]や蹴りなど愉悦のままいたぶるにとどまっていたモルドが本気になり、とうとう剣を抜いた。装備された武器は彼の体と同じくまるで見えない。

　ベルは目を見開き、相手が突進してくる気配の直後、横手の地面へ頭から飛び込んだ。緊急離脱した背後の空間に響く、振り下ろされた剣の音。

　高座ステージの上を勢いよく前転したベルは、生えている小石大の青水晶を、バキッと折って右手の中に忍ばせた。

「こいつでブッタ斬ってやるッ!?」

　剣を構え、再び一直線に突き進んでくるモルド。

　視線を感じ取ることで体を正対させたベルは、右手の結晶を握りしめ、粉々こなごなに砕く。

　次の瞬間、見えないモルドに向かって水晶の散弾を投げつけた。

「なっ!?」

　青く光る結晶の破片、それを頭から被かぶったモルドの体が、光り輝く。

　無数の欠片はまるでモルドの輪郭を縁取るように全身へと付着した。長剣にも水晶は張り付き、はっきりとそこに何がいるのか、何があるのか視認できる。

　美しい光のきらめきを帯びる透明人間が、ベルの前方に立ちつくしていた。

「ふッッ！」

「う、うおおおおおおおおおおおああああああああっ!?」

《牛若丸》を装備し突貫してくる白兎へ、モルドは長剣を振り下ろす。

　左斜めから迫りくる青く光る剣を、ベルは左逆手に持った紅の短刀で、打ち払った。

　壮烈な紅緋べにひの円弧が甲高かんだかい音とともに青い斬撃を弾き飛ばし、更に折れた剣身が虚空から姿を現して宙を舞う。モルドの体は武器を弾かれた衝撃により後退し、柄つかを持った右手だけを万歳させる格好で、固まった。

　ベルは、止まらない。

　振り切った左手の勢い、そしてモルドの懐に打ち込んだ左足を軸足にして、回転。

　右足を振り上げ、獰猛どうもうな渦を巻き、アイズ直伝の回し蹴りを繰り出した。

「ああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　右踵みぎかかとが、モルドの側頭部そくとうぶに炸裂する。

「がああッ!?」

　右のこめかみ、最初にベルが攻撃された同じ箇所へ、渾身の一撃が叩き込まれた。

　遠心力が上乗せされた破壊力にモルドの体は吹き飛ばされ、立ち続けにバキッという破砕音が鳴る。音の出どころは彼の頭に装着されていた漆黒兜ハデス・ヘッドからだ。

　全体へ亀裂が走り抜け、ばらばらに砕け散る魔道具マジックアイテム。伴ともなって兜を失ったモルドの体が『透明状態インビジビリティ』から解除される。

　がくがくと震える手をつき、地面に横たわる彼の体が高座ステージ上に出現した。


「ぎッ、ぐがぁ……く、クソガキがぁぁぁぁっ……！」



　頭を押さえ、ふらついた体を起こすモルドが、血走った瞳で睨にらみつけてくる。

　打ちのめされ全身がぼろぼろになっているベルも、息を切らしながら再び身構えた。

　周囲から激しい戦闘の音が鳴り止まない中、視線を交差させ、決着をつけようとする。





「やーーーーーめーーーーーろーーーーーーーーーーーーっ!!」






　ぴたっ、と剣戟の音が止んだ。

　今まさに[image: 拳]を振りかぶっていたベルとモルドも動きを止め、その大声のもとへ顔を向ける。

　果たしてそこにいたのは、ヘスティアだった。小さな女神は側にリリを従え、乱闘しているベル達冒険者を見据えている。

「ベル君達、ボクはもうこの通り無事だ！　無駄な喧嘩けんかは止せ！　君達も、これ以上いがみ合うんじゃない！」

　大喝一声するヘスティアに、ベルは心底安堵あんどし、腕をゆっくりと下げた。

　ヴェルフ達も武器を下ろし、無言で女神の神意に従う。

　しかし怒りの形相を浮かべるモルドは、大唾を散らしながら固まっている仲間に吠え立てる。

「神の指図なんざに構う必要ねえ!?　やれ、やっちまえ!!」

　既にリューの手によって満身[image: 創]痍になっていた上級冒険者達だったが、ここまで来たら引けぬとばかりに武器を構え直す。モルドも眼前のベルへ飛びかかろうとした。

　しかし。




「──止めるんだ」




　女神のその静かな一言が、周囲の音を吞のみ込み、空間を打った。

　金縛りに遭ったように、モルド達の体が一斉に停止する。愕然とし、そして青ざめた顔を再度ヘスティアのもとに向けた彼等は喉のどを震わせた。ベル達もまた、表情を消した女神の威圧に言葉を失う。

　下界の者を平伏させる神の威光。頭こうべを垂れざるをえない超越存在デウスデアとしての一端。

　自分のためではなく、争い合い傷つけ合おうとする子供達を止めるために、ヘスティアは神威しんいを解放した。

「剣を引きなさい」

「ぅ、ぁ……」

　ベルの聞いたことのない口調、見たことのない顔で、ヘスティアは諭すように告げる。

　モルド達は呻うめき、神秘的な青みがかかったその瞳に押されるように後退あとずさった。

「……うああああああああああ!?」

　一人の冒険者が背を向けて逃亡した。彼を追うように一人二人と続々と走り出し、最後にモルドも「ま、待てお前等!?」と叫びながら退散していく。

　森には嵐が過ぎ去ったような静けさだけが残った。

「──ベル君、無事かい!?」

「ほわぁっ!?」

　一歩も動けずにいたベルは、ヘスティアの体当たりをもらって時を取り戻す。涙ぐむ主神は小鞄ポーチからミアハ印の高等回復薬ハイ・ポーションを取り出し、栓を抜いて顔に浴びせかけてきた。「ぶっ!?」と言う間にも甘い溶液はベルの顔の傷や腫れを癒いやし、体力までも回復させる。

「う～～～っ、ごめんよぉ、本当にぃ。ボクのせいでボッコボコにされてしまってぇ～～っ」

「あ、いや、神様……もともと神様を守れなかった僕のせいですし、だから、その……な、泣かないでください」

　胸に抱き着きながら泣きべそをかくヘスティアに、ベルもまた困り果てながら、幼子を慰めるように淡く抱き返す。そんな普段ならば犯さない抱擁こういは、先程の光景が噓うそのように厳然とした神ではなくなった彼女に、戸惑いも覚えていたからだ。

『神の力アルカナム』を封印していてですら、神々は子供達に畏怖いふされる『神』なのである。

　しかしそれでも神々が神威しんいを発揮し、周囲を上から押さえ付けようとしないのは、下界生活これが遊戯ゲームだからであり……そして何より、下界の住人である子供達を愛し、彼等の物語じんせいを尊重しているからだ。

　私利私欲のためには力を振るわず、自分達と同じ人の身であろうとしている神々を、胸の中で涙ぐみながら見上げてくる小さな少女を……ベルはこの時、確かに愛しく思ってしまった。

「大丈夫か、ベル？」

「ヴェルフ……」

「ご事情はわかりますが、お一人で行ってしまわないでください！　リリ達に相談するだけでもやりようはいくらでもあった筈です！」

　う～～～っと幼女神ヘスティアが胸の中でぐりぐりと顔を押し付けてくる中、ヴェルフに苦笑され、リリには怒られる。ごめん、ありがとう、と絆きずな深いパーティである彼等の姿を、命ミコト達も微笑みながら外から見守っていた。

「……んん。命ミコト君達も悪かったね、迷惑をかけてしまって」

「いえ、ヘスティア様。自分達は大丈夫です」

「覆面ふくめん君も、助けてくれてありがとう」

「覆面……」

　泣き止んだヘスティアが咳払いをし、今更のように神らしく振る舞う。リューが顔の見えないフードの下でぽつりと呟く中、みな肩の力を抜いた。

　一戦の後の静けさが森に訪れ、笑みを交わし合うベル達を包み込む。

　そして、「ともかくこれで」とヘスティアがそう言いかけようとした──まさにその時だった。

「えっ──？」

　足場が揺れる。

　いや、階層全体が揺らめいている。

「じ、地震っ？」

「いえ、これは……」

「ダンジョンが、震えてるのか？」

　千草チグサ、命ミコト、桜花オウカが足もとを見下ろしながらうろたえた。

　その間にも揺れは大きくなり、周囲の木々を左右に振りざぁっざぁっと葉々を斉唱させる。

「これは……嫌な揺れだ」

　リューがそう口にすると同時に、ベル達もまた悟った。

　異常事態イレギュラーが起きる、前触れであると。

　そこから階層の揺れは続いたまま、次の瞬間──ふっ、と。

　頭上からそそぐ光に影が混ざり、周囲が薄暗くなった。

「……おい。なんだ、あれ」

　空を見上げたヴェルフが、呆然と呟いた。

　天井てんじょう一面に生え渡り、18階層を照らす数多の水晶。その内の太陽の役割を果たす、中央部の白水晶の中で。

　巨大な何かが、蠢うごめいていた。

　まるで万華鏡を覗のぞいているかのように、巨大な影が水晶内を反射し黒い鏡像──薄気味悪い模様を彩いろどる。あの水晶の奥にいる何かが階層を照らす光を犯し、周囲へ影を落としているのだ。

　他の者と同じように天井を仰あおぐベルが固まっていると、そこへ一際ひときわ大きな震動が起こる。18階層全体を震わす威力に、誰もが周囲にある幹へ手を伸ばし転倒するのを堪えた。

　そして──バキリッ、と。

　走った。

　未だ巨大な何かが蠢く白水晶に、深く歪いびつな線が。

「亀裂……!?　モンスター!?」

「ありえません、ここは安全階層セーフティポイントです!?」

　生じた亀裂から水晶の破片がきらめきながら、儚く落下していく。

　命ミコトの言葉にリリが悲鳴を上げるように叫ぶと、亀裂は更に広がり青水晶のもとまで及んだ。

　黒い何かは水晶の内部をかきわけるように、その身を徐々に大きくしていく。

「おいおい……まさか、ボクのせいだって言うのかよ」

　ばっ、と誰もがヘスティアのもとに振り返った。

　ベル達の視線を浴びながら、彼女は愕然と天井のその一点を見上げ続けている。

「たったあれっぽっちの神威しんいで……冗談だろ？」

　眼下のものを上から押し潰すような巨大な亀裂音が放たれ、ヘスティアは双眸そうぼうを見開いた。

「バレた……!?」




「いや、ヘスティアのせいじゃない」

　断続的な揺れが続く中、ヘルメスもまた木の上からその光景を見上げていた。

「ヘルメス様、今度は何をやらかしたんですか!?」

「流石にオレが小細工を弄ろうしても、あんなことはできないな」

　アスフィから信用のない叫びをぶつけられながら、ヘルメスは黒い影を見据える。

「ああ、ウラノス……祈禱きとうはどうした。こんな話は聞いていないぞ」

　今にも舌打ちをしそうな表情で目を細めるヘルメスは、悪態をつくようにその言葉を吐き捨てた。

「一人納得していないで、状況を説明してください！　今いま何が起こっているんですか!?」

「暴走、かな。しかも今までにないほど神経質になって、オレ達に感付いた」

　混乱しているアスフィに、ヘルメスは独白のように続けた。

「ダンジョンは憎んでいるのさ。こんな地下ところに閉じ込めている、神々オレたちをね」

　階層の天井を見上げ続けているヘルメスに、訝しむアスフィは口を開こうとしたが、そこへ被さるように水晶の破砕音が連なった。

　階層内にいるモンスターの遠吠えもまた、四方から重なり合いながら木霊こだましてくる。

「アスフィ、リヴィラの街へ行って応援を呼んでこい」

「応援？　まさか、アレと戦うんですか、この階層から避難するのではなくっ？」

「いや、多分……」

　ヘルメスの言葉に同調するように、南端の方角から何かが崩落するような、激しい岩のさざめきが響いてくる。

　南の方角を振り返ったアスフィは眼鏡めがねの奥で瞳を見張り、息を吞んだ。

「塞がったかな、洞窟にげみちが……やっぱり逃がすつもりはなさそうだ」


「～～～～っ!?　ええいっ、もうっ！　生きて帰れなかったら恨みますからね、ヘルメス様!?」



　自棄やけっぱちになったように木の上から飛び出していくアスフィ。ともすれば申し訳なさそうに肩を上げるヘルメスは、彼女を見送った後、再び視線を頭上に戻す。

「さて……」

　止まらない亀裂。降りしきる水晶の雨。

　開花した菊マムの花を彷彿ほうふつさせるクリスタルの中央から、それは音を立てて顔を出す。

　ヘルメスはその光景を見て、ほとほと困り果てたように、眉を下げて笑った。

「あぁ、やっぱり階層主かいそうぬしか」





[image: ]






　水晶を突き破ったそのモンスターは、まず頭部から姿を晒さらした。

　まるで18階層の天井から生首が生えたように現れ、ぎょろり、とその巨大な眼球を動かし、天地逆転している眼下を睥睨へいげいする。すぐに肩と腕も出現させたモンスターは、上半身を半ばまで剝き出しにしたところで、その口を開いた。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　階層全土をわななかせる凄烈な産声を上げ、巨人のモンスター『ゴライアス』は、17階層という定められた領域を飛び越え、この安全階層セーフティポイントに産まれ落ちた。

　ゴライアスは水晶を割りながら腰まで姿を現すと、後は重力に従うように天井から落下した。

　まるで黒い隕石だ。輝く細かな水晶の破片はへん、あるいは人を容易に吞み込むほどの大塊たいかいを周囲に引き連れて、地面に向かって墜落する。巨人は空中で一回転し、次いで爆音とともに、直下にあった中央樹ちゅうおうじゅをその二本の大足で踏み潰した。

　全ての者の耳を聾ろうする巨大樹の悲鳴。根もとの樹洞は完璧に押し潰され、むしろ樹そのものが半分まで地中に埋まり、太い幹もひしゃげる。更にその後を追って、結晶の雨が潰れ果てた中央樹付近の大草原に突き刺さっていく。

　青空は既に消えていた。ゴライアスが突き破ってきたことで白水晶──光を恵んでいた筈のクリスタルが完全粉砕され、階層からは明るさが消え失せている。罅割ひびわれた青水晶だけが天井に残された18階層は、一転して、まるで月夜の晩のような蒼然そうぜんとした薄暗さに包まれた。

　やがて、異常事態イレギュラーの塊、階層中心地に君臨した『迷宮の孤王モンスターレックス』は。

　ゆっくりと顔を上げ、潰れた大樹から飛び降りる。

「……は、はぁ？」

　地面に着地し衝撃を放つゴライアスを、最も近い場所で目撃したのは、モルド一派だった。

　東部の森からこの大草原に逃げ出してきた彼等は、不幸にも階層主が現れたこの中央樹付近を横断する最中さいちゅうだったのである。

　本来の体皮の薄い灰褐色を忘れ、全身を黒く染め上げたゴライアスは、鮮血の色をした目玉を、モルド達に照準した。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオアアアッ!!』

「は、はひゃああああああああああああああああああああああああっ!?」

　他パーティが階層主を倒した後、安全にこの18階層へ進出しているモルド達にとって、ここで交戦するという選択肢はもとよりない。恐慌を来たして彼等はゴライアスから逃げ惑う。

「何だ、あれは……！」

「黒いゴライアス……!?」

　東の森の出口に到着したベル達もまた、その光景に目を見開いた。

　ヴェルフとリリが驚愕する中、ゴライアスがモルド達に蹂躙を働く。ベルが遭遇した17階層の個体より、遠目から見ても遥かに動きが機敏で、力は強い。

「あのモンスター、多分ボクを……いや神ボク達を抹殺するため送られてきた刺客しかくだ」

　ヘスティア達『神』の存在を感じ取ったダンジョンが、彼女達を滅ぼすためモンスターを18階層に直接産んできた。

　事情は全く吞み込めぬまま、ここに来るまでただ簡略にそう説明されていたベル達は、視線の先の階層主ゴライアスが神への強襲仕様だと知らされ息を吞む。

　突発的に用意されたせいか、あるいは能力ちからを突き詰められたのか、知能は低く、手当り次第獲物を襲っている節があった。

「……は、早く助けないと!?」

　ヴェルフ達同様震慄しんりつするベルだったが、モルド達の阿鼻叫喚を前に、恐怖を振り払って飛び出そうとする。

「待ちなさい」

「っ!?」

　そんなベルの手を、リューが摑つかんだ。

　フードの奥で、睨み付けるように空色の瞳が見据えてきている。

「本当に、彼等を助けにいくつもりですか？　このパーティで？」

　それはいっそ無情とも言えるほど冷徹で、かつ至極当然な問いかけだった。

　上級冒険者五名にも満たないベル達の臨時パーティと、推定Ｌｖ．４以上の能力を持った階層主ゴライアス、その彼我の力の差は言うまでもない。

　お前は仮にも仲間の命を預かるパーティのリーダーだ──そもそも無法者達かれらは本当に助ける価値があるのか──言外にそう訴えられる。

　瞠目し固まったベルに訪れる苦悩と逡巡しゅんじゅん。

　だが、迷いは一瞬だった。

「助けましょう」

　間髪入れず決断したベルに、リューは目を細める。

「貴方はパーティのリーダー失格だ」

　他の誰でもないリューの非難の言葉と眼差まなざしに、ベルの胸が罅割れる。

　そして、鋭い痛みに打ちのめされそうになった次の瞬間──彼女は笑った。

「だが、間違っていない」

　目を見開くベルに微笑を残し、リューはとどまっている森から飛び出す。彼女はケープを翻し、一人いち早くモルド達のもとへと向かっていった。

　ぐっと胸を詰まらせるベルは、次には勢いよく背後を振り返る。

　リリが、ヴェルフが、命ミコトが、桜花オウカが、千草チグサが、そしてヘスティアが。

　誰もが異を唱えず、笑みを浮かべ、頷いた。

　ごめん──ありがとう、と胸の奥で告げ。

　ベルは叫んだ。

「行こう！」

　七つの影が森を抜け、草原を駆ける。

　向かうのは視線の先、悲鳴と爆音が起こる階層中央地帯。

　雄叫びとともに巨人が猛る戦場へと、ベル達は身を投じるのだった。
















　天井てんじょうの白水晶を失い、蒼あおい薄闇うすやみが落ちる18階層内。

　西部の湖沼、島の上に位置する『リヴィラの街』からも、その光景ははっきり確認できた。

「なんじゃあ、ありゃあ……」

　階層中央付近の大草原において、漆黒の巨人が暴れ回っている。凄すさまじい叫び声はこの街にまで届き、崖際の広場に集まり呆然ぼうぜんと眺めている冒険者達の耳朶じだを殴った。

　安全階層セーフティポイントに階層主が産まれ落ちたという特級の異常事態イレギュラーに、保身の術に長けている筈はずの街リヴィラの冒険者達は、一向に行動を起こせずにいた。

「──ボールス！　ボールスッ、いますか!?」

「ア、アンドロメダ!?　お前、一体どこから現れやがった!?　ていうか、今、空から……？」

「んなこたぁどうでもいいんです！　ボールス、街の冒険者とありったけの武器を集めなさい、あの階層主を討伐とうばつします！」

『リヴィラの街』の冒険者の中でも実力者、買取かいとり所じょの主人にアスフィは半ばヤケクソのようになりながら指示を出す。眼帯がんたいをしている大男の主人は、慌てて唾を飛ばした。

「と、討伐ぅ!?　馬鹿ばか言ってんじゃねえよアンドロメダ、オレ等の財産をはたいてまであの階層主デカブツを相手にする必要がどこにある!?　こんなもん、逃げるが吉だ！」

「退路はもう絶たれました！　南の洞窟は崩れ、私達は事実上この階層から脱出不可能です！」

　口答えするなとばかりに叫び返すアスフィの反論に、目を見張る眼帯の店主。土煙が上がっている南端の方角へ振り返ると、彼はすぐに愕然がくぜんとした。

「じ、時間を稼いで洞窟をさっさと掘り返しゃあ、トンズラすることだって……」

「笑えない冗談ですね。ここからでもわかるくらい盛大に崩落している洞窟を、再開通させるまでどれほどの時間がかかるんですか？　半日、それとも丸一日？　貴方の言う時間を稼ぐ者達が階層主に蹴け散らされるのとどちらが早いか、さぞ見ものになるでしょうね」

「……オ、オレ等が全員出しゃばらなくても、階層主ゴライアスの一匹くらい、精鋭を連れていけば……」

「あれが、普通の階層主ゴライアスに見えますか？」

　アスフィが視線を飛ばす方角、闇と同化したような黒いゴライアス。その太い腕を振り回し、今もなお地響きを引き起こす巨人の脅威は、ここからでも十分に伝わってくる。

「これは憶測カンですが、今の階層の幽閉状態とあの階層主ゴライアスは恐らく連動しています。あれを倒さない限りここから逃げ出すことはかなわないでしょう。救援に期待するのも止めてください」

「……ちくしょうめ」

　アスフィの説明に、観念したように大男はうなだれた。

　間を置かずその凶暴な人相を振り上げ、腕の動きとともに大声を張る。

「話は聞いてたな、てめら等ァ!?　あの化物と一戦やるぞぉ！　今から逃げ出しやがった奴やつは二度とこの街の立ち入りを許さねえ！」

　号令が下され、他ほかの者も腹をくくったようだった。街に宿泊していた冒険者達も走り出し、武器を持って続々と大草原へと向かっていく。

　にわかに準備で忙しくなる周囲を見渡した後、アスフィは広場の欄干てすりに歩み寄った。

「私も行きますか……！」

　巨人を一度見据えた後、手すりに手をかけ、彼女はためらいなく崖下に飛び降りた。
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　戦場である大草原では地獄絵図が広がっていた。

　ゴライアスの標的となったモルド一派は悲鳴を上げ、逃げ遅れた者からその太腕に殴り飛ばされ宙を舞う。直撃を避けたところで結果は同じで、人の体が紙屑かみくずのように吹き飛んでいった。

　うあああああああああっ、と絶叫が次々に打ち上がるが、我先にと逃走するモルド達に他者を顧みる余裕はない。全すべての者が巨人に背中を向けて、一心不乱に距離を取ろうとする。

　敗兵達の潰走ついそうもかくやという体ていで彼等はばらばらに[image: 遁]走とんそうしていった。

『……ォォ』

　方々に散らばるモルド達に顔を歪ゆがめるゴライアス。

　巨人のモンスターの体格は豚頭人体オークのそれに近い。足は短く、たくましい上半身の規模が総身の六割ほどを占める。常に前屈かがみになっている背には長い頭髪がかかっていた。

　散り散りとなっていく無数の小さな影に、ゴライアスは追いかけるのを止めた。血のように赤いその眼球を凶悪にぎらつかせ、背を軽く反る。

　そして次の行動で、巨人のモンスターは口内を爆発させた。


『────────アァッ!!』



　大音声とともに放たれたのは、衝撃波だった。

　最も遠く離れていた一人の冒険者のもとに着弾し、草原が爆はぜ、彼は声も上げられないまま吹き飛んでいく。糸の切れた人形のように地をごろごろと転げ回っていくその姿に、モルド達は荒肝を拉ひしがれた。

「は、『咆哮ハウル』……!?」

『恐怖』を喚起し束縛する通常の威嚇いかくではなく、魔力を込め純粋な衝撃として放出される巨人の飛び道具。その効果範囲は魔犬ヘルハウンドの火炎の比ではなく、威力そのものも馬鹿馬鹿しいほどだ。

　距離を稼ごうが狙ねらい撃ちされる悪夢の展開に、モルド達は例外なく青ざめた。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　立て続けに、ゴライアスは天を仰あおいで雄叫おたけびを上げる。階層の隅々にまで届く階層主かいそうぬしの叫び声が呼んだのは──モンスター達だ。

「な!?」

　森から、草原から、湿地帯から。

　18階層に棲息している大量のモンスターが、ゴライアスのもとに召喚される。集まってくる様々な種類の怪物の群れに、冒険者達はとうとう凍り付く。

　モンスターの波は哮たけり声を上げながら、四方から襲いかかってきた。

「ひ、ひぃいいいいいいいいいいいっ!?」

　武器を抜き応戦せざるをえないモルド達へ、ゴライアスは冷酷に進行を再開させる。『咆哮ハウル』をまき散らしながら呼び出した尖兵モンスターごと獲物を弾はじき飛ばし、そして冒険者の一人に肉薄した。

　自身を優に吞のみ込む巨大な影。赤い両眼に見下ろされ、立ち竦すくむ獣人の冒険者。

　背に溜められた巨[image: 拳]──もらえば冒険者だろうがモンスターだろうが即死させる大鉄槌だいてっついを、ゴライアスは吠声ほえごえとともに振り下ろす。

「──ッ！」

　しかしそこへ、陣風のごとく疾走してきた冒険者がいた。

　纏まとったケープをなびかせるリューだ。彼女はゴライアスの死角、真横から突撃し、速度を上乗せした渾身の一撃──振り抜いた木刀を敵の左膝ひざへ叩たたき込む。鼓膜を滑り抜ける快音が響き渡り、支柱である足を強打されたゴライアスの攻撃は、獣人の冒険者から大きく逸それた。

　地面を粉砕した余波で吹き飛ぶ冒険者を脇に、桜花オウカ、命ミコトが、恐れを激しい表情の奥に封じ込め、リューの後に続く。

「おおおおおおおおおお！」

「ハァアアアアアアアア！」

　斧おのと刀かたな、それぞれの得物で同じ左膝を攻撃した彼等は、しかし次には瞠目どうもくする。

　手首を打ち抜く硬質な手応てごたえ。桜花オウカの戦斧せんぷは刃が欠け、命ミコトの刀にいたっては刀身が折れた。

　強固な金属鎧をも上回る階層主の体皮に、かすり傷しか残せない。

「早く離脱しなさい！」

　リューの鋭い呼びかけが驚愕きょうがく抜けきらない二人の耳を射抜く。

　はっと体を揺らす桜花オウカと命ミコトが振り向くと──己おのれの左手から右手に抜けていく桜花達かれらをゴライアスの視線は追尾し、目端を裂いた怒りの形相で睨にらみ付けていた。巨人はぐっと腰をひねり、その極腕を大薙ぎに振るう。

「ぐ、おおおおおおおおおっ!?」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　巻くように放たれた右腕の攻撃スイング。ゴライアスの周囲を半回転した[image: 拳]こぶしの旋風に、間一髪逃れることに成功した桜花オウカ達は、それでもめくり上がる地盤とともに弾き飛ばされた。

　追い打ちとばかりに、草原へ転がった桜花オウカと命ミコトにゴライアスは開いた口を照準させる。

「【燃えつきろ、外法げほうの業わざ】」

　瞬間、『咆哮ハウル』を放とうとしたモンスターを大爆発が襲った。

　くぐもったような叫び声が爆ぜる顔面の周囲、陽炎かげろうの残滓ざんしが火の粉とともに雲散していく。黒煙を吐くゴライアスへ腕を突き出しているのは、対魔力魔法アンチ・マジック・ファイアを発動させたヴェルフだ。

　魔力の塊が装塡された『咆哮ハウル』の強制中断。大草原の一角から、彼は緊迫した眼差まなざしで立ち込める煙の奥を見つめていると……ギロリ、と。

　血走った瞳ひとみで既に砲撃体勢に移行しているゴライアスが、ヴェルフの見開かれた目の中に飛び込んだ。焼かれた顔と口内を全く意に介さず、巨人の『咆哮ハウル』が繰り出される。

「ふっ!!」

『グッ!?』

　ヴェルフへの『咆哮ハウル』は、外れた。「うおおっ!?」と叫ぶ彼を救ったのはリューである。

　七Ｍメドルにも及ぶ体軀たいくの背中を瞬く間に蹴上がり、巨人の後頭部を強襲、『咆哮ハウル』の射撃角度をずらしたのだ。彼女は木刀を振り切った反動を利用してゴライアスの頰ほおを蹴り付け、すぐに地上へと退避する。

「固い……それに、動作が速い。やはり通常の階層主ゴライアスとは違う」

　間合いを取る中、フードの奥でリューの端整な眉目がかすかに歪んだ。

　17階層に出現する標準のゴライアスはＬｖ．４相当。過去の仲間と同じモンスターを何度も撃破した経験のあるリューにとって、現在相対している個体は訳が違った。彼女の手さえも痺しびれさせる防御力に、本来持ち得ない飛び道具の『咆哮ハウル』、何より超大型級のモンスターに似合わぬ反応と初動の速さ。

　──敵の潜在能力ポテンシャルはＬｖ．５に届く。

　リューはそう判断する。伴ともなって彼女は悲観も絶望も退しりぞけ、この状況下でただ一人、撃破の糸口を探し出そうとした。

　逃亡は無意味だ。この巨人に背を見せた者から、戦意に少しでも綻びが生じた瞬間から、取って食われる。積み重ねられてきた経験と本能がはっきりとリューにそう伝えている。

　さるエルフの森に生える大聖樹の枝から作り出された木刀《アルヴス・ルミナ》を手に、美しい妖精の戦士は撹乱かくらんを主体にしつつ、敵の脚あしを幾度となく狙った。

『ゥゥ──オオオオオオオオオァアアアアアアアアアアアアッ!!』

　Ｌｖ．４であるリューの攻撃はゴライアスが唯一『痛撃』と見なす威力を備えていた。更に彼女を筆頭に臆することなく周囲を動き回る小さな影達。

　目障りだと激昂するように、ゴライアスは両腕を振るい怒声を上げた。




　リュー達とゴライアスが交戦している地帯から、約一〇〇Ｍメドル南東。

　モンスターの群れに襲われるモルド達は敵味方入り乱れての戦闘を繰り広げていた。

「スコット、ガイル、どこだ!?　助けろっ、助けてくれええええっ!?」

　モンスターの啼なき声と冒険者達の悲鳴が交錯する中、モルドもまた半狂乱に陥おちいっていた。仲間である二人の名前を呼ぶが、彼の声に応こたえる者はいない。

　大甲虫マッドビートル、熊獣バグベアー、狙撃蜻蛉ガン・リベルラ、猛牛ミノタウロス……あらゆる種類の中層のモンスターが周囲から途切れることなく押し寄せ、牙きばを、爪つめを、角を、モルドに振るう。何とかそれらをかいくぐり両手に持つ長剣で反撃を行うも、敵の襲撃は一向に止まない。

　前後左右、四方問わず飛びかかってくるモンスター達に、モルドの理性は限界を迎えつつあった。

『ガアアアアアアアアア!!』

「ぐおっ!?」

　バグベアーの薙なぎ払いがモルドの肩を捉とらえる。防具が爪で切り裂かれ、装備していた長剣も弧を描いて宙へ、モルド自身はその怪力によって地面に叩きつけられる。

　肩を押さえる彼に、三頭のバグベアーがあっさりと接近した。

　目と鼻の先で大型の体軀に見下ろされ、モルドの顔が恐怖によって老婆ろうばのように歪む。

　醜悪な無数の牙を見せながら、モンスターは彼へ覆い被かぶさろうとした。

「や、止めろおおおおおおおおおおおおお!?」

　そして絶叫が断末魔に果てるより早く。

　鋭い斬閃が、モルドの視界に割り込んだ。

「……は？」

　モルドの長剣を持ち、モンスターの首を斬り裂いたのは──白髪の少年だった。

　仰臥ぎょうがしているモルドを背に庇かばい、少年は間髪入れず残っているバグベアーの胸部に刺突。『魔石』を打ち抜かれた体が灰となって崩れ落ちる。

　最後の一体が放つ横殴りの爪を咄嗟とっさに屈み込んで回避し、剣を斬り上げ、撃破した。

「……なんで、てめえ……」

　すかさず別のモンスターが迫りくる。息つく暇ひまもなく新手の敵と戦い続ける少年の背中に、モルドが掠かすれた呟つぶやきを漏もらしていると。

　がしっ、と襟えり首を何者かに摑つかまれた。

「ベル様のお邪魔になるので運んじゃいますよ！」

「いっ、でででででででででででででででででででえぇっ!?　だ、誰だれだっ、尻ケツがぁ!?」

　視界が揺れた瞬間、モルドは倒れた姿勢のまま引きずられていく。

　小人族パルゥムの少女、リリが、大型のバックパックを背負いながら片手で──サポーターに運ばれるモンスターの死骸と全く同じ扱いで──彼の体を容赦なく運搬していた。草原のあちこちに生えている尖とがった水晶によって、モルドの口から悲鳴が上がる。

　リリの走行は寸分の狂いもなかった。これが本職とばかりに冒険者とモンスターの位置関係を正確に見抜き、被害が及ばぬよう彼等の間を縫っていく。引きずっているモルドの体を左右に振っては転進を繰り返し、たちまち乱戦地帯から抜け出した。

「もう戦えないなら、身を隠すなり逃げるなりしてください。ベル様が助けてくださったお命を無駄にしないように」

　戦場から離れたモンスターのいない草原で、リリはモルドを解放する。

　呆ほうけていたモルドは、慌てて身を起こし彼女へ問いかけた。


「お、おいっ!?　なんで、俺おれ達を…………助けるんだ？」



　未いまだ戦場では白い髪をなびかせ、ベルがモルドと同じ冒険者達を助け出そうと剣を振るい続けていた。突き出した腕から炎雷を連射しモンスターを屠ほふっては、距離が離れていようが彼等の窮地を救う。

　視線の先の光景を見つめながら尋ねてくるモルドに、リリは振り向いて、言った。

「底抜けにお人好しなベル様に、感謝してくださいねっ」

　両目を瞑つむり、べっ、と舌を出す彼女は、ベル達のもとへ再び足を向ける。

　たったったっと遠ざかっていく足音に、一人取り残されたモルドは。

　打ちひしがれたような顔で、呆然と呟いた。

「なんじゃ、そりゃあ……」

　打ち鳴らされる激しい剣戟けんげきの音だけが、彼のもとに返ってきた。
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「千草チグサ君、本当にボク達はあそこを離れていいのかい？」

「は、はい……まずは、武器を集めてこないと……」

　ベル達のいる大草原から西の方角。

　道具アイテムの入った小鞄ポーチとバックパックを揺らし湖に向かっているのは、ヘスティアと千草チグサだ。

「まだ話でしか、聞いたことはないんですけど……階層主かいそうぬしとの戦闘は、すぐに武器や盾が壊れちゃうので、装備品の予備スペアを用意しておかないと、桜花オウカ達が……」

　瞳を前髪で隠しがちにしながら、途切れ途切れ語る千草チグサの話に、ヘスティアはなるほどと相槌を打つ。確かにあれほど規格外のモンスターと長時間戦う羽目になれば、装備の消費も相応に激しいだろうと。

　今、ヘスティアと千草チグサは『リヴィラの街』を目指している最中さいちゅうだった。何とか街の人間を説き伏せ、武器等とうを確保するためである。Ｌｖ．１の千草チグサはもとより零能のヘスティアが戦場に残っていても足手纏いになりかねないため、ベル達の支援はリリに任せ、彼女達は戦いを避け裏方に徹しようとしていた。

「う……!?　ち、千草チグサ君っ!?」

「……！」

　島にかかる湖の橋をようやく目視できるようになった時、バグベアーがこちらに向かって猛進してきた。ここまでモンスターの目をかいくぐってきたが、完璧かんぺきに捕捉されてしまった。

　四肢を漕こいでものすごい勢いで突き進んでくるバグベアーに、千草チグサが決死の表情でヘスティアの前に出ると──矢がモンスターの瞳を射抜く。

「お！」

　のたうち回るモンスターに攻撃したのは、エルフの弓使いアーチャーだった。彼だけではない、『リヴィラの街』からやって来た冒険者達が大挙して押し寄せてくる。

　ヘスティア達の背後、階層主がいる大草原へと向かって。

「千草チグサ君、援軍だ！」

「街の冒険者達が……！」

　自分達のすぐ真横を駆け抜けていく上級冒険者達に、ヘスティアと千草チグサは興奮で頰を彩いろどる。

　ヘスティア達とすれ違った格好で進撃する彼等は、指をとある方角へ示し、矢継ぎ早に指示おおごえを交わし合った。そして頷うなずき合い、道中のモンスターを殲滅せんめつする者、モンスターに集たかられるベル達のもとへ急行する者、そして階層主へ直進する者達に分かれる。

　冒険者達は剣を振りかざし、雄叫びを上げた。




「こういう時ばかりは頼もしい限りです、ねっ！」

　援軍の中で最も早くリュー達のもとへ駆け付けたのは、アスフィだった。

　後方から響いてくる冒険者達の雄叫びを他所に、彼女は草原を疾走しながら、太いベルトに取り付けられた囊ホルスターから小瓶こびんを二つ取り出し、ゴライアスへと投擲とうてきする。

　素早いリューの動きに翻弄ほんろうされていた巨人が、頰に命中を許した瞬間、小瓶は大爆発した。

『オオオオオオオオ!?』

「ちょっと、火傷やけどだけとか勘弁してくださいよ……！」

　中層級クラスのモンスターならば一つで爆砕してのける爆炸薬バースト・オイル──魔道具作製者アイテムメイカーである彼女特製の手投げ弾が二発直撃したにもかかわらず、ゴライアスの肌に損傷の跡は見られない。

　巨人のモンスターは『咆哮ハウル』を放つが、彼女は難なく回避し、一度リューのもとに合流する。

「疾風リオン！　説明は不要だと思いますが、今から来る援軍が一斉射撃の準備を行います。貴方はゴライアスの注意を引き付けておいてください！」

「わかりました。それでは私と、貴方で、敵の意識を分散させましょう」

「え、いや、待っ──」

『よおおしっ、てめー等ら！　アンドロメダが囮おとりになるから心置きなく詠唱を始めろぉ！』

「──ボォールスゥ!?　後で覚えてらっしゃい!?」

　泣く泣く一番危険な囮役を課せられたアスフィは、走り出したリューとは逆方向に向かいゴライアスの周囲を動き回る。巨人の攻撃の矛先は、速度自慢の彼女達に暫時ざんじ固定された。

「武器はいくらでもあるからなぁ、畜生！　得物が潰つぶれたらさっさと交換に来い！」

　一方、ゴライアスから距離を置いた小高い丘。潰れた中央樹と洞窟を結んだ真南の地点で、街リヴィラの冒険者じゅうにん達が即席の拠点を設ける。剣や槍を始めとした武器を片っ端から地面に突き刺し、盾を並べ、予備スペアの装備品を提供していく。筋骨隆々のドワーフや獣人達が大剣や大盾を遠慮なく持ち去っていく中、遅れてやって来たヘスティアと千草チグサもこの場へ辿たどり着いた。

「こ、これは行けるんじゃないか!?」

「す、すごい……」

　ヘスティアと千草チグサの視線の先、【ファミリア】の垣根を越えて総勢百名に達する冒険者達が、巨人のモンスターを包囲しつつあった。




『囲かこめーッ、囲めぇーッ!!』

　移動を続ける冒険者達がゴライアスを取り巻いていく。勝手知ったる仲間でもない彼等は緻密ちみつな連携はもとより捨て、互いの邪魔にならない間合いを確保した上で各々の行動に走った。

　エルフを始めとした魔導士達が数箇所に固まり、『魔法』の詠唱を開始する。限られた者の足もとに咲き誇る多種多様の魔法円マジックサークル。魔法の威力や効果範囲を増加させる強化装置であり、発展アビリティ『魔導』を習得した者のみに与えられる、言わば上位魔導士の証だ。

　長文詠唱による強力な砲撃の準備が着々と進められていく。

　美しい呪文しらべを紡つむぐ間あいだ無防備になるそんな彼等を庇うのは、大盾を持ったドワーフ達である。


『────アァッ！』



　不穏な空気に気付いたゴライアスが『咆哮ハウル』を撃つが、前衛壁役ウォールとして機能するドワーフ達の盾が受け止めた。後衛である魔導士達に余波さえ微塵みじんも届かせない。

『咆哮ハウル』の威力は巨人の直接攻撃に比べればまだ低い。振り回される手足に捕まらなければ、盾を構えた彼等なら十二分に防御することができる。

　Ｌｖ．３の者も交ざる大勢の前衛壁役ウォールは、ゴライアスの巨腕だけは防ぎ切れないと判断し、最前線の攻撃はリューとアスフィに一任し、魔導士達の防衛に徹した。

「前衛も仕掛けろ！　何だったら一発かまして、名を上げてきやがれ！」

　魔導士達と前衛壁役ウォールを脇目に、命知らずの前衛攻役アタッカーも動き出す。発破をかける声に上等だと息巻き、四、五人の小隊を組んで果敢に突っ込んだ。

　リューとアスフィがゴライアスの注意を奪った瞬間を突き、二本の大脚へ打ち込まれる大剣、破壊鎚、斧。下半身を揺らす複数の衝撃に巨人は両眼を吊り上げるが、アスフィの爆炸薬バースト・オイルによって視界を潰される。モンスターの怒りの声が上がるのを脇に、都合六つ結成された小隊は断続的に斬りかかっていった。

「ベル、無事か!?」

「ヴェルフ！」

　援軍の冒険者達にモルド一派ともども助けられたベルは、この激戦地に到着した。多くの者の詠唱とかけ声が飛び交う目の前の光景に圧倒されていると、ヴェルフが走り寄ってくる。

「命ミコトさん達は!?」

「大丈夫だ、今あいつ等は他のモンスターの相手をしてる」

　ゴライアス以外のモンスターの襲撃は依然として続いている。17階層への洞窟、そして中央樹の樹洞が塞ふさがれこれ以上は増えないとはいえ、18階層に残存していた数も多い。魔導士達や補給拠点に近付けさせまいと戦う冒険者達の中に、命ミコトと桜花オウカの姿をベルは見つける。

「お前はどうする？　俺達と一緒に周りのモンスターを叩くか？」

「僕は……」

　一瞬言い淀よどんだベルだったが、そんな彼を、彼方から呼ぶ声があった。

『おいっ、兎うさぎぃ！　突っ立てるならこっちに来い、それとも怖こええかぁ!?』

　半ば面白おもしろがるように叫んできたのは、前衛攻役アタッカーのとある小隊だ。

　ベルの噂うわさの数々を聞き及んでいる彼等は、冒険者流の挑発をもって誘ってくる。

「……行ってこいよ。階層主を張り倒した相棒アイツは俺が契約した冒険者だって、威張らせてくれ」

「──うん！」

　笑みを浮かべ背中を押してくるヴェルフに、ベルもまた頷いた。お互いの健闘を祈り、その場で別れて走り出す。

　ベルは間近い小隊を追いかけ、隣に並び、やがてその中に加わった。集団に入ってきた彼に対し、眼帯をした大男はよく来たとばかりにニッと口を吊り上げる。

「おう、【リトル・ルーキー】！　お前、そんな装備で大丈夫か!?」

「大剣をっ、一番いいのをお願いします！」

「よおし、持ってけ！」

　小隊の中の一人が背に備えていた予備スペアの大剣を渡され、ベルは礼を言う。右手で柄を持ち肩に担かつぎながら、計四名、勇敢な前衛攻役アタッカー達とともに巨人へ驀進ばくしんした。

　しかし、そこでゴライアスは接近したベル達に反応する。


「「「「やべえっ!!」」」」



「え」

　瞬時にベルを置いて方向転換する勇敢な前衛攻役アタッカー達。新人ルーキーごときでは到底敵わない危機察知能力で、彼等は速やかにゴライアスの間合いから離脱していった。

　罠わなに嵌はめられたのではないかという格好で一人突撃する羽目になるベル。接近してくる彼一人を、ゴライアスの血走った双眼が捉える。

　ぞっっ、という凄まじい寒気と重圧。真正面からぶつけられる階層主の威圧感に、ベルもただちに間合いから脱出しようとするが──金の憧憬しょうけいが脳裏を掠かすめた。

「──」

　目の前の敵と同じ階層主かいそうぬしを一人で打倒した少女。自分より遥はるか先にいる、憧憬しょうけいの剣士。

　見開かれていた深紅ルベライトの瞳が吊り上がる。大剣の柄つかを握りしめる手に力を込め、ベルは、自分の体を前へ突き飛ばした。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

「──ッッ！」

　大気を貫いてくる巨腕に、ベルは前傾して、加速。

　左右の回避行動の一切いっさいを捨て、ただ前へ──逃げるな、戦え、そう叫ぶように──最高速度で突き進む。そして攻撃の通過地点を間一髪走り抜け、巨人の一撃を背後に置き去りにした。

　瞬速の脚、そして駆け引きが光る。すぐ後方から押し寄せる巨[image: 拳]の暴威をびりびりと感じながら、ゴライアスの懐ふところに侵入したベルは、その左足に目掛け大剣を振りかぶり──叩きつけた。

「ふッッ!!」

　鈍い打壊音。刃が通らない硬質な体皮に、しかし衝撃が確かに貫通した手応え。

　ベル会心の一撃が、階層主の巨体を揺るがした。前衛攻役アタッカー達の度重なる攻撃によって蓄積されていた損害も大きい。

　目に見えて表れてきた効果に周囲の者達が沸く中、ベルは堅実に一撃離脱ヒットアンドアウェイ、ゴライアスの股下を抜けて敵の後方に退避する。

「クラネルさん、今のは危なかった」

「リュ、リューさん……」

「あんなことを繰り返していては、命がいくらあっても足りません」

　移動を続けるベルに、リューが並走して戒めてくる。

　フードの奥から見据えてくる厳しい眼差しに、ベルは怒られた子供のように肩を縮めた。

「合図を出します、攻撃の際のみ私の後に続きなさい。貴方の敏捷あしなら付いてこれる」

「……！　はい！」

　前を向いた彼女にそう告げられ、ベルは大きく頷いた。リューの後方にぴったり付く。

　二人は師弟のように行動をともにし、階層主の攻略を続けた。





[image: ]






　階層主の行動を止めようと、あるいはその巨体を地に落としてやろうと、執拗なまでに二本の脚が狙われていく。想像を絶する鉄壁振りによって歩みこそ完全には止められないものの、前衛攻役アタッカーの波状攻撃によってゴライアスの動きは確実に鈍っていた。

　そして彼等が奮闘する中、とうとう魔導士達の詠唱が完了する。

「前衛、引けえぇっ！　でかいのぶち込むぞ！」

　前線に号令が飛ぶと同時、リューとベル、アスフィや他の前衛攻役アタッカー達はただちにゴライアスのもとから離れた。ちょうど包囲網の中心に誘導されていたモンスターは、周囲で高まっている魔力の塊にその赤眼を見開く。

　もう遅いとばかりに魔導士達はそれぞれの杖つえを振り上げた。

　魔法円マジックサークルの輝きが弾け、次の瞬間、怒涛どとうのような一斉射撃が火蓋を切る。


『──────────────────────ッッ!?』



　連続で見舞われる多属性の攻撃魔法。火炎弾が着弾すれば雷の槍が突き刺さり、氷柱の雨と風の渦が炸裂する。一部『魔剣』の攻撃も加わり、階層主の巨軀が砲火の光に塗り潰された。

　やがて魔導士達の一斉射撃が止む。聴覚を麻痺まひさせるほどの爆音が途切れ、全ての冒険者が固唾かたずを吞んで砲撃中心地を見守る中……立ち込めた煙が薄れるとともに、どんっとゴライアスの片膝が地についた。顔面部分を始めとした黒い体皮は傷付き、抉えぐれ、赤い血肉を晒さらしている。

　口からは蒸気のような白い呼気が、消耗の深さを物語るように大量に吐き出されていた。

　冒険者達は歓声を上げた。

「ケリをつけろてめえ等ぁ!!　たたみかけろおおおおっ！」

　前衛攻役アタッカーが一斉に前へ出た。巨人の息の根を止めようと四方八方から躍り出る。

　頭こうべを垂れているゴライアスに、多くの者が殺到した。

「……っ？」

「リューさん？」

　周りの冒険者達と同じく笑みを浮かべかけていたベルは、肩を揺らしたリューに気付く。

　怪訝けげんそうに細まっていた彼女の瞳は、すぐに大きく見開かれた。


『────フゥゥゥ』



　ほぼ同時に、他の者達の反応も彼女のものを追う。

　傷付いて沈黙していた筈のゴライアスが、顔を上げた。顔面に負った傷はどこにもない。

　体中からは、いや損傷した体皮からは赤い光の粒子が発散されていた。驚くべきことに光の粒が立ち上る側から傷は見る見る内に癒いえていき、完全になかったものになる。

　ゴライアスは勢いよく立ち上がった。

「自己再生!?」

　信じられないものを見たかのようなアスフィの叫び。彼女の推測通り物凄ものすさまじい速度で体を再生させたゴライアスは、迂闊うかつに接近してきた前衛攻役アタッカー達に対し──いや呆然と立ちつくす魔導士達こうえいも含め、その巨大な両腕を頭上高く振り上げた。

　そして握り締められた二つの大[image: 拳]を、足もとへと振り下ろす。


「──────────────────」



　大草原が、割れた。

　凄まじい爆発を起こし、地割れと、衝撃波を発生させる。放射状に広がる破壊の津波は全ての前衛攻役アタッカーを一瞬で吞み込み、蹴散らし、更に魔法行使直後の魔導士達のもとにまで及んだ。

　前衛壁役ウォールの者ごと、吹き飛ばす。

「なっ……!?」

　リューとともに咄嗟に退避したベルは、自分の目を疑った。

　包囲網が壊滅した、一瞬で。

　至近距離から衝撃波を浴びた前衛攻役アタッカーは言うに及ばず、後衛の多くも地に倒れ込んでいる。震える手を、膝を、地面について何とか起き上がろうとしている者は数えるほどしかいない。

　裂け目のあちこちから煙を上げる大草原は、死屍累々ししるいるいたる様相を呈していた。

「魔力を燃焼させて、治癒能力を……!?」

　天井に残る僅かな青水晶によって周囲が蒼い闇に包まれている中、ゴライアスだけが赤い光を帯びる。巨人の体から立ち昇る無数の光の粒は、燃えた魔力の残滓だった。

『咆哮ハウル』を砲撃として扱えるほど存在する潤沢な魔力を、今度は自己治癒力増幅に用いたのだ。モンスター、とりわけ階層主かいそうぬしにしか許されないような力業に──同時に怪物の親玉ボス・モンスターが自己回復するという悪夢に──アスフィは呻うめく。

　大勢の者の視線の先、赤く発光しているようにも見える巨人はいっそ幻想的であり。

　ベル達の目には、罪人を灼やきつくす断罪ソドムの炎のように映った。


『────アァッ！』



　やがて攻撃が仮借なく再開される。ゴライアスは動くもの全てに『咆哮ハウル』を放ち、再起不能を免れた冒険者達に追い打ちをかけた。彼等は、弾かれ、飛ばされ、虫の息と化す。

「くっ……!?　ボールス、部隊を再編成して、体勢を立て直しなさい！」

「無茶言うんじゃねえ!?」

　統制が碌ろくに利かない冒険者達を混乱と動揺が支配した。一時撤退する者、仲間の治療に当たる者、そして再度攻撃しようと詠唱を開始する者、それぞれがばらばらの行動に走る。

　足並みが揃そろわなくなったそんな彼等を嘲弄するように、ゴライアスは顔を頭上に向けた。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「あいつ、またモンスターを……!?」

　二度目の召喚の声に、階層中の全てのモンスターが応じた。返事をするように雄叫びを上げ、余すことなくこの大草原へと押し寄せてくる。

　生き残った冒険者達も、もはや襲いかかってくる眼前の敵に手一杯になった。

「……クラネルさん、ここに残りなさい。周囲と協力して、モンスター達を」

「リュ、リューさんは!?」

「アンドロメダとともに、ゴライアスを押さえます」

　この状況で単身巨人のもとに赴こうとするリューに、ベルは目を見張る。

「あのモンスターを止めておかなければ、このまま蹂躙じゅうりんされます。もう一度いちど一斉射撃を行うにせよ、できるだけ時間を稼がなくては。……ご武運を」

　時間が惜しい、と言うようにリューは話を切り上げ駆け出した。巨人に向かっていく彼女の背中を呆然と見つめるベルは、辺りを見渡す。

　壊れ果て散乱する数々の武器、倒れ伏している前衛攻役アタッカーと前衛壁役ウォール、彼等を庇い必死にモンスターと応戦する残された冒険者、巻き起こる悲鳴。

　戦況は最悪だ。立て直しが利いたとしても、本当にゴライアスを倒せるかもわからない。

　切迫する事態に喉のどを震わすベルは、自分の右手を見下ろした。

　──やるしかない。

【英雄願望アルゴノゥト】。ベルに与えられた起死回生の『スキル』。その力の行使に踏み切る。

　体力も、精神力マインドも大幅に削られる【英雄願望アルゴノゥト】は諸刃の剣つるぎだ。恐らく攻撃を放った後、ベルはこの戦闘において使いものにならなくなる。

　もし通用しなかったら、戦えなくなったら──と次々と沸き起こる迷いの感情を振り払い、ベルは畜力チャージを開始した。

「早く、早く……！」

　半端はんぱな畜力チャージは許されない。放つのは最高出力の一撃だ。

　周囲からの叫び声に泣きそうな顔で歯を食い縛りながら、ベルは右手に白い光粒を収束させていった。




「そんな……！」

　補給拠点に向かっていたリリは、ほぼ全滅した包囲網の有り様を見て愕然とした。

　ゴライアスは未だ健在の中、多くの冒険者達が屍しかばねのように大地へ転がっている。止めとばかりに出現するモンスターの大群に眉まゆを歪める彼女は、地を蹴って拠点である小高い丘に急いだ。

「武器と、道具アイテムはまだありますか!?」

「サポーター君!?」

「ありったけの装備を持ってきてください！　リリが前線に届けます！」

　拠点に待機していたヘスティアや周囲の者に声を張る。この場に残っているのはリリのような非戦闘員と、拠点防衛及び治療中の冒険者達だけだった。

　彼等は大草原の惨状に声を無くし、立ち竦んでいる。

「君が届けるって、大丈夫なのかい!?」

「他に動ける人がいません！　恐怖で動けない方々より、リリの方がまだマシです！」

　非戦闘員と拠点防衛の冒険者がここから離れられないのは勿論、治療を終えた者達もすぐにあの戦場へ舞い戻ることは不可能だろう。大型のバックパックを乱暴に放り落とし、リリはヘスティアと一緒に武器と道具の選定に取りかかる。

「千草チグサ様はどうしたんですか？」

「あの爆発を見て、血相を変えて飛び出していったよ。多分、桜花オウカ君達のところだ」

　彼女もまた居ても立ってもいられなくなったのだろう。自分と同じヒューマンの少女の姿を思い浮かべながら、リリはそのように悟る。

　モンスターに狙われれば一巻の終わりにもかかわらず、リリを命懸けの荷物持ちサポーターに駆り立てるのは、ベル達を想おもう心だ。彼等のために彼女は文字通り身を粉にする覚悟がある。

　ヘスティアの心配を他所に、リリは片っ端から装備品をバックパックに詰め込んでいった。

「えっ……」

「サポーター君？」

　大型の武器を選んでいたリリの手が不意に止まる。

　訝いぶかしむヘスティアを横に、彼女の目はとある得物に釘付けとなった。

「これは、『ドロップアイテム』……？」

　鞘ではなく布に包まれていた大剣状の塊は、磨き抜かれていない漆黒の光沢を放っており、まるで黒く染まった巨大な骨のようだ。お粗末そまつな柄つかだけが剣身に当たる下の部分に取り付けられている。布には所有者らしき名前が書かれているが、掠れてしまっていてよく読めない。

　恐らくは街リヴィラに保管されていた、とある冒険者の予備スペアの武器なのだろう。大荷物は一々持ち運ぶのは手間暇ということもあり、中層中間区である街リヴィラに一時蔵置ぞうちしておき、19階層以下を探索する際に受け取るという方法が冒険者達の間ではよく利用されている。緊急時ということも相まって、この武器も街の倉庫から引っ張り出されてきたのだ。

「碌に加工されていない……いえ、でも、これは」

　ともすれば天然武器ネイチャーウェポンにすら見える無骨な得物に、しかしリリは喉を転がした。彼女の瞳が眼前の武器の硬度、切れ味、そして破壊力を正しく読み取る。

　察するに強大な大型級モンスターの爪、もしくは牙だった武器部位ドロップアイテム。

　そして恐らくは、そのモンスターの出身階層は、『深層域』。

　目を見開いたリリは弾かれたように黒大剣を手に取り、バックパックへ強引ごういんに取り付ける。

「お、おい、サポーター君!?」

　はち切れんばかりに膨れ上がったバックパックを、己の『縁下力持スキル』の能力補正ちからによって難なく装備し、ヘスティアの呼びかけにも応えず飛び出した。

（これをベル様に……！）

　──ベルが放つあの光の攻撃と組み合わせれば、もしかすれば。

　見つけ出した武器を届けるため、リリはバックパックを揺らし丘から駆け出していった。
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「っ！」

　リューの体のすぐ横を、ゴライアスの指が通り過ぎる。

　敵の攻撃をぎりぎりで避けた彼女は動揺を瞬時に殺し、木刀で敵の足首を打った。巨人の怒号が響き渡るのを耳にしながら、離脱はせず、付かず離れずの距離を保って再三斬りかかる。

「リオン、貴方あなた死にますよ!?」

「全員命懸けで戦っている。私も相応の働きをしなくては」

　遠くから飛んできたアスフィの叫びに、リューは強い意志を窺うかがわせながら答えた。

　巨人の懐にあえて居座り攻撃し続けることで、自分を『的』にする行為。ゴライアスも鋭いリューの一撃だけは無視できない。巨[image: 拳]の風圧に何度も殴られ、身に付けているケープをぼろぼろにさせながら、彼女は嵐あらしに立ち向かうがごとく無謀な戦闘を繰り広げていた。

「アンドロメダ、敵の核ませきは狙えますか」

「無理ですっ、あの化物は硬過ぎる。武器が貫通しない」

　放たれた『咆哮ハウル』を大きく回避し、リューとアスフィは一度合流するように並走する。二人はお互いの懐から取り出した回復薬ポーションを素早く飲み干した。

「では、『魔法』は？」

「……私の詠唱はエラい時間がかかります。しかもショボい。高い治癒能力を持つあのゴライアスとも相性は最悪です、期待しないでください」

　装備している純白のマントをはためかせ、腕で口もとを拭ぬぐうアスフィは苦々しい表情を浮かべる。「わかりました」とリューは冷静に受け答えした。

「やはり、魔導士達の援護がもう一度欲しい」

「直撃したところでまた回復されるのがオチでしょうっ」

「なら相手の魔力が枯渇するまで、削り切る」

「無理に決まってる……！」

　自分を置いて加速するリューに、アスフィは顔を歪めながらベルトへ手を伸ばした。なけなしの爆炸薬バースト・オイルを放り、ゴライアスの顔面を爆撃する。

　既に結果が見えてしまっている絶望的な状況に、それでも彼女もまたリューのように抗うことを止めず、赤い粒子を発する巨人の懐へと飛び込んだ。

「魔導士達が……！」

　──他方、ゴライアスと交戦するリューとアスフィの周囲。

　壊滅した包囲網の名残りによって、中心に位置するリュー達を取り囲む冒険者達の中、桜花オウカはまた一人倒れていく魔導士の姿を認める。

　ゴライアスも先程の一斉射撃を警戒しているのか、詠唱を進める魔導士を素早く索敵しては、リュー達の攻撃も構わず『咆哮ハウル』を繰り出し狙撃している。詠唱のため必然的に足を止める魔導士かれらはなす術なく爆発に巻き込まれていた。ある者は周囲のモンスターにも襲われ、魔法の準備もままならない。

　魔導士の砲撃は対階層主の戦略における要かなめだ。彼等の力なくして、階層主攻略は困難を極めると言っていい。

　魔導士の前に立つ、前衛壁役ウォールが機能していない。彼等を守る盾が存在しない。

　リューとアスフィがいくら奮戦しようが、このままでは、と桜花オウカは危惧を抱く。

「桜花オウカっ！」

「千草チグサ!?」

　そこで、自分のもとに駆け寄ってくる少女の姿に、彼は声を上げた。

　わざわざ危険地帯へ突っ切って来た千草チグサに啞然あぜんとするが、その背に装着されたバックパック──盾も備えられた装備品の数々を見て、はっと肩を揺らす。

　彼は飛び付くように、自らも彼女へ走り寄った。

「千草チグサ、盾を出せ！」

　目の前まで来てそのように叫んだ桜花オウカに、千草チグサは最初、何を言われたのかわからないような表情を浮かべた。やがて言葉の意味を悟ったのか、普段は前髪で隠れている美しい双眸そうぼうを、悚然しょうぜんと立ち竦むように恐怖で染め上げる。

　彼女はぶんぶんっと顔を左右に振った。

「千草チグサっ!!」

「駄目だめだよ、死んじゃう……!?　あんな相手に私達が前衛壁役ウォールなんかやったらっ……桜花オウカが、桜花オウカが死んじゃう！」

　瞳から涙を散らしながら、千草チグサは声を張り上げる。

　巨漢である自身を泣きながら見上げてくる少女に、ともすれば桜花オウカもまた泣きそうな顔で、そして決然とした眼差しで懇願した。

「千草チグサ、頼む、俺を情けない男にさせないでくれ！」

「……っ!?」

「俺は口だけのいけ好かない奴になりたくないっ、他人を犠牲にしておきながら、体も張れない男おとこになんかなりたくない！　俺はタケミカヅチ様の眷族ファミリアだ!!」

　その男の言葉と眼差しに、千草チグサは見開いた瞳からすぅっと滴しずくをこぼした。

　次にはくしゃっと顔を歪め、うつむき、下ろしたバックパックから盾を取り出す。

　ありがとう、と言って大盾を受け取った桜花オウカは、振り返らず戦場へと駆け出していく。

　千草チグサは嗚咽おえつを堪えながら立ちつくし、遠ざかっていく彼の背中を見つめた。
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　白光の粒子の収束が、止まった。

「溜まった……！」

　三分。それが【英雄願望アルゴノゥト】の現状における最長畜力チャージ時間。

　小刻みに鳴る鐘チャイムの音はそのまま、発光状態を維持するその右手を握り締め、ベルはだっと地を蹴った。

　放たれた矢のように草原を疾走し、前方、暴れ回るゴライアスへと接近していく。十分な射程圏内に敵を収めるため、ベルは限界まで肉薄した。

「クラネルさん!?」

　モンスターの周囲を行き交かうリューがその接近に気付き、伴ってアスフィや、モンスターと争う冒険者達の視線も集まる。眼前に屹立きつりつする、巨人の真まっ赤かな双眼さえも。

　鼓動を爆発寸前まで高めるベルは、敵の眼光を一身に受け止め、真正面へと躍り出た。

「まさか──リオン、離れます！」

　小竜インファント・ドラゴンを一撃で葬った必殺の情報を知るアスフィは、発光するベルの右手を確認し、大声でリューに退避を勧告する。リューは一瞬ためらう素振りを見せた後、すぐに少年の射線上から離脱していった。

　そして、巨人からすれば僅かと言える距離を残し、ベルが足を止める。

　彼と正対するゴライアスは、その巨軀を反った。


『────────オォッ!!』



　強烈な『咆哮ハウル』。撃ち出された魔力塊。

　ほぼ同時に右腕を振り上げ、射撃体勢に移ったベルは。

　自らもまた、あらん限りに咆哮ほうこうした。

「【ファイアボルト】!!」

　両の足が草原に埋まる。

　発光する右手から放たれた大炎雷の反動に押され、ベルの体が後退した。

　向かってくる敵の『咆哮ハウル』を、【ファイアボルト】が突き破る。


『──────』



　白い稲光とともに凄まじい轟音をまき散らしながら、大炎雷はぶつかり合った魔力塊を粉砕し、そしてその先にあったゴライアスの頭部を一過──撃ち貫いた。

　右眼を含めた僅かな部分を残し、巨人の顔面が八割方ごっそり消失する。悲鳴を上げる暇も許さなかった。間を置いて巨大空間である階層の果てに魔法は炸裂し、絶壁を爆砕する。

　狙いが、逸れた。

　胸部を狙った筈が甚だしい出力に弾道が定まらず、敵の頭部に命中した。

　右腕を突き出したまま目を見開いているベルは、立ったまま硬直する巨人の体をただ見つめる。鉄壁を誇る体皮をいとも容易たやすく突破した破壊力に、周囲も一瞬静まり返った。

　頭を失って活動を続けられる生物はいない。

　勝った──そう冒険者達が信じ込もうとした、その直後。

　夥しい赤い粒子が、巨人の首もとから発生した。

「!?」

　火山の噴火のごとく立ち昇る光の粒に誰もが言葉を失う中、おぞましい勢いで失われた巨人の顔が修復されていく。戦慄せんりつと絶望に抱き竦められる冒険者達の視線の先で、剝むき出しの目玉が、復元し切っていない眼窩がんかの中でぎょろぎょろと蠢うごめいた。

　頭部を失ってもなお、ゴライアスは生きていた。尋常ではない生命力をもって畜力チャージされた【ファイアボルト】を耐え凌しのぎ、その驚異的な治癒能力で再生を遂げる。

【英雄願望アルゴノゥト】が、通用しない。

　消滅を免れていた巨人の真っ赤な右眼と、復活した左眼が、明確な殺意に駆られ、愕然と立ちつくすベルを睨み付ける。

「──ベルッ、逃げなさい!!」

　平静をかなぐり捨てたリューの叫び声虚しく、ゴライアスから『咆哮ハウル』が放たれる。

　未だ完璧に直っていない砲口ほうこう──口腔こうこうが弾け飛び、牙の破片と血肉が恐ろしい勢いでベルのもとに殺到した。【英雄願望アルゴノゥト】の反動により回避行動が致命的に遅れ、魔力塊ごと着弾する。

　傷付き、吹き飛ばされ、足が地面から離れるベルの体。ずたぼろになる彼の瞳に次いで飛び込んできたのは──大砲弾となって突き進んでくる山のような巨軀だった。

　殺意に溢あふれた咆哮を上げ、大草原を陥没させながら、ゴライアスが急迫する。リューとアスフィの救援も間に合わない。背に溜められた極腕が大気を食い千切って繰り出される。

　回避不可能、かつ疑いようのない一撃必殺。

　直撃を待つのみの巨人の鉄槌に、ベルは時を凍らせる。

　そして、次の瞬間、彼は現れた。

「──」

　盾を持ち、後方よりベルの目の前に飛び出す、偉丈夫いじょうぶの体。

　誰よりも早く駆け出していた冒険者、桜花オウカは、ベルとゴライアスの間に割り込んだ。

　悲壮の表情で大盾を構え、迫りくる薙ぎ払いを防御する。緩慢に流れる時の中で、巨人の中指がめり込み、ひしゃげ、盾ごと桜花オウカの体に食い込んでいった。

　口から吐き出される大量の血液。桜花オウカの背中と密着し合ったベルの体からも、骨の折れる音が幾重にも鳴り響く。盾と桜花オウカの体を重ねてもなお、衝撃がその身を貫いた。

　互いにその目を限界まで見開きながら、ベルと桜花オウカは、殴り飛ばされる。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　散る血飛沫ちしぶき、剝はがれ落ちる眷族ファミリアのエンブレム。

　巨人の雄叫びに打ちすえられながら、二人の体は宙を舞った。
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「ベル君──」

　拠点からその光景を目撃したヘスティアは、呆然と呟いた。

　彼女は一切合切の事柄を放り出し、丘から駆け出した。
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「ベル様──」

　武器の受け渡しが間に合わなかったリリは、舞う少年の姿を見つめた。

　彼女はなり振り構わず、戦場の一角から走り出した。
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「ベル……」

　震える声でヴェルフは、届かないその名を呼んだ。

　周囲から全ての音が遠ざかる中、頭の奥でとある言葉が蘇よみがえる。

『意地と仲間を秤はかりにかけるのは止めなさい』

　咎とがめるような響きをもって、主神かみの忠告が、彼の胸を穿うがった。

　悔悟かいごと自責によって泣き出しそうな稚児ちごのように相貌が歪む。一瞬立ちつくした後、背後に広がっている森を振り返った。

「くそっっ!!」

　ヴェルフは大刀を放り捨て、東の森の中へ駆け込んでいった。
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「桜花オウカっ……！」

「桜花オウカ殿！」

　涙を流す千草チグサと悲愴ひそうの表情を浮かべる命ミコトが、地面に墜落した桜花オウカに駆け寄る。彼女達は力なく瞼が閉じられ血だらけとなった彼の体を抱え、戦域外へと離脱した。

「くっ──!?」

　一方、桜花オウカとは別の方向へ転がったベルの体を、疾走していたリューが素早く抱き上げる。彼女もまた脇目も振らず安全な場所へと少年を運ぶ。

「クラネルさん、クラネルさんっ！　返事をしなさい！」

　リューは階層の南部、中央樹と補給拠点である丘のちょうど中間の草原にベルの体を下ろした。仰向あおむけに寝かされた少年は沈黙し、反応が欠片かけらも返ってこない。

「こんな時に……！」

　フードを勢いよく脱ぎ捨て、小鞄ポーチに手を回したリューは臍ほぞを嚙かんだ。

　高等回復薬ハイ・ポーションがない。重傷と言っても過言ではない少年の体を治療するには通常の回復薬ポーションでは弱過ぎる。牙の破片に切り裂かれた全身は裂傷まみれになっており、胸甲ブレストプレートを始めとした軽装も半壊状態、触診の結果肋あばらなど骨も数箇所折れていることがわかる。

　無数の傷口から血が溢れ出しているベルの体を、リューは瞳を歪ませながら見下ろした。

「ベル君！」

「神ヘスティア……」

　距離が離れていない補給拠点からヘスティアが駆け付けてくる。

　瀕死のベルの様子に青ざめた彼女は腰の小鞄ポーチを探るも、リューと同じように苦渋の色を浮かべた。この激しい戦闘の中でヘスティアの道具アイテムの手持品ストックもまたつきている。

「覆面君、いやエルフ君っ、ベル君の状態は!?」

「息はありますが、体の傷が深い。手足の骨も恐らく……」

　Ｌｖ．５の砲撃ハウルに撃たれた少年の体を、ヘスティアとリューは膝をついて左右から見下ろす。

　そんな彼女達のもとに、遠方から届いてくる叫び声があった。

「リオン、早く戻ってきなさい！」

　たった一人でゴライアスを相手取るアスフィの悲鳴。直後に『咆哮ハウル』が放たれ、瞠目する彼女は純白のマントで守るように己の全身を包んだ。

　自製の対衝撃布の上から砲撃を浴び、「ぐっ!?」とその細身の体が吹き飛ぶ。

「……エルフ君、行ってくれ。少しでも長く、時間を稼いでくれ」

　振り返るリューに、ヘスティアは張り詰めた表情で告げた。

「ベル君は絶対に起きる。起きて、あのモンスターを倒す」

「神ヘスティア、しかし……」

「君だって見ただろう!?　ベル君ならやれるんだっ、ベル君なら、あのモンスターを倒せる！」

　強く見据えてくる神の瞳を見つめ返していたリューは、「わかりました」と頷く。

　彼女はフードを被り直す間際まぎわ、凛然とした横顔を浮かべ、戦場へと急行した。

「……目を覚ますんだ、ベル君！」

　リューが去った後、ヘスティアはともに残されたベルの右手を握って呼びかける。

　瞳が前髪で覆われた少年は、口を浅く開けたまま動かない。

「聞こえるだろう、彼女達の声が!?　みんな戦ってる、あんな恐ろしい相手に向かって！」

　ヘスティアとベルを包む、リュー達の、冒険者の叫び声。

　響いてくる苦境の悲鳴と、そして勇敢な戦士達の歌に、右手を包み込んだ両手に力を込める。

「君ならできる、君しかいないんだ！　あの子達を助けられるのは、もう君しか……！」

　怪我けがを負う眷族を、それでもヘスティアは泣きそうな表情で戦場へ駆り立てた。

　懸命に声を張り、必死になって訴え、その深紅ルベライトの瞳を開けるよう懇願する。

　彼女は力つきた少年に向かって、胸の底から叫んだ。

「立つんだ、ベル君!!」
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　声が、聞こえていた。

　闇の狭間を漂うベルの意識に、誰よりも尊敬し、敬愛し、大切に想うその女神の声は届いていた。存在しない体の感覚の中で、何かに包み込まれる右手だけが炎のように熱を灯している。

　頻しきりに反響する女神の呼びかけに、泣きそうな声に、ベルは歯を嚙み締めた。彼女の叫びに引き寄せられるように、暗闇の中をかきわけ、泳ぐ。

　心の炉ろに、火をくべろ。不滅ヘスティアの炎に、もう一度。

　再起する意志が傷付いた体を揺らす。暗闇の先にはもう光が見えている、後は立つだけだ。

　闇の先へ。光の向こうへ。女神の声が呼ぶあの場所へ。

　動こうとしない己の体を何度も叱咤しったし、ベルは温もりに包まれた右手に力を込める。しかし、動かない。ぴくりとも震えもしない。

　限界を迎えている肉体に、ちくしょう、動け、と喚起を叫んだ──次の瞬間。




『もし、英雄えいゆうと呼ばれる資格があるとするならば──』





「────」



　闇の中に、その声が響き渡った。

『ヘルメス!?』

　驚愕する女神の声の側で、その男神の声は紡がれる。

　その言葉を、その響きを、ベルは知っている──覚えている。

『剣を執とった者ではなく、盾をかざした者でもなく、癒しをもたらした者でもない』

　それは遥か遠い日に聞いた声。

　幼い憧憬の日々に訪れた、少年にとっての原点はじまりの言葉ひとつ。

　使者の神が送る、祖父かこの言詞うた。

『己を賭とした者こそが、英雄と呼ばれるのだ』

　神の声が、祖父かこの声へと移り変わる。

『仲間を守れ。女を救え。己を賭けろ』

　闇に浮かび上がるのは、雷霆ひかりの先に現れるのは、祖父かこの姿きおく。

『折れても構わん、挫くじけても良よい、大いに泣け。勝者は常に敗者の中にいる』

　覚えている、覚えていた。

　笑みを浮かべる口が続けるその先の言葉を、ベルは、思い出した。

『願いを貫き、想いを叫ぶのだ。さすれば──』

　そう、それが──。




『──それが、一番格好のいい英雄おのこだ』




「ッッッ!!」

　覚醒かくせいする。

「ベル、くん……」

　起き上がったベルに、ヘスティアは呆然と声を落とす。

　そして傷付いた少年の体をたたずんだまま見下ろしていたのは、男神、ヘルメス。

　橙黄色とうこうしょくの瞳を細める彼に見守られながら、ベルは震える手足で立ち上がった。

　起きろ、戦え、もう一度剣を執とれ。あの人に恥じないように。

　何よりも、大切な仲間達を救うために。

　限界まで──限界を超えて、己を賭けろ。

「ベル様ぁ！」

　彼方から駆け付けてきたリリがその小さな体を一杯に使って、特大の武器を投じる。

　宙に弧を描き、回転して降ってくるその黒大剣を、ベルは片手で勢いよく摑み取った。

　太い柄を両手で握り締め、振り下ろし、正中に構える。

　吊り上げた深紅ルベライトの両眼で、遥か前方、禍々まがまがしい黒き巨人を見据えた。

　憧憬しょうけいを燃やせ。

　願望ねがいを吠えろ。

　もとよりベル・クラネルに他者に勝る唯一があるとすれば、それは、愚おろかで、幼く、かけがえのない──その一途な想いしかないのだから。

「っっ！」

　畜力チャージを開始する。伴って、神によって刻まれし背の刻印が灼熱しゃくねつの色に燃え上がった。

　限界解除リミット・オフ。

『神の恩恵ファルナ』をも超克する想いの丈が、境界を突破し、英雄願望スキルの力を一時的に昇華させる。戦局に波紋を投じる一石へと、巨人の首を跳ねうる一剣へと。

　白光を収束させる畜力チャージの出力が跳ね上がった。

　リン、リン、という鐘チャイムの音が、ゴォン、ゴォォン、という大鐘楼グランドベルの音に成り変わる。

　荘厳な鐘の音ねが、戦場へと高く鳴り響いていった。
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　ゴライアスが猛り狂う中央地帯の主戦場から南東、大草原と森の境界線。

　他の冒険者達に紛れモンスターと応戦するモルド一派は、戦意を失いかけようとしていた。

「もう駄目だ、無理だっ、こんなのどうにもなんねえ!?」

「逃げるしかねえよ！　森の中に身を隠せば、まだ……！」

　暴虐の限りをつくし誰にも止められない巨人、倒せども倒せども押し寄せるモンスター。

　光の見えない暗澹あんたん極まる戦況に、一人、また一人と声を上げ持ち場を離れていこうとする。

「逃げるな、てめえらあぁ!!」

　そんな仲間達を押おし止とめるのは、モルドだった。

「なに言ってんだモルド!?　階層主あいつは手に負えねえ！　残ってどうするっていうんだ!?」

「戦うんだよ！　あんなガキどもをっ、小娘どもを置いて逃げれんのか、お前等は!?」

　必死にゴライアスを食い止めるリューとアスフィを指差し、モルドは大声で訴える。歯を食い縛るような彼の表情に、仲間達は理解できないようにたじろいだ。

「このままでいいのか!?　いやいい筈がねえ！　何もしてねえくせに、俺達がこのまま逃げ出していいわけがねえんだ!!」

　モルド自身苛立いらだったように、その胸の奥の感情を持てあますように、怒鳴り散らす。

　うろたえる仲間達から視線を切り、モルドは周囲を見回した。満身[image: 創]痍まんしんそういの前衛壁役ウォール、傷付いた腕を押さえ膝をつく魔導士達。茫然自失ぼうぜんじしつとして動けずにいる彼等に、声を浴びせる。

「おいっ、いけ好かねえエルフども、てめえらは口だけかっ!?　老ふけ顔のドワーフ、その筋肉は飾りなのかぁ!?」

　叱咤激励にはほど遠い罵声を放つモルド。剣を振り鳴らす彼に怒りの視線が集まり、矜持きょうじを刺激された者達が立ち上がろうする。襲いかかってくる大甲虫マッドビートルを斬り伏せ、彼が再三呼びかけ続けていると──鐘の音が、鳴り響いてきた。


「────」



　高く、遥か頭上にまで昇る、壮大な大鐘楼グランドベルの音色。

　全ての者の耳と胸に届く力強い響きに、冒険者達は誰もが時を止め、目を見開く。

　振り向いた南の方角、一人の冒険者と、構えた漆黒の大剣に収束される眩まばゆい光。モルドの瞳にもその白髪の少年が映り込む。

　言葉は要らなかった。

　培つちかわれた冒険者の直感が、そこに秘められた一筋の希望ひかりを見出す。

「──いけえええええええええっ、てめえらああああああああああああああああ!?　突っ込め、突っ込めええええええええええええええ!!」

　モルドの咆哮とともに、全冒険者が突貫する。

　脅威に気付いたゴライアスの叫びがモンスターをベルのもとへ導く中、彼に近付けさせまいと、雄叫びを上げ怪物達へ斬りかかった。
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『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　鳴り響く大鐘楼グランドベルの音に、ゴライアスもまた前進を開始した。

　今までにない警鐘の響きを帯びた哮り声を上げ、モンスターの全軍を差し向ける。その赤眼の目の色を変えながら、南の草原にいるたった一人の少年を睨ねめ付け、移動し始めた。

「ゴライアスが……！」

「クラネルさんを『敵』と認めましたか」

　モルド達とモンスターの群れが衝突し合い周囲は大混戦に陥る中、アスフィが自分達を無視して走り出すゴライアスに瞠目する。そしてリューは、地響きを起こし大草原を発とうとする巨人を見据え、眦まなじりを決する。

「死守します。彼のもとには行かせない」

　強い声音と意志をあらわにし、リューは疾走した。

　跳ねるようにして走るゴライアスはこちらを見向きもしない。凄まじい音と風が伴うその巨人の猛走に臆することなく突っ込み、足が地面に接地する瞬間、遠慮なく膝を狙った。

　姿勢が乱れる走行中への奇襲──もともと重心がぶれやすいその巨体を支える短足あしはあっさりと均衡を失い、ゴライアスは驚愕しながら轟然と大草原に倒れた。

　地盤を破壊し煙を巻き上げながら、巨人自身信じられないと言うかのように、初めて両手両足を地につく。

「マジですか……!?」

　その光景に大いに度肝を抜かれつつ、アスフィもここぞとばかりに襲いかかった。階層主が地に落ちた千載一遇の好機、逃してなるものかと四よつん這ばいになっている相手へ攻撃を重ねる。

『グッ──オオオオオオオオオォオオオオォオオオオォォオオオッ!?』

　顔を、手を、肩を、腿ももを、背を。あらゆる部位をでたらめに高速で乱打するリューの木刀とアスフィの短剣に、ゴライアスは怒り狂った。当初の目的を一時忘れ、煩わずらわしい虫を打ち落とそうと『咆哮ハウル』と両腕を躍起になって繰り出す。

　そして理性を失い暴風と化す巨人に、リューは、詠唱を始めた。

「【──今は遠き森の空。無窮むきゅうの夜天に鏤ちりばむ無限の星々ほしぼし】」

　依然ゴライアスへの攻撃を続行しながら、エルフの少女は呪文じゅもんを奏でていく。自分より速く、かつ鋭く動き回りながら詠唱を進めるリューに、アスフィは今度こそ戦慄した。

「【愚かな我が声に応じ、今一度星火せいかの加護を。汝を見捨てし者に光の慈悲を】」

　高速戦闘下における『並行詠唱』。

『魔法』を発動するために多大な集中力と正確な詠唱が求められるのは言うまでもない。高出力──詠唱文が長くなれば長くなるほどより高度な制御が強しいられる。故に魔導士と呼ばれる者達は例外なく足を止め、詠唱のみに専心し、強力な魔法を準備するのだ。

　しかしリューは、詠唱と戦闘を両立させていた。集中を乱し魔力の手綱を手放せば魔力暴発イグニス・ファトゥスも起こりえる中、階層主を相手に、攻撃、移動、回避、詠唱、この四つの行動を高速で同時展開する。その光景は第一級冒険者の目をしても見張るものだった。

　己を律する強[image: 靫]きょうじんな精神と胆気。そしてそれに伴う白兵戦と詠唱の技量。

　あの【剣姫】にさえ引けを取らない戦闘技術をもって、リューは巨人へ躍りかかり、魔法を構築する。

「戦闘と同時に……！」

　──命ミコトもまた、アスフィと同じようにリューの『並行詠唱』に気付いた。

　瀕死の桜花オウカを千草チグサに任せ、戦場へ舞い戻ってきた彼女はその光景に息を吞む。ゴライアスの巨撃をかいくぐり一陣の風のごとく連続で斬りかかる姿はまさに疾風だ。同時に紡がれる美しい風の旋律えいしょうは命ミコトの胸を摑んで打ち震わせる。

「何て高い……！」

　命ミコトはそのエルフの戦士に遥かな高みを見た。未だ至らない己の不甲斐ふがいなさを実感する、それ以上に、自分も必ずあの場所へと、一いち冒険者として闘志をかき立てられる。

　顔を振り、周囲の冒険者達の士気の高さ──モンスターと勢力を伯仲させている光景を認めた後、彼女はリュー達を援護すべくゴライアスのもとへ走った。

　こんな自分の『魔法』も、彼女達の、少年ベルの一助になればと──そして彼等に負けじとばかりに詠唱を始める。

「【掛かけまくも畏かしこき──】」

　全精神力マインドをこの一撃に。

　後先のことなど顧みず、己の全身全霊を、唱えていく魔法へと装塡する。

「【いかなるものも打ち破る我が武神かみよ、尊き天よりの導きよ。卑小のこの身に巍然ぎぜんたる御身の神力しんりょくを】」

　命ミコト、そしてリューの詠唱が進められていく最中さなか。

　地に膝をついていたゴライアスが、その重い腰を上げる。

「あと少しくらい大人しくしてなさい!?」

　頭が冷えたのか、あるいはベルのことを思い出したのか、再び進撃を開始しようとする巨人にアスフィは舌打ちをする。窺えばリューの魔法もまだ完成には届かない。

「衆目の前で使いたくなかったのですが……！」

　彼女は諦あきらめたように、腹を固めたように、そっと履はいている靴サンダルを手で撫でた。

「──『タラリア』」

　靴サンダルに巻き付くように備わっていた金の翼の装飾が、命いのちを吹き込まれたように解ほどける。

　瞬く間に二翼一対、計四枚の翼を左右の足に広げ、アスフィは飛翔した。

『!?』

　眼前を通り過ぎていったアスフィに驚愕するゴライアス。リューも、周りの冒険者達も空を羽ばたく彼女に一瞬目を奪われる。

　飛翔靴タラリア。【万能者ペルセウス】の至上魔道具とっておき。

　過去、誰よりも空に焦こがれていたとある海国の王女しょうじょが生み出した『神秘』の結晶。その有翼の靴サンダルの力によって、アスフィは二人としていない飛空能力を操あやつることができる。

　飛行モンスターのお株を奪う空中戦。純白のマントを翻ひるがえす彼女は、鳥のように上空で大きな弧を描き、快速をもってゴライアスの顔面へと肉薄した。

　左逆手の短剣を振り鳴らし、一閃。


『──────────────────ッッ!?』



　赤眼に吸い込まれた斬撃に、ゴライアスが絶叫を上げる。

「【──来きたれ、さすらう風、流浪るろうの旅人ともがら。空を渡り荒野を駆け、何物なにものよりも疾とく走れ。星屑の光を宿し敵を討て】！」

　仰のけ反ぞり、片目を手で押さえる巨人に、リューは間髪入れず詠唱を終わらせた。

　動きを止める相手に向かい、柳眉りゅうびを吊り上げ、己の魔法を行使する。

「【ルミノス・ウィンド】!!」

　緑風を纏った無数の大光玉。リューの周囲から生まれ、一斉砲火された星屑の魔法がゴライアスに次々と叩き込まれる。その黒い体皮を破り、夥しい閃光を連鎖させた。

　魔法種族エルフに相応ふさわしい高威力の魔法がゴライアスを後退させていく──その直後。


『アアアアアア────────────────ッッ!!』



「「っ!?」」

　光玉を今もなお被弾しながらゴライアスが突進した。

　巻き上がる膨大な赤粒とともに損傷と治癒を繰り返し、リューの魔法を強引に突破する。体を削りながら驀進してくる巨人の不意打ちに、正面にいたリューとアスフィは逃げ遅れる。


「【天より降いたり、地を統すべよ────神武闘征しんぶとうせい】!!」



　巨人の伸ばされた腕がアスフィを撃墜し、体当たりがリューを弾き飛ばそうとしたその時。

　命ミコトが、魔法を完成させた。




「【フツノミタマ】!!」




　ゴライアスの直上、一振りの光剣が出現し、直下する。

　同時に、地に発生する魔法円マジックサークルにも似た複数の同心円。

　そして深紫の光剣が巨人の体を通り抜け、円中心に突き立った瞬間、重力の檻が発生した。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッッ!?』



　半径一〇Ｍメドルに及ぶ巨大なドーム状の力場りきば。リューとアスフィの鼻先に展開された特殊空間はゴライアスを閉じ込め、その伸ばした腕を、膝を地に叩き落とす。巨人の口から大呻吟だいしんぎんが漏れ出す中、効果範囲内の大草原が円状に陥没、崩壊していく。

　命みことの切り札。主神タケミカヅチに閉鎖空間内ダンジョンでは使うなと厳命されていた、一定領域を押し潰す超重圧魔法。深紫に染まる重力の牢獄がゴライアスを上から押し潰す。

　前衛攻役アタッカーや魔導士達の砲撃を巻き込むのを恐れ使用されなかった強力な魔法が、リュー達の目を驚愕に染めた。


「ぐ、ぅぅぅぅぅぅぅ……!?」



　突き出した右腕を左手で摑む命ミコトの顔が、苦痛に歪む。

　一度は地面に縫い付けられたゴライアスが、ぐぐぐぐ、とゆっくりと身を持ち上げていく。

　上からの強力な重圧を押しのけ立ち上がる巨人。命ミコトも押さえ付けようとするが、モンスターの怪力を食い止められない。

　純粋な力負け。ゴライアスの圧倒的な能力ステイタスに、歯が立たない。

　未だベルの畜力チャージが終わらない中、刻一刻と、確実に、結界は破られようとしていた。





[image: ]






　ヴェルフは走っていた。

　水晶のきらめきが木々の幹を照らす中、静けさに包まれた東の森を音を立て全力で駆けていく。上がる息など委細構わず、記憶の中の道筋を辿る。

「くそっ、ベルッ、あの大男っ……ちくしょう！」

　巨人にベルと桜花オウカが吹き飛ばされた光景が頭を離れない。いい感情を抱いていなかった筈のあの偉丈夫の冒険者が少年を守った一方、自分は何もできず立ちつくしていただけ。

　そのあまりにも滑稽こっけいで、みじめな己の姿が、胸で渦を巻く後悔の念に拍車をかける。

「ヘファイストス様、俺は……！」

　主神の女神から送り届けられてきた白布の武器。同時に、ヴェルフがこの手で放棄した武器。

　あれは、派閥入団直後に彼女に命じられて打った、言わば眷族ファミリアとしての初めての作品だった。

　自身の力を証明した後、ヴェルフは忌み嫌うようにヘファイストスへその作品を預けた。俺じぶんは二度と同じ武器を打ちません、そう言葉を添えて。

　今はそれでもいい、と彼女は言った。しかし何かを得た時、きっと貴方はその力を使わなかったことを後悔する、彼女はそうも言った。

　──意地と仲間を秤はかりにかけるのは止めなさい。

　紅眼紅髪の女神の言葉が、全て今の自分に巡り返ってくる。

　自分は『魔剣鍛冶師』にならないという矜持ひとりよがり。己は『魔剣』など扱わないという誓い。

　それを捨ててさえいれば、あるいは、何かが変わっていたかもしれない。

「俺はっ……！」

　ヴェルフは『魔剣』が嫌いだ。

　持つだけで強者を倒しうる安易な力。使い手に驕おごりを与えてしまう魔法の武器。とりわけ一族クロッゾの『魔剣』は使い手も、鍛冶師スミスさえも、何もかも腐らせる。

　そして使い手を残して、『魔剣』は絶対に砕けていく。

　ヴェルフは『魔剣』が、大っ嫌いだ。

「……！」

　見覚えのある森の斜面。あの先へ落ちていった白布に包くるまった武器を、そのまま草木の奥に埋もれてしまえ、とヴェルフは心の底からそう思った。

　誰にも使われることなく、その柄つかを一度も握られることもなく、眠っていろと。

　砕かれることなく、眠り続けていろと。

「おい、どこだ!?　返事をしろ！」

　斜面を駆け下り、呼びかける。

　階層の光が失われ周囲は一段と薄暗い。森の中は藍色の闇に染まっていた。

「虫のいい話だ、わかってるっ！　捨てておきながら、今更力ちからを貸してくれなんてな！」

　声が返ってくる筈がないにもかかわらず、ヴェルフは叫び続けた。

　鬱蒼うっそうとした草木をかきわけ、顔を何度も振っては視線を巡らせる。

「でも、助けたい友やつがいるんだ！　頼むっ──お前を砕かせてくれ!!」

　次の瞬間、その声が届いたかのように、森の一角が赤く光った。

　目を見開いたヴェルフはすぐに駆け寄る。茂みの奥、大樹の根もとにそれは突き立っていた。

　白布の一部を解とき、柄と剣身の間、鍔つばのない中央部にはまる紅の宝珠ほうじゅが輝いている。燃えるような光を放つその武器を、ヴェルフは一思いに摑み取った。

　右の肩に担ぎ、斜面を一気に駆け上がる。

「……っ！」

　肩にかかるその重みに、ヴェルフは奥歯を嚙み締めた。

『魔剣』はその力──使用限界を迎えれば木っ端微塵になって砕け散る。それが魔法と同じ力をもたらす代償。避けられない魔の武器の末路。

　使い手と苦楽をともにすることもできず、育っていく姿を見届けてやることもできず、死がお互いを分かつまでもなく、砕けるのだ。

　ヴェルフは『魔剣』が嫌いだ。使い手を残して逝いく武器達が。

　武器としての本懐を果たさせてやれない、その彼等の定めが、大っ嫌いだ。

　──そうだ、くだらない、ただの感傷いじだ。

　使い手も鍛冶師スミスも堕落させ、あまつさえ武器としての本望も遂げられないというのなら、いっそ誰にも巡り会うことなく、人知れず眠り続けていろと。

『魔剣』を生み出してしまうヴェルフは、常にその感傷──意地いじを通そうとしている。

「！」

　森を抜けた。真っ先に視界に飛び込んでくるのは深紫の結界を今にも破ろうとしているゴライアス、次にモンスターとしのぎを削り合う冒険者達、そしてその最奥で大剣を構えるベル。

　大鐘楼グランドベルの音色を聞き、ヴェルフは何を巡って戦況が推移しているのか瞬時に察した。少年を二度と死地にやるまいと、東の森から南部へ、彼に迫るモンスター達のもとへ駆け抜ける。

　あっという間にモンスターの大群に接近した彼は、白布の得物を振りかぶった。

「お前等ァ！　死にたくなかったらどけぇえええええええええええ!!」

　無造作に白布が薙ぎ払われるとともに──大炎塊が爆走する。

　目を剝く冒険者達が間一髪離脱した矢先、燎原りょうげんの火がモンスター達を一匹残らず一掃し、草原ごと灰燼かいじんに帰した。

　凄まじい火力に冒険者達が愕然とする最中さなか、白布が焼け落ち、その武具の姿があらわになる。

　飾り気が一切ない柄と剣身だけの長剣。岩から削り出されたような無骨な外見にもかかわらず、その剣身はまるで炎を凝縮したかのように猛々しく、そして美しかった。

　煌々こうこうと照る真紅の『魔剣』は、バキッ、とヴェルフの手の中で亀裂を生じさせる。一度の行使で既に自壊し始めている武器に、ヴェルフは双眸を歪め、そこから振り返った。

「破られますっ……!?」

　重圧魔法を発動していた命ミコトの宣告違たがわず、ゴライアスが結界の壁に両手を突き入れ、強引にこじ開ける。オオオオオオオオオオオッと咆哮を上げ戒めから解かれた巨人に、リューとアスフィが武器を構える中──ヴェルフは一人、先頭に進み出た。

　相対するゴライアスに、右手のみで握った長剣を背後へ溜める。

　凪なぎのような静かな相貌の中で、その眼差しだけを鋭く、雄々しく。

　一撃。

　そのたった一撃のためだけに名付けられた『魔剣』の真名まなを、ヴェルフは叫んだ。




「火月かづきぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」
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　その瞬間、誰もが目を炎の色に焼かれた。

　放たれる真紅の轟炎。大上段、振り下ろされた剣身から巨大な炎流が迸ほとばしり、一直線にゴライアスを吞み込む。

　その巨軀をあまさず覆い、燃焼の猛り声とともに蹂躙した。


『──────────────────────────────アァァァァ!?』



　業火の谷に突き落とされたがごとく、ゴライアスの体が燃え盛る。

　自己再生など追い付かない。治癒の光、夥しい赤粒を立ち昇る先から炎の顎あぎとが喰くらい、燃やし、底をつかす勢いで巨人の膨大な魔力を焼きつくしていく。

　長い戦闘の中で、初の致命傷がゴライアスに烙印らくいんされた。

「あれが、『クロッゾの魔剣』……！」

「超える!?　正式魔法オリジナルを!?」

　その火焰かえんの大渦に、アスフィともどもエルフのリューは戦慄した。劣化された魔法の力ではない、妖精の森さえ一瞬で燃やしつくした力が眼前に顕現する。

『海を焼き払った』とまで言われる伝説の魔剣が、その威力を解放させた。

「──」

　押し寄せる熱波と大量の火の粉、そして剣身に生じる亀裂。

　瞬く間に罅ひびは『魔剣』の全身を走り抜け、ヴェルフの手の中で、砕け散った。

　──すまねえ。

　甲高かんだかい別離の音を鳴らす無数の破片に、ヴェルフはうつむきながら、呟いた。
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（──三分）

　ベルは静かに、時が満ちたことを悟った。

　片時も逸らされることなく前方を見据えている深紅ルベライトの瞳、その視界中央。

　存在するのは漆黒の巨人、ゴライアス。今は紅蓮の炎によって燃え盛り、蒼い闇に包まれた階層の中で唯一赤々と鮮烈な光を放っている。

　大勢の冒険者の猛攻を退しりぞけ、ことごとくを蹴散らした怪物を前に、ベルは発光を続ける黒大剣を構えた。

【英雄願望スキル】の引鉄トリガー、思い浮かべる憧憬しょうけいの存在は、『英雄ダヴィド』。

　強大な敵との一騎打ちを経て、万の軍勢に立ち向かい打ち勝った、古国ここくの覇者。

　偉大なる英雄の姿を幻想し、ベルはゆっくりと、体を前に倒した。

「──みんな、道を開けろぉおおおおおおおおおおおおおお!!」

　発走する。
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　ヘスティアの号令とともに地を蹴りつけ、大草原を駆け抜ける。

　白い光を帯びる黒大剣を携え、大鐘楼グランドベルの音色を高らかに響かせながら、視線の先の光景へと、赤く燃える巨人の怪物へと。全身から流れ出る熱い血潮さえ前を行ゆく力に変え、仲間達が作り上げた好機──最初で最後の一撃の瞬間へと、疾駆する。

　号令がかかった瞬間、冒険者達は一斉にベルの進路から離脱した。

　ヴェルフが、命ミコトが、リューが、アスフィが。

　道を開ける全ての者が、ベルの横顔を見つめる。

　乞こうように、信じるように、背中を押すように──行け、と。

　多くの者の視線を一身に負い、ベルは速度を上げ、突貫する。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!?』

　燃え盛るゴライアスの双眼が、接近するベルを射抜く。

　絶叫と怒号を渾然とさせる雄叫びを上げ、その炎の豪腕を背後に引いた。

　巨人渾身の薙ぎ払い。あらゆるものを粉砕するその右腕の一撃に、しかし疾走の速度は緩めない。

　──女神ヘスティアは言った。ベルが手に入れたものは、『英雄の一撃』だと。

　その言葉を胸に、黒大剣を右肩へと振り上げる。

　埋まる距離。

　押し潰すように迫る敵の巨軀。

　そして自身の両手に満ちる力の奔流。

　集束する光剣に己の全てを賭し、ベルは、その一撃を放った。




「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」




　炸裂する。


「──────────────」



　純白の極光がヴェルフ達の視界を埋めつくし、誰もが目を腕で覆った。

　ゴライアスの雄叫びをかき消すベルの咆哮、そして凄まじい轟音。

　それらが聴覚の機能を数瞬奪った後、最後に辺りへ残ったのは……決着の静けさだった。

　視界が回復した者からおそるおそる目を開けると、そこには、右腕と、上半身を失った巨人の体が立っていた。

　地面に落ちた左腕と下半身が、彫像のようにその場で静止している。

　消失した剣身の断面から白煙を上げる黒大剣、それを振り抜いた体勢で固まっているのは、ベルだ。

　その光景に、誰もが何も言わず、しばし立ちつくした。

「……消し飛ばし、やがった」

　呆然とこぼれ落ちたヴェルフの呟きが契機だったかのように、全ての時の流れが動き出す。

　固まっていたベルは崩れ落ち、片膝を地についた。剣身のない大剣を杖のように草原へ突き刺す彼の目の前で、残されたゴライアスの下半身と左腕が灰へと果てる。

　上半身ごと魔石を失った体は、時間をかけてゆっくりと、溶けるように姿を消した。

　さぁっ、と死骸の一部が宙を舞う中、大量の灰の上にドロップアイテム──『ゴライアスの硬皮』が残される。

『──うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　次の瞬間、大歓声が巻き起こった。

　周囲の冒険者達が諸手を突き上げ、あるいは隣の者と肩を組み、涙さえ浮かべながら喉が張り裂けんばかりに声を上げる。彼等の持つ刃の毀こぼれた剣が、槍が、斧が、盾が、まるで自ら凱歌がいかを挙げるように銀の光を散らす。

　言葉になっていない音の津波が轟き渡り、大草原を震わせた。

　先程まで続いていた地震が噓うそだったかのように沈黙するダンジョンからは、新たなモンスターが産まれてくる気配はない。終わりが告げられた戦いに街リヴィラの冒険者達は、モルド達は、興奮の赴くまま顔を赤く染め、歓喜を分かち合った。

「ベル君！」

「ベル！」

　涙ぐむヘスティアが最初に駆け出し、ヴェルフ、リリ、リュー、命ミコトと続々と力つきたベルのもとへ走り出す。一部の他の者も彼のもとへ殺到した。

　天井に残った水晶の花が、きらめく蒼い輝きを落とす。

　周囲から途切れることのない喜びの声々が、ベル達を、18階層全体を包み込んだ。
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「ああ……ああっ、嗚呼！」

　ヘスティア達が飛び出していった南の草原。

　一人取り残されたヘルメスは、歓声の中心にいるベルを真まっ直すぐ見つめ、その橙黄色とうこうしょくの瞳を爛々と輝かせた。

　拠点の方角からも押し寄せ周囲を取り巻く歓呼に、彼は酔いしれるように笑う。

「見たぞ、このヘルメスが確しかと見たぞ！　貴方の孫を、貴方の置土産おきみやげを！」

　あたかもここにはいない何者かに声を飛ばすように、興奮に身を委ゆだねる。

　ヘルメスは思い返す。少年の育ての親の言葉を。

　意気地はある。根気もある。──だが、素質が圧倒的にない。

　およそ大成する器ではないと、彼の祖父そふはそう言っていた。

「馬鹿を言うな、貴方の目もとうとう腐ったか!?」

　これを見てもそれが言えるか、と大仰に手を振りながら目の前の光景を示す。

　ヘルメスは狂喜と言って相応しいほどに、口を吊り上げた。




「喜べ大神ゼウス、貴方の義孫まごは本物だ！　貴方の【ファミリア】が遺のこした、最後の英雄ラスト・ヒーローだ!!」




　興奮冷めやらないと言うように、ヘルメスは歓喜の声を続ける。

「あぁ、神託オラクルなんて専門外なんだが……ああっ！　言わずにはいられない！」

　熱気を振りまく冒険者達の姿を眺めながら、ヘルメスは芝居がかった口調で告げた。

「動く、動くぞ！　時代が動く！　十年後か五年後か一年後か、あるいは明日やもしれない！　この場所で、このオラリオの地で、時代を揺るがす何かが起きる！」

　それは神の直感。

　ヘルメスが感じた痛いほどの感覚の疼うずき。

「これほど英雄の器が一つの地に揃ったことが、有史以来あっただろうか!?」

【勇者ブレイバー】フィン・ディムナ。

【九魔姫ナイン・ヘル】リヴェリア・リヨス・アールヴ。

【猛者おうじゃ】オッタル。

【剣姫けんき】アイズ・ヴァレンシュタイン。

　時代を通しても稀まれに見る優れた英雄の器達。

　昔日の英雄にも引けを取らない素質を持った、現代の戦士達。

「いや、ない！　そう、これだけの英雄の器が揃いながら、何も起きない筈がない！」

　ここに実力の片鱗をまざまざと見せつけたあの未完の少年リトル・ルーキーが加われば、直感は確信に迫る。

「見守る、見守るぞ！　必ずやこの目で見届けてみせる！　歴史に名を刻むだろう大事を、英雄達の行く末を、その生と死を！」

　人も、賞賛も、歓喜も。

　白髪の少年を取り囲む全てのその劇的な光景に、予感を重ね合わせ。

　ヘルメスはその眼まなこを見開いた。

「神愛しんあいなる彼等が紡ぐ、【眷族の物語ファミリア・ミィス】を！」

　それは、最高の見世物。

　最高の娯楽。

　最高の暇潰ひまつぶし。

「あぁ──」

　最高の、興奮。

「この地に降りてきて良かった！」

　熱狂と雄叫びがどこまでも鳴り響く中、神は一人両手を広げ、子供達へ讃歌を送った。
















　階層主『ゴライアス』の撃破に成功したベル達は後日、無事に地上へと帰還した。

　奇跡的にも18階層から全員生きて帰ってきた彼等は、生存の一報を関係者に伝え、生還したことを喜ばれることになる。ある者は主神に礼を述べるとともに砕けた武器の破片を葬り、ある者達はことの顚末てんまつを派閥に報告し、またある者は人知れず覆面を脱ぎ、誰だれにも気付かれることなく酒場へと帰っていった。

　一方で、18階層で今回の事件を目まの当あたりにした冒険者達には、箝口令かんこうれいが敷かれた。

　安全階層セーフティポイントに階層主が産まれ落ちたという前代未聞の異常事態イレギュラーを、ギルドは神為的じんいてきな事故──『神災じんさい』と判断。余計な混乱を防ぐため、ヘスティア、ヘルメスの両主神に厳重注意及び罰則ペナルティを課した上で──彼女達の事件に関する意見は一切いっさい取り合わず──口外禁止を徹底させた。

　しかし。

　人の口に戸は立てられないのが、世の常だ。




「それは、確かか？」

「はい。18階層に階層主ゴライアスが出現し、『リヴィラの街』の冒険者達がこれを討伐とうばつ……そして方法は定かではありませんが、止めを刺したのが、他ほかならない【リトル・ルーキー】のようです」

「くっ、ふふっ、ははははっ……。そうか、よくやったぞ、ヒュアキントス」

　暗い部屋の中、押し殺した哄笑こうしょうの声が響く。

　ヒュアキントス、と呼んだ青年の頰ほおを、愛おしげに撫なでる部屋の主は瞳ひとみを細めた。

　跪ひざまずいている青年に向けられる双眸そうぼうは、すぐに頭上に向けられ、何者かに思い焦こがれるかのように妖あやしく輝く。

「ベル・クラネル……やはり素晴すばらしい。彼はこのアポロンが頂く」

　日の光の色を放つきらびやかな金髪を揺らし、その神物じんぶつは、口角を吊り上げるのだった。

























あとがき







　圧倒的ダンジョンファンタジー、と本作品に銘打めいうって頂いているのをどこかで（確たしか）目にしたような気がします。けれど正直、そこまでダンジョンダンジョンしていない、という思いが少なからず作者の中にありました。レベルを上げるため経験値を稼ぎにダンジョンへもぐり、モンスターを倒す、それの繰り返しであったような気がします。

　作品の舞台が地上へ移る前に、思い切りダンジョンダンジョンしたい。そんなことを考えながらこの第五巻を執筆しました。

　ダンジョン、と聞いてぱっと思い付くのはやはり薄暗うすぐらい迷路に、その奥深くに眠る金銀財宝の宝箱、そして宝を番人のごとく守る巨大なモンスターでしょうか。とりわけ最後の巨大モンスターの存在は欠かせないような気がします。迷宮にもぐる冒険者達を奈落ならくの底に突き落とす強大な怪物──ドラゴンだったらなお良しです──、逃げるにしても戦うにしてもこれこそがファンタジーだと、私見ではありますがそう思わずにはいられません。本作品でもシリーズ五冊目にしてようやく出すことができました。「普通一冊目から出てきますよね？」という声が色々な方向から聞こえてくるような気がしますが、耳を塞ふさぎます。

　怪物の親玉が放ってくるのは凶悪な火炎の息吹ブレスでしょうか、それとも人をいともたやすく薙なぎ払う四肢ししの攻撃でしょうか、あるいは目を合わせた者を全て石にする呪いの光線かもしれません。そんな無茶苦茶な相手に散々翻弄ほんろうされ、傷付きながら、それでも仲間達と力を合わせ立ち向かっていくファンタジーの住人達は、何なんと格好良いのだろうと。

　どんなに年を取っても、小さな頃から感じてきたあの興奮と憧あこがれを忘れることはできませんでした。

　もし本書を読んで楽しんで頂けたら、あのわくわくとした感情を覚えて頂いたなら、とても幸せなことです。

　では、ここから謝辞しゃじに移らせて頂きます。

　様々なアドバイスをくださった担当の小瀧様、美しいイラストを描いて頂いたヤスダスズヒト先生、今巻でも大変お世話になりました。またＧＡ文庫編集部を含めた関係者の皆様方、おかげさまでシリーズ五冊目まで来ることができました。深く御礼を申し上げます。

　何より本書を手に取って頂いた読者様、本当にありがとうございます。読者の方々に面白いと言って頂けるよう、今後も努力していきたいと思います。これからもどうかよろしくお願いいたします。

　それでは失礼します。


 大森藤ノ









著者


大森藤ノ（おおもり ふじの）



　ダンジョンでのお約束とは何か。薄暗い迷路、凶暴なモンスター達、悪辣な罠、心許なくなっていく装備、極めつけはドラゴンにも迫ろうかという巨大な怪物……そしてご褒美とばかりの金銀財宝に溢れた宝箱。浪漫です、わくわくします。

　そんなお約束を詰め込んだ、第五巻になります（ただしご褒美の宝箱は出てきません）。




イラスト


ヤスダスズヒト



　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏～ヨザクラカルテット～（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

公式サイト　http://www.suzuhito.com/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=5880

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係




http://ga.sbcr.jp/










ＧＡ文庫




ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか５




大森藤ノ
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